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委員長 亀山 憲生 

 

令和７年度使用藤沢市教科用図書に関する審議結果について（答申） 

 

藤沢市教科用図書採択審議委員会（以下審議委員会という）では、令和７年度使用中学校

用教科用図書、令和７年度使用特別支援学校及び小学校若しくは中学校の特別支援学級用教

科用図書について、教育委員会の諮問に基づき、審議方針を定め、その方針の「基本的な考

え方」にそって、３回にわたり審議してきました。 

その結果を以下のとおり答申いたします。 

 

 

１ 令和７年度使用中学校用教科用図書についての審議結果について 

  

  別表のとおり 

 

２ 令和７年度使用特別支援学校及び小学校若しくは中学校の特別支援学級用教科用図書

についての審議結果について 

 

 このことについては、「子どもの実態や発達段階に応じて幅広く一般図書の採択が可能と

なるように、昨年度まで採択されている一般図書は発行者による供給が困難となった図書を

除いて、引き続き使用できること」「今回審議を行った教科用図書として使用したいと考え

ている新規図書や複数種目で希望がある一般図書はいずれも適切であること」と、考える。 

 

 なお、参考資料として、審議方針と第１回、第２回、第３回審議委員会の会議録及び中学

校用（令和７・８・９・１０年度用）『 調 査 資 料 』を添付いたします。 

 



　　別表

第２回令和７年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　
令和７年度使用中学校用教科用図書について

審議のまとめ

令和６年７月
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第２回令和７年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和７年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇国語

発行者

東京書籍

・ 「話す・聞く」「書く」「読む」ことの３領域において、学習の見通しと振り返りの過程を重視し、生徒の目線でその観点を示
している。扉部分の「未来への扉」では、社会や自分の課題に向き合うことを学習のゴールとして意識させ、言葉の力で
自分や社会の未来を開く、生徒の主体的な学びを実現するための仕組みがある。

三省堂

・ 各教材の冒頭に示した学習目標によって見通しをもち、最後に振り返ることによって次の学びへの意欲が得られるように
構成されている。「読むこと」の教材に設けられた「学びの道しるべ」では、学習のプロセスが簡潔に提示され、生徒の主
体的な学びを促す構成になっている。

教育出版

・ 小・中・高の学びの連続性を意識した教材が配置され、読み取りから考えの形成への流れを示した手引きが単元ごとに
設定されている。生徒が学習の目標を明確にもって教材の読みを深め、最後に学びを振り返り、主体的に学ぶことがで
きる構成になっている。また、教材の末尾に学びを生かす項目が設けられ、教科横断的に国語の学びを生活に生かす
工夫がある。

光村図書

・ 全領域において、単元の学習の見通しから振り返りまでの流れと、学習のポイントを「学びのカギ」に明確に示し、主体
的・対話的で深い学びを実現する紙面構成となっている。資料編「学びのカギ」一覧やデジタル資料「学びの地図」で
は、各領域の３年間で身に付けたい力の系統を把握することもできる。また、主体的に学習に取り組む態度の育成を重
視し、各単元の「振り返る」では、自分の言葉で学びを価値づける場を設ける工夫が見られる 。

共通
・ 学習指導要領に則り、言葉による見方・考え方を重視し、主体的・対話的で深い学びとなる学習を進められるよう工夫が

されている。

発行者

三省堂

・

・

巻末の100ページに及ぶ資料編が、読書、社会生活、参考資料の３点に分けて掲載され、幅広い国語に関する知識を
身に付けられると考える。また、挿絵や写真が程よいサイズと配色で大変見やすく、生徒が視覚的に資料の内容を理解
しやすいと思う。

後半の資料編には、著作権の引用や話し合いの形式を選ぶなど、将来にもつながることが掲載されていたり、「辞典を活
用する」や「手紙・はがき・メールの書き方」なども掲載されていたり、本文以外にも、しっかり学べると思う。

光村図書

・

・

図表はあまり彩色・色合いに頼ることなく、優しい色合いや濃淡、形や線の種類で識別しやすく工夫されており、色覚特
性への配慮がある。また、巻末の資料編には、古典や日本文学等が分かりやすい図版の資料とともに掲載され、生徒の
豊かな言語感覚を養い、表現力を高めるための優れた作品に３年間で多く触れることができると考える。

巻末資料に綴じこまれた「語彙ブック」を活用し、各学年の「語彙を豊かに」の教材において、３年間で系統的に言語感
覚を高め、語彙を増やすことができる。さらに、各学年それぞれ２か所、各３ページにわたって「読書案内」が掲載され、
多種多様な作品に触れることで読書への関心を広げ、生涯にわたる読書生活の基盤となるのではないかと思う。

発行者

三省堂
・ グループディスカッションやプレゼンテーション、相手を意識して書く手紙・メールや投稿文などの言語活動が充実してお

り、本市の生徒が社会で生きる力を育むことができると思う。

光村図書

・ SDGｓと関連した教材において得た知識を活用し、情報活用能力を高める「情報整理のレッスン」を特設している。さら
に、「話す・聞く」の領域に「合意形成に向けて話し合おう」、「書く」の領域に「多角的に分析して批評文を書く」などの言
語活動が設定されており、他者と協働して課題解決に向かうための思考力や判断力を高める工夫があると感じる。

観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「国語」に係る観点

観点②　分量・装丁・表記等

観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連
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第２回令和７年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和７年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇書写

発行者

東京書籍
・ 生徒目線で手書きの文字の意義を感じられるよう、「文字を「書く」ってなんだろう」のページを巻頭に設け、生徒の文字
を書くことへの意欲を高める工夫が感じられる。

三省堂
・ 資料編に「日常の書式」として職場体験を題材に設定するなどしている。また、「書写の広場」では、文字の歴史や文化
に触れ、手書きの味わいが感じられるように工夫されている。

光村図書

・ 行書学習の初めに苦手意識を持たせないようキャラクターを活用し、「行書スイッチ」のページをイラストと動画で示し、書
体の特徴を確認しながら、生徒が分かりやすく書字練習に取り組めるよう工夫している。また、「日常に役立つ書式」で
は、学校生活や日常生活を多く題材に取り入れることで、総合的な学習の時間等の教科横断的な学びを実現する可能
性も高く、より生徒が主体的に取り組み、学びを深める工夫がある。

共通
・ 学習指導要領との関連において、書写での毛筆学習を日常の硬筆へと生かし、文字を書く力が身に付くよう工夫された
編修内容となっている。

発行者

東京書籍

・ 文字を書くときの姿勢と構え方から入り、字形の整え方、筆使い、文字の大きさと配列などが分かりやすく説明されてお
り、大変よかったと思う。日常の書式として、はがきや封筒の書き方、送付状、のし袋、願書、原稿用紙の書き方の説明も
あり、日常の学習や生活に役立てる態度を育てるための工夫と配慮がされている。

三省堂
・ 文字を書くときの姿勢と構え方から入り、字形の整え方、筆使い、文字の大きさと配列などが分かりやすく説明されてお
り、大変よかったと思う。日常の書式として、はがきや封筒の書き方、送付状、のし袋、願書、原稿用紙の書き方の説明も
あり、日常の学習や生活に役立てる態度を育てるための工夫と配慮がされている。

教育出版

・

・

ポスターづくりや文字の歴史、フォントや手書きのよさに触れるなど、スマホやタブレットの普及により文字を書くことが少
なくなった今の生徒たちには、大切な内容が詰まっている。

正方形に近いAB版サイズで、生徒が机の上で開きやすく、毛筆のお手本として、半紙に対する文字の大きさや太さをイ
メージしやすくなっている。また、硬筆の書字の際にも書き込みやすくなるという工夫を感じる。

光村図書

・

・

ポスターづくりやマップづくり、文字の歴史やフォント、手書きのよさに漫画で触れるなど、スマホやタブレットの普及により
文字を書くことが少なくなった今の生徒たちには、大切な内容が詰まっている。

別冊の「書写ブック」が綴じこまれており、生徒が教科書で文字の書き方を確認しながら硬筆の練習ができる。

発行者

光村図書

・ 各動画に解説のアナウンスがあり、さらに、上部だけでなく斜め左の角度からの動画により、筆圧の強弱、運筆の微細が
見て取れるようになっている。デジタル参考資料も豊富で、手書きとデジタル機器のそれぞれのよさや字を書く楽しさが
感じられる。

共通
・ 紙面に二次元コードが掲載されており、毛筆の課題１つにつき１分程度の動画で生徒を視覚的に支援する工夫があり、
１人１台端末を活用した個別最適な学びの実現を可能としている。

観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「書写」に係る観点

観点②　分量・装丁・表記等

観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連
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第２回令和７年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和７年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇社会（地理的分野）

発行者

東京書籍

・

・

「みんなでチャレンジ」のコーナーで、まず自分の考えをもつ所から始め、その後発展的に小グループで話し合う活動を
促しており、対話的な活動を通じて他者の考えを知り、多面的・多角的な考察ができるよう配慮されている。

冒頭の見開きに、世界の国々の食べ物がカラー写真で紹介されており、身近な食べ物と外国との繋がりを生徒に意識付
けさせ、楽しみながら学ぶきっかけとなると思う。

教育出版
・ カリキュラムマネジメントが意識されており、小学校との学習の繋がりや、社会科の他の分野、歴史や公民との関連がわ
かりやすく記載されていて、多面的に見たり考えたりすることができる構成になっている。

帝国書院

・

・

・

〇節の問いが各ページに必ず記され、常に学習の目標を意識することができるようになっている。同様に末尾に学習の
まとめとして「○節の問い」があり、章の学習を一貫して学びを深め、多面的・多角的に考察し、表現する工夫がある。

「未来に向けて」のコーナーでは、様々な現代的な課題を未来志向で考える工夫がされており、生徒が社会科を学ぶ意
義を捉えることができる。

二次元コードを読み取ることにより、学習内容とリンクした「見通しスライド」、「図解アニメーション」や「学習を振り返ろう」
「アクティブ地理」などのワークシートを活用することができ、学習の定着を図ることや学びを深めることに繋がる。

日本文教出版
・ 各節の末に「まとめとふり返り」があり、フィッシュボーンや座標軸などの様々なシンキングツール、いわゆる思考を深める
ツールを使って、学習内容について生徒が多面的・多角的に考察する工夫がなされている。

発行者

教育出版 ・ 配色は淡い色を多く使っていて目に優しいと感じる一方、全体的に文字数が多い。

帝国書院
・ 巻頭の「教科書を活用した学び方」は、わかりやすく項立てしている他、マークや絵を用いた枠の中に説明文が書いてあ
り、マークや絵を手がかりに、生徒がどのように学びをすすめ、どのような視点で考察すればよいのかがわかりやすく示さ
れている。

発行者

東京書籍

・ 二次元コードについて、単元の学習の予習に使える「導入クリップ」、学習を振り返る「チェック＆トライ」、映像資料「D‐
MOVE」「なるほど！スキル・アップ」など充実している。教科書の見開き２ページを１時間の授業で使うとすると、毎時間
二次元コードを使用することができる。

帝国書院

・

・

単元の学習の冒頭で利用できる「見通しスライド」や単元等の終わりで利用できる「ワークシート」などが用意されており、
効果的に二次元コードを利用する場面を絞っている。

自分たちが行ったことのない世界各地についてを学ぶことが多い地理の授業においては、これまでも写真や動画を授業
の中で教員がスクリーンに見せるなどしていたが、生徒が１人１台端末を授業に利用している今日、非常に有効であると
思う。

共通 ・二次元コードについて、本市では、１人１台端末を使うようになっているため、二次元コードからコンテンツにつながるとい
うことは、非常に有用ではないかと思う。

観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「社会（地理的分野）」に係る観点

観点②　分量・装丁・表記等

3



第２回令和７年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和７年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇社会（歴史的分野）

発行者 観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「社会（歴史的分野）」に係る観点

東京書籍

・

・

・

・

全ての見開きページの右側に年表が配置されており、現在、どの時代を学習しているのかが認識しやすくなっている。

導入部に小学校で学んだ内容を用語や写真で振り返るページを設けており、小中の学習の結びつきを意識していると
感じる。

単元のまとめにおいて、くらげチャートやくま手チャートなどの思考ツールを使い、歴史的な事象を比較したり、相互の関
連性を持たせて考えさせたりすることで、より深く多面的な視点で理解を促す工夫があると思う。

「みんなでチャレンジ」は、話し合い活動を促し、多様な意見に触れながら歴史的事象を考察できるように組み立てられ
ていると思う。

教育出版

・

・

巻頭に「歴史ゲームで遊ぼう」のコーナーが設けられ、小学校で学んだことを楽しみながら思い出し、興味を持って中学
校の歴史学習に取り組めるよう工夫されていると思う。

見開き２ページの見出しが学習内容を端的に象徴する表現になっているため、歴史的事象を生徒たちの目線で印象づ
けることができると感じた。

帝国書院

・

・

・

・

・

・

章の導入に「タイムトラベル」を設け、その時代の特色を象徴したイラストを使って、導入学習として生徒の興味・関心を引
き出しやすい。また、視覚的に時代をイメージしやすく、歴史的な見方・考え方を働かせる活動を通じて生徒同士の対話
が生まれ、もっと探究したいというような気持ちを芽生えさせ、主体的に学びに向かう力の育成につながることが期待でき
る。

章末の「タイムトラベルを活用して振り返ろう」では、その章全体を通じて様々な発見を促して、歴史的な事象を多面的に
捉える活動につながると思う。

「タイムトラベル」が印象に残った。各時代の特徴をイラストの中から探す質問があったり、グループの中で対話ができる
テーマがあったりと、イラストを使って主体的・対話的で深い学びができる題材だと思う。

今学習している内容の時期や時代がすぐに分かる年表が各ページに配置されているのが特徴である。

「タイムトラベル」を章の初めに設け、資料となる絵からそれぞれの時代の特徴を生徒に眺めさせ、読み取らせることを一
貫して行っており、生徒が絵から何を気づくことができるのか、教える方もワクワクしてくるようなつくりになっている。

「世界とのつながりを考えよう」は、地図やイラストから日本と世界を一緒に考えることができ、非常に有効であると考える。

山川出版社
・ 「○世紀の世界」という見開き２ページのコーナーがあり、地図・イラスト等が掲載され、その時代の世界の様子を視覚的
に捉えることができ、学びが広がると感じた。

日本文教出版

・

・

コラムの「先人に学ぶ」では、先人がどのような課題と対面し、その解決に向けてどのような取組をしてきたのかということ
を知ることができ、道徳教育との関連を意識した工夫がされていると感じた。

各編に、「どんな学習をするのかな？」から始まり、「学習課題」の欄で何を学んでいくのかという学習の見通しを持たせ、
最後に「確認」「表現」で振り返りをし、しっかり考えて学習できる構成になっていると思う。

自由社
・ 各単元にコラムが置かれ、歴史的事象の関連や背景に深く踏み込むことができると思う。また、多面的・多角的に考察で
きるように工夫されていると感じた。

育鵬社

・

・

各章の導入部分において、小学校の振り返りをしながら、これから学ぶことをイラストを使って分かりやすく図示してある
「鳥の目で見る（歴史絵巻）」が目を引く。

「虫の目で見る」を使い、その時代の特徴を考えることができるように工夫されている。

発行者 観点②　分量・装丁・表記等

東京書籍
・ 分量、書体も適切で、各ページとも２／３程度がイラスト、写真で構成され、ユニバーサルの視点にも配慮されており、生
徒が読みやすく理解しやすい構成になっている。

帝国書院
・ 分量、書体も適切で、各ページとも２／３程度がイラスト、写真で構成され、ユニバーサルの視点にも配慮されており、生
徒が読みやすく理解しやすい構成になっている。

日本文教出版 ・ １見開きごとに二次元コードがある。

学び舎
・ Ａ４版を採用しており資料や記述が豊富に盛り込まれていると感じた。各章の最初には北極を中心とした世界地図が描
かれており、その時代その時代の世界各地の様子を表す写真や絵が配置されており面白い工夫であると思う。
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◇社会（歴史的分野）

発行者 観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

東京書籍

・

・

一遍聖絵や後醍醐天皇の肖像画の所蔵場所が神奈川県清浄光寺と記載され、歴史を身近に感じることができると思う。

「地域の歴史を調べよう」では、地域から見た歴史を捉える学習が可能で、歴史を様々な角度から考察する工夫があると
思う。特に本市の生徒が３年時に修学旅行で広島を訪れることがあり、見開き２ページで広島は原爆という従来の学びか
ら一歩進めて、被爆建物をどう保存し継承していくかという切り口で、これからを生きる生徒に考えさせる題材になってい
ると思う。

教育出版

・

・

「福岡の市」に「『一遍上人絵伝』清浄光寺［遊行寺］蔵」と明記され、歴史を身近に感じることができる。

同時代の資料を見比べる活動を通じて、資料を用いて当時の産業や経済発展の様子を類推・考察することの歴史的意
味を学ぶことができると思う。

帝国書院

・

・

・

・

現在学習している単元が、小学校ではこの単元と、他の分野ではこの単元と関わりがある部分がページの下に示されて
おり、以前に学習したことを振り返ることができたり、他分野とも関連して多面的・多角的に捉えたりする機会となるよう工
夫されている。

一遍上人絵伝や後醍醐天皇の肖像画の所蔵場所として神奈川県藤沢市と記載され、歴史を身近に感じることができる。

本市の生徒が校外学習で訪れる機会が非常に多い鎌倉市、横浜市の特集ページがあり、歴史的分野を学ぶことの意義
から考えると、実際に歴史の舞台に立って考えたり、感じたりする学びを実現できると思う。

抽象的な概念形成が未熟な生徒が多い中で、「世界とのつながりを考えよう」や「歴史を探ろう」は視覚的な資料が多く用
いられており、具体的なイメージを持って学びを深める学習が可能と考える。

令和書籍

・

・

基本的な内容の学習にとどまらず、より高い知的な探究を手助けする構成となっていると思う。

巻末の資料はカラー刷りで見やすく、特に各時代の歴史地図は、歴史の流れを地理的な観点から理解するために大変
効果的であると思う。
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第２回令和７年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和７年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇社会（公民的分野）

発行者

東京書籍

・

・

「１８歳へのステップ」というコーナーを設けている。特に主権者意識を高めることや、主体的に社会に参画する態度を養
うことは、公民に課せられた学習であり、非常に意識づけることができていると思った。中学校３年生は義務教育最後の
年であることから、このコーナーを充実させることは、非常に好印象が持てる。

二次元コードについて、得られる情報に大変工夫があり、多様なコンテンツは、１人１台端末を活用できる学習活動に
よって日々の授業をサポートすることができ、さらに家庭においての学びの広がりを期待することができる。

教育出版

・

・

「教科書の使い方」のページに生徒たちをこの教科書に導いてくれるような６人のキャラクターが描いてある。男子、女
子、車椅子に座っている子、名前が片仮名で書かれている子、眼鏡をかけている子など、人権を尊重し、多様性を認め
合うことが求められている今の時代に、こういったキャラクターについては非常に意識があると思う。

二次元コードについて、得られる情報に大変工夫があり、多様なコンテンツは、１人１台端末を活用できる学習活動に
よって日々の授業をサポートすることができ、さらに家庭においての学びの広がりを期待することができる。

帝国書院

・

・

・

「アクティブ公民」、「図解アニメーション」が示されており、学習内容の定着や学びの深まりに活用できる動画などがとて
も分かりやすい。「パン屋さんをつくろう」は、出店する計画の立案、出店地の選択、従業員募集など、生徒が興味・関心
をもって取り組むことができる内容となっており、やがて社会に出て、その形成者になるために必要な公民的資質を体験
的に学ぶことができる。

各単元の学習の冒頭に「学習の前に」という大判のイラストがある。社会の仕組みや制度、または現実の生活を結びつけ
て考えたり、発見させたりしようとする意図が感じられる。公民の授業が苦手だという生徒でも、イラストから学習内容を考
えることができ、意欲の喚起にもつながるものである。実際に授業で使ってみたい。

二次元コードについて、得られる情報に大変工夫があり、多様なコンテンツは、１人１台端末を活用できる学習活動に
よって日々の授業をサポートすることができ、さらに家庭においての学びの広がりを期待することができる。

日本文教出版
・ 二次元コードについて、得られる情報に大変工夫があり、多様なコンテンツは、１人１台端末を活用できる学習活動に
よって日々の授業をサポートすることができ、さらに家庭においての学びの広がりを期待することができる。

育鵬社
・ 二次元コードについて、得られる情報に大変工夫があり、多様なコンテンツは、１人１台端末を活用できる学習活動に
よって日々の授業をサポートすることができ、さらに家庭においての学びの広がりを期待することができる。

共通

・

・

中学校卒業後に公民として生きる生徒たちを意識して、現代社会の見方・考え方を養い、現在の予測困難な未来を生き
るための思考力や判断力、表現力を育成するための配慮がなされている。また、社会的事象について、生徒が多面的・
多角的に考察し、意見や考えを表現できる力を育むための工夫がされている。例えば、ディベートやロールプレイ、シ
ミュレーション等の活動は、他の人との対話を重ねていく過程で、生徒が自ら積極的に社会に参画していく意識を育むた
めに大変効果的である。

ＳＤＧｓについては、現在、世界的な取り組みとなっていることから、大変工夫のある切り口で扱われている。

発行者

東京書籍

・ 使用されているグラフや地図などの資料が色覚的にとても配慮されている。イラストなども伝えたい内容がシンプルに表
現されており、生徒が理解しやすいような工夫がされている。また、二次元コードを利用して、学習内容に関連する他の
教科の教科書などが簡単に参照できるように配慮されている。

帝国書院

・ 重要語句を示すゴシック体の太さやルビを工夫するなどの配慮があり、配色についても、色覚に配慮した識別しやすい
色使いとなるように工夫がされている。イラストや写真なども見やすく、興味を引くものが多く、資料も具体的で分かりやす
いと思う。

自由社 ・ 索引が６ページにわたり項目が細かく掲載されており、生徒が復習する際、非常に利用しやすくなっていると感じた。

育鵬社

・ 振り仮名にゴシック体を用い、読みやすくなるような工夫がある。資料やグラフについて、テーマごとに分けられており、見
やすくなっていると思う。また、章の初めに掲載されている二次元コードを利用することにより、学習内容に関連する動画
に簡単にアクセスできるように配慮されていると感じた。

共通 ・ １授業時間で扱う内容が見開き２ページにまとめられており、学習計画が立てやすくなるよう工夫されている。

発行者

東京書籍
・ 全てのページに二次元コードが掲載されている。生徒が持っている１人１台端末で読み取ることができ、必要に応じて授
業で活用したり、探究学習に活用したりすることができ、より幅の広い学びが可能になると思う。

帝国書院

・ 扉の写真に江ノ電が載っており、本市の生徒は素直に嬉しく感じると思う。また、国際教室で学ぶ外国籍の子どもたち
や、選択できる学校制服というような写真が大きく使われており、本市でも身近に接することの多い話題を丁寧に取り上
げ、多文化共生や多様性の尊重などの課題について自分事として考え、社会とのつながりを意識できる。

日本文教出版

・ 藤沢市の片瀬海岸清掃の写真が掲載されており、より身近な課題として取り組むことができ、生徒が実際に行動を起こ
すきっかけになることも期待できる。点字が施されるなど、バリアフリー等についても実感を持って学ぶことができる工夫
がされている。

観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

観点②　分量・装丁・表記等

観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「社会（公民的分野）」に係る観点
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第２回令和７年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和７年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇地図

発行者

東京書籍

・ １つのページで多くの情報に触れることができ、地図帳を開いただけで、学びの連鎖が生まれやすいと思う。さらに、巻
末の統計資料は、日本の都道府県別統計が活用しやすく、産業別人口の比率や人口構成の割合がグラフ化されてお
り、地域の特色や課題を考察しやすく、社会的な見方や考え方を働かせる学習においても活用できると思う。

帝国書院

・ 主題図が豊富に掲載されており、主食や気候の関わり、工業生産と人口集中なども関連させて考察することができる構
成となっている。また、「世界の州」では、ページによっては日本との結びつきについてまとめている主題図があり、世界と
日本との関連を読み取ることができる工夫がある。一般図においての色の違いは、土地利用や高低差をイメージしやす
く工夫されている。また、地理的分野の学習だけではなく、歴史的分野や公民的分野の学習にも利用できる資料や写真
が豊富で、中学校３年間を通じて活用できる工夫がある。特に、SDGsについては、巻頭７ページで集中して扱っており、
環境、脱炭素、食料、紛争など社会科の様々な観点からの学習に活用できるようになっている。

共通 ・ 必要な情報を最新のデータで扱っている。

発行者

東京書籍
・ 断面図を掲載している地点が線で示されており、生徒が地理的な位置関係を理解しやすいよう工夫されている。また、
写真資料では新旧の比較をしながら考察する学習が進めやすい構成になっている。

帝国書院

・ 地図から得られる情報が精選されており、必要な情報を見つけやすくできていると思う。また、主題図と併設した鳥瞰図
があり、生徒の興味・関心を高めるだけではなく、地理的な見方・考え方を身に付けられるような工夫が見られる。また、
見やすさなどから、現場の先生方からの評判も良いと聞いている。

共通
・ それぞれの産地や産業などのイラストがしっかり事細かく描いてあり、見ていて楽しい。また、それぞれ有名な建物なども
しっかり描かれており、地図帳ではあるが、色々な視点から学ぶことができる。

発行者

東京書籍 ・ 京都市東山区が載ってる。

帝国書院

・

・

・

奈良県明日香村や斑鳩町辺りも載っており、手が行き届いていると感じる。

「地図で発見」というコーナーがあり、修学旅行に関連して京都や奈良に加え大阪、兵庫、滋賀といった関西方面の主な
歴史・文化・観光地が示されたページを見ながら観光地めぐりの計画を立てられる作りになっている。奈良で班別行動を
しながら京都に戻る、あるいは京都で班別行動で回った後、滋賀県の大津市の宿に戻るといった行動を行うことも最近
多く見られるので、本市の修学旅行では利用できるのではないかと思う。

日本の地震と火山の分布の資料や富士山の降灰予想、南海トラフ地震の資料もあり、本市の防災教育でも利用できる。

共通

・

・

京都市、奈良市、広島市については５万分の１の地図があり、主要な神社仏閣についてはイラストが表示されており、非
常に見やすいと感じた。

防災については、自然災害や防災に関するページがしっかりあるほか、地方のページにも各所に防災に関する資料が
組み込まれている。本市は、相模湾に面し富士山を仰ぎ見ることができる場所にあるが、それだけ地震・津波・火山の噴
火といった災害に備えなければならないと思う。

観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「地図」に係る観点

観点②　分量・装丁・表記等

観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連
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第２回令和７年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和７年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇数学

発行者

東京書籍

・

・

・

単元を貫く題材の設定が多く、ストーリー性のある題材構成で学ぶ意欲を高め、導入の題材を本文の中で解決したり、さ
らに深めたりできるような内容になっている。

子どもたちが学びやすいように問題を発見し、見通しを立て、解決までの過程を振り返ることができるよう構成されてい
る。「深い学び」のページでは、日常生活や社会の事象に関わる問題発見・解決の過程に沿った活動が多く、数学と生
活の密接な関係を学ぶことができるようになっている。

問題発見・解決の過程を意図した「深い学び」のページがほぼ全ての章に設けられ、論理的に考察し、考えを表現する
機会が多く設けられている。また、巻末の「学びのマップ」では、３年間の内容のつながりを確認しながら、振り返りができ
るようになっている。さらに「学びのベース」では、問題を解いたり、フラッシュカードで反復練習ができるようになっており、
生徒が学びやすい構成になっている。

大日本図書

・

・

問題発見から解決までの流れが示され、その過程を振り返ることができるような構成になっている。

章や節の導入では，問題発見・解決の流れを意識させることで、自然と論理的に考察する力と考えを表現する力が身に
つくようになっている。

学校図書
・ 常に話し合い活動を取り入れ、その話し合いから学習の目標を立てることで、対話的な学びが実現できるように工夫され

ている。

教育出版 ・ 問いを持って学習が進められるようになっている。

啓林館

・

・

全ての節の先頭にある「節とびら」では、その節の学習を進めれば解決できる身のまわりの問題を取り上げているため、
学ぶ楽しさや意義を実感できるようになっている。

単元末の「章のあしあと」では、わかったこと、できるようになったこと、さらに学んでみたいことをまとめる場面があり、生徒
が自らの学びの深さを確認し、次の学びに進むことができるようになっている。

数研出版
・ 対話形式で掲載される題材が多く、「同じように考える」や「具体的な数で考える」という考え方を何度も示すことで、自然

とその見方・考え方が身につくようになっている。

日本文教出版
・ 巻末の「ＳＤＧｓと数学」、「数学を仕事に生かす」、「数学研究室」、「プログラムと数学」など、数学が活用されていることを

知ることができる構成になっている。

共通 ・ 数学的活動を通して単元ごとに主体的・対話的で深い学びについて実現できるように工夫されている 。

発行者

東京書籍

・ 節ごとに「基本の問題」があり、「補充の問題」では少し難しい問題も扱い、段階的に身につくような配置になっている。ま
た、吹き出しや補助発問に「同じように考えると」や「それなら」という文言がついており、学びのつながりを生徒が自覚で
きるようになっている。さらに装丁・表記については、色使いを整えて色覚特性に適応できるカラーユニバーサルデザイ
ンや、ルビなどの小さな文字には、見やすくするためにユニバーサル デザイン フォントを使っている。

学校図書 ・ 適切な内容・分量の問題であり、「計算力を高めよう」では家庭学習や計算練習で活用できる。

数研出版 ・ グラフや図をかく問題は、教科書中に書き込みやすくするため、本の外側に図を配置している。

日本文教出版
・ 節末に「基本の問題」、章末には基礎から標準的な問題である「章の問題」、難易度の高い「とりくんでみよう」を設け、多

彩な問題を出題している。

共通 ・ 二次元コードが配置されており、予習・復習や反復練習など生徒が自分で学習できるように配慮されている。

発行者

東京書籍

・

・

デジタルコンテンツの中に、「対話シート」があり、生徒一人ひとりが主体的に自分の考えを表し、ペア学習やグループ学
習、教室全体での意見共有がしやすいよう工夫されている。

学習状況調査の結果で表れている課題について改善することができる。

学校図書

・

・

身のまわりの生活の中から課題を発見し、その発見した課題を数学の問題におきかえて、生徒同士の話し合いを行う
ページが設定されている。

学習状況調査の結果で表れている課題について改善することができる。

教育出版

・

・

協働的な学びの場面として、各章の始まりには「 Letʼs　Try」という導入問題・課題があり、活用の場面には「学びのプロ
セスページ」で生徒の生活に身近な題材で、対話的な学びを促している。

学習状況調査の結果で表れている課題について改善することができる。

観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「数学」に係る観点

観点②　分量・装丁・表記等

観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連
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第２回令和７年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和７年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇理科

発行者

大日本図書

・ 日常生活や社会に関連する事柄を多く掲載し、生徒が科学を身近に感じることができるように配慮されている。また、教
材を基礎となることから配置して、後続の学習内容の理解がしやすくなるように配慮されている。例えば、生徒が小学校
で扱った豆電球を利用して回路の学習をしてから電流と電圧の関係、電流と磁界の関係、最後に電子・放射線について
理解する流れとなっている。

学校図書

・

・

生徒の真理を追究する態度を育成することに重きがおかれ、生徒が科学的に思考する、課題を科学的に解決するため
に必要な知識・技能が詳しく解説されている。例えば、誤差や有効数字の説明が丁寧で、生徒がデータを計算機やパソ
コンで計算する際、小数点以下の数字を有効数字として意識しながら適切に処理できるように丁寧に解説されている。

学習内容を生徒に身近なもの、基礎となることから配置していて、後続の学習内容の理解がしやすくなるように配慮され
ている。例えば、植物の学習では、まず植物の器官・組織のつくりをしっかり観察してから、光合成の仕組みを探究する
流れとなっていて、光合成を、よりからだのつくりをイメージしながら理解ができるように配慮されている。

教育出版

・

・

学習内容を生徒に身近なもの、基礎となることから配置していて、後続の学習内容の理解がしやすくなるように配慮され
ている。例えば、植物の学習では、まず植物の器官・組織のつくりをしっかり観察してから、光合成の仕組みを探究する
流れとなっていて、光合成をよりからだのつくりをイメージしながら理解ができるように配慮されている。

使用されているマークがとても分かりやすく、課題の解決に向けて話し合ったり、考えたり調べたりする場面がよいタイミン
グで出てきて、より深く興味や関心を持ち、生徒が学習できるようになっている。他の教科で学習する内容との関連があ
るものには、その表示がしっかり示されており、学ぶということのつながりや探究する力の育成が図られている。

啓林館

・

・

・

学習内容をより深く理解できるよう、内容に関連する事柄を多く掲載し、日常生活・社会、他教科との関連に触れやすく
なっている。また、生徒が主体的に、科学的に探究することを意識した構成となっている。

観察と実験の目的、方法、結果、考察までの工程が一目でまとめてわかるように記載されており、子どもたちが実際に観
察や実験をした際にスムーズに取り組むことができると思う。

「考えてみよう」、「ためしてみよう」、「なるほど」そして「つながる学び」というコーナーが各単元で出てくる。「ためしてみよ
う」では、ほとんどの実験が身の回りや日常生活の中の身近にある材料で、やりたいと思ったらすぐその場でできるものが
多く、自らの力で知識を獲得し、理解を深められる工夫や配慮がされていると思う。また、使用されている写真が美しくダ
イナミックなものが多い。

共通

・ すべての観点において十分に配慮がされている。特に、３年間を通して、科学的に探究する力の育成が図られているこ
と、情報活用能力の育成やICTに対応した工夫がされていること、安全に実験・観察するための注意事項や基本操作が
図入りで丁寧に説明されていること、日常生活や社会との関連等が掲載されていて、理科の有用性や自然科学への興
味・関心を高めるための配慮がされていることなど、理科の教科書としてなくてはならない観点に対して工夫と配慮がされ
ている。また、実感をともなった理解をしやすくするための工夫や、より深く学びたい生徒にとっての補充資料として、適
切に発展的な内容が掲載されている。

発行者

東京書籍

・ 美しい自然科学に関する画像を多く掲載し、生徒の興味を高める工夫がされている。国際単位系にも触れ、生徒が納得
して学習できるように配慮されている。また本文の説明が、生徒にとって丁寧で理解しやすくなっている。例としては、先
に日本の天気を特徴づける気団の性質を丁寧に記述したうえで、移動性高気圧の発生場所が中国大陸の南部であるこ
とに触れて、春・秋の天気の特徴を考察しやすくなっている。

大日本図書
・ 教科書の随所に生徒に考えさせるような吹き出しのイラストを入れたり、「話し合おう」という項目が設定されており、生徒
が科学的に説明したり、生徒間で考えを交流したりする活動を進めやすく配慮されている。

学校図書
・ すべてのページの決まった場所に二次元コードが配置されており、いつでも簡単に関連する資料にアクセスできるように
配慮されていて、とてもよいと感じた。

教育出版
・ 教科書の随所に生徒に考えさせるような吹き出しのイラストを入れたり、「話し合おう」という項目が設定されており、生徒
が科学的に説明したり、生徒間で考えを交流したりする活動が進めやすくなるよう配慮されている。

啓林館

・ 実験の手順や結果の整理の図や写真がカラーで大きく見やすくなっている。また、生徒が理解しにくい内容についての
説明が丁寧である。例えば、力を記述する場合は、何が、何に、どちらの向きに、どのくらいの大きさで加えている力を記
述することが重要であるかということをわかりやすく説明している。

発行者

学校図書

・ 藤沢の子どもたちは、科学少年団等で小学生から自然科学に親しんでいる生徒が多くいる。また身近に海があり、箱根
には火山、相模原にはJAXAがあるなど、科学的に探究する力を身につけることで、生徒はより主体的に学ぶことができ
る環境にあるため、科学的に学習することを意識し編修されているので、適していると考える。

啓林館
・ 探究の過程がわかりやすく配慮されていて、実験・観察の説明の図や写真が分かりやすい。重要な箇所の本文の説明
が分かりやすく、発展的な内容も適切に掲載されているため、本市の生徒に適していると考える。

観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「理科」に係る観点

観点②　分量・装丁・表記等

観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連
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第２回令和７年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和７年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇音楽（一般）

発行者

教育芸術社

・ 学習のねらいや共通事項との関わり、教材で考えさせたいポイントなどの説明が丁寧になされている。さらに、具体的な
例示も多く、音楽科で育成する資質・能力が確実に養われる授業づくりに有効であると考える。教材によっては、主体
的・協働的に音楽の良さを味わう学習展開が図られるような「学びのコンパス」というワークシートも提示されており、段階
的に学習できるつくりとなっている。

共通

・ 演奏や鑑賞、創作活動の場面で他者と意見を交換しながら発表したり、グループで表現方法を考えたりするなどの課題
を提示するつくりとなっており、主体的で対話的な学習展開のもと、思考力・判断力・表現力の育成が図られるよう工夫さ
れている。

発行者

教育出版
・ 歌唱、鑑賞、創作教材のカテゴリーにそれぞれ基調となる配色があり、歌唱教材の風景写真などが美しく配され、曲の叙
情を豊かに想像させると感じた。

教育芸術社 ・ 親しみやすいキャラクターが音楽活動を楽しむ様子が描かれ、生徒の関心を引く工夫がされていると思う。

共通 ・ 歌詞などの文字が読みやすいユニバーサルデザインに配慮された紙面になっている。

発行者

教育芸術社

・ 音楽をより深く学びたいという生徒の学びに対応できるように、豊富な情報量と詳細な説明が掲載されていると思う。１年
生の「浜辺の歌」は、作詞者のゆかりの地である辻堂海岸の風景写真に江の島も写っており、目を引く。生徒が歌を通し
て本市の美しい自然に対する思いを高めることができると思う。また、「学びのコンパス」を活用し、１年生の段階で、本市
に関わりの深い楽曲を学び、それを通して音楽に対する感性、音楽に親しむ態度を育むことができる構成は大変効果的
であると思う。

観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「音楽（一般）」に係る観点

観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

観点②　分量・装丁・表記等
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第２回令和７年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和７年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇音楽（器楽合奏）

発行者

教育出版
・ ギターについては奏法に合わせて練習曲があり、生徒がスムーズに取り組めるようになっている。また、太鼓について
は打ち方と構え方の説明が詳しくされており、図も多くとても分かりやすくなっている。

教育芸出社
・ 演奏についての説明が丁寧で、写真が大きくて分かりやすくなっている。それぞれの楽器について、詳しい奏法の二次
元コードがついており、生徒が無理なく取り組めると思う。

共通
・ 生徒が主体的に取り組み、学びを深めていけるよう工夫されている。また、専門家のアドバイスを生かしながら、様々な
楽器に触れる機会を提供している。

発行者

教育芸術社
・ 五線の太さや音符の大きさ、段やページの区切りが見やすいと感じた。ギターのダイヤグラムの表記が奏者側からの視
点となっており、子どもたちにとって分かりやすいと感じた。

共通
・ 構成については、各楽器のページで基礎的なことを学習し、巻末の楽曲において難度があがるものに取り組めるように
なっており、学習を積み重ねながら技能を習得できるように工夫されている。

発行者

教育芸術社
・ 様々なジャンルの音楽を取り入れており、クラシックだけでなく、幼少時に耳にするような楽曲や現代のゲーム音楽な
ど、親しみやすい曲が多く、生徒が演奏練習に主体的に取り組めると感じた。

共通 ・ 本市の生徒の発達段階に合わせて演奏できるよう工夫が多々見られる。

観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

観点②　分量・装丁・表記等

観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「音楽（器楽合奏）」に係る観点
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第２回令和７年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和７年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇美術

発行者

開隆堂
・ 鑑賞のページは、はじめに作家の作品、次に生徒の作品を紹介し、最後に解説や制作過程の説明がレイアウトされて
いる。鑑賞して自分の作品のイメージを持ち、具体的な制作手順を理解しながら学習を進められるように工夫されてい
る。

光村図書

・

・

題材ごとに鑑賞、表現の順に構成されている。「みんなの工夫」という項目があり、自分ならどのように表現するだろうと
生徒たちに主体的に考えさせる工夫が見られる。また、説明がない作品を大きく取り上げ、生徒自身が感じる印象やイ
メージをもたせた後に鑑賞ページを設けて、作品についての解説を掲載している。造形的なよさや美しさ、表現の意図
と工夫などについて、生徒が自分で考える力を育める構成になっている。また、資料集が別冊になっており、作品を作
るための技法や、色や素材についての解説があるほか、発想や構想を練るための方法も示されている。生徒の表現し
たいという気持ちを形にするために必要な知識や技能が、一冊にまとまっているのがよいと感じた。

他教科とのつながりや共通事項の学習内容を関連させ、分かりやすく説明されているので、工夫と配慮を感じよかった
と思う。

日本文教出版

・

・

生徒自身の身近な生活や社会と関連付けて学べる題材が多く掲載されている。デザインや工芸の分野では、使う人の
立場に立った分かりやすいロゴやマークを制作したり、そのマークを使って日本手ぬぐいを作ったりするなど、生活の中
でロゴやマークが様々な形で利用されていることが分かりやすく紹介されている。暮らしや町づくりをテーマにした単元
では、よりよいデザインや工夫について意見を出し合い、協力しながら、暮らしを創造するプロセスを学べるようになって
いる。自分たちが未来をデザインするんだという意識をもたせやすいと思う。

「表現のヒント」が丁寧に記してあるため、鑑賞の後にスムーズに表現に入っていける。鑑賞の題材に、自分らしい思い
や考えを持つための工夫がなされていると思う。そして、写真やイラストが大変大きく見やすい。

共通

・

・

自分の生活や社会生活の中で造形的な見方や考え方を働かせて、美しいと感じるものに触れ、美術文化と豊かに関
わる資質や能力を育むことを目指した題材を取り扱っている。

表現と鑑賞の領域が明確に分かれており、大変よいと思う。また、学習の目標である知識・技能、思考・判断・表現、主
体的に学習に取り組む態度等が単元ごとに分かりやすく記載してある。

発行者

開隆堂
・ 美術１、美術２・３の２冊で構成されている。作品の質感を感じ取れる表紙の作りが素晴らしく、思わず手に取ってみたく
なる装丁となっている。絵画の一部を原寸大で表示しており、折り込みページも効果的に使われている。

光村図書

・ 日本画について質感の違う紙を使用して１６ページにわたり掲載し、特に浮世絵の「富嶽三十六景神奈川沖浪裏」は、
原寸大でその魅力を余すところなく伝えている。また、美術１、美術２・３と別冊資料の３冊で構成され、別冊資料は生徒
の学習を助けるものとなっている。

日本文教出版
・ １、２・３上、２・３下の３冊で構成されている。３冊に分けることで１冊当たりの重量が軽く、持ち運びがしやすい作りとなっ
ている。また、絵画の一部を原寸大で表示することで、タッチや色使いを実感できる工夫がされている。

発行者

開隆堂

・

・

内容ごとに二次元コードが配置され、生徒作品やダウンロードができるワークシートなどが用意されている。

藤沢にゆかりのある岸田劉生や片岡球子の作品が紹介されている。

光村図書

・

・

・

「全国の生徒の作品を見てみよう」のほか、「体感ミュージアム」のコーナーには作品に書き込んで鑑賞できる「書き込み
ツール」や「解説動画」、「鑑賞を広げる言葉集」など、生徒の興味・関心を高め、学習を深める工夫が見られる。生徒一
人ひとりがパソコンを利用している本市においては、特に有効であると思う。

サブレのパッケージが載っている。

「富嶽三十六景神奈川沖浪裏」について、ほぼ原寸大である。「神奈川沖浪裏」だけではなく、歴史的な日本の絵画に
ついても非常に紙質が風合いのあるものになっており、印象深くとてもよかったと感じた。

日本文教出版

・

・

・

「学びのはじめに」を全ての題材に配置している。

岸田劉生の作品や鎌倉の東慶寺の仏像などが紹介されている。

「富嶽三十六景神奈川沖浪裏」について、ほぼ原寸大である。

共通

・

・

・

教科書に二次元コードが用意され、デジタルコンテンツを使うことができる。

神奈川県や本市にゆかりの芸術家の作品を取り扱っている。また、神奈川県の風景が作品になっていたり、あるいは県
内の美術館に所蔵もしくは展示している作品を掲載しており、興味深いと思った。

「富嶽三十六景神奈川沖浪裏」について取り上げられている。

観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「美術」に係る観点

観点②　分量・装丁・表記等

観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連
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第２回令和７年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和７年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇保健体育

発行者

東京書籍

・ ナビゲートキャラクターが生徒を学習へと導き、「見つける」、「課題の解決」、「活用する」の流れの中で、生徒が主体的
に学習を進められるつくりになっている。また、それぞれの場面に設定された「問い」が、生徒が思考力を働かせ、協働的
な学びから知識の定着を図れる構成となっている。内容としては、多様性を認め合う共生社会の実現や命の大切さを重
視して、性の多様性や犯罪被害の防止などが充実していると感じた。

大日本図書

・ 「学習のねらい」をはじめに示し、本文を片側１ページに収めることで、授業の目的を明確にして、授業者の様々な工夫
によって授業が展開できるよう作られている。内容としては、現代的な諸課題を重視してオリンピック・パラリンピック教育、
防災教育などが充実している。

大修館書店

・ 「課題をつかむ」で生徒の興味・関心を引きつけ、本文・資料で知識を身につけ理解を深め、「学習のまとめ」で学習内
容を振り返り、日常に生かすという流れが、生徒にとって取り組みやすく、授業者にとっては教えやすい作りとなってい
る。また、二次元コードからクイズに挑戦することや、重要なキーワードをたよりに生徒自身が深く考える場面を設定でき
るようになっている。内容としては、心の健康を重視してリラクセーションの方法を実習するページを設けるなど、今日的
課題を取り上げている。

Gakken

・ 導入の「ウォームアップ」による課題が適切であり、本文中の吹き出しに書かれた問いと、「学びを生かす」という話し合い
や調べ学習などを通して、主体的な学習につながる構成になっている。内容は、健康や医療について、ウェルビーイン
グの視点を取り入れ、心の健康では、いじめについて取り上げているところが印象的であった。

共通

・ 主体的・対話的で深い学びを進められるよう工夫されている。学習指導要領に示された心と体を一体として捉え、生涯に
わたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を育成するという目標に資する内
容となっている。

発行者

東京書籍
・ 二次元コードによるデジタルコンテンツや巻末資料が充実しており、振り返りや発展的な学習に生かせる内容となってい
ると思う。

大日本図書
・ 右側ページに本文がなく、表や写真・イラストが充実している。左ページの本文を隠して、資料から考察・推測する活動
につなげられるつくりになっていると感じる。

大修館
・ 本文の文字数が少なく、写真とイラストのバランスや配置が良く、グラフや表の配色に工夫が見られ、非常に見やすいつ
くりであると感じた。

Gakken
・ イラストに吹き出しを入れるなど漫画のような作りになっており、生徒が親しみやすい工夫がされていると思う。

共通
・ 口絵または巻頭に、「この教科書の使い方」を紹介している。また、ユニバーサルフォントにより見やすく活用しやすい構
成となっていると思う。

発行者

東京書籍 ・ 二次元コードが充実しており、ＩＣＴを活用した本市の生徒の学習に適していると感じた。

大日本図書
・ 藤沢市の緊急通報装置や横須賀市のコミュニティ道路など、身近に感じられるものが取り上げられており、生徒が関心を
もって学習できると感じた。

大修館
・ 小田原市の津波避難場所の標識や藤沢市のボッチャ体験などが取り上げられ、生徒が身近に感じられるとともに、ほと
んどのページに二次元コードがあり、１人１台端末に対応した本市の生徒に適していると思う。

Gakken
・ 生徒が自分事と捉えて学習に取り組める資料として、神奈川県の中学校でＡＥＤを使用し、部活動の顧問を救った話が
掲載されている。

観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「保健体育」に係る観点

観点②　分量・装丁・表記等

観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連
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第２回令和７年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和７年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇技術・家庭（技術分野）

発行者

東京書籍

・

・

表紙は「未来を創るTechnology」で始まり、「一人一人の明るい未来を創る架け橋になりますように」という編修者の願い
から始まり、ガイダンスの中では、「技術の見方・考え方」のページで最適化の視点について丁寧に触れていることが特
徴である。今後、技術による問題解決の際の重要な視点であり、最初に学ぶ意義は高い。

冒頭でＳＤＧｓとテクノロジーを組み合わせ、ＳＤＧｓが掲げる１７の目標を達成するにはテクノロジー、いわゆる技術の力が
欠かせないということに触れ、すてきな未来を実現させるにはということで、技術の学習へと導いている。

教育図書

・

・

小学校で学んできた算数、理科、社会、図画工作などと技術が密接に関わっていることを写真で分かりやすく表示し、小
学校で学んできたことをさらに広げ、生徒に安心感を与えるとともに、自分たちの未来のために技術を学ぶことが示され
ていると思う。また、教科書がＡからＤ編で構成されており、編ごとで簡単な題材をつくり、物づくりの基礎が流れるように
なっている。そして、編の中が１から３、または４章に分かれており、章ごとに振り返りやまとめがあるので、途中で分からな
くなることがなく、安定した学びができると思う。また、「スキルアシスト」という基礎技能をさらに分かりやすく説明した冊子
もついており、二次元コードから動画を見ることができる。学習指導要領において示された資質・能力の３つの柱の一つ
である生きて働く知識・技能を習得するための工夫や配慮がされており、非常によいと思う。

「技術の力で、だれもが暮らしやすい社会を創る」というSDGsや共生の視点が色濃くあり、身近な悩みを取り上げ、自分
でも出来ると思えるような工夫例を示している点が印象に残った。

開隆堂

・

・

生徒たちが初めてこの教科書を手に取ったとき、表紙の「テクノロジーに希望をのせて」からはじまり、私たち人間は、す
てきな未来を夢見て、努力を重ねてきました。ドラえもんの秘密の道具を手にする日が来るかもしれませんね。という台詞
を読みながら、ワクワクしている子どもたちの笑顔が目に浮かぶ。

冒頭でＳＤＧｓとテクノロジーを組み合わせ、ＳＤＧｓが掲げる１７の目標を達成するにはテクノロジー、いわゆる技術の力が
欠かせないということに触れ、すてきな未来を実現させるにはということで、技術の学習へと導いている。

発行者

東京書籍
・ 全ページに二次元コードが配置されており、学習した内容を補足するワークシート、図鑑や動画など、多彩なコンテンツ
を用意されている点が非常に優れている。

教育図書
・ すべての二次元コードの横に内容が表示されており、調べたい内容が分かりやすい表記になっている。

開隆堂
・ 二次元コンテンツは、動きがあった方が理解しやすい制作の手順や作業の手順に関する動画がすごく充実している。

共通

・ 適切な文字サイズ、適度に配置された図や写真、イラストにより、生徒が読みやすく理解しやすい配慮がなされている。
また、現在学校では、１人１台の端末を活用した授業実践、個別最適の学びが重要視され、予習や授業中、復習など
様々な場面で使用できる二次元コンテンツは必要不可欠なツールで、充実していると感じた。

発行者

東京書籍

・ 「サステナブルなものづくりに挑戦しよう」、「地域の特産物を未来につなげよう」、「well-beingを高めるための問題解決」、
「地域の安全・安心を守ろう」など、現在の課題にスポットをあてた見出しの工夫がある。また、編末資料にある「すごい
ぞ！技術」「技術の匠」で、今までの技術分野の学習と現在の技術、将来の勤労観をつなげることで、さらに学習意欲を
高める工夫があると感じた。

教育図書

・ 「見つける」「学ぶ」「ふり返る」の学習３ステップが明確で、生徒が主体的に学習できるように工夫されており、「問題解決」
の４つのステップで分かりやすく説明されている。また、「先輩からのメッセージ」「技ビト」などのコラムが充実していて、地
元神奈川県厚木市の養豚農家の食へのこだわりや思いも掲載され、より技術の果たす役割をより明確にすることで、生
徒の学習意欲の向上につながる。

開隆堂

・ 各章の導入部に、「学習の流れ」「小学校や他教科とのつながり」が表記されており、生徒が今までの学習をもとに、これ
から学んでいくことが分かりやすい構成になっている。また、漫画やイラストを減らし、図を多く使用することで生徒自身が
必要な情報を取捨選択して、主体的に学習できるよう工夫されている。また、「Ｉｎｔｅｒｖｅｗ」の中では、仕事の意義や楽し
さなど、キャリア教育の視点にも触れており、生徒が将来に向けて興味がもてるように工夫されている。

観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

観点②　分量・装丁・表記等

観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「技術・家庭（技術分野）」に係る観点
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第２回令和７年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和７年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇技術・家庭（家庭分野）

発行者

東京書籍

・

・

ガイダンスが丁寧に取り扱われており、小学校で学習した内容を各編の導入で示すなど、小学校との系統性を大切にし
ている。また、生活の営みにかかる見方・考え方について分かりやすく例示し、生徒が自らの問題発見につなげられるよ
うな構成になっている。さらに、「自分の生活チェック」では、「１年生の最初」と「学習後」とのチェックを並べて比較できる
ようになっており、学んだことによる自身の成長を実感できるよう工夫されている。

最初のガイダンスで、３年間の見通しを丁寧に取り扱った上で、生徒たちが興味をもって主体的に実習に取り組めるであ
ろう食生活から入り、最後に、家族や地域の学習となっている。中学校３年間の最後で幼児や高齢者をはじめ多様な
人々との関わりを学び、共生の大切さを感じるよう工夫がされている。卒業後に、地域社会の中で自分が担う役割につい
て考えることに繋がると思う。

教育図書

・

・

問題提起やヒントなどをキャラクターでポイントごとにコメントを添えて描かれているところがとても良いと感じた。これは技
術の教科書も同じように、同じキャラクターが描かれていた。全体的に構成がとても見やすくまとまっていると感じる。

開隆堂
・ 「わたしたちの防災～防災が当たり前の生活に～」として８ページにわたって掲載し、丁寧に取り扱っている。過去の災害

から学び、今の生活を見直し、改善していくことができるよう工夫されている。

共通

・

・

いずれも実践的・体験的な活動が取り入れられて、生徒が主体的に課題を解決していく力が身につくような学習内容と
なっている。導入のガイダンスでは、小学校とのつながりや、中学校3年間の学習内容について、見通しが持てるようなつ
くりになっている。

画像やイラストがたくさん使われており、実技をする上でとても分かりやすくなっている。

発行者

東京書籍

・ どのページにも同じ場所に二次元コードがついており、活用しやすいつくりになっている。また、思考ツールを活用したコ
ンテンツも有り、自分の考えを整理したり、グループ内の意見を交換することで、深い学びにつながる工夫もされている。

共通 

・ デジタルコンテンツが充実している。調理や裁縫の二次元コードは、どれもわかりやすい動画で説明がされており、何度
でも見ることができる。本市の生徒たちは、学校で日常的にタブレットを活用していおり、生徒たちが自分のペースで繰り
返し動画を見て確認することで、基礎的基本的な知識・技能の習得につながると感じる。

発行者

東京書籍

・ 「契約」や「消費者トラブルとその対策」「消費者としてできること権利と責任」の学習において、生徒が自分ごととして捉え
られるよう、中学生によくあるトラブルの具体的な例を取り上げており、自分たちが悪質な商法のターゲットとされてしまう
おそれや巻き込まれてしまう事案について、実感を伴って学習できるように工夫されていると感じる。

教育図書

・ 本市の中学生の大多数がスマホをもち、インターネットにつながる環境にある。その利便性とともに、危険性や対策を考
え知ることの意義は大きいと考えており、広告を見て購入する場合の注意点、また、話し合うワークシートなど、考える工
夫がされていると思う。

観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「技術・家庭（家庭分野）」に係る観点

観点②　分量・装丁・表記等

観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連
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第２回令和７年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会

議案第１号　「令和７年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇英語

発行者

東京書籍

・ 文法解説動画やデジタル文法クイズなど、ＩＣＴ教材を活用して主体的に学習できるようになっている。また、「ダイ
バーシティメモ」というコラムにはその教材の背景や考え方が書かれており、多様性に気づくように配慮・工夫されている
と思う。

開隆堂

・

・

他者に比べると少し長文が少ないように感じたが、途中途中に「英語早わかり」という文法を分かりやすくまとめたページ
があり、定期テスト対策にはとても有効であると思う。また、１つ１つのページの配置バランスがよく、ページが見やすい
のが印象的である。小学校で学んだ単語がページの下にまとめられており、その都度振り返ることができる。

学年が上がっても豊富なイラストやマンガ、グラフや表から意味を想像させた上で英文を聞き、簡単な問いから目標文へ
とつなげていく構成が英語の苦手な生徒にも、とても良いと思う。

三省堂

・

・

・

英語圏以外にも様々な国を取り上げており、なかでも、環境について考えさせる「Warka Water Project」という題材は秀
逸で、環境や科学に対する生徒たちの意識を高めることができる教材だと思う。

単語がページの両サイドにまとめられていて、ページの下には、聞く、読む、話す、書くがまとめられている。そして、１つ
の単元が２つから３つの構成になっており、最後に長文が設定されている。この長文は、定期テスト対策に非常に役立
つと思う。また、定期テストに欠かせない文法が長文の後のページに掲載されている。この構成は非常に使いやすいと思
う。

配列や構成がパターン化されており、見通しを立てて学ぶことができる。

教育出版

・

・

アニメや絵や写真が多く、字が大きくて見やすく、教科書のサイズも小さめでよいと思う。

デジタル教材では、読み方練習の際にスラッシュの設定やカラオケのように文字の色が変わっていく表示、自分の声を
録音して再生する機能や、英文の内容を思考ツールを使って整理できるよう工夫されており、良いと思う。

光村図書

・

・

・

・

生徒たちの日常の状況設定から、平易で自然な英語表現を用いて社会問題などの内容に切り込みながら目標に迫るこ
とができ、とても良いと思う。

ストーリーになっているので、最初に入りやすく、ストーリーを通して英語を学ぶことができるのが良いと思う。１年生用は
絵が多く、２・３年生用はしっかり文が多いので、学年に適して工夫されていると思う。後半に、各学年のための「英語の
学び方ガイド」があり、分かりやすいと思う。教科書のサイズが小さめでよいと思った。

単語がページの両サイドにまとめられていて、ページの下には、聞く、読む、話す、書くがまとめられている。そして、１つ
の単元が２つから３つの構成になっており、最後に長文が設定されている。この長文は、定期テスト対策に非常に役立
つと思う。また、定期テストに欠かせない文法が長文の後のページに掲載されている。この構成は非常に使いやすいと思
う。

学年が上がっても豊富なイラストやマンガ、グラフや表から意味を想像させた上で英文を聞き、簡単な問いから目標文へ
とつなげていく構成が英語の苦手な生徒にも、とても良いと思う。

啓林館
・ ターゲット動画がわかりやすくできており、理解が進みやすいと思う。インプットとアウトプットを継続して学習できるように

構成されているところも良いと思う。

共通

・

・

・

１年生の教科書の冒頭に小学校で学んだ自己紹介や、自分の好きなものや憧れの人の紹介をしたり、また、自分や友
だちの名前を書いたりと、小学校からの学習を関連づけた構成となっている。また、日常生活や話題の出来事や人物、
生徒の興味のある題材をうまく使用しており、意欲的、自主的に取り組めるよう工夫されている。

学習指導要領にある全ての点において十分に吟味され、つくられている。主体的に学習を進めることができるよう配慮さ
れ、題材や方法に工夫が見られる。また、登場人物の多様性や国際理解はもちろんのこと、内容にも人権や防災、環境
や社会問題、他者との協働など、様々な今日的課題を取り上げており、どの者のものもそれぞれの良さがあり、どの教科
書も生徒たちの豊かな学びにつながる。

スモールステップで本題に入っていく形がとられており、スムーズに学びがつながるよう工夫されている。また、目標がＣ
ＡＮ－Ｄｏ等を用いて明記されていることで、ゴールがわかりやすくなっていると思う。デジタル教材は、内容を動画で確
認でき、多彩な学び方ができるように工夫されている。

発行者

三省堂
・ 内容が簡潔ですっきりしている印象である。そのため、教員の裁量で活用できる部分も多いと思う。現場の先生方からの

評判も良いようである。まとめの３コママンガも読んでみたくなる内容で興味深く復習ができる。

観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「英語」に係る観点

観点②　分量・装丁・表記等
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◇英語

発行者

開隆堂

・

・

各プログラムに「small talk」のコーナーがあり、繰り返し行っていくことで、即興でのやり取りや表現する力が身につく工夫
がされている。

Retellingという言い換える手法を用いて、アウトプットする力に重点をおいており、英語力をつける上で大きな強みにな
る。

三省堂

・

・

「small talk Plus」のコーナーがあり、単元で学んだことを即興で話せるように「Tips」というヒントコーナーがあることで、即
興で話すことが苦手な生徒にとって、一助になっている。また、本市で車椅子バスケットボールの練習をしている鳥海選
手の話題があるのも、子どもたちの興味を引くと思う。

本市で車椅子バスケットボールの練習をしている鳥海連志選手の話題もあり、身近な題材として学習できる。

光村図書

・

・

各見開きに「Let's Chat」というコーナーがあり、英語教育で今求められている「即興で話す」という力を育めるように工夫
されている。また、帯教材として、「その場でスピーキング　Let's　Talk」という付録は教員にとっても使いやすい教材と
なっている。

Retellingという言い換える手法を用いて、アウトプットする力に重点をおいており、英語力をつける上で大きな強みにな
る。

観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連
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第２回令和７年度使用藤沢市教科用図書採択審議委員会 

議案第１号　「令和７年度使用中学校用教科用図書について」

観点別審議のまとめ

◇道徳

発行者

東京書籍

・ 教材について深く考え、グループでの話し合いを繰り返すことで、考え、議論する道徳の授業づくりがスムーズに行わ
れるような構成となっている。例えば、各教材につぶやき欄があり、思ったことや感じたことを記入することで、自分の考
えを整理し、話し合いを円滑に進めやすい構成になっている。また、巻末の心情円は、葛藤する教材、モラルジレンマ
教材を扱う授業の際に、可視化することで自分の心情をより見つめ、考えを整理することに繋がる。さらに友だちの心情
理解にも繋がり、活発な話し合いを行うことができるように工夫されている。また、教材文の一場面を役割演技する学習
もあり、自分事として捉えられるような工夫もよいと思う。

教育出版

・ 現代社会における課題として、生命の尊さやキャリア教育・社会参画等についてテーマ別に分類され、考えたり話し
合ったりする活動を通して、課題に向き合い解決する力を育む構成となっている。巻末の内容項目別教材一覧表に、
教材に関連する他教科・領域が示されており、カリキュラムマネジメントに対応しやすい。

光村図書

・

・

・

元ハンセン病患者の方の経験や、現代社会で起きているコロナの差別や偏見について書いてある。私たちみんなが当
事者であり、３年間子どもたちもいろいろ考え、感じたこともたくさんあったのではないかと思う。それらを題材にして考
え、意見を交わすということは、とてもいいことだと感じた。

道徳的な課題を生徒が自分との関わりの中でどう結びつけられるかという点で、写真やイラストの雰囲気や、ページの
構成がとてもうまく工夫されており、読む側を飽きさせず、次のページをめくりたくなる。考えようのコーナーがあり、主体
的に考え、自分の考えや感じ方を明確にすることができるよう、考える道徳につながる内容構成になっていると思う。

生徒にとって学びやすいよう編修が工夫されていると感じた。人権についてのユニットを別に設けており、人権に焦点を
当てて、知識と考えを学びながら深められ、生徒が社会でよりよく生きるためにアンテナを高められるようにしている点
や、やってみよう、チャレンジのページを設け、友人との対話、議論を通して体験的に主体的・対話的で深い学びがな
されるように工夫されている。

日本文教出版

・

・

道徳的な課題を生徒が自分との関わりの中でどう結びつけられるかという点で、写真やイラストの雰囲気や、ページの
構成がとてもうまく工夫されており、読む側を飽きさせず、次のページをめくりたくなる。道徳ノートがあり、まずは自分の
考えや友達の意見や話し合いの内容をメモできるようになっている。次に、自分にプラスワンとして、みんなと議論を深
める中で生まれた新たな考えや、これから大切にしたいことや自分の生き方にプラスしたいことをまとめられるようになっ
ている。物事を多面的・多角的に考えるために、多様な考え方や感じ方と出会い交流し、議論する道徳につながる内
容構成になっており、深い学びにもつながると感じた。

いじめや環境など、現代的諸課題の内容教材が充実しており、生徒が考え、議論する道徳が実現しやすいと思った。
また、著名人によるメッセージが程よく配されており、生徒が前向きに自身の生き方を考えられる内容であると感じた。

Gakken
・ 巻末の学びのメモと学びの記録が適切な量感で配されており、学びのメモは授業ごと、学びの記録は学期末ごとに、生
徒が学びを振り返ることができるよう工夫されている。

共通
・ 生徒が自分自身を見つめ、よりよい生き方を考えることが大切である。普段の自分の考えや言動について振り返り、物
事を広い視野から多面的・多角的に考え、人間としての生き方を考え、議論する道徳につながるよう工夫されている。

発行者

東京書籍 ・ 手で押さえなくても教科書を広げたままで学習することができるため、話し合いもしやすいと思う。

光村図書

・ 文字が読みやすくなるよう、余白や文字数が配列されていると思う。また、挿絵・写真・イラストが生徒にも親しみやすく、
配色も見やすくなっていると感じた。教科書のはじめに道徳で学ぶ２２のキーワードをイラスト付きで掲載しており、１年
間で何を学ぶのかを示し、続いて道徳　道案内では題材のつながり、学習の見通しを視覚的に持てるようになってい
る。教科書の巻末にはまなびの記録が付いており、年間の道徳の授業を通して、自ら心に残ったことを振り返ることがで
き、考えを整理し、より深く考える機会が持てると感じた。

あかつき
・ フォント・色使い等にユニバーサルデザインの観点から配慮がなされている。また、二次元コードを利用して、人物の紹
介・インタビュー動画等教材に関連する動画やWebリンクを参照することができるよう工夫されている。

発行者

東京書籍
・ 各学年で、防災安全についての教材を取り扱っており、海が近い藤沢市に住む中学生が、自分事として捉えることがで
きる身近な教材であるため、未来に生きる子ども達の生きて働く道徳性を育む事にも繋がると考えた。

光村図書

・ 藤沢市では人権啓発事業を推進し、生徒たちが自分の周りにいる友達の人権を守る意識を持つことで、いじめの根本
的な原因を取り除けるよう各中学校においても努力している。その視点からよいと思う。人権のユニットを別に設けて、マ
イノリティやLGBTQについて中学生にも現代の問題として触れられているので、これから藤沢市で生活していく生徒た
ちに人権を大切にする社会を作る意識付けにつながると思った。

日本教科書

・ 自分の考えを伝えたり、相手の考えを理解しやすくするためにウェルビーイングカードを利用できるようにするなど、生
徒同士の対話を重視する工夫が見られる。コロナ禍で友だちとの関わりがなかなか持てずにいた生徒たちが、互いを
理解し、尊重しながら、人間関係を深めていく態度を育むことに繋がるのではないかと思う。

観点①　編修の趣旨と工夫、学習指導要領との関連、内容・構成、「道徳」に係る観点

観点②　分量・装丁・表記等

観点③　本市の生徒の実態や地域等の特性との関連

18



- 1 - 

 

   第 １ 回 令 和 ７ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 会 議 録  
            令 和 ６ 年 ６ 月 ３ 日 （ 月 ） １ ０ 時 ３ ０ 分 ～  

 

委 員 長    そ れ で は 、 定 刻 に な り ま し た の で 、 ま ず 、 会 議 に 先 立 ち ま し

て 、 お 願 い が ご ざ い ま す 。 傍 聴 の 皆 様 方 、 お 手 元 の 会 議 の 傍 聴

要 領 を よ く 御 覧 い た だ き 、 各 事 項 を お 守 り い た だ き ま す よ う 、

よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。 な お 、 こ の 会 議 は 公 開 で ご ざ い

ま す 。 審 議 の 内 容 に つ き ま し て は 、 議 事 録 作 成 の 都 合 上 、 録 音

さ せ て い た だ き ま す 。  

 そ れ で は 、 こ れ よ り 第 １ 回 令 和 ７ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書

採 択 審 議 委 員 会 を 始 め ま す 。  

 私 は 、 本 審 議 委 員 会 委 員 長 を 務 め さ せ て い た だ く こ と に な り

ま し た 亀 山 憲 生 と 申 し ま す 。  

 不 慣 れ で は ご ざ い ま す が 、 藤 沢 市 の 子 ど も た ち の た め に 、 公

正 に 審 議 委 員 会 を 運 営 し て ま い り た い と 存 じ ま す 。 審 議 委 員 会

の 皆 様 の 御 協 力 を ぜ ひ お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 ま た 、 本 審 議 委 員 会 規 則 第 ４ 条 第 ３ 項 に の っ と り 、 職 務 代 理

者 と し て 窪 島 委 員 を 指 名 し て お り ま す 。 窪 島 委 員 、 一 言 御 挨 拶

を お 願 い い た し ま す 。  

 

窪 島 委 員   こ ん に ち は 。採 択 審 議 委 員 会 の 委 員 長 職 務 代 理 者 と し て 、今 、

委 員 長 か ら 指 名 を い た だ き ま し た の で 、 務 め さ せ て い た だ き た

い と 思 い ま す 。 ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

委 員 長   窪 島 委 員 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 そ れ で は 、 本 審 議 委 員 会 の 次 第 に 従 っ て 進 め さ せ て い た だ き

ま す 。  

 次 第 ２「 会 議 録 署 名 委 員 の 指 名 に つ い て 」に 入 り ま す 。「 藤 沢

市 審 議 会 等 の 会 議 の 公 開 に 関 す る 要 綱 」 第 ７ 条 に 基 づ い て 、 会

議 録 署 名 委 員 の 指 名 を い た し ま す 。  
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 署 名 委 員 と し ま し て 、 委 員 長 の 私 自 身 と 、 そ の ほ か に 佐 々 木

委 員 を 会 議 録 署 名 委 員 に 指 名 さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す

が 、 佐 々 木 委 員 、 よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

佐 々 木 委 員  分 か り ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ れ で は 、 会 議 録 署 名 委 員 に は 、 私

と 佐 々 木 委 員 と い う こ と で よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 続 い て 、 次 第 ３ 「 資 料 に つ い て 」 に 入 り ま す 。 ま ず 、 事 務 局

か ら 資 料 に つ い て の 説 明 を し て い た だ き ま す 。 事 務 局 、 よ ろ し

く お 願 い い た し ま す 。  

 

事 務 局   そ れ で は 、 資 料 を 確 認 さ せ て い た だ き ま す 。 ホ チ キ ス 留 め 、

資 料 １ を 御 覧 く だ さ い 。  

 初 め に 、 １ ペ ー ジ 、 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 規 則 で

す が 、 こ れ は 本 審 議 委 員 会 の 規 則 で ご ざ い ま す 。  

 ４ ペ ー ジ 、 令 和 ７ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 の 採 択 方 針 で す

が 、 こ れ は 本 年 度 の 教 育 委 員 会 と し て の 採 択 に 関 わ る 方 針 を 定

め た 資 料 で ご ざ い ま す 。  

 ６ ペ ー ジ 、 令 和 ７ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会

委 員 名 簿 で す 。  

 ７ ペ ー ジ 、 令 和 ７ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 に 関 す る 審 議 に

つ い て （ 諮 問 ） で す 。  

 ８ ペ ー ジ 、 令 和 ７ 年 度 義 務 教 育 諸 学 校 使 用 教 科 用 図 書 採 択 方

針 に つ い て （ 通 知 ） で す 。 こ の 中 の １ ２ ペ ー ジ に 、 令 和 ７ 年 度

使 用 中 学 校 、 義 務 教 育 学 校 の 後 期 課 程 、 中 等 教 育 学 校 の 前 期 課

程 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 観 点 の ほ か 、 １ ７ ペ ー ジ 、 令 和 ７ 年 度

使 用 特 別 支 援 教 育 関 係 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 観 点 が 含 ま れ て お

り ま す 。 こ れ は 、 文 部 科 学 省 の 通 知 を 受 け ま し て 県 の 選 定 審 議

会 を 通 し て 県 の 教 育 委 員 会 が 通 知 し た も の で 、 教 科 書 の 調 査 研
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究 の 観 点 等 が 示 さ れ て お り ま す 。  

 次 に 、 ２ ０ ペ ー ジ 、 教 科 書 採 択 に お け る 公 正 確 保 の 徹 底 等 に

つ い て （ 通 知 ） と 、 ４ ９ ペ ー ジ 、 令 和 ７ 年 度 使 用 教 科 書 の 採 択

事 務 処 理 に つ い て （ 通 知 ） で す が 、 こ れ は 文 部 科 学 省 よ り 県 に

通 知 さ れ ま し た 教 科 用 図 書 採 択 に 向 け て の 方 針 で ご ざ い ま す 。  

 次 に 、 も う 一 つ の ホ チ キ ス 留 め が 資 料 ２ と な り ま す 。 こ ち ら

に は 中 学 校 用 教 科 書 目 録 （ 令 和 ７ 年 度 使 用 ）、 特 別 支 援 学 校 用

（ 小 ・ 中 学 部 ） 教 科 書 目 録 （ 令 和 ７ 年 度 使 用 ） が ご ざ い ま す 。

そ の ほ か 中 ・ 特 別 支 援 学 校 の 学 習 指 導 要 領 を 机 上 の ほ う に 置 か

せ て い た だ い て お り ま す 。 こ れ は 学 校 の 教 育 課 程 の 中 心 と な る

も の で 、 文 部 科 学 省 が 作 成 し 、 教 科 書 編 修 の 根 幹 に 当 た る 資 料

で あ り ま す 。  

 そ の ほ か 、 サ イ ド テ ー ブ ル の 資 料 で ご ざ い ま す 。 ま ず 、 教 科

書 編 修 趣 意 書 で す が 、 こ れ は 文 部 科 学 省 か ら 作 成 を 指 示 さ れ た

教 科 書 発 行 者 が 教 科 書 を 編 修 す る に 当 た っ て 趣 意 を ま と め た も

の で す 。 そ の ほ か 、 令 和 ７ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用 図 書 見 本 本

が 展 示 し て あ り ま す 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 続 き ま し て 、次 第 ４「 教 育 長 か ら 審 議 委 員 会 委 員 長 へ の 諮 問 」

で す 。  

 

教 育 長   去 る 令 和 ６ 年 ５ 月 １ ６ 日 に 開 催 を さ れ ま し た 藤 沢 市 教 育 委 員

会 ５ 月 定 例 会 に お き ま し て 、 令 和 ７ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書

に 関 す る 審 議 に つ い て は 、 こ ち ら の 審 議 委 員 会 に 諮 問 す る こ と

を 決 定 い た し ま し た 。 こ れ に 基 づ き ま し て 、 本 日 、 諮 問 を さ せ

て い た だ き ま す 。  

 そ れ で は 、 諮 問 文 を 読 み 上 げ さ せ て い た だ き ま す 。  

 



- 4 - 

 

藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 委 員 長  様                        

 

令 和 ７ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 に 関 す る 審 議 に つ い て（ 諮 問 ） 

 藤 沢 市 教 育 委 員 会 は ２ ０ ２ ４ 年 （ 令 和 ６ 年 ） ５ 月 １ ６ 日 の 教

育 委 員 会 会 議 に お い て 「 令 和 ７ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 の 採

択 方 針 」 を 定 め ま し た 。  

 教 科 用 図 書 の 採 択 に あ た っ て は 国 、 県 等 の 資 料 を 踏 ま え て 公

正 か つ 適 正 を 期 し 、 学 校 、 児 童 生 徒 、 地 域 等 の 特 性 を 考 慮 し て

採 択 す る こ と が 求 め ら れ て い ま す 。 ま た 、 英 語 の 教 科 用 図 書 に

つ い て は 、 令 和 ６ 年 度 よ り 、 英 語 の 学 習 者 用 デ ジ タ ル 教 科 書 が

紙 の 教 科 用 図 書 と 併 せ て 提 供 さ れ ま し た 。  

 そ こ で 、貴 審 議 委 員 会 に お い て は 、「 令 和 ７ 年 度 使 用 藤 沢 市 教

科 用 図 書 の 採 択 方 針 」 及 び 神 奈 川 県 教 育 委 員 会 通 知 に 示 さ れ て

い る 「 令 和 ７ 年 度 使 用 中 学 校 、 義 務 教 育 学 校 の 後 期 課 程 、 中 等

教 育 学 校 の 前 期 課 程 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 観 点 」、「 令 和 ７ 年 度

使 用 特 別 支 援 教 育 関 係 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 観 点 」 に 基 づ き 審

議 を 行 う と と も に 、 英 語 に つ い て は 、 デ ジ タ ル 教 科 書 も 考 慮 の

一 事 項 と し て 、 そ の 内 容 を 答 申 し て く だ さ る よ う 、 こ こ に 諮 問

し ま す 。  

２ ０ ２ ４ 年 （ 令 和 ６ 年 ） ６ 月 ３ 日  

藤 沢 市 教 育 委 員 会  

                   教 育 長  岩 本  將 宏  

 ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 委 員 の 皆 様 に は 、 こ れ か ら の 御 審

議 を ぜ ひ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 そ れ で は 、 次 第 ５ 「 議 事 」 に 入 り ま す 。  

 今 年 度 の 審 議 委 員 会 の 方 針 に つ い て 、 審 議 の 都 合 上 、 あ ら か

じ め こ ち ら で 議 案 を 用 意 し て あ り ま す 。  

 そ れ で は 、議 案 第 １ 号 、「 令 和 ７ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採
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択 審 議 委 員 会 の 審 議 方 針（ 案 ）」に つ い て 審 議 い た し ま す 。事 務

局 に 朗 読 し て い た だ き ま す 。 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

事 務 局   そ れ で は 、 お 手 元 の 議 案 を 御 覧 く だ さ い 。  

 

議 案 第 １ 号  

 

 令 和 ７ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 の 審 議 方 針

（ 案 ） に つ い て  

 

 本 審 議 委 員 会 は 、 教 育 委 員 会 の 諮 問 に 基 づ き 、 令 和 ７ 年 度 使

用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 の 方 針 を 次 の よ う に 定 め

る 。 藤 沢 市 立 中 学 校 ・ 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中 学 校

の 特 別 支 援 学 級 で 使 用 す る 教 科 用 図 書 に つ い て 、 次 の 観 点 に 基

づ い て 審 議 を 行 い 、 そ の 内 容 を 教 育 長 に 答 申 す る 。  

 

１  基 本 的 な 考 え 方  

 ( 1 )  「 令 和 ７ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 の 採 択 方 針 」に 基 づ き 審 議 す る 。 

 ( 2 )  令 和 ７ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用 図 書 の 調 査 研 究 を 中 学 校 学 習 指 導 要

領 に 基 づ い て 行 わ せ る た め に 、 調 査 員 を 種 目 ご と に 置 き 、 調 査 資 料

を 提 出 さ せ る 。  

 ( 3 )  「 令 和 ７ 年 度 使 用 中 学 校 、 義 務 教 育 学 校 の 後 期 課 程 、 中 等 教 育 学 校

の 前 期 課 程 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 観 点 」 及 び 「 令 和 ７ 度 使 用 特 別 支

援 教 育 関 係 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 観 点 」 に 基 づ き 、 調 査 研 究 し た 資

料 等 を 基 に 審 議 す る 。 そ の 内 容 を 教 育 長 に 答 申 す る 。  

 

２  審 議 委 員 会 日 程  

 ( 1 )  令 和 ７ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 日 程  

 ア  令 和 ６ 年 ６ 月 か ら ７ 月 に か け て 令 和 ７ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用 図

書 、 ま た 令 和 ７ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中 学 校
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の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 の 審 議 を ３ 回 行 う 。  

 イ  第 １ 回 は 、 令 和 ７ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 の 審

議 方 針 に つ い て 審 議 す る 。  

 ウ  第 ２ 回 は 、令 和 ７ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用 図 書 に つ い て 審 議 す る 。 

 エ  第 ３ 回 は 、 令 和 ７ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中 学

校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 に つ い て 審 議 す る 。  

 

 ( 2 )  調 査 員 作 業 日 程  

 ア  令 和 ６ 年 ６ 月 中 に 令 和 ７ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用 図 書 の 調 査 研 究

の た め に 、 調 査 員 を お き 、 作 業 を 行 わ せ る 。  

 イ  調 査 員 作 業 で は 、 調 査 研 究 方 法 の 確 認 を し 、 令 和 ７ 年 度 使 用 中 学

校 用 教 科 用 図 書 見 本 等 を 基 に 調 査 研 究 を 行 わ せ 、 調 査 資 料 を 作 成

さ せ る 。  

 

３  提 出 さ せ る 資 料  

 ( 1 )  調 査 員 に よ る 調 査 資 料 を 審 議 委 員 会 に 提 出 さ せ る 。  

 ( 2 )  事 務 局 に 各 中 学 校 長 か ら の 令 和 ７ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査

書 を ま と め さ せ 、 審 議 委 員 会 に 提 出 さ せ る 。  

 ( 3 )  事 務 局 に 該 当 校 長 か ら の 特 別 支 援 学 校 及 び 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図

書 調 査 書 を ま と め さ せ 、 審 議 委 員 会 に 提 出 さ せ る 。  

 ( 4 )  事 務 局 に 各 中 学 校 移 動 展 示 時 と 藤 沢 市 役 所 本 庁 舎 ４ 階 会 議 室 展 示 時

の 教 育 関 係 者 、 児 童 生 徒 保 護 者 並 び に 市 民 の 意 見 ・ 感 想 を ま と め さ

せ 、 審 議 委 員 会 に 提 出 さ せ る 。  

 ( 5 )  教 科 書 目 録 、 中 学 校 学 習 指 導 要 領 、 令 和 ７ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用

図 書 見 本 、 教 科 書 編 修 趣 意 書 、 令 和 ７ 年 度 義 務 教 育 諸 学 校 使 用 教 科

用 図 書 の 採 択 方 針（「 令 和 ７ 年 度 使 用 中 学 校 、義 務 教 育 学 校 の 後 期 課

程 、 中 等 教 育 学 校 の 前 期 課 程 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 観 点 」 及 び 「 令

和 ７ 年 度 使 用 特 別 支 援 教 育 関 係 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 観 点 」 を 含

む ）、 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 結 果 を 資 料 と し て 使 用 す る 。  
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４  調 査 作 業 の 時 限 非 公 開  

 ( 1 )  静 ひ つ な 調 査 研 究 の 環 境 確 保 の た め 、 調 査 作 業 及 び そ の 調 査 員 氏 名

に つ い て は 非 公 開 と し て 行 わ せ る 。  

 ( 2 )  審 議 の 透 明 性 を 確 保 す る た め 、調 査 員 氏 名 に つ い て は 、調 査 作 業 後 、

審 議 委 員 会 に お い て 公 開 す る 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 こ の 議 案 に つ き ま し て 、 御 意 見 、 御 質 問 が ご ざ い ま し た ら お

願 い し た い と 思 い ま す が 、 方 針 文 が 長 い の で 、 一 つ 一 つ 分 け て

い き た い と 思 い ま す 。  

 ま ず 、 こ の 案 の 中 の 前 文 及 び 「 １  基 本 的 な 考 え 方 」 に つ い

て ま で 、 何 か ご ざ い ま し た ら お 願 い い た し ま す 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   な い よ う で し た ら 、次 に 、「 ２  審 議 委 員 会 日 程 」に つ い て い

か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   続 い て 、「 ３  提 出 さ せ る 資 料 」に つ い て で す 。こ ち ら は い か

が で す か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   最 後 に 、「 ４  調 査 作 業 の 時 限 非 公 開 」に つ い て は い か が で し

ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  
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委 員 長   御 意 見 、 御 質 問 が な い よ う で す の で 、 原 案 ど お り と い う こ と

で よ ろ し い し ょ う か 。  

 

各 委 員   は い 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 全 体 を 通 し ま し て 、 ほ か に 御 質 問 、 御 意 見 等 ご ざ

い ま せ ん か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 な い よ う で す の で 、 こ の 方 針 で よ ろ し い か ど う か 、 改

め ま し て 御 承 認 い た だ け ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   は い 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。そ れ で は 、議 案 、「 令 和 ７ 年 度 使 用 藤

沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 の 審 議 方 針（ 案 ）」に つ い て は 承

認 さ れ ま し た の で 、 案 の 字 を 消 し て い た だ け れ ば と 思 い ま す 。

あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 実 質 審 議 を 第 ２ 回 審 議 委 員 会 に て 行 い ま す 。 各 委 員 に お か れ

ま し て は 、 本 日 の 資 料 を 参 考 に し て い た だ き 、 次 回 の 審 議 委 員

会 ま で の 準 備 を ぜ ひ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 最 後 に 、 第 ２ 回 審 議 委 員 会 の 開 催 日 時 に つ き ま し て は 、 ７ 月

４ 日 木 曜 日 午 後 １ 時 ３ ０ 分 か ら 、 藤 沢 市 教 育 文 化 セ ン タ ー の 大

会 議 室 と 考 え て お り ま す 。 委 員 の 方 々 、 こ の 日 程 で よ ろ し い で

し ょ う か 。  

 

各 委 員   は い 。  
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委 員 長   そ れ で は 、 方 針 に 従 い ま し て 、 次 回 は 、 令 和 ７ 年 度 使 用 中 学

校 用 教 科 用 図 書 の 審 議 を 行 っ て ま い り た い と 思 い ま す の で 、 よ

ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 事 務 局 の ほ う か ら 何 か 御 連 絡 等 は あ り ま す で し ょ う か 。  

 

事 務 局   御 審 議 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 審 議 委 員 の 皆 様 は 、審 議 に お け る 公 正 確 保 と い う 点 に お い て 、

常 に 公 正 な 立 場 で お 願 い い た し ま す 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 

委 員 長   委 員 の 皆 様 、 事 務 局 の 皆 様 、 本 当 に お 忙 し い 中 、 あ り が と う

ご ざ い ま し た 。 こ れ を も ち ま し て 第 １ 回 令 和 ７ 年 度 使 用 藤 沢 市

教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 を 閉 会 と い た し ま す 。 あ り が と う ご

ざ い ま し た 。  
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こ の 会 議 の 結 果 の 記 載 に 相 違 な い こ と を 、 確 認 す る 。  

 

 

署 名 委 員  
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   第 ２ 回 令 和 ７ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 会 議 録  
              令 和 ６ 年 ７ 月 ４ 日 （ 木 ） １ ３ 時 ３ ０ 分 ～  

 

委 員 長   皆 様 、 こ ん に ち は 。 本 日 は 、 お 忙 し い 中 、 ま た 本 当 に お 暑 い

中 、 ご 出 席 い た だ き ま し て 、 あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 開 会 に 先 立 ち ま し て 、 傍 聴 の 皆 様 に お 願 い が ご ざ い ま す 。 お

手 元 の 傍 聴 要 領 を ご 覧 く だ さ い 。 会 議 の 傍 聴 要 領 に 従 い 、 傍 聴

い た だ き ま す よ う お 願 い い た し ま す 。 な お 、 こ の 会 議 は 公 開 で

あ る と と も に 、 審 議 の 内 容 に つ き ま し て は 、 会 議 録 作 成 上 の 都

合 、 録 音 さ せ て い た だ き ま す の で よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 ま た 、 会 議 の 開 催 に 当 た り ま し て 、 藤 沢 市 教 育 委 員 会 傍 聴 規

則 第 ６ 条 第 ４ 項 に あ り ま す 写 真 撮 影 に つ き ま し て 、 報 道 機 関 か

ら 事 前 に 申 請 が あ り ま し た の で 、 こ れ を 許 可 す る こ と と い た し

ま す 。  

 本 日 の 次 第 を ご 覧 く だ さ い 。 今 回 、 ご 審 議 い た だ く 内 容 は 、

議 案 「 令 和 ７ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用 図 書 に つ い て 」 で す 。  

 ま ず 初 め に 、 藤 沢 市 審 議 会 等 の 会 議 の 公 開 に 関 す る 要 綱 に 基

づ き 、 会 議 録 署 名 委 員 を 指 名 い た し ま す 。  

 委 員 長 の 私 の ほ か に 、 今 回 も 佐 々 木 委 員 に お 願 い し た い と 思

い ま す が 、 よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

佐 々 木 委 員  結 構 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 で は 、 佐 々 木 委 員 、 よ ろ し く お 願 い

い た し ま す 。  

 続 き ま し て 、 本 日 の 資 料 に つ き ま し て 事 務 局 か ら の 説 明 を 求

め ま す 。 事 務 局 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

事 務 局   そ れ で は 、 議 題 に 係 る 資 料 に つ い て 説 明 い た し ま す 。  
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 第 １ 回 の 審 議 委 員 会 が 終 了 し た 後 、 本 日 ま で の 間 に 送 付 し 、

本 日 お 持 ち い た だ き ま し た ４ 点 の 資 料 に つ い て ご 説 明 い た し ま

す 。  

 １ 点 目 は 、 本 審 議 委 員 会 の 下 に 置 か れ ま し た 調 査 員 に よ っ て

作 成 さ れ ま し た「 中 学 校 用（ 令 和 ７ ・ ８ ・ ９ ・ １ ０ 年 度 用 ）『 調

査 資 料 』」で す 。こ れ は 、県 の 通 知 及 び 本 審 議 委 員 会 の 方 針 を 受

け ま し て 、 学 校 教 育 に 関 し 十 分 な 経 験 と 知 識 を 有 す る 者 の う ち

か ら 本 市 教 育 委 員 会 が 調 査 員 と し て ５ ４ 名 を 任 命 し 、 調 査 研 究

し た 結 果 を ま と め た も の で ご ざ い ま す 。 今 回 、 調 査 研 究 に 携 わ

り ま し た 調 査 員 の 氏 名 等 に つ き ま し て は 、 調 査 資 料 の 最 終 ペ ー

ジ に 記 載 し て ご ざ い ま す 。  

 ２ 点 目 は 、 県 よ り 報 告 さ れ ま し た 「 中 学 校 、 義 務 教 育 学 校 の

後 期 課 程 、 中 等 教 育 学 校 の 前 期 課 程  教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 結

果（ 令 和 ７ ・ ８ ・ ９ ・ １ ０ 年 度 使 用 ）」で す 。こ れ は 、県 の 選 定

審 議 会 の 下 に 置 か れ た 専 門 調 査 委 員 会 が 調 査 研 究 し た 結 果 で あ

り ま し て 、 選 定 審 議 会 を 経 ま し て 県 教 育 委 員 会 か ら 本 市 教 育 委

員 会 へ と 送 付 さ れ た も の で ご ざ い ま す 。  

 ３ 点 目 は 、「 令 和 ７ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 書 ま と

め 」 で す 。 こ れ は 、 各 中 学 校 長 が 自 校 の 教 師 に 県 の 調 査 研 究 の

観 点 等 に 沿 っ て 調 査 研 究 さ せ た 令 和 ７ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用

図 書 調 査 書 を 基 に 事 務 局 で ま と め た も の で す 。 各 学 校 が 調 査 の

各 観 点 に 沿 っ て 、 当 て は ま る と 思 わ れ る 発 行 者 に 丸 を つ け た も

の を 集 計 し 、 一 覧 に し た も の と 、 各 教 科 、 種 目 別 の 観 点 及 び 本

市 の 生 徒 の 実 態 や 地 域 等 の 特 性 と の 関 連 の 観 点 に つ い て 、 そ の

教 科 書 が 適 切 で あ る 理 由 と し て 各 学 校 が 記 述 し た 内 容 を 発 行 者

ご と に ま と め 、 一 覧 に し た も の で す 。  

 ４ 点 目 は 、「 令 和 ７ 年 度 使 用 教 科 用 図 書 意 見 書 一 覧 表 」 で す 。

こ れ は 、 市 民 及 び 保 護 者 向 け に 各 中 学 校 及 び 藤 沢 市 役 所 本 庁 舎

４ 階 会 議 室 に お い て 、 教 科 書 見 本 本 展 示 会 を 開 催 し た 際 に い た

だ い た 意 見 、 感 想 を 事 務 局 で ま と め た も の で ご ざ い ま す 。  



- 3 - 

 

 そ の 他 、 キ ャ ス タ ー に あ る 資 料 に つ い て で す が 、 小 ・ 中 ・ 特

別 支 援 学 校 の 学 習 指 導 要 領 、 教 科 書 発 行 者 が 文 部 科 学 省 か ら 指

示 さ れ 作 成 し た 教 科 書 編 修 主 意 書 、 令 和 ７ 年 度 使 用 中 学 校 用 教

科 用 図 書 見 本 本 及 び 特 別 支 援 教 育 関 係 教 科 用 図 書 見 本 本 を 用 意

し て お り ま す 。 な お 、 令 和 ７ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査

書 ま と め と 令 和 ７ 年 度 使 用 教 科 用 図 書 意 見 書 一 覧 表 等 に つ い て

も キ ャ ス タ ー に 用 意 し て あ り ま す 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 た だ い ま の 説 明 に つ い て 何 か ご 質 問 等 ご ざ い ま す で し ょ う

か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 質 問 が な い よ う で す の で 、 こ れ か ら 議 事 に 入 り た い と

思 い ま す 。  

 議 題 「 令 和 ７ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用 図 書 に つ い て 」 審 議 し

て ま い り ま す 。 今 年 度 は 、 令 和 ７ 年 度 か ら 令 和 １ ０ 年 度 に 使 用

す る 中 学 校 の 教 科 用 図 書 の 採 択 が 行 わ れ る こ と に な っ て お り ま

す 。 ま た 、 審 議 委 員 会 が 審 議 を 行 う に 当 た り 、 学 校 教 育 に 関 し

十 分 な 知 識 と 経 験 を 有 す る 調 査 員 を 置 き 、 調 査 研 究 を 行 わ せ ま

し た 。 本 日 ま で に 審 議 委 員 の 皆 様 に は 調 査 員 が 作 成 し た 調 査 資

料 に 目 を 通 し 、調 査 研 究 を 進 め て い た だ い て い る と こ ろ で す が 、

そ の 調 査 資 料 の 内 容 を 基 に 各 中 学 校 の 調 査 書 の ま と め 、 ま た 県

よ り 出 さ れ て お り ま す 教 科 用 図 書 調 査 研 究 の 結 果 等 を 使 っ て 審

議 を 進 め て ま い り た い と 思 い ま す 。  

 続 き ま し て 、 審 議 の 進 行 に つ き ま し て 何 か ご 意 見 が あ る 方 は

い ら っ し ゃ い ま す で し ょ う か 。  
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宮 﨑 委 員   そ う し ま し た ら 、今 回 の 審 議 の 進 め 方 に つ い て で す け れ ど も 、

各 教 科 に お い て 、 特 に こ ち ら の 市 の 調 査 資 料 の 大 き な ま と め で

あ る ３ 観 点 を 意 識 し て 進 め て み て は い か が で し ょ う か 。  

 

委 員 長   今 、 そ う い う ご 意 見 が 出 ま し た が 、 よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   異 議 な し 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 た だ い ま 市 の 調 査 資 料 の ３ つ の 観 点

を 基 に し て と い う ご 意 見 が ご ざ い ま し た 。 市 の 調 査 資 料 の ３ つ

の 観 点 と い た し ま し て は 、 １ つ 目 の 観 点 が 編 修 の 趣 旨 と 工 夫 、

学 習 指 導 要 領 と の 関 連 、内 容・構 成 、教 科・種 目 別 の 観 点 で す 。

２ つ 目 の 観 点 は 分 量 ・ 装 丁 ・ 表 記 等 で す 。 最 後 に ３ つ 目 の 観 点

が 本 市 の 生 徒 の 実 態 や 地 域 等 の 特 性 と の 関 連 と な り ま す 。 こ れ

ら ３ つ の 観 点 を 基 に 、 種 目 ご と に 進 め て い こ う と 思 っ て お り ま

す 。 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 で は 、 今 お 話 し し ま し た よ う に 、 ３ つ の 観 点 を 踏 ま え て 、 各

委 員 か ら ご 意 見 を い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 で は 、 ま ず 、 国 語 か ら 始 め さ せ て い た だ き ま す 。 国 語 科 に つ

い て ご 意 見 が あ る 方 は お 願 い い た し ま す 。  

 

栫 委 員   そ れ で は 、 国 語 に つ い て お 願 い い た し ま す 。  

 国 語 は ４ 者 か ら 出 て い ま す 。観 点 １ に つ い て 申 し 上 げ ま す と 、

４ 者 と も に 、 学 習 指 導 要 領 に の っ と り 、 言 葉 に よ る 見 方 ・ 考 え

方 を 重 視 し 、 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び と な る 学 習 を 進 め ら れ

る よ う 工 夫 が さ れ て お り ま す 。  

 東 京 書 籍 で は 、 話 す ・ 聞 く 、 書 く 、 読 む こ と の ３ 領 域 に お い

て 、 学 習 の 見 通 し と 振 り 返 り の 過 程 を 重 視 し 、 生 徒 目 線 で そ の

観 点 を 示 し て い ま す 。 扉 部 分 の 「 未 来 へ の 扉 」 で は 、 社 会 や 自

分 の 課 題 に 向 き 合 う こ と を 学 習 の ゴ ー ル と し て 意 識 さ せ 、 言 葉
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の 力 で 自 分 や 社 会 の 未 来 を 開 く 生 徒 の 主 体 的 な 学 び を 実 現 す る

た め の 仕 組 み が あ り ま す 。  

 三 省 堂 で は 、 各 教 科 の 冒 頭 に 示 し た 学 習 目 標 に よ っ て 見 通 し

を 持 ち 、 最 後 に 振 り 返 る こ と に よ っ て 、 次 の 学 び へ の 意 欲 が 得

ら れ る よ う に 構 成 さ れ て い ま す 。 読 む こ と の 教 材 に 設 け ら れ た

「 学 び の 道 し る べ 」 で は 、 学 習 の プ ロ セ ス が 簡 潔 に 提 示 さ れ 、

生 徒 の 主 体 的 な 学 び を 促 す 構 成 に な っ て い ま す 。  

 教 育 出 版 で は 、 小 中 高 の 学 び の 連 続 性 を 意 識 し た 教 材 が 配 置

さ れ 、 読 み 取 り か ら 考 え の 形 成 の 流 れ を 示 し た 手 引 き が 単 元 ご

と に 設 定 さ れ て い ま す 。 生 徒 が 学 習 の 目 標 を 明 確 に 持 っ て 教 材

の 読 み を 深 め 、 最 後 に 学 び を 振 り 返 り 、 主 体 的 に 学 ぶ こ と が で

き る 構 成 に な っ て い ま す 。 ま た 、 教 材 の 末 尾 に 学 び を 生 か す 項

目 が 設 け ら れ 、 教 科 横 断 的 に 国 語 の 学 び を 生 活 に 生 か す 工 夫 が

あ り ま す 。  

 光 村 図 書 で は 、 全 領 域 に お い て 、 単 元 の 学 習 の 見 通 し か ら 振

り 返 り ま で の 流 れ と 学 習 の ポ イ ン ト を 「 学 び の カ ギ 」 に 明 確 に

示 し 、 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び を 実 現 す る 紙 面 構 成 と な っ て

い ま す 。 資 料 編 「 学 び の カ ギ 」 一 覧 や 、 デ ジ タ ル 資 料 「 学 び の

地 図 」 で は 、 各 領 域 の ３ 年 間 の 力 の 系 統 を 把 握 す る こ と も で き

ま す 。 ま た 、 主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 の 育 成 を 重 視 し 、 各

単 元 の 「 振 り 返 る 」 で は 、 自 分 の 言 葉 で 学 び を 価 値 づ け る 場 を

設 け る 工 夫 が 見 ら れ ま す 。  

 私 か ら は 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご 意 見 等 あ る 方 は お 願 い い た

し ま す 。  

 

山 下 委 員   私 か ら は 、 観 点 ２ 、 分 量 、 装 丁 や 表 記 、 表 現 に つ い て 申 し 上

げ ま す 。  

 ま ず 、 三 省 堂 で す が 、 巻 末 の １ ０ ０ ペ ー ジ に 及 ぶ 資 料 編 が 読
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書 、 社 会 生 活 、 参 考 資 料 の ３ 点 に 分 け て 掲 載 さ れ 、 幅 広 い 国 語

に 関 す る 知 識 を 身 に つ け ら れ る と 考 え ま す 。 ま た 、 挿 絵 や 写 真

が ほ ど よ い サ イ ズ と 配 色 で 大 変 見 や す く 、 生 徒 が 視 覚 的 に 資 料

の 内 容 を 理 解 し や す い と 思 わ れ ま す 。  

 も う 一 つ 、 観 点 ２ で 挙 げ た い の が 、 光 村 図 書 で す 。 光 村 図 書

の 図 表 は あ ま り 彩 色 、 色 合 い に 頼 る こ と な く 、 優 し い 色 合 い や

濃 淡 、 ま た 形 や 線 の 種 類 で 識 別 し や す く 工 夫 さ れ て お り ま す 。

視 覚 特 性 へ の 配 慮 が あ る の が 特 徴 で す 。 ま た 、 巻 末 の 資 料 編 に

は 、 古 典 や 日 本 文 学 等 が 分 か り や す い 図 版 の 資 料 と と も に 掲 載

さ れ て お り 、 生 徒 の 豊 か な 言 語 感 覚 を 養 い 、 表 現 力 を 高 め る た

め の 優 れ た 作 品 に ３ 年 間 で 多 く 触 れ る こ と が で き る と 考 え て お

り ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 で は 、 藤 内 委 員 、 お 願 い し ま す 。  

 

藤 内 委 員   私 も 豊 か な 言 語 感 覚 や 表 現 力 を 養 う と い う 点 で 、 光 村 図 書 を

挙 げ た い と 思 い ま す 。  

 光 村 図 書 で は 、 巻 末 資 料 に と じ 込 ま れ た 「 語 彙 ブ ッ ク 」 を 活

用 し 、 各 学 年 の 「 語 彙 を 豊 か に 」 の 教 材 に お い て 、 ３ 年 間 で 系

統 的 に 言 語 感 覚 を 高 め 、語 彙 を 増 や す こ と が で き ま す 。さ ら に 、

各 学 年 そ れ ぞ れ ２ か 所 、 各 ３ ペ ー ジ に わ た っ て 「 読 書 案 内 」 が

掲 載 さ れ 、 多 種 多 様 な 作 品 に 触 れ る こ と で 、 生 徒 の 読 書 へ の 関

心 を 広 げ 、 生 涯 に わ た る 読 書 生 活 の 基 盤 と な る の で は な い か と

思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う

か 。  

 

岡 村 委 員   私 は 、 ４ 者 の 中 で 三 省 堂 さ ん の 「 現 代 の 国 語 」 で す が 、 本 文
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は 絵 や 文 字 の バ ラ ン ス が よ く て 、 と て も 見 や す く 、 読 み や す い

と 思 い ま し た 。 後 半 の 資 料 編 に は 、 著 作 権 の 引 用 や 話 合 い の 形

式 を 選 ぶ な ど 、将 来 に も つ な が る こ と が 掲 載 さ れ て い た り 、「 辞

典 を 活 用 す る 」 や 「 手 紙 ・ は が き ・ メ ー ル の 書 き 方 」 な ど 掲 載

さ れ て い て 、 本 文 以 外 に も 、 こ う い う こ と も し っ か り 載 っ て い

て 、 い ろ い ろ 学 べ る と 思 い ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 そ の ほ か ご 意 見 が あ る 方 は い ら っ

し ゃ い ま す か 。  

 

平 林 委 員   私 か ら は 、 観 点 ３ に つ い て お 話 し し た い と 思 い ま す 。  

 本 市 の 生 徒 に は 、 根 拠 を 明 確 に し な が ら 自 分 の 考 え を 話 し た

り 、 説 得 力 の あ る 文 章 を 書 い た り す る 表 現 力 を 身 に つ け て ほ し

い と 考 え ま す 。 そ の 点 か ら 、 三 省 堂 で は 、 グ ル ー プ デ ィ ス カ ッ

シ ョ ン や プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 、 相 手 を 意 識 し て 書 く 手 紙 ・ メ ー

ル や 投 稿 文 な ど の 言 語 活 動 が 充 実 し て お り 、 本 市 の 生 徒 が 社 会

に 生 き る 力 を 育 む こ と が で き る と 思 い ま し た 。  

 ま た 、 同 様 の 観 点 か ら 、 光 村 図 書 で は 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ と 関 連 し た

教 材 に お い て 得 た 知 識 を 活 用 し 、 情 報 活 用 能 力 を 高 め る 情 報 整

理 の レ ッ ス ン を 特 設 し て い ま す 。 さ ら に 、 話 す ・ 聞 く 領 域 に 合

意 形 成 に 向 け て 話 し 合 う 、 各 領 域 に 多 角 的 に 分 析 し て 批 評 文 を

書 く な ど の 言 語 活 動 が 設 定 さ れ て お り 、 他 者 と 協 働 し て 課 題 解

決 に 向 か う た め の 思 考 力 や 判 断 力 を 高 め る 工 夫 が あ る と 感 じ ま

し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。 ま

た 、 全 体 を 通 し て 何 か 付 け 加 え と か ご 意 見 の あ る 方 が い ら っ し

ゃ れ ば お 願 い い た し ま す 。  
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各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 ご 意 見 が な い よ う で す の で 、 次 の 書 写 に 移 り た い と 思

い ま す 。 書 写 に つ い て ご 意 見 が あ る 方 は 挙 手 を お 願 い し ま す 。  

 

澤 野 委 員   書 写 の 教 科 書 は ４ 者 ご ざ い ま し た 。 私 か ら は 、 観 点 １ に つ い

て 申 し 上 げ ま す 。  

 ま ず 、 学 習 指 導 要 領 と の 関 連 に お い て 、 ４ 者 と も 書 写 で の 毛

筆 学 習 を 日 常 の 硬 筆 へ と 生 か し 、 文 字 を 書 く 力 が 身 に つ く よ う

工 夫 さ れ た 編 集 内 容 と な っ て お り ま し た 。  

 具 体 的 に 申 し 上 げ ま す と 、 特 に 光 村 図 書 は 、 行 書 学 習 の 初 め

に 、苦 手 意 識 を 持 た せ な い よ う 、キ ャ ラ ク タ ー を 活 用 し 、「 行 書

ス イ ッ チ 」 の ペ ー ジ を イ ラ ス ト と 動 画 で 示 し 、 書 体 の 特 徴 を 確

認 し な が ら 、 生 徒 が 分 か り や す く 、 書 字 練 習 に 取 り 組 め る よ う

工 夫 し て い ま す 。ま た 、「 日 常 に 役 立 つ 書 式 」で は 、学 校 生 活 や

日 常 生 活 を 多 く 題 材 に 取 り 入 れ る こ と で 、 総 合 的 な 学 習 の 時 間

等 の 教 科 横 断 的 な 学 び を 実 現 す る 可 能 性 も 高 く 、 よ り 生 徒 が 主

体 的 に 取 り 組 み 、 学 び を 深 め る 工 夫 が あ る と 感 じ ま し た 。  

 三 省 堂 は 、 資 料 編 に 「 日 常 の 書 式 」 と し て 、 職 場 体 験 を 題 材

に 設 定 す る な ど し て い ま す 。ま た 、「 書 写 の 広 場 」で は 、文 字 の

歴 史 や 文 化 に 触 れ 、 手 書 き の 味 わ い が 感 じ ら れ る よ う に 工 夫 さ

れ て い ま す 。  

 東 京 書 籍 は 、 生 徒 目 線 で 手 書 き の 文 字 の 意 義 を 感 じ ら れ る よ

う 、「 文 字 を『 書 く 』っ て 、な ん だ ろ う 」の ペ ー ジ を 巻 頭 に 設 け 、

生 徒 の 文 字 を 書 く こ と へ の 意 欲 を 高 め る 工 夫 が 感 じ ら れ ま し

た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い い た



- 9 - 

 

し ま す 。  

 

越 委 員   私 か ら は 、 観 点 ３ に つ い て お 話 し さ せ て い た だ き ま す 。  

 光 村 図 書 と 教 育 出 版 は 、 教 科 書 を 開 く と 、 少 し 違 っ た 視 点 か

ら 入 り ま す 。 例 え ば ポ ス タ ー づ く り や マ ッ プ づ く り 、 文 字 の 歴

史 に 触 れ 、 ま た フ ォ ン ト や 手 書 き の よ さ に 漫 画 で 触 れ る な ど し

て 、 ス マ ホ や タ ブ レ ッ ト の 普 及 に よ り 文 字 を 書 く こ と が 少 な く

な っ た 今 の 生 徒 た ち に は 、 大 切 な 内 容 が 詰 ま っ て い る と 思 い ま

し た 。  

 三 省 堂 と 東 京 書 籍 は 、 文 字 を 書 く と き の 姿 勢 と 構 え 方 か ら 入

り 、 字 形 の 整 え 方 、 筆 遣 い 、 文 字 の 大 き さ と 配 列 な ど が シ ン プ

ル に 分 か り や す く 説 明 さ れ て い て 、大 変 よ か っ た と 思 い ま し た 。

日 常 の 書 式 と し て 、 は が き や 封 筒 の 書 き 方 、 送 付 状 、 の し 袋 、

願 書 、 原 稿 用 紙 の 書 き 方 の 説 明 も あ り 、 日 常 の 学 習 や 生 活 に 役

立 て る 態 度 を 育 て る た め の 工 夫 と 配 慮 が さ れ て い る と 思 い ま し

た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い い

た し ま す 。  

 

栫 委 員   私 か ら は 、観 点 ２ に お け る 構 成 と 装 丁 に つ い て 申 し 上 げ ま す 。 

 ４ 者 と も 、 ３ 年 間 の 書 写 学 習 が １ 冊 の 教 科 書 に ま と ま っ て い

ま す が 、光 村 図 書 は 別 冊 の「 書 写 ブ ッ ク 」が と じ 込 ま れ て お り 、

生 徒 が 教 科 書 で 文 字 の 書 き 方 を 確 認 し な が ら 硬 筆 の 練 習 が で き

る と い う 作 り に な っ て い ま し た 。  

 ま た 、教 育 出 版 は 、正 方 形 に 近 い Ａ Ｂ 判 サ イ ズ と な っ て お り 、

生 徒 が 机 の 上 で 開 き や す く 、 毛 筆 の お 手 本 と し て 半 紙 に 対 す る

文 字 の 大 き さ や 太 さ を イ メ ー ジ し や す く な っ て い ま す 。 ま た 、

硬 筆 の 書 字 の 際 に も 書 き 込 み や す く な る と い う 工 夫 を 感 じ ま し
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た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

小 澤 委 員   私 か ら は 、 観 点 ３ に つ い て 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。  

 ４ 者 と も 紙 面 に 二 次 元 コ ー ド が 掲 載 さ れ て お り ま し て 、 毛 筆

の 課 題 １ つ に つ き １ 分 程 度 の 動 画 で 、 生 徒 を 視 覚 的 に 支 援 す る

工 夫 が あ り ま し た 。そ れ か ら 、こ れ は 本 市 生 徒 の １ 人 １ 台 端 末 、

ク ロ ー ム ブ ッ ク を 活 用 し た 個 別 最 適 な 学 び の 実 現 を 可 能 と し て

い る ん じ ゃ な い か と 思 い ま し た 。  

 特 に 光 村 図 書 は 、 各 動 画 に 解 説 の ア ナ ウ ン ス が あ っ て 、 さ ら

に 、 上 部 だ け で な く て 斜 め 左 の 角 度 か ら 動 画 を 撮 影 し て い ま し

て 、 筆 圧 の 強 弱 、 運 筆 、 筆 の 運 び で す ね 。 細 か い と こ ろ も 見 て

と れ る よ う に な っ て い ま し た 。 光 村 図 書 は デ ジ タ ル 参 考 資 料 の

豊 富 で 、 開 い て み る と 、 手 書 き と デ ジ タ ル 機 器 の そ れ ぞ れ の よ

さ や 字 を 書 く 楽 し さ が 感 じ ら れ る 工 夫 が あ っ た と 思 い ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 等 あ れ ば お 願 い い た

し ま す 。 付 け 加 え 等 も よ ろ し い で す か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 ご 意 見 が な い よ う で す の で 、 続 い て 、 地 理 に 移 り た い

と 思 い ま す 。 地 理 に つ い て ご 意 見 が あ る 方 は 挙 手 を お 願 い い た

し ま す 。  

 

宮 﨑 委 員   私 か ら は 、 観 点 １ に つ い て 、 地 理 的 分 野 の 観 点 か ら 、 日 本 文

教 出 版 、 東 京 書 籍 、 帝 国 書 院 の ３ 者 に つ い て 発 言 さ せ て い た だ
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き ま す 。  

 ま ず 、 日 本 文 教 出 版 で す け れ ど も 、 各 節 の 末 に 「 ま と め 」 と

「 ふ り 返 り 」 が あ り ま し て 、 さ ら に 、 フ ィ ッ シ ュ ボ ー ン で す と

か 座 標 軸 な ど の 様 々 な シ ン キ ン グ ツ ー ル 、 い わ ゆ る 思 考 を 深 め

る ツ ー ル を 使 っ て 、 学 習 内 容 に つ い て 生 徒 が 多 面 的 に 、 多 角 的

に 考 察 す る 工 夫 が な さ れ て い る と 思 い ま し た 。  

 ま た 、東 京 書 籍 で す け れ ど も 、「 み ん な で チ ャ レ ン ジ 」の コ ー

ナ ー で 、ま ず 、自 分 の 考 え を 持 つ と こ ろ か ら 始 め て 、そ の 後 に 、

発 展 的 に 小 グ ル ー プ で 話 し 合 う 活 動 を 促 し て い て 、 対 話 的 な 活

動 を 通 じ て 、 ほ か の 人 の 考 え を 知 り 、 様 々 な 事 象 を 多 面 的 に 、

多 角 的 に 考 察 で き る よ う に 配 慮 さ れ て い る と 思 い ま し た 。ま た 、

東 京 書 籍 の 冒 頭 に 、 見 開 き に 世 界 の 国 々 の 食 べ 物 が カ ラ ー 写 真

で 紹 介 さ れ て い ま す 。 身 近 な 食 べ 物 と 外 国 と の つ な が り を 生 徒

に 意 識 づ け さ せ て 、 楽 し み な が ら 学 ぶ き っ か け と な る の で は な

い か と 思 い ま し た 。  

 続 き ま し て 、帝 国 書 院 で す け れ ど も 、「 ○ 節 の 問 い 」と い う 形

で 、 各 ペ ー ジ に 必 ず そ れ が 記 さ れ て お り ま す 。 常 に 学 習 の 目 標

を 意 識 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る と 思 い ま す 。同 様 に 、

節 の 末 尾 に 、学 習 の ま と め と し て も 、同 じ よ う に「 ○ 節 の 問 い 」

が あ り ま し て 、 章 の 学 習 を 貫 い て 学 習 課 題 に 取 り 組 み 、 学 び を

深 め 、 多 面 的 、 多 角 的 に 考 察 し た り 、 表 現 す る 工 夫 が あ る と 思

い ま し た 。「 未 来 に 向 け て 」の コ ー ナ ー も ま た 、様 々 な 現 代 的 な

課 題 を 未 来 志 向 で 考 え る 工 夫 が さ れ て い て 、 生 徒 が 社 会 科 を 学

ぶ 意 義 と い う も の を し っ か り と 捉 え る こ と が で き る と 思 い ま し

た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

澤 野 委 員   私 は 、 構 成 や 装 丁 の 観 点 で 印 象 に 残 っ た 教 育 出 版 、 そ れ か ら
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帝 国 書 院 の 教 科 書 に つ い て お 話 し さ せ て い た だ き ま す 。  

 教 育 出 版 で は 、カ リ キ ュ ラ ム マ ネ ジ メ ン ト が 意 識 さ れ て お り 、

小 学 校 と の 学 習 の つ な が り や 社 会 科 の 他 の 分 野 、 歴 史 や 公 民 と

い っ た 分 野 と の 関 連 が 分 か り や す く 記 載 さ れ て い て 、 多 面 的 に

見 た り 、 考 え た り す る こ と が で き る 構 成 に な っ て い ま す 。 ペ ー

ジ の 色 の 配 色 は 、 淡 い 色 を 多 く 使 っ て い て 、 目 に 優 し い と 感 じ

る 一 方 で 、 全 体 的 に 文 字 数 が 多 い か な と い う ふ う に も 感 じ ま し

た 。  

 帝 国 書 院 の 巻 頭 の 「 教 科 書 を 活 用 し た 学 び 方 」 は 、 分 か り や

す く 項 立 て し て い る ほ か に 、 マ ー ク や 絵 を 用 い た 枠 の 中 に 説 明

文 が 書 い て あ り ま す 。 マ ー ク や 絵 を 手 が か り に 、 生 徒 が ど の よ

う に 学 び を 進 め 、 ど の よ う な 視 点 で 考 察 す れ ば よ い の か が 分 か

り や す く 示 さ れ て い ま す 。 ま た 、 二 次 元 コ ー ド を 読 み 取 る こ と

に よ り 、学 習 内 容 と リ ン ク し た 見 通 し ス ラ イ ド 、「 図 解 ア ニ メ ー

シ ョ ン 」 や 「 学 習 を 振 り 返 ろ う 」、「 ア ク テ ィ ブ 地 理 」 な ど の ワ

ー ク シ ー ト を 活 用 す る こ と が で き ま す 。 学 習 の 定 着 を 図 る こ と

や 学 び を 深 め る こ と に つ な が る の で は な い か と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か に ご ざ い ま す か 。  

 

窪 島 委 員   私 は 、 ３ 番 目 の 本 市 の 生 徒 の 実 態 や 地 域 等 の 特 性 と の 関 連 の

観 点 か ら 、 各 者 の 地 理 の 教 科 書 を 眺 め て み ま し た 。  

 調 査 員 が つ く っ て く れ た こ の 資 料 に も 、 二 次 元 コ ー ド に つ い

て の 記 載 が ご ざ い ま し た け れ ど も 、 本 市 で も 生 徒 が １ 人 １ 台 パ

ソ コ ン を 使 う よ う に な っ て い ま す の で 、 こ の 二 次 元 コ ー ド か ら

コ ン テ ン ツ に つ な が る と い う こ と は 非 常 に 有 用 な の で は な い か

な と い う ふ う に 思 っ て い ま す 。  

 各 者 の 教 科 書 の 中 で は 、 特 に 東 京 書 籍 と 帝 国 書 院 の 教 科 書 に

つ い て 印 象 に 残 り ま し た 。  
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 東 京 書 籍 の 教 科 書 で は 、 単 元 の 学 習 、 特 に 予 習 に 使 え る 「 導

入 ク リ ッ プ 」、 そ れ か ら 学 習 を 振 り 返 る 「 チ ェ ッ ク ＆ ト ラ イ 」、

映 像 資 料 「 Ｄ － Ｍ Ｏ Ｖ Ｅ 」、「 な る ほ ど ！ ス キ ル ・ ア ッ プ 」 な ど

が 充 実 し て い ま す 。 教 科 書 の 見 開 き ２ ペ ー ジ を １ 時 間 の 授 業 の

中 で 使 お う と す る と 、 毎 時 間 、 こ の 二 次 元 コ ー ド を 使 う こ と が

で き る と い う よ う な 形 に な っ て い ま し た 。  

 そ れ か ら 、 帝 国 書 院 の 教 科 書 で す け れ ど も 、 単 元 の 学 習 の 冒

頭 で 利 用 で き る「 見 通 し ス ラ イ ド 」、そ れ か ら 単 元 の 終 わ り で 利

用 で き る 「 ワ ー ク シ ー ト な ど 」 と い っ た も の が 用 意 さ れ て い ま

し た 。 効 果 的 に 二 次 元 コ ー ド を 使 っ て 利 用 す る 場 面 が 絞 ら れ て

い る の だ ろ う な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 地 理 の 授 業 に お い て は 、 自 分 た ち が 実 際 に は 行 っ た こ と が な

い 世 界 各 地 を 見 て い か な け れ ば い け な い 、 学 ぶ こ と が 多 い と い

う こ と に な り ま す の で 、 こ れ ま で も 授 業 の 中 で は 、 写 真 や 動 画

を 教 員 が ス ク リ ー ン に 映 し て 見 せ る と い う よ う な こ と も し て い

ま し た け れ ど も 、 子 ど も た ち が １ 人 １ 台 の パ ソ コ ン を 授 業 で 使

っ て い る よ う な 今 日 、 こ う い っ た も の は 非 常 に 有 効 な の で は な

い か な と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 、 付 け 加 え 等 あ れ ば

お 願 い い た し ま す 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 ご 意 見 が な い よ う で す の で 、 続 い て 、 歴 史 に 移 り た い

と 思 い ま す 。 歴 史 に つ い て ご 意 見 が あ る 方 は 挙 手 を お 願 い い た

し ま す 。  

 

佐 々 木 委 員  私 は １ つ 目 の 観 点 に つ い て 、 印 象 に 残 っ た と こ ろ に つ い て お
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話 し を さ せ て い た だ き ま す 。  

 ま ず 、 東 京 書 籍 に つ い て で す け れ ど も 、 全 て の 見 開 き ペ ー ジ

の 右 側 に 年 表 が 配 置 さ れ て い ま す 。 現 在 、 ど の 時 代 を 学 習 し て

い る の か が 認 識 し や す く な っ て い ま す 。 ま た 、 導 入 部 に 小 学 校

で 学 ん だ 内 容 を 用 語 や 写 真 で 振 り 返 る ペ ー ジ を 設 け て い て 、 小

中 の 学 習 の 結 び つ き を 意 識 し て い る な と い う ふ う に 感 じ ま し

た 。  

 次 に 、 日 本 文 教 出 版 に つ い て で す 。 コ ラ ム の 「 先 人 に 学 ぶ 」

と い う と こ ろ で は 、 先 人 が ど の よ う な 課 題 と 対 面 し 、 そ の 解 決

に 向 け て 、 ど の よ う な 取 組 を し て き た の か と い う こ と を 知 る こ

と が で き る よ う に な っ て い ま す 。 道 徳 教 育 と の 関 連 を 意 識 し た

工 夫 が さ れ て い る な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 次 に 、自 由 社 に つ い て で す 。各 単 元 に コ ラ ム が 置 か れ て い て 、

歴 史 的 事 象 の 関 連 や 背 景 に 深 く 踏 み 込 む こ と が で き る と 思 い ま

し た 。 ま た 、 多 面 的 、 多 角 的 に 考 察 で き る よ う に 工 夫 さ れ て い

る な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い い

た し ま す 。  

 

宮 﨑 委 員   私 も １ つ 目 の 観 点 、 歴 史 的 分 野 の 観 点 か ら 、 東 京 書 籍 、 教 育

出 版 、 帝 国 書 院 の ３ 者 に つ い て お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 東 京 書 籍 で す け れ ど も 、 単 元 の ま と め に お い て 、 く ら げ チ ャ

ー ト 、 く ま 手 チ ャ ー ト な ど の 思 考 ツ ー ル を 使 い ま し て 、 歴 史 的

な 事 象 を 比 較 し た り 、 相 互 に 関 連 性 を 持 た せ て 考 え さ せ た り す

る と い う こ と で 、 よ り 深 く 多 面 的 な 視 点 で 理 解 を 促 す 工 夫 が あ

る と 思 い ま す 。ま た 、「 み ん な で チ ャ レ ン ジ 」は 、話 し 合 い 活 動

を 促 し 、 多 様 な 意 見 に 触 れ な が ら 、 歴 史 的 事 象 を 考 察 で き る よ

う に 組 み 立 て ら れ て い る と 思 い ま し た 。  
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 教 育 出 版 で す け れ ど も 、 巻 頭 に 「 歴 史 ゲ ー ム で 遊 ぼ う 」 の コ

ー ナ ー が 設 け ら れ て い ま し て 、 小 学 校 で 学 ん だ こ と を 楽 し み な

が ら 思 い 出 し て 、 興 味 を 持 っ て 中 学 校 の 歴 史 学 習 に 取 り 組 め る

よ う に 工 夫 さ れ て い る と 思 い ま す 。 ま た 、 見 開 き ２ ペ ー ジ の 見

出 し が 、 他 社 の 教 科 用 図 書 と 比 べ ま す と 、 特 徴 が あ り ま し て 、

例 え ば「 楽 浪 の 海 中 に 倭 人 あ り 」で す と か 、「 ク リ ス マ ス ま で に

は 帰 れ る さ 」 の よ う に 、 学 習 内 容 を 端 的 に 象 徴 す る 表 現 に な っ

て い る の で 、 歴 史 的 事 象 を 生 徒 た ち の 目 線 で 印 象 づ け る こ と が

で き る よ う と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 帝 国 書 院 で す け れ ど も 、 章 の 導 入 に 「 タ イ ム ト ラ ベ ル 」 を 設

け 、 そ の 時 代 の 特 色 を 象 徴 し た イ ラ ス ト を 使 っ て 、 導 入 学 習 と

し て 、 生 徒 の 興 味 関 心 を 引 き 出 し や す い と 思 い ま す 。 さ ら に 、

こ れ ら の ペ ー ジ は 、 視 覚 的 な と こ ろ か ら 実 態 を イ メ ー ジ し や す

く 、 歴 史 的 な 見 方 や 考 え 方 を 働 か せ る 活 動 を 通 じ て 、 生 徒 同 士

の 対 話 が 生 ま れ 、 も っ と 探 究 し た い と い う よ う な 気 持 ち を 芽 生

え さ せ た り 、 自 ら が 主 体 的 に 学 び に 向 か う と い う 力 の 育 成 に つ

な が る こ と が 期 待 で き る と 思 い ま し た 。 ま た 、 章 末 の 「 タ イ ム

ト ラ ベ ル を 活 用 し て 振 り 返 ろ う 。」で す け れ ど も 、そ の 章 全 体 を

通 じ て 様 々 な 発 見 を 促 し て 、 歴 史 的 な 事 象 を 多 面 的 に 捉 え る 活

動 に つ な が る と 思 い ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

繁 里 委 員   私 も 帝 国 書 院 の 「 タ イ ム ト ラ ベ ル 」 が 印 象 に 残 り ま し た 。 各

時 代 の 特 徴 を イ ラ ス ト の 中 か ら 探 す 質 問 が あ っ た り 、 グ ル ー プ

の 中 で 対 話 が で き る テ ー マ が あ っ た り と 、 こ の イ ラ ス ト を 使 っ

て 、 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び が で き る 題 材 だ と 思 い ま し た 。

今 、 学 習 し て い る 内 容 の 時 期 や 時 代 が す ぐ に 分 か る 年 表 が 各 ペ

ー ジ に も 配 置 さ れ て い る の が 特 徴 で し た 。  
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 も う １ 者 、 育 鵬 社 に つ い て お 話 し ま す 。 各 章 の 導 入 部 分 に お

い て 、 小 学 校 の 振 り 返 り を し な が ら 、 こ れ か ら 学 ぶ こ と を イ ラ

ス ト を 使 っ て 分 か り や す く 図 示 し て あ る 鳥 の 目 で 見 る 歴 史 絵 巻

が 目 を 引 き 、 さ ら に 、 次 の ペ ー ジ に あ る 「 虫 の 目 で 見 る 」 を 使

い 、 そ の 時 代 の 特 徴 を 考 え る こ と が で き る よ う に 工 夫 さ れ て い

ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か 、 窪 島 委 員 、 お 願 い い た し

ま す 。  

 

窪 島 委 員   こ れ は ２ 番 目 の 観 点 に な る の か な 。今 回 の 歴 史 の 教 科 書 で は 、

Ａ Ｂ 判 を 採 用 し て い る 教 科 書 が と て も 多 い 中 で 、 そ う で は な い

判 型 を 採 用 し て い る 教 科 書 も 幾 つ か あ っ た ん で す け れ ど も 、 自

分 が 注 目 し た の は 、 学 び 舎 で し た 。 １ ペ ー ジ 当 た り Ａ ４ 、 だ か

ら Ａ 判 を 採 用 し て い て 、 す ご く 資 料 や 記 述 が 豊 富 に 盛 り 込 ま れ

て い る な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。 そ れ ぞ れ の 章 の 最 初 に は 、

北 極 を 中 心 と し た 世 界 地 図 が 描 か れ て い て 、 そ の 時 代 、 そ の 時

代 の 世 界 各 地 の 様 子 を 表 す 写 真 と か 絵 が 配 置 さ れ て い て 、 な か

な か 面 白 い 工 夫 だ な と い う ふ う に 思 っ て い ま す 。  

 そ れ か ら 、 観 点 １ の 構 成 に も な る の か な 。 帝 国 書 院 の 教 科 書

に つ い て は 、 今 、 宮 﨑 委 員 や 繁 里 委 員 も お っ し ゃ っ て い ま し た

け れ ど も 、「 タ イ ム ト ラ ベ ル 」と い う コ ー ナ ー が 章 の 初 め に 設 け

ら れ て い ま す け れ ど も 、 資 料 と な る 絵 が そ れ ぞ れ の 時 代 の 特 徴

を 子 ど も た ち か ら 眺 め さ せ て 、 読 み 取 ら せ る こ と を 一 貫 し て 行

っ て い ま し た 。 こ の 絵 が す ご く い い ん で す ね 。 生 徒 が 絵 か ら 何

を 気 づ け る の か 、 気 づ く こ と が で き る の か 、 教 え る ほ う も わ く

わ く し て く る よ う な 作 り に な っ て い ま す 。 併 せ て 、 こ の 教 科 書

の と こ ろ ど こ ろ に も 見 ら れ る 「 世 界 と の つ な が り を 考 え よ う 」

と い う の も 、 地 図 や イ ラ ス ト か ら 日 本 と 世 界 を 一 緒 に 考 え る こ
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と が で き て 、 と て も 有 効 で あ る か な と い う ふ う に 考 え ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   ほ か に ご 意 見 の あ る 方 、 お 願 い い た し ま す 。  

 

岡 村 委 員   私 は 、 日 本 文 教 出 版 の 「 中 学 社 会 」 が 目 に 留 ま り ま し た 。 各

ペ ー ジ に 二 次 元 コ ー ド が あ り 、 一 遍 ご と に 、 最 初 に 「 ど ん な 学

習 を す る の か な ？ 」 と い う と こ ろ か ら 始 ま っ て い て 、 学 習 課 題

の 欄 で は 、 何 を 学 ん で い く の か の 学 習 の 見 通 し が 持 た せ て あ っ

た り 、 最 後 に 、 確 認 と 表 現 欄 で 確 認 が で き 、 自 分 で 振 り 返 り を

し て 、 し っ か り 考 え て 学 習 で き る 構 成 に な っ て い る な と 思 い ま

し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 、 お 願 い い

た し ま す 。  

 

佐 々 木 委 員  ２ つ 目 の 観 点 に つ い て な ん で す け れ ど も 、 引 き 続 き な ん で す

が 、 山 川 出 版 社 の 「 ８ 世 紀 の 世 界 」 と い う 見 開 き の ２ ペ ー ジ の

コ ー ナ ー が 章 の 初 め に 構 成 を さ れ て い ま す 。 地 図 や イ ラ ス ト な

ど が 掲 載 さ れ て い る ん で す け れ ど も 、 そ の 時 代 の 世 界 の 様 子 が

視 覚 的 に 捉 え る こ と が で き て 、 学 び が 広 が る の で は な い か と 感

じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   そ の ほ か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

繁 里 委 員   ② の 観 点 に つ い て 、 東 京 書 籍 、 帝 国 書 院 と も に 、 分 量 、 書 体

も 適 切 で 、 各 ペ ー ジ と も 、 ３ 分 の ２ 程 度 が イ ラ ス ト 、 写 真 で 構

成 さ れ 、 ユ ニ バ ー サ ル の 視 点 に も 配 慮 さ れ て お り 、 生 徒 が 読 み
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や す く 、 理 解 し や す い 構 成 に な っ て い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

佐 々 木 委 員  観 点 の ３ つ 目 の 部 分 に つ い て 、 印 象 に 残 っ た と こ ろ を お 話 し

し ま す 。  

 帝 国 書 院 に つ い て な ん で す け れ ど も 、 現 在 学 習 し て い る 単 元

が 、 小 学 校 で は こ の 単 元 、 ま た 、 ほ か の 分 野 で は こ の 単 元 と 、

関 わ り が あ る 部 分 が ペ ー ジ の 下 に 示 さ れ て い ま す 。 以 前 に 学 習

し た こ と を 振 り 返 る こ と が で き た り 、 ま た 、 ほ か の 分 野 と も 関

連 し て 、 多 面 的 、 多 角 的 に 捉 え る 機 会 と な る よ う 工 夫 さ れ て い

る と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い し

ま す 。  

 

宮 﨑 委 員   私 も 、 観 点 ３ の 本 市 の 生 徒 の 実 態 や 地 域 の 特 性 等 と の 関 連 と

い う 点 か ら お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 東 京 書 籍 で す け れ ど も 、 一 遍 聖 絵 で す と か 後 醍 醐 天 皇 の 肖 像

画 の 所 蔵 場 所 と し て 、 神 奈 川 県 藤 沢 市 の 清 浄 光 寺 と 記 載 さ れ て

い る と こ ろ か ら 、歴 史 を 身 近 に 感 じ る こ と が で き る と 思 い ま す 。

ま た 、「 地 域 の 歴 史 を 調 べ よ う 」と い う と こ ろ は 、そ れ ぞ れ の 地

域 か ら 見 た 歴 史 を 捉 え る 学 習 が 可 能 で 、 歴 史 を 様 々 な 角 度 か ら

考 察 す る 工 夫 が あ る と 思 い ま し た 。 特 に 、 本 市 の 生 徒 が ３ 年 時

に 修 学 旅 行 で 広 島 を 訪 れ る こ と が あ る ん で す け れ ど も 、 見 開 き

２ ペ ー ジ で 広 島 を 特 集 し て い ま し て 、 広 島 は 原 爆 と い う よ う な

従 来 の 学 び か ら 一 歩 進 め て 、 被 爆 建 物 を ど う 保 存 し 、 継 承 し て

い く か と い う 切 り 口 で 、 こ れ か ら を 生 き る 生 徒 に 考 え さ せ る た
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め の 題 材 に な っ て い る と 思 い ま し た 。  

 教 育 出 版 で す け れ ど も 、や は り「 福 岡 の 市 」と い う も の に『 一

遍 上 人 絵 伝 』 清 浄 光 寺 ［ 遊 行 寺 ］ 蔵 と 明 記 さ れ て い ま し て 、 こ

ち ら も 歴 史 を 身 近 に 感 じ る こ と が で き る と と も に 、 同 時 代 の 別

の 資 料 を 見 て 、 見 比 べ る と い う 活 動 が あ り ま す 。 資 料 を 用 い て

当 時 の 産 業 や 経 済 の 発 展 の 様 子 を 類 推 し た り 、 考 察 し た り す る

こ と の 歴 史 的 意 味 と い う も の を 学 ぶ こ と が で き る の で は な い か

と 思 い ま し た 。  

 ま た 、 令 和 書 籍 で す け れ ど も 、 こ ち ら は 基 本 的 な 内 容 の 学 習

に と ど ま ら ず 、 よ り 高 い 知 的 な 探 究 を 手 助 け す る 構 成 に な っ て

い る な と い う ふ う に 思 い ま す 。 特 に 巻 末 の 資 料 は 、 カ ラ ー 刷 り

で 大 変 見 や す く 、 各 時 代 ご と の 歴 史 地 図 が あ り ま し て 、 歴 史 の

流 れ を 地 理 的 な 観 点 か ら 理 解 す る た め に 大 変 効 果 的 だ と 思 い ま

し た 。  

 最 後 に 、 帝 国 書 院 で す け れ ど も 、 こ ち ら も 一 遍 聖 絵 や 後 醍 醐

天 皇 の 肖 像 画 の 所 蔵 場 所 と し て 神 奈 川 県 藤 沢 市 と 記 載 さ れ て い

て 、 歴 史 を 身 近 に 感 じ る こ と が で き ま す 。 ま た 、 本 市 の 生 徒 が

鎌 倉 巡 り で す と か 横 浜 巡 り 等 の 校 外 学 習 で 訪 れ る 機 会 が 非 常 に

多 い 鎌 倉 市 、 横 浜 市 の 特 集 ペ ー ジ が あ り ま し て 、 歴 史 的 分 野 を

学 ぶ こ と の 意 義 と い う も の か ら 考 え て も 、 実 際 に 歴 史 の 舞 台 に

立 っ て 考 え た り 、感 じ た り す る 学 び を 実 現 で き る と 思 い ま し た 。

一 方 、 中 学 生 は ま だ ま だ 抽 象 的 な 概 念 形 成 が 未 熟 な 生 徒 が 多 い

ん で す け れ ど も 、 帝 国 書 院 の 「 世 界 と の つ な が り を 考 え よ う 」

や 「 歴 史 を 探 ろ う 」 は 、 先 ほ ど の 窪 島 委 員 の ご 発 言 に も あ っ た

と 思 い ま す け れ ど も 、 視 覚 的 な 資 料 が 多 く 用 い ら れ て い て 、 大

変 具 体 的 な イ メ ー ジ を 持 っ て 学 び を 深 め る 学 習 が 可 能 か な と い

う ふ う に 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い い
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た し ま す 。 付 け 加 え も 含 め て 何 か あ り ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 ご 意 見 な い よ う で す の で 、 続 い て 、 公 民 に 移 り た い と

思 い ま す 。 公 民 に つ い て 何 か ご 意 見 が あ る 方 は 挙 手 を お 願 い い

た し ま す 。  

 

宮 﨑 委 員   私 は 、 観 点 １ に つ い て 、 公 民 に 関 わ る 視 点 か ら 、 各 者 の 教 科

用 図 書 を 見 さ せ て い た だ き 、 感 じ た こ と を お 話 し し た い と 思 い

ま す 。  

 ど の 者 の 教 科 用 図 書 も 、 中 学 校 卒 業 後 に 公 民 と し て 生 き る 生

徒 た ち を 意 識 し て 、 現 代 社 会 の 見 方 、 考 え 方 を 養 い 、 現 在 の 予

測 困 難 な 未 来 を 生 き る た め の 思 考 力 や 判 断 力 、 表 現 力 を 育 成 す

る た め の 配 慮 が な さ れ て い る と 思 い ま す 。 ま た 、 社 会 的 事 象 に

つ い て 、 生 徒 が 多 面 的 、 多 角 的 に 考 察 し て 、 意 見 や 考 え を 表 現

で き る 力 を 育 む た め の 工 夫 が さ れ て い ま す 。 例 え ば 、 デ ィ ベ ー

ト で す と か ロ ー ル プ レ イ 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 等 の 活 動 は 、 ほ か

の 人 と の 対 話 を 重 ね て い く 過 程 で 、 生 徒 が 自 ら 積 極 的 に 社 会 に

参 画 し て い く と い う 意 識 を 育 む た め に 大 変 効 果 的 で あ る と 思 い

ま し た 。  

 二 次 元 コ ー ド に つ い て な ん で す け れ ど も 、 各 者 と も に 得 ら れ

る 情 報 に は 大 変 工 夫 が あ り 、多 様 な コ ン テ ン ツ に つ き ま し て は 、

１ 人 １ 台 端 末 を 活 用 で き る 学 習 活 動 に よ っ て 日 々 の 授 業 を サ ポ

ー ト す る こ と が で き ま す し 、 さ ら に 家 庭 に お い て の 学 び の 広 が

り を 期 待 す る こ と が で き ま す 。  

 特 に 帝 国 書 院 で す け れ ど も 、「 ア ク テ ィ ブ 公 民 」、 そ し て 「 図

解 ア ニ メ ー シ ョ ン 」 が 示 さ れ て い て 、 学 習 内 容 の 定 着 や 学 び の

深 ま り に 活 用 で き る 動 画 な ど が と て も 分 か り や す い と 思 い ま し

た 。 帝 国 書 院 の 「 パ ン 屋 さ ん を つ く ろ う 」 は 、 出 店 す る 計 画 の
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立 案 、 そ れ か ら 出 店 地 の 選 択 、 従 業 員 募 集 な ど 、 生 徒 が 興 味 関

心 を 持 っ て 取 り 組 む こ と が で き る 内 容 と な っ て い ま し て 、 こ れ

は 、 や が て 社 会 に 出 て 、 そ の 形 成 者 に な る た め に 必 要 な 公 民 的

な 資 質 を 体 験 的 に 学 ぶ こ と が で き る と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   窪 島 委 員 、 お 願 い い た し ま す 。  

 

窪 島 委 員   自 分 も 、 多 分 、 こ れ は １ 番 目 の 観 点 で し ょ う 。 編 修 の 趣 旨 と

工 夫 、 あ る い は 公 民 に 関 わ る 全 体 的 な 観 点 か ら 教 科 書 を 見 て み

た の で す け れ ど も 、 ３ 者 が 印 象 に 残 り ま し た 。 東 京 書 籍 、 帝 国

書 院 、 教 育 出 版 、 こ の ３ 者 で す 。  

 ま ず 、東 京 書 籍 な の で す け れ ど も 、「 １ ８ 歳 へ の ス テ ッ プ 」と

い う コ ー ナ ー を 設 け て い ま す 。 １ ８ 歳 を 意 識 し た 教 科 書 は ほ か

に も 幾 つ も あ る の で す が 、 東 京 書 籍 に つ い て は 、 特 に 主 権 者 意

識 を 高 め る と か 、主 体 的 に 社 会 に 参 画 す る と い っ た 態 度 を 養 う 、

こ れ は 公 民 に ど う し て も 課 せ ら れ た 学 習 と い う こ と に な り ま す

け れ ど も 、 非 常 に 意 識 づ け る こ と が で き て い る ん じ ゃ な い か な

と い う ふ う に 思 い ま し た 。 中 学 校 ３ 年 生 は 義 務 教 育 最 後 の 年 で

す か ら 、 こ の コ ー ナ ー を 充 実 さ せ る と い う こ と は 、 非 常 に 好 印

象 が 持 て る か な と い う 気 が し ま す 。  

 そ れ か ら 、帝 国 書 院 で す け れ ど も 、各 単 元 の 学 習 の 冒 頭 に「 学

習 の 前 に 」 と い う 大 判 の イ ラ ス ト が あ り ま し た 。 社 会 の 仕 組 み

と か 制 度 、 あ る い は 現 実 の 生 活 を 結 び つ け て 考 え た り 、 発 見 さ

せ た り し よ う と す る 、 そ う い う 意 図 が 感 じ ら れ ま す 。 公 民 の 授

業 が 苦 手 だ と い う 生 徒 で も 、 イ ラ ス ト か ら 学 習 内 容 を 考 え る こ

と が で き て 、 意 欲 の 喚 起 に も つ な が る も の か な と い う ふ う に 感

じ ま し た 。 実 際 に 自 分 も 授 業 で 使 っ て み た い な と い う ふ う に も

思 っ た も の で す 。  

 最 後 に 、 教 育 出 版 で す け れ ど も 、 ほ ぼ 最 初 の ペ ー ジ な る の か
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な 、「 教 科 書 の 使 い 方 」と い う ふ う な ペ ー ジ が あ る の で す が 、こ

こ の ペ ー ジ は 、 使 っ て い る 生 徒 た ち を こ の 教 科 書 に 導 い て く れ

る よ う な キ ャ ラ ク タ ー 、 ６ 人 、 キ ャ ラ ク タ ー が 描 い て あ る の で

す け れ ど も 、 こ の キ ャ ラ ク タ ー が 、 男 子 、 女 子 は も ち ろ ん で す

け れ ど も 、 車 椅 子 に 座 っ て い る 子 で あ る と か 、 あ る い は 名 前 が

片 仮 名 で 書 か れ て い る 子 、 眼 鏡 を か け て い る 子 と か 、 そ う い っ

た 人 権 を 尊 重 し て い る と い う の で し ょ う か 、 多 様 性 を 認 め 合 う

こ と が 求 め ら れ て い る 今 の 時 代 に 、 こ う い っ た キ ャ ラ ク タ ー に

つ い て は 非 常 に 意 識 が あ る 教 科 書 な の か な と い う ふ う に 思 い ま

し た 。  

 以 上 に な り ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か 、 ご 意 見 の あ る 方 。  

 

大 石 委 員   私 は 、 分 量 ・ 装 丁 ・ 表 記 等 に 注 目 し て 見 た ん で す け れ ど も 、

ど の 教 科 書 に お い て も 、 １ 授 業 時 間 で 扱 う 内 容 が 見 開 き ２ ペ ー

ジ に ま と め ら れ て い ま し た 。 な の で 、 学 習 計 画 が 立 て や す く な

る よ う 工 夫 さ れ て い る と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 そ の よ う な 中 で も 、 特 に 帝 国 書 院 で は 、 重 要 語 句 を 示 す ゴ シ

ッ ク 体 の 太 さ で す と か ル ビ を 工 夫 す る な ど の 配 慮 が あ り ま し

て 、 配 色 に つ い て も 、 色 覚 に 配 慮 し た 識 別 し や す い 色 使 い と な

る よ う に 工 夫 が さ れ て い ま す 。 イ ラ ス ト や 写 真 な ど も 見 や す く

て 、 興 味 を 引 く も の が 多 く 、 資 料 も 具 体 的 で 分 か り や す い な と

い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 ま た 、 育 鵬 社 に お い て は 、 振 り 仮 名 に ゴ シ ッ ク 体 を 用 い ま し

て 、 読 み や す く な る よ う な 工 夫 が あ り ま す 。 資 料 や グ ラ フ に つ

い て は 、 テ ー マ ご と に 分 け ら れ て い る の で 、 見 や す く な っ て い

る な と い う ふ う に 思 い ま す 。 ま た 、 章 の 初 め に 掲 載 さ れ て お り

ま す 二 次 元 コ ー ド を 利 用 す る こ と に よ っ て 、 学 習 内 容 に 関 連 す

る 動 画 に 簡 単 に ア ク セ ス で き る よ う に 配 慮 さ れ て い る な と い う
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ふ う に 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 あ る 方 、 お 願 い い た

し ま す 。  

 

平 林 委 員   同 じ く 観 点 ２ に つ い て 、 補 足 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 東 京 書 籍 は 、 使 用 さ れ て い る グ ラ フ や 地 図 な ど の 資 料 が 色 覚

的 に と て も 配 慮 さ れ て い ま す 。 イ ラ ス ト な ど も 伝 え た い 内 容 が

シ ン プ ル に 表 現 さ れ て い て 、 生 徒 が 理 解 し や す い よ う な 工 夫 が

さ れ て い ま す 。 ま た 、 二 次 元 コ ー ド を 利 用 し て 、 学 習 内 容 に 関

連 す る 他 の 教 科 の 教 科 書 な ど が 簡 単 に 参 照 で き る よ う に 配 慮 さ

れ て い る と 感 じ ま し た 。  

 自 由 社 は 、 細 か い と こ ろ に な る か も し れ ま せ ん が 、 索 引 が ６

ペ ー ジ に わ た り 、 項 目 が 細 か く 掲 載 さ れ て お り 、 生 徒 が 復 習 し

た り す る 際 に 、非 常 に 利 用 し や す く な っ て い る な と 感 じ ま し た 。 

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。そ の ほ か 何 か ご ざ い ま す で し ょ う か 。 

 

宮 﨑 委 員   私 は 、 観 点 ３ の 本 市 の 生 徒 の 実 態 や 地 域 等 の 特 性 と の 関 連 と

い う と こ ろ か ら 、 印 象 に 残 っ た ３ 者 に つ い て 申 し 上 げ ま す 。  

 帝 国 書 院 で す け れ ど も 、扉 の 写 真 に 江 ノ 電 が 載 っ て い ま し て 、

こ れ は 本 市 の 生 徒 は 素 直 に う れ し い と い う ふ う に 感 じ る と 思 い

ま す 。 ま た 、 国 際 教 室 で 学 ぶ 多 国 籍 の 子 ど も た ち で す と か 、 選

択 で き る 学 校 制 服 と い う よ う な 写 真 が 大 き く 扱 わ れ て い ま し

て 、 本 市 で も 身 近 に 接 す る こ と の 多 い 話 題 を 丁 寧 に 取 り 上 げ て

い て 、多 文 化 共 生 で す と か 、多 様 性 の 尊 重 な ど の 課 題 に つ い て 、

自 分 の こ と と し て 考 え 、 社 会 と の つ な が り を 意 識 で き る と 思 い

ま し た 。  



- 24 - 

 

 東 京 書 籍 は 、 全 て の ペ ー ジ に 二 次 元 コ ー ド が 掲 載 さ れ て い ま

す 。 生 徒 が 持 っ て い る ク ロ ー ム ブ ッ ク で 読 み 取 る こ と が で き る

の で 、 必 要 に 応 じ て 授 業 で 活 用 し た り 、 探 究 学 習 に 活 用 す る こ

と が で き て 、 よ り 幅 の 広 い 学 び が 可 能 に な る か な と い う ふ う に

思 い ま し た 。  

 最 後 に 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ に つ い て で す け れ ど も 、 現 在 、 世 界 的 な 取

組 と な っ て い る こ と か ら も 、 ど の 者 の ご 意 見 も 大 変 工 夫 の あ る

切 り 口 で 扱 わ れ て い る と 思 い ま し た 。  

 中 で も 日 本 文 教 出 版 は 、 藤 沢 市 の 片 瀬 海 岸 清 掃 の 写 真 が 記 載

さ れ て い て 、よ り 身 近 な 課 題 と し て 取 り 組 む こ と が で き ま す し 、

生 徒 が 実 際 に 行 動 を 起 こ す き っ か け に な る と い う こ と も 期 待 で

き る と 思 い ま し た 。 点 字 が 施 さ れ て い た り な ど 、 バ リ ア フ リ ー

等 に つ い て も 実 感 を 持 っ て 学 ぶ こ と が で き る 工 夫 が さ れ て い る

と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は い ら っ し

ゃ い ま す で し ょ う か 。 付 け 加 え 等 も 含 め て よ ろ し い で す か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 な い よ う で す の で 、 続 い て 、 地 図 に 移 り た い と 思 い ま

す 。 地 図 に つ い て 何 か ご 意 見 の あ る 方 は 挙 手 を お 願 い し ま す 。  

 

柴 山 委 員   ど ち ら の 地 図 帳 も 、 そ れ ぞ れ 産 地 や 産 業 な ど の イ ラ ス ト が し

っ か り 事 細 か く 描 い て あ っ て 、本 当 に 見 て い て 楽 し か っ た で す 。

ま た 、 そ れ ぞ れ 有 名 な 建 物 な ど も し っ か り 描 か れ て お り 、 普 通

の 地 図 帳 で は あ り ま す け れ ど も 、 い ろ ん な 視 点 か ら 学 ぶ こ と が

で き る ん じ ゃ な い か と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  



- 25 - 

 

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は い ら っ し

ゃ い ま す で し ょ う か 。  

 

宮 﨑 委 員   帝 国 書 院 、 東 京 書 籍 の 双 方 に つ い て 、 地 図 、 そ し て 社 会 科 に

係 る 観 点 か ら お 話 を 申 し 上 げ ま す 。  

 帝 国 書 院 は 、 主 題 図 が 大 変 豊 富 に 掲 載 さ れ て い て 、 主 食 や 気

候 の 関 わ り 、 あ る い は 工 業 生 産 と 人 口 集 中 な ど も 関 連 さ せ て 考

察 す る こ と が で き る 構 成 に な っ て い ま す 。ま た 、「 世 界 の 州 」で

は 、 ペ ー ジ に よ っ て は 、 日 本 と の 結 び つ き に つ い て ま と め て い

る 主 題 図 が あ り ま し て 、 世 界 と 日 本 と の 関 連 を 読 み 取 る こ と が

で き る 工 夫 が あ り ま す 。 ま た 、 一 般 図 に お い て の 色 の 違 い が 、

土 地 利 用 で す と か 高 低 差 を イ メ ー ジ し や す く 、 工 夫 さ れ て い ま

す 。 ま た 、 地 理 的 分 野 の 学 習 だ け で は な く 、 歴 史 的 分 野 や 公 民

的 分 野 の 学 習 に も 利 用 で き る 資 料 や 写 真 が 大 変 豊 富 で 、 中 学 校

３ 年 間 を 通 じ て 活 用 で き る 、 そ う い っ た 工 夫 が あ る と 思 い ま し

た 。 特 に Ｓ Ｄ Ｇ ｓ に つ い て は 、 地 図 帳 の 巻 頭 ７ ペ ー ジ で 集 中 し

て 扱 っ て い ま す 。 環 境 で す と か 脱 炭 素 、 食 料 、 紛 争 な ど 、 社 会

科 の 様 々 な 観 点 か ら の 学 習 に 活 用 で き る よ う に な っ て い ま す 。  

 東 京 書 籍 の 地 図 に つ き ま し て は 、 １ つ の ペ ー ジ で 大 変 多 く の

情 報 に 触 れ る こ と が で き ま し て 、 地 図 帳 を 開 い た だ け で 、 そ こ

か ら こ ん な 事 象 も 、 こ ん な 事 象 も と い う ふ う に 、 学 び の 連 鎖 が

生 ま れ や す い と 思 い ま し た 。 さ ら に 、 巻 末 の 統 計 資 料 に つ い て

で す け れ ど も 、 両 者 と も 必 要 な 情 報 を 最 新 デ ー タ で 扱 っ て い る

の で す け れ ど も 、 東 京 書 籍 の 日 本 の 都 道 府 県 別 統 計 が 活 用 し や

す く て 、 産 業 別 人 口 の 比 率 で す と か 人 口 構 成 の 割 合 が グ ラ フ 化

さ れ て い て 、 地 域 の 特 色 や 課 題 を 考 察 し や す い の で 、 社 会 的 な

見 方 や 考 え 方 を 働 か せ る 学 習 に お い て も 活 用 で き る か な と い う

ふ う に 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  



- 26 - 

 

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 あ る 方 は お 願 い い た

し ま す 。  

 

山 下 委 員   私 は 観 点 ２ の 構 成 や 表 記 に つ い て 申 し 上 げ た い と 思 い ま す 。  

 ま ず 、 帝 国 書 院 な ん で す け れ ど も 、 地 図 か ら 得 ら れ る 情 報 が

精 選 さ れ て お り ま し て 、 必 要 な 情 報 を 見 つ け や す く で き て い る

か な と 思 い ま し た 。 ま た 、 こ ち ら の 市 の 調 査 資 料 の ほ う に も 書

い て あ り ま す け れ ど も 、 主 題 図 と 併 設 し た 鳥 瞰 図 が ご ざ い ま し

て 、 生 徒 の 興 味 関 心 を 高 め る だ け で は な く 、 地 理 的 な 見 方 、 考

え 方 を 身 に つ け ら れ る よ う な 工 夫 が 見 ら れ ま し た 。 ま た 、 見 や

す さ な ど か ら 、 現 場 の 先 生 方 か ら の 評 判 も い い よ う で す 。 そ の

よ う に 聞 い て お り ま す 。  

 一 方 、 東 京 書 籍 な ん で す け れ ど も 、 こ ち ら は 断 面 図 を 掲 載 し

て い る 地 点 が こ こ か ら こ こ ま で だ よ と い う よ う に 線 で 示 さ れ て

お り ま し て 、 生 徒 が 地 理 的 な 位 置 関 係 を 理 解 し や す い よ う に 工

夫 さ れ て お り ま す 。 ま た 、 写 真 資 料 で は 、 新 旧 の 比 較 を し な が

ら 考 察 す る 学 習 が 進 め や す い 、 そ う い う 構 成 に な っ て お り ま し

た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご ざ い ま す か 。  

 

窪 島 委 員   私 は 、 本 市 の 生 徒 の 実 態 や 地 域 等 の 特 性 の 関 連 、 こ の ３ 番 目

の 観 点 か ら 、 藤 沢 市 の 修 学 旅 行 で あ る と か 防 災 と い っ た 視 点 か

ら 、 両 者 の 地 図 を 眺 め て み ま し た 。 防 災 だ と 、 市 の 調 査 資 料 だ

と 、 １ 番 目 の 観 点 に あ る ん で す け れ ど も 、 あ え て 自 分 は ３ 番 目

の 観 点 か ら 考 え て み ま し た 。  

 本 市 で は 、 修 学 旅 行 で 京 都 や 奈 良 の ほ う に 行 く 学 校 が 多 い ほ

か に 、 平 和 学 習 で 広 島 に 行 く 学 校 も あ っ て 、 そ の あ た り か ら 、
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こ の 両 者 の 地 図 帳 を 比 較 し て み た と こ ろ 、 ど ち ら の 地 図 に し て

も 、 京 都 市 、 奈 良 市 、 そ し て 広 島 市 に つ い て は 、 ５ 万 分 の １ の

地 図 が あ っ て 、 主 要 な 神 社 仏 閣 、 そ う い っ た も の に つ い て は イ

ラ ス ト が 表 示 さ れ て い ま す し 、 非 常 に 見 や す い な と い う ふ う に

感 じ ま し た 。先 ほ ど 柴 山 委 員 も お っ し ゃ っ て い ま し た け れ ど も 、

こ の イ ラ ス ト も な か な か い い な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。 見 や

す い で す 。  

 東 京 書 籍 で は 、 京 都 市 の 東 山 区 が 載 っ て い ま し た し 、 帝 国 書

院 で は 、 奈 良 県 の 明 日 香 村 と か 斑 鳩 町 辺 り も 載 っ て い て 、 す ご

く か ゆ い と こ ろ ま で 手 が 行 き 届 い て い る ん じ ゃ な い か な と い う

感 じ が し ま す 。  

 帝 国 書 院 の ほ う で し た け れ ど も 、「 地 図 で 発 見 ！ 」と い う コ ー

ナ ー が あ っ て 、 修 学 旅 行 に 関 連 し て 見 る と 、 京 都 や 奈 良 に 加 え

て 、 大 阪 、 兵 庫 、 滋 賀 と い っ た 関 西 方 面 の 主 な 歴 史 ・ 文 化 ・ 観

光 地 が 示 さ れ た ペ ー ジ を 見 な が ら 、 観 光 地 巡 り を し て み よ う 、

そ う い う 計 画 を 立 て て み よ う と い う ふ う な 作 り に な っ て い ま し

た 。 実 際 、 本 市 の 修 学 旅 行 で は 、 奈 良 で 班 別 行 動 を し な が ら 京

都 に 戻 る と か 、 あ る い は 、 京 都 で 班 別 行 動 で 回 っ た 後 、 滋 賀 県

の 大 津 市 の 宿 に 戻 る と い っ た 行 動 を 行 う こ と も 最 近 多 く 見 ら れ

て い ま す の で 、 修 学 旅 行 で は 、 こ れ は 利 用 で き る ん じ ゃ な い か

な と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 次 に 、 防 災 に つ い て で す け れ ど も 、 両 者 の 地 図 と も 、 自 然 災

害 、 あ る い は 防 災 に 関 す る ペ ー ジ が し っ か り と あ る ほ か 、 そ れ

ぞ れ 地 方 の ペ ー ジ に も 、 各 所 に 防 災 に 関 す る 資 料 が 組 み 込 ま れ

て い ま し た 。 本 市 は 相 模 湾 に 面 し て い て 、 富 士 山 を 仰 ぎ 見 る こ

と が で き る と い う 場 所 に あ り ま す け れ ど も 、 逆 に 、 そ れ だ け 地

震 と か 津 波 、 火 山 の 噴 火 と い っ た 災 害 に 備 え な け れ ば な ら な い

と 思 い ま す 。  

 帝 国 書 院 の 地 図 で す け れ ど も 、 日 本 の 地 震 と 火 山 の 分 布 の 資

料 、 そ れ か ら 富 士 山 の 降 灰 の 予 想 、 南 海 ト ラ フ 地 震 の 資 料 も あ
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っ て 、 こ れ も 本 市 の 防 災 教 育 で も 利 用 で き る の で は な い か な と

い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 以 上 に な り ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 あ る 方 は い ら っ し ゃ

い ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 続 い て 数 学 に 移 り た い と 思 い ま す 。 数 学 に つ い て ご 意

見 が あ る 方 は お 願 い い た し ま す 。  

 

繁 里 委 員   私 の ほ う か ら は 、 観 点 １ 、 学 習 指 導 要 領 と の 関 連 と い う 点 に

つ い て 話 し た い と 思 い ま す 。  

 そ れ ぞ れ ７ 者 と も 、数 学 的 活 動 を 通 し て 、単 元 ご と に 主 体 的・

対 話 的 で 深 い 学 び に つ い て 実 現 で き る よ う に 工 夫 さ れ て い る と

思 い ま し た 。  

 具 体 的 に 、 各 者 の お 話 を し ま す 。  

 東 京 書 籍 は 、 単 元 を 貫 く 題 材 の 設 定 が 多 く 、 ス ト ー リ ー 性 の

あ る 題 材 構 成 で 学 ぶ 意 欲 を 高 め 、 導 入 の 題 材 を 本 文 の 中 で 解 い

た り 、 さ ら に 深 め た り で き る よ う な 内 容 に な っ て い ま す 。  

 大 日 本 図 書 で は 、 問 題 発 見 か ら 解 決 ま で の 流 れ が 示 さ れ て い

る こ と と 、 そ の 過 程 を 振 り 返 る こ と が で き る よ う な 構 成 に な っ

て い ま す 。  

 学 校 図 書 は 、 常 に 話 合 い 活 動 を 取 り 入 れ 、 そ の 話 合 い か ら 学

習 の 目 標 を 立 て る こ と で 、 対 話 的 な 学 び が 実 現 で き る よ う に 工

夫 を さ れ て い ま し た 。  

 教 育 出 版 は 、 学 習 し な が ら 、 問 い を 持 っ て 学 習 が 進 め ら れ る

よ う に な っ て い ま す 。  

 啓 林 館 は 、 全 て の 節 の 先 頭 に あ る 「 学 習 の と び ら 」 で は 、 そ
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の 節 の 学 習 を 進 め れ ば 解 決 で き る 身 の 回 り の 問 題 を 取 り 上 げ て

い る た め 、 学 ぶ 楽 し さ や 意 義 を 実 感 で き る よ う に な っ て い ま し

た 。  

 数 研 出 版 は 、対 話 形 式 で 掲 載 さ れ る 題 材 が 多 く 、「 同 じ よ う に

考 え る 」、「 具 体 的 な 数 で 考 え る 」 と い っ た 考 え 方 を 何 度 も 示 し

て い る た め 、 自 然 と そ の 見 方 、 考 え 方 が 身 に つ く よ う に な っ て

い ま し た 。  

 日 本 文 教 出 版 は 、 巻 末 の 「 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ と 数 学 」、「 数 学 を 仕 事 に

生 か す 」、「 数 学 研 究 室 」、「 プ ロ グ ラ ム と 数 学 」 な ど 、 数 学 が 活

用 さ れ て い る こ と を 知 る こ と の で き る 構 成 に な っ て い ま し た 。  

 と い う こ と で 、 ７ 者 全 て が 学 習 指 導 要 領 の 学 び の 実 現 に 力 を

入 れ て い る と 感 じ ま し た 。  

 そ ん な 中 で 、 東 京 書 籍 は 、 子 ど も た ち が 学 び や す い よ う に 問

題 を 発 見 し 、 見 通 し を 立 て 、 解 決 ま で の 過 程 を 振 り 返 る こ と が

で き る よ う に 構 成 さ れ て い ま し た 。「 深 い 学 び 」の ペ ー ジ で す が 、

こ の ペ ー ジ を 中 心 に 、日 常 生 活 や 社 会 の 事 象 に 関 わ る 問 題 発 見 、

解 決 の 過 程 に 沿 っ た 活 動 が 多 く 、 数 学 と 生 活 が 密 接 な 関 係 で あ

る と い う こ と を 学 ぶ こ と が で き る よ う な 構 成 に な っ て い ま し

た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 あ る 方 。  

 

藤 内 委 員   私 は 、 内 容 と 構 成 の 工 夫 に つ い て 、 ３ 者 に つ い て お 話 し し た

い と 思 い ま す 。  

 ま ず 、 東 京 書 籍 で す 。 問 題 発 見 、 解 決 の 過 程 を 意 図 し た 「 深

い 学 び 」 の ペ ー ジ 、 こ れ は 先 ほ ど 繁 里 委 員 も 取 り 上 げ て い ま し

た け れ ど も 、 こ ち ら の ほ う が ほ ぼ 全 て の 章 に 設 け ら れ て い て 、

論 理 的 に 考 察 し 、考 え を 表 現 す る 機 会 が 多 く 設 け ら れ て い ま す 。

ま た 、 巻 末 の 「 学 び の マ ッ プ 」 で は 、 ３ 年 間 の 内 容 の つ な が り
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を 確 認 し な が ら 、 振 り 返 り が で き る よ う に な っ て い ま す 。 さ ら

に 「 学 び の ベ ー ス 」 で は 、 問 題 を 解 い た り 、 フ ラ ッ シ ュ カ ー ド

で 反 復 練 習 が で き る よ う に な っ て い て 、 生 徒 が 学 び や す い 構 成

に な っ て い ま す 。  

 啓 林 館 に つ き ま し て は 、 単 元 末 の 「 章 の あ し あ と 」 で 、 分 か

っ た こ と 、 で き る よ う に な っ た こ と 、 さ ら に 学 ん で み た い こ と

を ま と め る 場 面 が あ っ て 、生 徒 が 自 ら の 学 び の 深 さ を 確 認 し て 、

次 の 学 び に 進 む こ と が で き る よ う に し て い ま す 。  

 ま た 、 大 日 本 図 書 で す け れ ど も 、 章 や 節 の 導 入 で は 、 問 題 発

見 、 解 決 の 流 れ を 意 識 さ せ る こ と で 、 自 然 と 論 理 的 に 考 察 す る

力 と 考 え を 表 現 す る 力 が 身 に つ く よ う に な っ て い ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 ほ か に ご 意 見 あ る 方 は い ら っ し ゃ

い ま す で し ょ う か 。  

 

佐 々 木 委 員  私 の ほ う か ら は 、 ２ つ 目 の 観 点 で あ り ま す 分 量 と 装 丁 、 表 記

に つ い て お 話 を し た い と 思 い ま す 。  

 ど の 者 も 二 次 元 コ ー ド が 配 置 さ れ て い て 、 予 習 復 習 や 反 復 練

習 な ど 、 子 ど も が 自 分 で 学 習 で き る よ う に 配 慮 さ れ て い る な と

感 じ ま し た 。  

 学 校 図 書 に つ い て で す が 、 適 切 な 内 容 、 分 量 の 問 題 で あ り 、

「 計 算 力 を 高 め よ う 」 で は 、 家 庭 学 習 や 計 算 練 習 で 活 用 で き る

よ う に し て い ま す 。  

 次 に 、 日 本 文 教 出 版 に つ い て で す が 、 節 の 最 後 に 「 基 本 の 問

題 」、 章 末 に は 基 礎 か ら 標 準 的 な 問 題 で あ る 「 章 の 問 題 」、 そ し

て 、 難 易 度 の 高 い 「 と り く ん で み よ う 」 を 設 け て い て 、 多 彩 な

問 題 を 出 題 し て い る な と 感 じ ま し た 。  

 東 京 書 籍 に つ い て は 、 節 ご と に 基 本 の 問 題 が あ っ た り 、 補 充

の 問 題 で は 少 し 難 し い 問 題 も 扱 い 、 段 階 的 に 身 に つ く よ う に 配
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置 さ れ て い る と 感 じ ま し た 。 ま た 、 吹 き 出 し や 補 助 発 問 に 「 同

じ よ う に 考 え る と 」 と か 「 そ れ な ら 」 と い う 文 言 を つ け て 、 学

び の つ な が り を 子 ど も が 自 覚 で き る よ う に し て い る と 思 い ま

す 。 さ ら に 、 装 丁 、 表 記 に つ い て は 、 色 使 い を 整 え て 、 色 覚 特

性 に 適 用 で き る カ ラ ー ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン に さ れ て い ま す

し 、 ル ビ な ど の 小 さ な 文 字 に は 、 見 や す く す る た め に ユ ニ バ ー

サ ル デ ザ イ ン フ ォ ン ト を 使 っ て い ま す 。  

 最 後 に 、 数 研 出 版 に つ い て で す が 、 グ ラ フ や 図 を 描 く 問 題 に

つ い て 、 教 科 書 に 書 き 込 み や す く な る よ う に 、 本 の 外 側 に そ の

図 を 配 置 す る と い う 配 慮 が さ れ て い る な と い う ふ う に 感 じ ま し

た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 あ る 方 は い ら っ し ゃ

い ま す で し ょ う か 。  

 

小 澤 委 員   私 は 、 観 点 ３ に つ い て お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 昨 年 度 、も し く は そ れ ま で の 学 習 状 況 調 査 の 結 果 を 見 ま す と 、

数 と 式 に 関 す る 問 題 の 正 答 率 に 比 べ る と 、 図 形 に 関 す る 問 題 の

正 答 率 が 低 い と い う こ と で 、 学 習 状 況 調 査 は ３ 年 生 で す け れ ど

も 、１ 年 生 、２ 年 生 も 同 じ な の で は な い か な と 感 じ て お り ま す 。

計 算 は で き る ん だ け れ ど も 、 数 や 図 形 に つ い て の 考 察 や 証 明 に

つ い て 課 題 が あ る の で は な い か と い う こ と で す 。 生 徒 同 士 が 自

分 の 意 見 を 話 し 合 う 活 動 を 通 し て 、 ま た 、 多 様 な 考 え 方 を 認 め

合 う 場 面 を 設 定 す る こ と で 、 物 の 見 方 、 考 え 方 を 身 に つ け る こ

と が で き る の で は な い か と 思 い ま す 。  

 私 が 特 に と 思 っ た ３ 者 に つ い て お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 １ つ は 東 京 書 籍 で す ね 。 東 京 書 籍 は 、 デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ の

中 に 「 対 話 シ ー ト 」 と い う も の が 用 意 し て あ っ て 、 生 徒 一 人 一

人 が 主 体 的 に 自 分 の 考 え を 表 し た り 、ペ ア 学 習 、グ ル ー プ 学 習 、
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そ れ か ら 教 室 全 体 で も 意 見 共 有 が し や す い よ う に 工 夫 さ れ て い

た な と 思 い ま し た 。  

 そ れ か ら 、 次 に 、 教 育 出 版 は 、 協 働 的 な 学 び の 場 面 と し て 、

各 章 の 始 ま り に 、「 L e t ' s  T r y」と い う 導 入 問 題 、課 題 が あ っ て 、

さ ら に 活 用 の 場 面 の と こ ろ で は 、「 学 び の プ ロ セ ス 」ペ ー ジ と い

う も の が 準 備 さ れ て い ま し た 。 生 徒 の 生 活 に 身 近 な 題 材 で 、 対

話 的 な 学 び が 促 さ れ る の で は な い か と 感 じ ま し た 。  

 最 後 に 、 学 校 図 書 で す け れ ど も 、 学 校 図 書 も 身 の 回 り の 生 活

の 中 か ら 課 題 を 発 見 し て 、 そ の 発 見 し た 課 題 を 数 学 の 問 題 に 置

き 換 え て 、 生 徒 同 士 の 話 合 い を 行 う ペ ー ジ が 設 定 さ れ て い ま し

た 。  

 以 上 ３ 者 と も 、 そ れ ぞ れ の 学 習 内 容 を 通 し て 、 先 ほ ど お 話 し

し ま し た 学 習 状 況 調 査 の 結 果 で 表 れ て い る 課 題 に つ い て 改 善 す

る こ と が で き る の で は な い か と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い い

た し ま す 。 付 け 加 え 等 も 含 め て よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、な い よ う で す の で 、続 い て 理 科 に 移 り た い と 思 い ま す 。

理 科 に つ い て ご 意 見 が あ る 方 は 挙 手 を お 願 い い た し ま す 。  

 

平 林 委 員   で は 初 め に 、 内 容 ・ 構 成 、 理 科 に 係 る 観 点 に つ い て 述 べ さ せ

て い た だ き ま す 。  

 い ず れ の 教 科 書 も 、 全 て の 観 点 に お い て 十 分 に 配 慮 が さ れ て

い る と 感 じ ま し た 。 特 に ３ 年 間 を 通 し て 、 科 学 的 に 探 究 す る 力

の 育 成 が 図 ら れ て い る こ と 、 情 報 活 用 能 力 の 育 成 や Ｉ Ｃ Ｔ に 対

応 し た 工 夫 が さ れ て い る こ と 、 安 全 に 実 験 、 観 察 す る た め の 注
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意 事 項 や 基 本 操 作 が 図 入 り で 丁 寧 に 説 明 さ れ て い る こ と 、 日 常

生 活 や 社 会 と の 関 連 等 が 掲 載 さ れ て い て 、 理 科 の 有 用 性 や 自 然

科 学 へ の 興 味 関 心 を 高 め る た め の 配 慮 が さ れ て い る こ と 、 理 科

の 教 科 書 と し て は な く て は な ら な い 観 点 に 対 し て 工 夫 と 配 慮 が

さ れ て い ま す 。 ま た 、 実 感 を 伴 っ た 理 解 を し や す く す る た め の

工 夫 や 、 よ り 深 く 学 び た い 生 徒 に と っ て の 補 充 資 料 と し て 、 適

切 に 発 展 的 な 内 容 が 掲 載 さ れ て い ま す 。  

 そ の よ う な 中 で 、 学 校 図 書 は 、 生 徒 の 真 理 を 追 究 す る 態 度 を

育 成 す る こ と に 重 き が 置 か れ 、 生 徒 が 科 学 的 に 思 考 す る 、 課 題

を 科 学 的 に 解 決 す る た め に 必 要 な 知 識 、 技 能 が 詳 し く 解 説 さ れ

て い ま す 。 例 え ば 、 誤 差 や 有 効 数 字 の 説 明 が 丁 寧 で 、 生 徒 が デ

ー タ を 計 算 機 や パ ソ コ ン で 計 算 す る と 多 く 出 る 小 数 点 以 下 の 数

字 を 、 有 効 数 字 を 意 識 し て 適 切 に 処 理 が で き る よ う に 、 丁 寧 に

解 説 さ れ て い ま す 。  

 ま た 、 学 校 図 書 や 教 育 出 版 で は 、 学 習 内 容 を 生 徒 に 身 近 な も

の 、 基 礎 と な る こ と か ら 配 置 し て い て 、 後 続 の 学 習 内 容 の 理 解

が し や す く な る よ う に 配 慮 さ れ て い ま す 。 例 え ば 、 植 物 の 学 習

で は 、ま ず 、植 物 の 器 官・組 織 の 作 り を し っ か り 観 察 し て か ら 、

光 合 成 の 仕 組 み を 探 究 す る 流 れ と な っ て い て 、 光 合 成 を よ り 体

の 作 り を イ メ ー ジ し な が ら 理 解 が で き る よ う に 配 慮 さ れ て い ま

す 。  

 大 日 本 図 書 で は 、 日 常 生 活 や 社 会 に 関 連 す る 事 柄 を 多 く 掲 載

し 、 生 徒 が 科 学 を 身 近 に 感 じ る こ と が で き る よ う に 配 慮 さ れ て

い ま す 。 ま た 、 教 材 の 生 徒 の 身 近 な 基 礎 と な る こ と か ら 配 置 し

て 、後 続 の 学 習 内 容 の 理 解 が し や す い よ う に 配 置 さ れ て い ま す 。

例 え ば 生 徒 が 小 学 校 で 扱 っ た 豆 電 球 を 利 用 し て 回 路 の 学 習 を し

て か ら 電 流 と 電 圧 の 関 係 、 電 流 と 磁 界 の 関 係 、 最 後 に 、 電 子 、

放 射 線 に つ い て 理 解 す る 流 れ と な っ て い ま す 。  

 啓 林 館 で は 、 学 習 内 容 を よ り 深 く 理 解 で き る よ う 、 内 容 に 関

連 す る 事 柄 を 多 く 掲 載 し 、 日 常 生 活 、 社 会 、 他 教 科 と の 関 連 に
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触 れ や す く 配 慮 さ れ て い ま す 。 ま た 、 生 徒 が 主 体 的 に 、 科 学 的

に 探 究 す る こ と を 意 識 し た 構 成 と な っ て い ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 あ る 方 は お 願 い い た

し ま す 。  

 

柴 山 委 員   私 は 、 啓 林 館 の 教 科 書 に 注 目 し ま し た 。 観 察 と 実 験 の 目 的 、

方 法 、 結 果 、 考 察 ま で の 工 程 が 一 目 で ま と め て 分 か る よ う に 記

載 し て お り 、 子 ど も た ち が 実 際 に 観 察 や 実 験 を し た 際 に ス ム ー

ズ に 取 り 組 む こ と が で き る の で は な い か と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 あ る 方 。  

 

越 委 員   観 点 １ の 内 容 ・ 構 成 、 教 科 ・ 種 目 別 の 観 点 か ら お 話 し さ せ て

い た だ き ま す 。  

 啓 林 館 、申 し 訳 あ り ま せ ん 、柴 山 委 員 と 一 緒 で す が 、「 考 え て

み よ う 」、「 た め し て み よ う 」、「 な る ほ ど 」、そ し て「 つ な が る 学

び 」 と い う コ ー ナ ー が 各 単 元 で 出 て き ま す 。「 た め し て み よ う 」

で は 、 ほ と ん ど の 実 験 が 身 の 回 り や 日 常 生 活 の 中 の 身 近 に あ る

材 料 で 、や り た い と 思 っ た ら 、す ぐ そ の 場 で で き る も の が 多 く 、

自 ら の 力 で 知 識 を 獲 得 し 、 理 解 を 深 め ら れ る 工 夫 や 配 慮 が さ れ

て い る と 思 い ま し た 。 ま た 、 使 用 さ れ て い る 写 真 が 美 し く ダ イ

ナ ミ ッ ク な も の が 多 く 、 見 入 っ て し ま い ま し た 。  

 そ の ほ か 教 育 出 版 の 「 中 学 理 科 」 は 、 使 用 さ れ て い る マ ー ク

が と て も 分 か り や す く 、 課 題 の 解 決 に 向 け て 話 し 合 っ た り 、 考

え た り 調 べ た り す る 場 面 が よ い タ イ ミ ン グ で 出 て き て 、 よ り 深

く 興 味 や 関 心 を 持 ち 、 生 徒 が 学 習 で き る よ う に な っ て い る と 思

い ま し た 。 そ し て 、 ほ か の 教 科 で 学 習 す る 内 容 と の 関 連 が あ る
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も の に は 、 そ の 表 示 が し っ か り さ れ て お り 、 学 ぶ と い う こ と の

つ な が り や 探 究 す る 力 の 育 成 が 図 ら れ て い る と こ ろ に 配 慮 を さ

れ て い る と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 そ の ほ か ご 意 見 あ る 方 は い ら っ し

ゃ い ま せ ん で し ょ う か 。  

 

山 田 委 員   私 か ら は 、 構 成 、 表 記 、 表 現 等 の 観 点 か ら 述 べ さ せ て い た だ

き ま す 。  

 東 京 書 籍 は 、 美 し い 自 然 科 学 に 関 す る 画 像 を 多 く 掲 載 し 、 生

徒 の 興 味 を 高 め る 工 夫 が さ れ て い る と 思 い ま す 。 国 際 単 位 系 に

も 触 れ 、 生 徒 が 納 得 し て 学 習 で き る よ う に 配 慮 さ れ て い ま す 。

ま た 、 本 文 の 説 明 が 生 徒 に と っ て 丁 寧 で 理 解 し や す く な っ て い

ま す 。 例 と し て は 、 先 に 日 本 の 天 気 を 特 徴 づ け る 気 団 の 性 質 を

丁 寧 に 記 述 し た 上 で 、 移 動 性 高 気 圧 の 発 生 場 所 が 中 国 大 陸 の 南

部 で あ る こ と に 触 れ て 、 春 、 秋 の 天 気 の 特 徴 を 考 察 し や す く な

っ て い ま す 。  

 ま た 、 啓 林 館 は 、 実 験 の 手 順 や 結 果 の 整 理 の 図 や 写 真 が カ ラ

ー で 大 き く 見 や す く な っ て い ま す 。 ま た 、 生 徒 が 理 解 し に く い

内 容 に つ い て の 説 明 が 丁 寧 で す 。例 え ば 、力 を 記 述 す る 場 合 は 、

何 が 何 に 、 ど ち ら の 向 き に 、 ど の く ら い の 大 き さ で 加 え ら れ て

い る 力 を 記 述 す る こ と が 重 要 で あ る と い う こ と を 分 か り や す く

説 明 し て い ま す 。  

 次 に 、 対 話 的 な 学 び を 意 識 し た 構 成 と い う 点 か ら 述 べ さ せ て

い た だ き ま す 。  

 教 育 出 版 と 大 日 本 図 書 は 、 教 科 書 の 随 所 に 生 徒 に 考 え さ せ る

よ う な 吹 き 出 し の イ ラ ス ト を 入 れ た り 、「 話 し 合 お う 」と い う 項

目 が 設 定 さ れ て お り 、 生 徒 が 科 学 的 に 説 明 し た り 、 生 徒 間 で 考

え を 交 流 し た り す る 活 動 を 進 め や す く 配 慮 さ れ て い ま す 。  
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 最 後 に 、 使 い や す さ と い う 観 点 で 補 足 さ せ て い た だ き ま す 。  

 学 校 図 書 は 、 全 て の ペ ー ジ の 決 ま っ た 場 所 に 二 次 元 コ ー ド が

配 置 さ れ て お り 、 い つ で も 簡 単 に 関 連 す る 資 料 に ア ク セ ス で き

る よ う に 配 慮 さ れ て い て 、 と て も よ い と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。そ の ほ か 、藤 内 委 員 、お 願 い し ま す 。 

 

藤 内 委 員   私 の ほ う か ら は 、 本 市 の 生 徒 の 実 態 や 地 域 等 の 特 性 と の 関 連

に つ い て お 話 を し た い と 思 い ま す 。  

 藤 沢 の 子 ど も た ち は 、 科 学 少 年 団 等 で 小 学 生 か ら 自 然 科 学 に

親 し ん で い る 生 徒 が 多 く い ま す 。 ま た 、 身 近 に 海 が あ り 、 箱 根

に は 火 山 、 相 模 原 に は Ｊ Ａ Ｘ Ａ が あ る な ど 、 科 学 的 に 探 究 す る

力 を 身 に つ け る こ と で 、 生 徒 は よ り 主 体 的 に 学 ぶ こ と が で き る

環 境 に い ま す 。 そ の よ う な 藤 沢 の 子 ど も た ち に と っ て 、 科 学 的

に 学 習 す る こ と を 意 識 し て 編 修 さ れ て い る 学 校 図 書 の 教 科 書 は

適 し て い る と 考 え ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   そ の ほ か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

平 林 委 員   先 ほ ど も 申 し 上 げ た と お り 、 全 て の 教 科 書 が 非 常 に す ば ら し

く で き て い る な と 思 う の で す が 、 そ の よ う な 中 で も 、 探 究 の 過

程 が 分 か り や す く 配 慮 さ れ て い て 、 実 験 、 観 察 の 説 明 の 図 や 写

真 が 分 か り や す い 、 ま た 、 山 田 委 員 が 指 摘 さ れ て い る よ う に 、

重 要 な 箇 所 の 本 文 の 説 明 が と て も 分 か り や す く 、 発 展 的 な 内 容

も 適 切 に 掲 載 さ れ て い る 啓 林 館 の 教 科 書 も ま た 、 本 市 の 生 徒 に

適 し て い る と 考 え ま す 。  

 以 上 で す 。  
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委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 あ る 方 は お 願 い い た

し ま す 。 よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 理 科 ま で の 審 議 を 終 了 と い た し ま す が 、 １ 時 間 以 上 経

過 し て お り ま す の で 、 こ こ で １ ０ 分 間 ほ ど 休 憩 を 取 り た い と 思

い ま す 。 事 務 局 よ り 、 こ の 後 の 動 き に つ い て ご 説 明 を お 願 い い

た し ま す 。  

 

事 務 局   そ れ で は 、 傍 聴 者 の 皆 様 に ご 連 絡 い た し ま す 。 傍 聴 者 の 皆 様

は 後 ろ の 扉 か ら 出 た と こ ろ に あ る お 手 洗 い を ご 利 用 い た だ け れ

ば と 思 い ま す 。３ 時 に な り ま し た ら 審 議 を 再 開 い た し ま す の で 、

再 開 の ３ 分 前 の 時 間 に は ご 着 席 い た だ け れ ば と 思 い ま す 。 よ ろ

し く お 願 い い た し ま す 。  

 そ れ で は 、 休 憩 と い た し ま す 。  

 

午 後 ２ 時 ５ １ 分 休 憩  

午 後 ３ 時 ０ １ 分 再 開  

 

委 員 長   そ れ で は 、 た だ い ま よ り 審 議 を 再 開 し た い と 思 い ま す 。  

 先 ほ ど 理 科 ま で 終 了 い た し ま し た の で 、 音 楽 （ 一 般 ） か ら 審

議 を 再 開 し た い と 思 い ま す 。  

 で は 、 音 楽 （ 一 般 ） に つ き ま し て 、 ご 意 見 が あ る 方 は 挙 手 を

お 願 い い た し ま す 。  

 

大 石 委 員   そ れ で は 、 音 楽 （ 一 般 ） に つ い て 、 私 か ら は 学 習 指 導 要 領 と

の 関 連 と い う 視 点 か ら お 話 し さ せ て い た だ き ま す 。  

 ま ず 、 音 楽 （ 一 般 ） の 教 科 用 図 書 は ２ 者 な ん で す け れ ど も 、

２ 者 と も 演 奏 や 鑑 賞 、 創 作 活 動 の 場 面 で 、 他 者 と 意 見 を 交 換 し
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な が ら 発 表 し た り 、 そ れ か ら グ ル ー プ で 表 現 方 法 を 考 え た り す

る な ど の 課 題 を 提 示 す る 作 り と な っ て い ま す 。 そ れ に よ り 、 主

体 的 で 対 話 的 な 学 習 展 開 の 下 、 思 考 力 、 判 断 力 、 表 現 力 の 育 成

が 図 ら れ る よ う 工 夫 さ れ て い ま す 。  

 両 者 と も よ く 吟 味 さ れ て つ く ら れ て い る な と い う ふ う に 思 う

の で す け れ ど も 、 特 に 学 習 指 導 要 領 の 内 容 に 即 し た 形 で 、「 知

識 ・ 技 能 」、「 思 考 ・ 判 断 ・ 表 現 」、「 主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態

度 」 を 身 に つ け る の に 効 果 的 に 活 用 で き る の は 、 教 育 芸 術 社 だ

と 思 い ま す 。  

 学 習 の 狙 い や 共 通 事 項 と の 関 わ り 、 そ れ か ら 、 教 材 で 考 え さ

せ た い ポ イ ン ト な ど の 説 明 が と て も 丁 寧 に な さ れ て い ま す 。 さ

ら に 、 具 体 的 な 例 示 も 多 く 、 音 楽 科 で 育 成 す る 資 質 ・ 能 力 が 確

実 に 養 わ れ る 授 業 づ く り に 有 効 で あ る と 考 え ま す 。 教 材 に よ っ

て は 、 主 体 的 ・ 協 働 的 に 音 楽 の よ さ を 味 わ う 学 習 展 開 が 図 ら れ

る よ う な 「 学 び の コ ン パ ス 」 と い う ワ ー ク シ ー ト の よ う な も の

も 提 示 さ れ て お り 、 段 階 的 に 学 習 で き る 作 り に な っ て い る と 思

い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 あ る 方 は お 願 い い た

し ま す 。  

 

栫 委 員   私 は 、 観 点 ２ に つ い て お 願 い し ま す 。  

 両 者 と も 、 歌 詞 な ど の 文 字 が 読 み や す い ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ

ン に 配 慮 さ れ た 紙 面 に な っ て い る と 思 い ま す 。  

 特 に 教 育 芸 術 社 な ん で す け れ ど も 、 親 し み や す い キ ャ ラ ク タ

ー が 音 楽 活 動 を 楽 し む 様 子 が 描 か れ 、 生 徒 の 関 心 を 引 く 工 夫 が

さ れ て い る と 思 い ま し た 。  

 ま た 、 教 育 出 版 で す が 、 歌 唱 、 鑑 賞 、 創 作 教 材 の カ テ ゴ リ ー

に そ れ ぞ れ 基 調 と な る 配 色 が あ り 、 歌 唱 教 材 の 風 景 写 真 な ど が

美 し く 配 さ れ 、 曲 の 抒 情 を 豊 か に 想 像 さ せ る と 感 じ ま し た 。  



- 39 - 

 

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

宮 﨑 委 員   私 か ら は 、 観 点 ３ の 本 市 の 生 徒 の 実 態 や 地 域 と の 関 わ り と い

う 観 点 か ら お 話 を い た し ま す 。  

 教 育 芸 術 社 で す け れ ど も 、 音 楽 を よ り 深 く 学 び た い と い う 生

徒 の 学 び に 対 応 で き る よ う に 、 豊 富 な 情 報 量 と 詳 細 な 説 明 が 掲

載 さ れ て い る と 思 い ま し た 。 １ 年 生 の 「 浜 辺 の 歌 」 で す け れ ど

も 、 調 査 資 料 に も あ り ま す け れ ど も 、 作 詞 者 の ゆ か り の 地 で あ

る 辻 堂 海 岸 の 風 景 写 真 に 江 の 島 も 写 っ て お り ま し て 、 目 を 引 き

ま す 。 生 徒 が 歌 を 通 し て 本 市 の 美 し い 自 然 に 対 す る 思 い と い う

も の を 高 め る こ と が で き る の で は な い か と 思 い ま す 。 ま た 、 先

ほ ど 大 石 委 員 の 発 言 に も あ り ま し た け れ ど も 、「 学 び の コ ン パ

ス 」 を 活 用 し な が ら 、 １ 年 生 の 段 階 で 、 本 市 に 関 わ り の 深 い 楽

曲 を 学 び 、 そ れ を 通 し て 音 楽 に 対 す る 感 性 、 音 楽 に 親 し む 態 度

を 育 む こ と が で き る 構 成 は 大 変 効 果 的 だ と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 ご 意 見 が な い よ う で す の で 、 次 の 音 楽 （ 器 楽 合 奏 ） に

移 り た い と 思 い ま す 。 音 楽 （ 器 楽 合 奏 ） に つ き ま し て ご 意 見 が

あ る 方 は お 願 い い た し ま す 。  

 

大 石 委 員   ま ず 、 観 点 １ に つ い て 注 目 し て 、 感 じ た こ と を 述 べ た い と 思

い ま す 。  

 両 者 と も 、 生 徒 が 主 体 的 に 取 り 組 み 、 学 び を 深 め て い け る よ
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う 工 夫 さ れ て い る と 思 い ま す 。 ま た 、 ど ち ら も 専 門 家 の ア ド バ

イ ス を 生 か し な が ら 、 様 々 な 楽 器 に 触 れ る 機 会 を 提 供 し て い ま

す 。  

 教 育 出 版 で す け れ ど も 、 ギ タ ー に つ い て は 奏 法 に 合 わ せ て 練

習 曲 が あ り ま し て 、 生 徒 が ス ム ー ズ に 取 り 組 め る よ う に な っ て

い ま す 。 ま た 、 太 鼓 に つ い て は 打 ち 方 と 構 え 方 の 説 明 が 詳 し く

さ れ て お り ま し て 、 図 も 多 い の で 、 と て も 分 か り や す く な っ て

い ま す 。  

 教 育 芸 術 社 に つ き ま し て は 、 演 奏 に つ い て の 説 明 が 丁 寧 で 、

写 真 が 大 き く て 分 か り や す く な っ て い ま す 。 そ れ ぞ れ の 楽 器 に

つ き ま し て 詳 し い 奏 法 の 動 画 も つ い て い ま す の で 、 生 徒 が 無 理

な く 取 り 組 め る と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

佐 々 木 委 員  そ れ で は 、 私 は ２ つ 目 の 観 点 の 表 記 や 表 現 に つ い て お 話 し し

た い と 思 い ま す 。  

 両 者 と も 、 構 成 に つ い て は 、 各 楽 器 の ペ ー ジ で 基 礎 的 な こ と

を 学 習 し て 、 巻 末 の 楽 曲 に お い て 難 度 が 上 が る も の に 取 り 組 め

る と い う よ う に な っ て い ま す 。 学 習 を 積 み 重 ね な が ら 、 技 能 を

習 得 で き る よ う に 工 夫 さ れ て い る と 思 い ま す 。  

 そ し て 、教 育 芸 術 社 に つ い て は 、五 線 の 太 さ や 音 符 の 大 き さ 、

そ れ か ら 段 や ペ ー ジ の 区 切 り が 見 や す い な と い う ふ う に 感 じ ま

し た 。 ま た 、 ギ タ ー の ダ イ ヤ グ ラ ム の 表 記 が 奏 者 側 か ら の 視 点

と な っ て い て 、 子 ど も た ち に と っ て 分 か り や す い な と い う ふ う

に 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 が あ る 方 は お 願 い い
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た し ま す 。  

 

栫 委 員   で は 、 観 点 ３ に つ い て お 願 い し ま す 。  

 教 育 出 版 と 教 育 芸 術 社 、 ど ち ら も 本 市 の 生 徒 の 発 達 段 階 に 合

わ せ て 演 奏 で き る よ う 工 夫 が 多 々 見 ら れ ま す 。  

 特 に 教 育 芸 術 社 は 、様 々 な ジ ャ ン ル の 音 楽 を 取 り 入 れ て お り 、

ク ラ シ ッ ク だ け で な く 、 幼 少 時 に 耳 に す る よ う な 楽 曲 や 現 代 の

ゲ ー ム 音 楽 な ど 、 親 し み や す い 曲 が 多 く 、 生 徒 が 演 奏 練 習 に 主

体 的 に 取 り 組 め る の で は な い か と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 あ る 方 は い ら っ し ゃ

い ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 な い よ う で す の で 、 続 い て 、 次 の 美 術 に 移 り た い と 思

い ま す 。 美 術 に つ き ま し て 、 何 か ご 意 見 が あ る 方 は お 願 い い た

し ま す 。  

 

澤 野 委 員   美 術 は ３ 者 ご ざ い ま す 。 ３ 者 と も 自 分 の 生 活 や 社 会 生 活 の 中

で 造 形 的 な 見 方 や 考 え 方 を 働 か せ て 、 美 し い と 感 じ る も の に 触

れ 、 美 術 文 化 と 豊 か に 関 わ る 資 質 や 能 力 を 含 む こ と を 目 指 し た

題 材 を 取 り 扱 っ て い ま す 。  

 光 村 図 書 は 、題 材 ご と に 鑑 賞 、表 現 の 順 に 構 成 さ れ て い ま す 。

「 み ん な の 工 夫 」 と い う 項 目 が あ り 、 自 分 な ら ど の よ う に 表 現

す る だ ろ う と 生 徒 た ち に 主 体 的 に 考 え さ せ る 工 夫 が 見 ら れ ま

す 。 ま た 、 説 明 が な い 作 品 を 大 き く 取 り 上 げ て 、 生 徒 自 身 が 感

じ る 印 象 や イ メ ー ジ を 持 た せ た 後 に 、 鑑 賞 ペ ー ジ を 設 け て 、 作

品 に つ い て の 解 説 を 掲 載 し て い ま す 。 造 形 的 な よ さ や 美 し さ 、
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表 現 の 意 図 と 工 夫 な ど に つ い て 、 生 徒 が 自 分 で 考 え る 力 を 育 め

る 、 そ の よ う な 構 成 に な っ て い ま す 。 ま た 、 資 料 集 が 別 冊 に な

っ て い て 、 作 品 を 作 る た め の 技 法 や 、 色 や 素 材 に つ い て の 解 説

が あ る ほ か 、 発 想 や 構 想 を 練 る た め の 方 法 も 示 さ れ て い ま す 。

生 徒 の 表 現 し た い と い う 気 持 ち を 形 に す る た め に 必 要 な 知 識 や

技 能 が １ 冊 に ま と ま っ て い る の が よ い な と い う ふ う に 感 じ ま し

た 。  

 開 隆 堂 の 鑑 賞 の ペ ー ジ も 、 初 め に 作 家 の 作 品 、 次 に 生 徒 の 作

品 を 紹 介 し 、 最 後 に 解 説 や 制 作 過 程 の 説 明 が レ イ ア ウ ト さ れ て

い ま す 。 鑑 賞 し て 、 自 分 の 作 品 の イ メ ー ジ を 持 ち 、 具 体 的 な 制

作 手 順 を 理 解 し な が ら 、 学 習 を 進 め ら れ る よ う に 工 夫 さ れ て い

ま す 。  

 日 本 文 教 出 版 は 、 生 徒 自 身 の 身 近 な 生 活 や 社 会 と 関 連 づ け て

学 べ る 題 材 が 多 く 掲 載 さ れ て い ま す 。 デ ザ イ ン や 工 芸 の 分 野 で

は 、 使 う 人 の 立 場 に 立 っ た 分 か り や す い ロ ゴ や マ ー ク を 制 作 し

た り 、 そ の マ ー ク を 使 っ て 日 本 手 拭 い を 作 っ た り す る な ど 、 生

活 の 中 で 、 ロ ゴ や マ ー ク が 様 々 な 形 で 利 用 さ れ て い る こ と が 分

か り や す く 紹 介 さ れ て い ま す 。 暮 ら し や ま ち づ く り を テ ー マ に

し た 単 元 で は 、 よ り よ い デ ザ イ ン や 工 夫 に つ い て 意 見 を 出 し 合

い 、 協 力 し な が ら 、 暮 ら し を 創 造 す る プ ロ セ ス を 学 べ る よ う に

な っ て い ま す 。 自 分 た ち が 未 来 を デ ザ イ ン す る ん だ と い う 意 識

を 持 た せ や す い の で は な い か と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い し

ま す 。  

 

越 委 員   ３ 者 と も に 、 表 現 と 鑑 賞 の 領 域 が 明 確 に 分 か れ て い て 、 大 変

よ い と 思 い ま し た 。 ま た 、 学 習 の 目 標 と し て 、 身 に つ け た い ３

つ の 目 標 で あ る 知 識 ・ 技 能 、 思 考 ・ 判 断 ・ 表 現 、 主 体 的 に 学 習
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に 取 り 組 む 態 度 が 単 元 ご と に 分 か り や す く 記 載 し て あ り ま す 。  

 特 に 、日 本 文 教 出 版 の 教 科 書 は 、「 表 現 の ヒ ン ト 」が 丁 寧 に 記

し て あ る た め 、 鑑 賞 の 後 に ス ム ー ズ に 表 現 に 入 っ て い け ま す 。

鑑 賞 の 題 材 に 自 分 ら し い 思 い や 考 え を 持 つ た め の 工 夫 が な さ れ

て い る と 思 い ま し た 。 そ し て 、 写 真 や イ ラ ス ト が 大 変 大 き く 見

や す か っ た で す 。  

 ま た 、 光 村 図 書 は 、 他 教 科 と の つ な が り や 共 通 事 項 の 学 習 内

容 を 関 連 さ せ 、 分 か り や す く 説 明 し て あ る の で 、 工 夫 と 配 慮 を

感 じ 、 よ か っ た と 思 い ま す 。  

 以 上 と な り ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 が あ る 方 は お 願 い し

ま す 。  

 

山 田 委 員   私 は 、 観 点 ２ の 構 成 、 表 記 、 表 現 等 の 観 点 か ら 述 べ さ せ て い

た だ き ま す 。  

 光 村 図 書 は 、 日 本 画 に つ い て 、 質 感 の 違 う 紙 を 使 用 し て １ ６

ペ ー ジ に わ た り 掲 載 し 、 特 に 浮 世 絵 の 「 富 嶽 三 十 六 景  神 奈 川

沖 浪 裏 」は 、原 寸 大 で そ の 魅 力 を 余 す と こ ろ な く 伝 え て い ま す 。

ま た 、 美 術 １ 、 美 術 ２ ・ ３ と 別 冊 資 料 の ３ 冊 で 構 成 さ れ 、 別 冊

資 料 は 、 生 徒 の 学 習 を 助 け る も の と な っ て い ま す 。  

 ま た 、 日 本 文 教 出 版 も １ 、 ２ ・ ３ 上 、 ２ ・ ３ 下 の ３ 冊 で 構 成

さ れ て い ま す 。３ 冊 に 分 け る こ と で 、１ 冊 当 た り の 重 量 が 軽 く 、

持 ち 運 び が し や す い 作 り と な っ て い ま す 。 ま た 、 絵 画 の 一 部 を

原 寸 大 で 表 示 す る こ と で 、 タ ッ チ や 色 使 い を 実 感 で き る 工 夫 が

さ れ て い ま す 。  

 最 後 に 、 開 隆 堂 で す け れ ど も 、 美 術 １ 、 美 術 ２ ・ ３ の ２ 冊 で

構 成 さ れ て い ま す 。 作 品 の 質 感 を 感 じ 取 れ る 表 紙 の 作 り が 大 変

す ば ら し く 、思 わ ず 手 に 取 っ て み た く な る 装 丁 と な っ て い ま す 。

日 本 文 教 出 版 と 同 様 、 絵 画 の 一 部 を 原 寸 大 で 表 示 し て お り 、 折
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り 込 み ペ ー ジ も 効 果 的 に 使 わ れ て い ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご ざ い ま す か 。  

 

窪 島 委 員   自 分 は ３ 番 目 の 観 点 、 本 市 の 生 徒 の 実 態 や 地 域 等 の 特 性 と の

関 連 に 関 連 し た 発 言 を さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 ３ 者 と も 、 教 科 書 に は 二 次 元 コ ン テ ン ツ が 用 意 さ れ て い て 、

デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ を 使 う こ と が で き る と い う よ う な 作 り で

す 。  

 開 隆 堂 は 内 容 ご と に 二 次 元 コ ン テ ン ツ が 配 置 さ れ て 、 生 徒 作

品 や ダ ウ ン ロ ー ド が で き る ワ ー ク シ ー ト な ど が 用 意 さ れ て い ま

し た 。  

 日 本 文 教 出 版 は 、「 学 び の は じ め に 」を 全 て の 題 材 に 配 置 し て

い ま す 。  

 そ れ か ら 、光 村 図 書 は 、「 全 国 の 生 徒 の 作 品 を 見 て み よ う 」の

ほ か に 、「 体 感 ミ ュ ー ジ ア ム 」の コ ー ナ ー に は 、作 品 に 書 き 込 ん

で 鑑 賞 で き る 書 き 込 み ツ ー ル 、あ る い は 解 説 動 画 、「 鑑 賞 を 広 げ

る 言 葉 集 」 な ど 、 子 ど も た ち の 興 味 関 心 を 高 め た り 、 学 習 を 深

め る 工 夫 が 見 ら れ ま し た 。 さ っ き 私 は 地 理 の と こ ろ で も 発 言 し

ま し た け れ ど も 、 生 徒 一 人 一 人 が パ ソ コ ン を 利 用 し て い る 本 市

に お い て は 、 特 に こ れ は 有 効 な も の で は な い の か な と い う ふ う

に 感 じ ま し た 。  

 そ れ か ら 、 神 奈 川 県 や 本 市 と の 関 連 で 見 た 場 合 、 こ れ は 市 の

調 査 資 料 や 県 の ほ う の 資 料 に も 載 っ て い ま す け れ ど も 、 ど の 者

に お い て も 、 神 奈 川 県 や 本 市 に ゆ か り の 芸 術 家 の 作 品 を 取 り 扱

っ て い る な と い う ふ う に 思 い ま す 。 ま た 、 神 奈 川 県 の 風 景 が 作

品 に な っ て い た り 、 あ る い は 県 内 の 美 術 館 に 所 蔵 、 も し く は 展

示 さ れ て い る よ う な 作 品 を 掲 載 し て い て 、 興 味 深 い な と い う ふ

う に 思 い ま し た 。  
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 具 体 的 に は 、 開 隆 堂 に は 藤 沢 ゆ か り の 岸 田 劉 生 、 あ る い は 片

岡 球 子 と い っ た 作 品 が 紹 介 さ れ て い ま し た し 、 光 村 図 書 に は 、

サ ブ レ ー の パ ッ ケ ー ジ が 載 っ て い た り 、ま た 日 本 文 教 出 版 に も 、

岸 田 劉 生 の 作 品 や 鎌 倉 の 東 慶 寺 の 仏 像 な ど が 紹 介 さ れ て い る と

い う ふ う に な っ て い ま す 。「 富 嶽 三 十 六 景  神 奈 川 沖 浪 裏 」、 こ

れ は ど の 者 の 教 科 書 に も 取 り 上 げ ら れ て い ま す け れ ど も 、 今 し

方 、 山 田 委 員 も お っ し ゃ っ て い ま し た け れ ど も 、 光 村 図 書 と 日

本 文 教 出 版 は ほ ぼ 原 寸 大 の 大 き さ で あ る と い う こ と と 、 特 に 光

村 図 書 は 「 神 奈 川 沖 浪 裏 」 だ け で は な く て 、 歴 史 的 な 日 本 の 絵

画 に つ い て も 、 非 常 に 紙 質 が 風 合 い の あ る も の を 使 っ て い る と

い う と こ ろ で 印 象 深 く 、 と て も よ か っ た か な と い う ふ う に 感 じ

ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ れ 以 外 で 何 か ご 意 見 あ る 方 は お 願

い い た し ま す 。 付 け 足 し で も 構 い ま せ ん 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 ご 意 見 な い よ う で す の で 、 続 い て 、 次 の 保 健 体 育 に 移

り ま す 。保 健 体 育 に つ い て ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い い た し ま す 。 

 

山 田 委 員   保 健 体 育 は ４ 者 ご ざ い ま す 。 ４ 者 と も に 、 主 体 的 ・ 対 話 的 で

深 い 学 び を 進 め ら れ る よ う 工 夫 さ れ て い ま す 。 学 習 指 導 要 領 に

示 さ れ た 心 と 体 を 一 体 と し て 捉 え 、 生 涯 に わ た っ て 心 身 の 健 康

を 保 持 増 進 し 豊 か な ス ポ ー ツ ラ イ フ を 実 現 す る た め の 資 質 ・ 能

力 を 育 成 す る と い う 目 標 に 資 す る 内 容 と な っ て い ま す 。  

 続 け て 、 私 は 観 点 １ に つ い て 、 大 修 館 書 店 と 大 日 本 図 書 に つ

い て 述 べ た い と 思 い ま す 。  

 大 修 館 書 店 で は 、「 課 題 を つ か む 」で 生 徒 の 興 味 関 心 を 引 き つ
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け 、本 文 、資 料 で 知 識 を 身 に つ け 、理 解 を 深 め る 。「 学 習 の ま と

め 」 で 学 習 内 容 を 振 り 返 り 、 日 常 に 生 か す と い う 流 れ で 、 生 徒

に と っ て 取 り 組 み や す く 、 授 業 者 に と っ て は 教 え や す い 作 り と

な っ て い ま す 。 ま た 、 二 次 元 コ ー ド か ら ク イ ズ に 挑 戦 し た り 、

重 要 な キ ー ワ ー ド を 頼 り に 、 生 徒 自 身 が 深 く 考 え る 場 面 を 設 定

で き る よ う に な っ て い ま す 。 内 容 と し ま し て は 、 心 の 健 康 を 重

視 し て 、 リ ラ ク セ ー シ ョ ン の 方 法 を 実 習 す る ペ ー ジ を 設 け る な

ど 、 今 日 的 な 課 題 を 取 り 上 げ て い ま す 。  

 大 日 本 図 書 で は 、「 学 習 の ね ら い 」を 初 め に 示 し 、本 文 を 片 側

１ ペ ー ジ に 収 め る こ と で 、 授 業 の 目 的 を 明 確 に し て 、 授 業 者 の

様 々 な 工 夫 に よ っ て 授 業 が 展 開 で き る よ う つ く ら れ て い ま す 。

内 容 と い た し ま し て は 、 現 代 的 な 諸 課 題 を 重 視 し て 、 オ リ ン ピ

ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク 教 育 、 防 災 教 育 な ど が 充 実 し て い ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い い

た し ま す 。  

 

佐 々 木 委 員  今 と 同 じ く 、 引 き 続 き 、 １ つ 目 の 観 点 に つ い て 、 東 京 書 籍 に

つ い て な ん で す け れ ど も 、 ナ ビ ゲ ー ト キ ャ ラ ク タ ー が 生 徒 を 学

習 へ と 導 い て 、「 見 つ け る 」、「 課 題 の 解 決 」、「 活 用 す る 」と い う

流 れ の 中 で 、 主 体 的 に 学 習 を 進 め ら れ る よ う な 作 り に な っ て い

ま す 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 場 面 に 設 定 さ れ た 問 い が す ば ら し く 、

生 徒 が 思 考 力 を 働 か せ て 、 協 働 的 な 学 び か ら 知 識 の 定 着 を 図 れ

る 構 成 と な っ て い ま す 。 内 容 と し て は 、 多 様 性 を 認 め 合 う 共 生

社 会 の 実 現 や 、 命 の 大 切 さ を 重 視 し て 、 性 の 多 様 性 や 犯 罪 被 害

の 防 止 な ど が 充 実 し て い る な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   ほ か に あ る 方 は お 願 い し ま す 。  
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繁 里 委 員   私 は 、 Ｇ ａ ｋ ｋ ｅ ｎ に つ い て お 話 を し ま す 。  

 導 入 に あ り ま す 「 ウ ォ ー ム ア ッ プ 」 に よ る 課 題 が 適 切 で あ っ

て 、 本 文 中 の 吹 き 出 し に 書 か れ た 問 い と 「 学 び を 生 か す 」 と い

う 話 合 い や 調 べ 学 習 な ど を 通 し 、 主 体 的 な 学 習 に つ な が る 構 成

に な っ て お り ま す 。 内 容 も 、 健 康 や 医 療 に つ い て 、 ウ ェ ル ビ ー

イ ン グ の 視 点 を 取 り 入 れ 、 心 の 健 康 で は 、 い じ め に つ い て 取 り

上 げ て い る と こ ろ が 印 象 的 で し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

佐 々 木 委 員  そ れ で は 、 ２ つ 目 の 観 点 の 構 成 、 表 記 、 表 現 等 の 部 分 か ら お

話 を し た い と 思 い ま す 。  

 ４ 者 と も 、 口 絵 ま た は 巻 頭 に 、 こ の 教 科 書 の 使 い 方 と い う も

の を 紹 介 し て い ま す 。 ま た 、 ユ ニ バ ー サ ル フ ォ ン ト に よ っ て 、

見 や す く 活 用 し や す い 構 成 に な っ て い る か な と 感 じ ま す 。  

 そ の 中 で 、 東 京 書 籍 に つ い て は 、 二 次 元 コ ー ド に よ る デ ジ タ

ル コ ン テ ン ツ や 巻 末 資 料 が 充 実 し て い て 、 振 り 返 り や 発 展 的 な

学 習 に 生 か せ る 内 容 と な っ て い る か な と 思 い ま す 。  

 大 日 本 図 書 に つ い て は 、右 側 ペ ー ジ に 本 文 が な く 、表 や 写 真 、

イ ラ ス ト が 充 実 し て い ま す 。 左 ペ ー ジ の 本 文 を 隠 し て か ら 、 資

料 か ら 考 察 や 推 測 す る 活 動 に つ な げ ら れ る よ う な 作 り に な っ て

い る か な と 感 じ ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い し

ま す 。  

 

繁 里 委 員   引 き 続 き 、観 点 ② の 大 修 館 書 店 に つ い て 述 べ た い と 思 い ま す 。 
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 大 修 館 書 店 は 、 本 文 の 文 字 数 が 少 な く 、 写 真 と イ ラ ス ト の バ

ラ ン ス 、 配 置 が よ く て 、 グ ラ フ や 表 の 配 色 に も 工 夫 が 見 ら れ ま

し た 。 生 徒 に と っ て 非 常 に 見 や す い 作 り だ と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

山 田 委 員   同 じ く 第 ２ の 観 点 の 部 分 で 、 私 は Ｇ ａ ｋ ｋ ｅ ｎ に つ い て 述 べ

た い と 思 い ま す 。  

 Ｇ ａ ｋ ｋ ｅ ｎ は 、 イ ラ ス ト に 吹 き 出 し を 入 れ る な ど 、 漫 画 の

よ う な 作 り に な っ て お り ま し て 、 生 徒 が 親 し み や す い 工 夫 が さ

れ て い る と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

繁 里 委 員   次 に 、本 市 の 生 徒 の 実 態 や 地 域 等 の 特 性 と の 関 連 の 観 点 か ら 、

大 修 館 と Ｇ ａ ｋ ｋ ｅ ｎ に つ い て 述 べ て い き た い と 思 い ま す 。  

 大 修 館 で は 、 小 田 原 市 の 津 波 避 難 所 ・ 場 所 の 標 識 や 藤 沢 市 の

ボ ッ チ ャ 体 験 な ど が 取 り 上 げ ら れ 、 生 徒 が 身 近 に 感 じ ら れ る と

と も に 、 ほ と ん ど の ペ ー ジ に 二 次 元 コ ー ド が あ り 、 １ 人 １ 台 端

末 に 対 応 し た 本 市 の 生 徒 に 適 し て い る と 思 い ま し た 。  

 Ｇ ａ ｋ ｋ ｅ ｎ で は 、 生 徒 が 自 分 事 と 捉 え て 学 習 に 取 り 組 め る

資 料 と し て 、 神 奈 川 県 の 中 学 校 で Ａ Ｅ Ｄ を 使 用 し 、 部 活 動 の 顧

問 を 救 っ た 話 が 掲 載 さ れ て い る の が 印 象 的 で し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   ほ か に ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い い た し ま す 。  

 

山 田 委 員   私 も 本 市 の 生 徒 に と っ て と い う と こ ろ で 、 東 京 書 籍 も 二 次 元
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コ ー ド が 充 実 し て お り ま し て 、 １ 人 １ 台 端 末 の Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し

た 本 市 の 生 徒 の 学 習 に 適 し て い る と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い し

ま す 。  

 

佐 々 木 委 員  同 じ く ３ つ 目 の 観 点 に つ い て な ん で す け れ ど も 、 大 日 本 図 書

の ほ う に は 、 藤 沢 市 の 緊 急 通 報 装 置 で す と か 横 須 賀 市 の コ ミ ュ

ニ テ ィ 道 路 な ど 、 身 近 に 感 じ ら れ る も の が 取 り 上 げ ら れ て い ま

す 。 ま た 、 そ の こ と に よ っ て 関 心 を 持 っ て 学 習 で き る の で は な

い か と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   そ の ほ か ご 意 見 あ る 方 は お 願 い い た し ま す 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 続 き ま し て 、 技 術 に 移 り た い と 思 い ま す 。 技 術 に つ い

て ご 意 見 が あ る 方 は 挙 手 を お 願 い い た し ま す 。  

 

繁 里 委 員   私 の ほ う か ら は 、 観 点 １ に つ い て 話 を し た い と 思 い ま す 。  

 中 学 生 に な っ て 、 技 術 と い う の は 初 め て 学 習 す る 教 科 で あ り

ま し て 、 子 ど も た ち に と っ て は 、 何 を 学 習 す る の か 興 味 が あ る

反 面 、 不 安 に 思 っ て い る 要 素 だ と 思 い ま す 。 で す の で 、 そ の よ

う な 状 況 で 、 巻 頭 の ガ イ ダ ン ス が 重 要 で あ る と 思 い 、 ガ イ ダ ン

ス の 特 徴 に つ い て 触 れ た い と 思 い ま す 。  

 自 分 の ほ う か ら は 、 東 京 書 籍 に つ い て 触 れ ま す 。  

 ま ず 表 紙 は 、「 未 来 を 創 る T e c h n o l o g y」 と い う 標 語 で 始 ま り 、

「 一 人 一 人 の 明 る い 未 来 を 創 る 架 け 橋 に な り ま す よ う に 」 と い
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う 編 集 者 の 願 い が あ り 、ガ イ ダ ン ス の 中 で は 、「 技 術 の 見 方・考

え 方 」 の ペ ー ジ で 、 最 適 化 の 視 点 に つ い て 丁 寧 に 触 れ て い る こ

と が 特 徴 だ と 感 じ ま し た 。 今 後 、 技 術 に よ る 問 題 解 決 の 際 に 重

要 な 視 点 で あ り 、 最 初 に 学 ぶ 意 義 は 高 い と 思 っ て い ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い い

た し ま す 。  

 

越 委 員   観 点 １ の 内 容 と 構 成 に つ い て お 話 し さ せ て い た だ き ま す 。  

 東 京 書 籍 と 開 隆 堂 出 版 は 、 と も に 冒 頭 で Ｓ Ｄ Ｇ ｓ と テ ク ノ ロ

ジ ー を 組 み 合 わ せ 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ が 掲 げ る １ ７ の 目 標 を 達 成 す る に

は テ ク ノ ロ ジ ー 、 い わ ゆ る 技 術 の 力 が 欠 か せ な い と い う こ と に

触 れ 、 す て き な 未 来 を 実 現 さ せ る に は と い う こ と で 、 技 術 の 学

習 へ と 導 い て い ま す 。  

 一 方 、 繁 里 委 員 も 先 ほ ど 発 言 さ れ て い ま し た が 、 教 育 図 書 で

は 、 小 学 校 で 学 ん で き た 算 数 、 理 科 、 社 会 、 図 画 工 作 な ど と 技

術 は 密 接 に 関 わ っ て い る と い う こ と を 写 真 で 分 か り や す く 表 示

し 、 技 術 と い う 教 科 は 新 し い も の で は な く 、 小 学 校 で 学 ん で き

た こ と を さ ら に 広 げ て い き ま し ょ う と い う こ と を 伝 え 、 生 徒 に

安 心 感 を 与 え て く れ 、 自 分 た ち の 未 来 の た め に 技 術 を 学 ぶ と い

う こ と を 示 し て い る と こ ろ が 大 変 よ い と 思 い ま し た 。 ま た 、 教

科 書 が Ａ か ら Ｄ 編 で 構 成 さ れ て お り 、 編 ご と で 簡 単 な 題 材 を つ

く り 、 物 づ く り の 基 礎 が 流 れ る よ う に な っ て い ま す 。 そ し て 、

編 の 中 が １ か ら ３ 、 ま た は ４ 章 に 分 か れ て い て 、 章 ご と に 振 り

返 り や ま と め が あ る の で 、 途 中 で 分 か ら な く な る こ と が な く 、

安 定 し た 学 び が で き る と 思 い ま し た 。 ま た 、「 ス キ ル ア シ ス ト 」

と い う 基 礎 技 能 を さ ら に 分 か り や す く 説 明 さ れ て い る 冊 子 も つ

い て お り 、 二 次 元 コ ー ド か ら 動 画 を 見 る こ と が で き ま す 。 学 習

指 導 要 領 に お い て 示 さ れ た 資 質 ・ 能 力 の ３ つ の 柱 の 一 つ で あ る
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生 き て 働 く 知 識 ・ 技 能 を 習 得 す る た め の 工 夫 や 配 慮 が さ れ て お

り 、 非 常 に よ い と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 そ の ほ か ご 意 見 が あ る 方 は お 願 い

し ま す 。  

 

山 田 委 員   私 も 第 １ 観 点 の と こ ろ で 、 教 育 図 書 に つ い て 述 べ た い と 思 い

ま す 。  

 教 育 図 書 で は 、「 技 術 の 力 で だ れ も が 暮 ら し や す い 社 会 を 創

る 」 と い う Ｓ Ｄ Ｇ ｓ や 、 共 生 の 視 点 が 色 濃 く あ り 、 身 近 な 悩 み

を 取 り 上 げ 、 自 分 で も で き る と 思 え る よ う な 工 夫 例 を 示 し て い

る 点 が 印 象 に 残 り ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

小 澤 委 員   私 も 観 点 １ で 、 開 隆 堂 に つ い て お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 開 隆 堂 は 、子 ど も た ち が 初 め て こ の 教 科 書 を 手 に 取 っ た と き 、

表 紙 の「 テ ク ノ ロ ジ ー に 希 望 を の せ て 」か ら 始 ま り 、「 私 た ち 人

間 は す て き な 未 来 を 夢 見 て 努 力 を 重 ね て き ま し た 。 ド ラ え も ん

の 秘 密 の 道 具 を 手 に す る 日 が 来 る か も し れ ま せ ん ね 」 と い う セ

リ フ を 読 み な が ら 、 わ く わ く し て い る 子 ど も た ち の 笑 顔 が 目 に

浮 か ぶ な と 思 い ま し た 。  

 そ れ か ら 、続 い て 、観 点 ２ の ほ う も お 話 を さ せ て い た だ く と 、

３ 者 と も 大 き な 差 は な く 、 適 切 な 文 字 サ イ ズ 、 適 度 に 配 置 さ れ

た 図 や 写 真 、 イ ラ ス ト に よ っ て 、 生 徒 が 読 み や す く 、 理 解 し や

す い 配 慮 が な さ れ て い ま し た 。 ま た 現 在 、 学 校 で は １ 人 １ 台 端

末 を 活 用 し た 授 業 実 践 、 個 別 最 適 の 学 び が 重 要 視 さ れ て い て 、

予 習 や 授 業 中 、 復 習 な ど 様 々 な 場 面 で 使 用 で き る Ｑ Ｒ コ ン テ ン
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ツ は 必 要 不 可 欠 な ツ ー ル で 、 ３ 者 と も 充 実 し て い る な と 感 じ ま

し た 。  

 そ の 中 で 、 教 育 図 書 で は 、 全 て の 二 次 元 コ ー ド の 横 に コ ン テ

ン ツ の 内 容 が 表 示 さ れ て い て 、 調 べ た い 内 容 が 分 か り や す い 表

記 に な っ て ま し た 。 工 夫 さ れ て い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

繁 里 委 員   開 隆 堂 の 二 次 元 コ ン テ ン ツ は 、 動 き が あ っ た ほ う が 理 解 し や

す い 制 作 の 手 順 、 作 業 の 手 順 に 関 す る 動 画 が す ご く 充 実 し て い

た と い う 印 象 で す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご ざ い ま す か 。  

 

山 田 委 員   私 も 観 点 ２ の 部 分 で 、 東 京 書 籍 に つ い て は 、 全 ペ ー ジ に 二 次

元 コ ー ド が 配 置 さ れ て お り ま し て 、 学 習 し た 内 容 を 補 足 す る ワ

ー ク シ ー ト 、 図 鑑 や 動 画 な ど 多 彩 な コ ン テ ン ツ が 用 意 し て い る

点 が 非 常 に 優 れ て い る な と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   ほ か に ご 意 見 が あ る 方 は お 願 い し ま す 。  

 

山 田 委 員   私 か ら は 、 ま た 第 ３ 観 点 の と こ ろ か ら 注 目 し て 見 ま し た 。 私

は 、 生 活 や 社 会 の 中 か ら 問 題 を 見 い だ し て 課 題 を 設 定 し 、 解 決

を 養 う 学 習 過 程 の 視 点 か ら お 話 を し た い と 思 い ま す 。  

 開 隆 堂 で は 、 各 章 の 導 入 部 に 、 学 習 の 流 れ 、 小 学 校 や 他 教 科

と の つ な が り が 表 記 さ れ て お り 、 生 徒 が 今 ま で の 学 習 を 基 に こ

れ か ら 学 ん で い く こ と が 分 か り や す く な っ て い る 構 成 に な っ て
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い ま す 。 ま た 、 他 者 に 比 べ て 、 漫 画 や イ ラ ス ト を 減 ら し て 、 図

を 多 く 使 用 す る こ と で 、生 徒 自 身 が 必 要 な 情 報 を 取 捨 選 択 し て 、

主 体 的 に 学 習 で き る よ う 工 夫 さ れ て い ま す 。 ま た 、 イ ン タ ビ ュ

ー の 中 で は 、 仕 事 の 意 義 や 楽 し さ な ど 、 キ ャ リ ア 教 育 の 視 点 に

も 触 れ て お り ま し て 、 生 徒 が 将 来 に 向 け て 興 味 が 持 て る よ う に

工 夫 さ れ て い ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 が あ る 方 は お 願 い い

た し ま す 。  

 

繁 里 委 員   私 の ほ う か ら も 、 内 容 に つ い て い き ま す 。  

 教 育 図 書 は 、「 見 つ け る 」、「 学 ぶ 」、「 ふ り 返 る 」の 学 習 の ３ ス

テ ッ プ が 明 確 で 、 生 徒 が 主 体 的 に 学 習 で き る よ う に 工 夫 さ れ て

お り 、 問 題 解 決 ペ ー ジ で は 、 漫 画 を 使 っ て ４ つ の ス テ ッ プ で 分

か り や す く 説 明 さ れ て い ま す 。 ま た 、「 先 輩 に 聞 い て み よ う 」、

「 技 ビ ト 」 な ど の コ ラ ム が 充 実 し て い て 、 地 元 神 奈 川 県 厚 木 市

の 養 豚 農 家 の 食 へ の こ だ わ り や 思 い も 掲 載 さ れ 、 技 術 の 果 た す

役 割 を よ り 明 確 に す る こ と で 、 生 徒 の 学 習 の 意 欲 の 向 上 に つ な

が る と 考 え ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 が あ る 方 は お 願 い い

た し ま す 。  

 

小 澤 委 員   私 は 、 東 京 書 籍 に つ い て お 話 し さ せ て い た だ き ま す 。  

 東 京 書 籍 の 中 に 、「 サ ス テ ナ ブ ル な も の づ く り に 挑 戦 し よ う 」、

そ れ か ら「 地 域 の 特 産 物 を 未 来 に つ な げ よ う 」、そ れ か ら「 ウ ェ

ル ビ ー イ ン グ を 高 め る た め の 問 題 解 決 」、「 地 域 の 安 全 安 心 を 守

ろ う 」 な ど 、 現 在 の 課 題 に ス ポ ッ ト を 当 て た 見 出 し を 工 夫 し て
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い ま し た 。 ま た 、 編 末 に あ る 資 料 「 す ご い ぞ ！ 技 術 」 と か 「 技

術 の 匠 」 で 、 今 ま で の 技 術 分 野 の 学 習 と 現 在 の 技 術 、 将 来 の 勤

労 観 を つ な げ る と い う こ と で 、 さ ら に 学 習 意 欲 を 高 め る 配 慮 が

さ れ て い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い い

た し ま す 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 意 見 は な い よ う で す の で 、 次 の 家 庭 に 移 り た い と 思 い

ま す 。 家 庭 に つ い て ご 意 見 が あ る 方 は お 願 い い た し ま す 。  

 

藤 内 委 員   家 庭 の ほ う は ３ 者 あ り ま す け れ ど も 、 い ず れ も 実 践 的 、 体 験

的 な 活 動 が 取 り 入 れ ら れ て お り 、 生 徒 が 主 体 的 に 課 題 を 解 決 し

て い く 力 が 身 に つ く よ う な 学 習 内 容 と な っ て い ま す 。  

 導 入 の ガ イ ダ ン ス で は 、 小 学 校 と の つ な が り や 中 学 校 ３ 年 間

の 学 習 内 容 に つ い て 見 通 し が 持 て る よ う な 作 り に な っ て お り ま

す 。 そ の 中 で も 、 特 に 私 は 、 東 京 書 籍 の ガ イ ダ ン ス が 丁 寧 に 取

り 扱 わ れ て い る こ と に 注 目 し ま し た 。 小 学 校 で 学 習 し た 内 容 を

各 編 の 導 入 で 示 す な ど 、 小 学 校 と の 系 統 性 を 大 切 に し て い る と

感 じ ま し た 。 ま た 、 生 活 の 営 み に 係 る 見 方 ・ 考 え 方 に つ い て 、

分 か り や す く 例 示 し 、 生 徒 が 自 ら の 問 題 発 見 に つ な げ ら れ る よ

う な 構 成 に な っ て い ま す 。さ ら に 、「 自 分 の 生 活 チ ェ ッ ク 」で は 、

「 １ 年 生 の 最 初 」 と 「 学 習 後 」 と の チ ェ ッ ク を 並 べ て 比 較 で き

る よ う に な っ て お り 、 学 ん だ こ と に よ る 自 分 自 身 の 成 長 を 実 感

で き る よ う な 工 夫 が さ れ て い る と 思 い ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い い
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た し ま す 。  

 

柴 山 委 員   ど の 教 科 書 も 画 像 や イ ラ ス ト が た く さ ん 使 わ れ て お り 、 実 技

を す る 上 で と て も 分 か り や す く な っ て い る な と 感 じ ま し た 。  

 そ の 中 で 、 教 育 図 書 さ ん の 教 科 書 が 問 題 提 起 や ヒ ン ト な ど を

２ つ の キ ャ ラ ク タ ー で ポ イ ン ト ご と に コ メ ン ト を 添 え て 描 か れ

て い る と こ ろ が と て も よ か っ た な と 感 じ ま し た 。 こ れ は 技 術 の

ほ う の 教 科 書 も 同 じ よ う に 、 同 じ キ ャ ラ ク タ ー が 描 か れ て い ま

し た 。 全 体 的 に 構 成 が と て も 見 や す く ま と ま っ て い る な と 感 じ

ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 そ の ほ か ご 意 見 が あ れ ば お 願 い し

ま す 。  

 

山 下 委 員   私 は 、 観 点 １ の 内 容 に つ い て お 話 し さ せ て い た だ き た い と 思

い ま す 。  

 災 害 対 策 な ん で す が 、 ３ 者 と も 災 害 対 策 に つ い て 丁 寧 に 取 り

上 げ て い る ん で す け れ ど も 、中 で も 開 隆 堂 は 、「 わ た し た ち の 防

災 ～ 防 災 が あ た り ま え の 生 活 に ～ 」 と し て 、 ８ ペ ー ジ に わ た っ

て 掲 載 し 、 丁 寧 に 取 り 扱 っ て い ま す 。 過 去 の 災 害 か ら 学 び 、 今

の 生 活 を 見 直 し 、 改 善 し て い く こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い

る こ と を 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 が あ れ ば お 願 い い た

し ま す 。  

 

小 澤 委 員   私 は 単 元 構 成 に つ い て お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 東 京 書 籍 な ん で す け れ ど も 、 食 生 活 を 先 に 取 り 上 げ て い る こ
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と に 注 目 し ま し た 。 最 初 の ガ イ ダ ン ス で ３ 年 間 の 見 通 し を 丁 寧

に 取 り 扱 っ た 上 で 、 生 徒 た ち が 興 味 を 持 っ て 主 体 的 に 実 習 に 取

り 組 め る で あ ろ う 食 生 活 か ら 入 っ て 、 最 後 に 家 族 や 地 域 の 学 習

と な っ て い ま す 。 中 学 校 ３ 年 間 の 最 後 で 、 幼 児 や 高 齢 者 を は じ

め 多 様 な 人 々 と の 関 わ り を 学 ん で 、 共 生 の 大 切 さ を 感 じ る よ う

工 夫 が さ れ て い ま し た 。 卒 業 後 に 地 域 社 会 の 中 で 自 分 が 担 う 役

割 に つ い て 考 え る こ と に つ な が る と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   そ の ほ か ご 意 見 が あ る 方 は お 願 い い た し ま す 。  

 

藤 内 委 員   ほ か の 教 科 で も あ っ た の で す け れ ど も 、 ３ 者 と も デ ジ タ ル コ

ン テ ン ツ が と て も 充 実 し て い る な と 感 じ ま し た 。 調 理 や 裁 縫 の

二 次 元 コ ー ド は ど れ も 分 か り や す い 動 画 で 説 明 が さ れ て お り 、

何 度 で も 見 る こ と が で き ま す 。 本 市 の 生 徒 た ち は 学 校 で 日 常 的

に タ ブ レ ッ ト を 活 用 し て い ま す が 、 生 徒 た ち が 自 分 の ペ ー ス で

繰 り 返 し 動 画 を 見 て 確 認 す る こ と で 、 基 礎 的 、 基 本 的 な 知 識 、

技 能 の 習 得 に つ な が る と 感 じ ま す 。  

 特 に 東 京 書 籍 は ど の ペ ー ジ に も 同 じ 場 所 に 二 次 元 コ ー ド が つ

い て お り 、活 用 し や す い 作 り に な っ て い る と 感 じ ま し た 。ま た 、

思 考 ツ ー ル を 活 用 し た コ ン テ ン ツ も あ り 、 自 分 の 考 え を 整 理 し

た り 、 グ ル ー プ 内 の 意 見 を 交 換 す る こ と で 、 深 い 学 び に つ な が

る 工 夫 も さ れ て い る と 考 え ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 が あ れ ば お 願 い い た

し ま す 。  

 

山 下 委 員   そ れ で は 、 私 は 、 次 は 観 点 ３ 、 本 市 の 生 徒 の 実 態 や 地 域 等 の

特 性 と の 関 連 に つ い て お 話 し し た い と 思 い ま す 。  
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 私 は 、 こ れ か ら の 中 学 生 に と っ て 、 消 費 に つ い て 考 え る こ と

は と て も 重 要 だ と 思 っ て お り ま す 。 タ ッ プ し て し ま う だ け で 商

品 の 購 入 が 簡 単 に で き て し ま う 、 そ ん な 時 代 で す 。 本 市 で は 、

中 学 生 の 大 多 数 が ス マ ホ を 持 ち 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に 簡 単 に つ な

が る 環 境 に あ り ま す 。 そ の 利 便 性 と と も に 、 危 険 性 や 対 策 を 考

え 、 知 る こ と の 意 義 は 大 き い と 考 え て お り ま す 。  

 そ の 点 に お い て 、 教 育 図 書 は 多 く の 情 報 が 掲 載 さ れ て お り ま

し て 、 広 告 を 見 て 購 入 す る 場 合 の 注 意 点 、 ま た 、 話 し 合 う ワ ー

ク シ ー ト な ど 、 考 え る 工 夫 が さ れ て い る と 思 い ま し た 。  

 ま た 、 東 京 書 籍 で は 、 契 約 や 消 費 者 ト ラ ブ ル 、 ま た 消 費 の 権

利 と 責 任 、 消 費 者 の 権 利 と 責 任 の 学 習 に お い て 、 生 徒 が 自 分 事

と し て 捉 え ら れ る よ う 、 中 学 生 に よ く あ る ト ラ ブ ル の 具 体 的 な

例 を 取 り 上 げ て い ま す 。 自 分 た ち が 悪 質 な 商 法 の タ ー ゲ ッ ト と

な っ て し ま う お そ れ で あ っ た り 、 ま た 巻 き 込 ま れ て し ま う 、 そ

う い う 事 案 に つ い て 、 実 感 を 伴 っ て 学 習 で き る よ う に 工 夫 さ れ

て い る と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 が あ る 方 は い ら っ し

ゃ い ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 な い よ う で す の で 、 続 い て 、 英 語 に 移 り た い と 思 い ま

す 。 英 語 に つ き ま し て ご 意 見 が あ れ ば お 願 い い た し ま す 。  

 

山 下 委 員   ま ず 、 観 点 １ の と こ ろ か ら お 話 さ せ て い た だ き た い と 思 い ま

す 。  

 ど の 者 に お き ま し て も 、 学 習 指 導 要 領 に あ る 全 て の 点 に お い

て 十 分 に 吟 味 さ れ 、つ く ら れ て い る の が 伝 わ っ て ま い り ま し た 。
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主 体 的 に 学 習 を 進 め る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ 、 題 材 や 方 法

に 工 夫 が 見 ら れ ま し た 。 ま た 登 場 人 物 の 多 様 性 、 国 際 理 解 は も

ち ろ ん の こ と な の で す が 、 内 容 に も 、 人 権 や 防 災 、 環 境 や 社 会

問 題 、他 者 と の 協 働 な ど 、様 々 な 今 日 的 課 題 を 取 り 上 げ て い て 、

ど の 者 の も の も そ れ ぞ れ の よ さ が あ り 、ど の 教 科 書 を 使 っ て も 、

子 ど も た ち の 豊 か な 学 び に つ な が る と 思 い ま し た 。  

 そ の 中 で も 、 光 村 図 書 の 「 H e r e  W e  G o !」 の 内 容 は 、 子 ど も た

ち の 日 常 の 状 況 設 定 か ら 平 易 で 自 然 な 英 語 表 現 を 用 い て 社 会 問

題 な ど の 内 容 に 切 り 込 み な が ら 、目 標 に 迫 る こ と が で き て お り 、

と て も よ い と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 。  

 

越 委 員   観 点 １ の 構 成 か ら お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 ６ 者 と も に 、 １ 年 生 の 教 科 書 の 冒 頭 に 小 学 校 で 学 ん だ 自 己 紹

介 や 、 自 分 の 好 き な も の や 憧 れ の 人 の 紹 介 を し た り 、 ま た 自 分

や 友 達 の 名 前 を 書 い た り と 、 小 学 校 か ら の 学 習 の 関 連 づ け た 構

成 と な っ て い ま す 。  

 現 在 、藤 沢 市 で 使 用 さ れ て い る 三 省 堂 の「 N E W  C R O W N」と 光 村

図 書 の 「 H e r e  W e  G o !」 は 構 成 が よ く 似 て い ま し た 。 出 て く る 単

語 が ペ ー ジ の 両 サ イ ド に ま と め ら れ て い て 、 ペ ー ジ の 下 に は 、

聞 く 、 読 む 、 話 す 、 書 く が ま と め ら れ て い ま す 。 そ し て 、 １ つ

の 単 元 が ２ つ か ら ３ つ の 構 成 に な っ て い て 、 最 後 に 長 文 が 出 て

き ま す 。 こ の 長 文 は 、 定 期 テ ス ト 対 策 に 非 常 に 役 立 つ と 思 い ま

し た 。 ま た 、 定 期 テ ス ト に 欠 か せ な い 文 法 が 長 文 の 後 の ペ ー ジ

に 出 て い き ま す 。 こ の 構 成 は 非 常 に 使 い や す い と 思 い ま し た 。  

 開 隆 堂 の 「 S u n s h i n e」 は 、 他 社 に 比 べ る と 少 し 長 文 が 少 な い

よ う に 感 じ ま し た が 、 そ の 反 面 、 途 中 途 中 に 「 英 語 早 わ か り 」

と い う 文 法 を 分 か り や す く ま と め た ペ ー ジ が あ り ま す 。 こ れ は
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ま た 、 定 期 テ ス ト 対 策 に は と て も 有 効 だ と 思 い ま し た 。 ま た 、

一 つ 一 つ の ペ ー ジ の 配 置 バ ラ ン ス が よ く 、 ペ ー ジ の 中 が 散 ら か

っ て お ら ず 、 見 や す か っ た の が 印 象 的 で す 。 小 学 校 で 学 ん だ 単

語 が ペ ー ジ の 下 に ま と め ら れ て い る 点 も 、 そ の 都 度 振 り 返 る こ

と が で き て 大 変 よ い と 思 い ま し た 。  

 ６ 者 を 共 通 し て 、 日 常 生 活 や 話 題 の 出 来 事 や 人 物 、 生 徒 の 興

味 の あ る 題 材 を う ま く 使 用 し て お り 、 意 欲 的 、 自 主 的 に 取 り 組

め る よ う な 工 夫 を 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 。  

 

大 石 委 員   同 じ く 観 点 １ で 、 内 容 に つ い て な ん で す け れ ど も 、 ど の 者 に

つ き ま し て も 興 味 深 い 内 容 ば か り で し た が 、 三 省 堂 の 「 N E W  

C R O W N」 は 、 英 語 圏 以 外 に も 様 々 な 国 を 取 り 上 げ て お り ま し て 、

中 で も 、 私 は 環 境 に つ い て 考 え さ せ る 「 W a r k a  W a t e r  P r o j e c t」

と い う 題 材 に つ い て は 秀 逸 で 、 環 境 や 科 学 に 対 す る 子 ど も た ち

の 意 識 を 高 め る こ と が で き る 教 材 だ と 思 い ま し た 。 ほ か に も 、

本 市 で 車 椅 子 バ ス ケ ッ ト の 練 習 を し て い る 鳥 海 連 志 選 手 の 話 題

も あ り ま し て 、 身 近 な 題 材 と し て 学 習 で き る と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い し

ま す 。  

 

岡 村 委 員   私 は 、 教 育 出 版 さ ん が ア ニ メ や 絵 や 写 真 が た く さ ん あ っ て 、

字 が 大 き く て 見 や す く 、 教 科 書 の サ イ ズ も 小 さ め で い い な と 思

い ま し た 。  

 光 村 図 書 さ ん は ス ト ー リ ー に な っ て い る の で 、 最 初 に 入 り や

す く て 、 ス ト ー リ ー を 通 し て 英 語 を 学 ぶ こ と が で き る の が い い
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な と 思 い ま し た 。 １ は 絵 が 多 く 、 ２ と ３ は し っ か り 文 が 多 い の

で 、学 年 に 適 し て 工 夫 さ れ て い る ん じ ゃ な い か な と 思 い ま し た 。

後 半 に 、 各 学 年 の た め の 「 英 語 の 学 び 方 ガ イ ド 」 が あ っ て 、 分

か り や す い な と 思 い ま す 。 こ ち ら も 教 科 書 の サ イ ズ が 小 さ め で

い い と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 。  

 

小 澤 委 員   私 は 、 編 修 の 工 夫 と い う 点 か ら お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 東 京 書 籍 の「 N E W  H O R I Z O N」で は 、文 法 解 説 動 画 や デ ジ タ ル 文

法 ク イ ズ な ど 、 Ｉ Ｃ Ｔ 教 材 を 活 用 し て 、 主 体 的 に 学 習 で き る よ

う に な っ て い ま す 。ま た 、「 ダ イ バ ー シ テ ィ メ モ 」と い う コ ラ ム

か ら 、 そ の 教 材 の 背 景 や 考 え 方 が 書 か れ て い て 、 多 様 性 に 気 づ

く よ う に 配 慮 さ れ て い る 、 工 夫 さ れ て い る と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   そ の ほ か ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。  

 

山 下 委 員   続 い て 、 観 点 の ２ 番 目 、 構 成 や 分 量 に つ い て お 話 し た い と 思

い ま す 。  

 こ ち ら も 、 ど の 発 行 者 の ス モ ー ル ス テ ッ プ で 問 題 に 入 っ て い

く 形 が 取 ら れ て お り ま し 、 ス ム ー ズ に 学 び が つ な が っ て い く よ

う 、 工 夫 さ れ て い ま す 。 ま た 、 目 標 が 「 C A N - D o」 等 を 用 い て イ

メ ー ジ さ れ て い る こ と で 、 ゴ ー ル が 分 か り や す く な っ て い る と

思 い ま す 。 ま た 、 現 在 使 用 し て い る 教 科 書 も 、 ど れ も そ う な の

で す が 、 二 次 元 コ ー ド か ら 音 声 の 確 認 が で き て い た ん で す け れ

ど も 、 今 回 の 教 科 用 図 書 の デ ジ タ ル 教 材 は 、 ほ か の 教 科 で も そ

う で し た が 、 内 容 を 動 画 で 確 認 で き た り 、 ま た 、 音 声 だ け で は

な く て 、そ れ 以 外 の も の に も 触 れ ら れ る よ う に な っ て お り ま す 。
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多 彩 な 学 び 方 が で き る よ う に 工 夫 さ れ て い ま す 。  

 中 で も 、教 育 出 版 の「 O N E  W O R L D」の デ ジ タ ル 教 材 は 、読 み 方

練 習 の 際 に 、 ス ラ ッ シ ュ が 設 定 で き た り 、 カ ラ オ ケ の よ う に 文

字 の 色 が 変 わ っ て い っ た り 、 ま た 、 自 分 の 声 を 録 音 し て 再 生 す

る こ と で ど ん な ふ う に 聞 こ え る の か と い う の を 確 認 で き た り 、

さ ら に 、 英 文 の 内 容 を 思 考 ツ ー ル 、 先 ほ ど も お 話 に 出 て き ま し

た け れ ど も 、 自 分 の 考 え 方 を ま と め ら れ る よ う な 工 夫 が い い な

と 思 い ま し た 。  

 ま た 同 様 に 、 啓 林 館 の 「 B U L E  S K Y」 に も 、 タ ー ゲ ッ ト 動 画 が

大 変 分 か り や す く で き て お り ま し て 、 理 解 が 進 み や す い と 思 い

ま し た 。 さ ら に 、 イ ン プ ッ ト と ア ウ ト プ ッ ト が 継 続 し て 学 習 で

き る よ う に 構 成 さ れ て い る と こ ろ も よ い と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い し

ま す 。  

 

小 澤 委 員   今 、 ス モ ー ル ス テ ッ プ と い う ワ ー ド も あ り ま し た け れ ど も 、

私 は 特 に 光 村 図 書 の 「 H e r e  W e  G o !」、 開 隆 堂 の 「 S u n s h i n e」 は 、

学 年 が 上 が っ て も 、 豊 富 な イ ラ ス ト や 漫 画 、 グ ラ フ や 表 か ら 意

味 を 想 像 さ せ た 上 で 英 文 を 聞 い て 、 簡 単 な 問 い か ら 目 標 文 へ と

つ な げ て い く 構 成 が 、 英 語 の 苦 手 な 生 徒 に も と て も よ い と 思 い

ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 が あ る 方 は お 願 い し

ま す 。  

 

大 石 委 員   同 じ く 観 点 ２ の 分 量 や 表 記 に 関 し て な ん で す け れ ど も 、 三 省

堂 の「 N E W  C R O W N」は 、内 容 が 簡 潔 で す っ き り し て い る 印 象 で す 。
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そ の た め 、 教 員 の 裁 量 で で き る 部 分 も 多 い ん じ ゃ な い か な と い

う ふ う に 思 い ま し た 。 三 省 堂 は 現 在 使 用 中 の 教 科 用 図 書 に な り

ま す が 、 現 場 の 先 生 か ら の 評 判 も い い よ う で す 。 ま と め の ３ こ

ま 漫 画 も 読 ん で み た く な る 内 容 で 、 興 味 深 く 復 習 が で き る よ う

に な っ て い ま す 。  

 続 け て 、 本 市 の 実 態 や 地 域 の 特 性 と い う 観 点 か ら も ち ょ っ と

申 し 上 げ た い と 思 い ま す 。  

 前 回 の 学 習 指 導 要 領 の 改 訂 で 、 話 す こ と が 発 表 す る と い う こ

と と 即 興 的 な や り 取 り の ２ 領 域 と な り ま し た 。 今 ま で の 聞 く 、

話 す 、 読 む 、 書 く だ け で は な く て 、 話 す と い う こ と に お き ま し

て は 、 発 表 し て 話 す と い う こ と と 、 即 興 で や り 取 り し て 話 す と

い う 領 域 が 分 け ら れ た と い う こ と に な り ま す 。 英 語 教 育 に お い

て は 、 本 市 だ け で は な い ん で す け れ ど も 、 日 本 人 の 多 く が 即 興

で や り 取 り す る 難 し さ と い う の を 感 じ て い ま す 。  

 光 村 図 書 の 「 H e r e  W e  G o !」 で は 、 各 見 開 き に 「 L e t ' s  C h a t」

と い う コ ー ナ ー が あ り ま し て 、 英 語 教 育 で 今 求 め ら れ て い ま す

即 興 で 話 す と い う 力 を 育 め る よ う に 工 夫 さ れ て い ま す 。 ま た 、

帯 教 材 と し て 、「 そ の 場 で ス ピ ー キ ン グ  L e t ' s  T a l k」 と い う 付

録 が あ り ま し て 、 そ れ は 教 員 に と っ て も 使 い や す い 教 材 と な っ

て い る と 思 い ま す 。  

 同 様 に 、開 隆 堂 の「 S u n s h i n e」で も 、各 プ ロ グ ラ ム に「 S m a l l  

T a l k」 の コ ー ナ ー が あ り ま し て 、 繰 り 返 し 行 っ て い く こ と で 、

即 興 で の や り 取 り や 表 現 す る 力 が 身 に つ く 工 夫 が さ れ て い ま

す 。  

 さ ら に 、こ の ２ 者 に お い て は R e t e l l i n gと い い ま し て 、言 い 換

え る 手 法 を 用 い て ア ウ ト プ ッ ト す る 力 に 重 点 を 置 い て お り 、 英

語 力 を つ け る 上 で 大 き な 強 み に な る と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い い
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た し ま す 。  

 

山 下 委 員   先 ほ ど 三 省 堂 が す っ き り し て い る と い う よ う な お 話 も あ り ま

し た け れ ど も 、 配 列 や 構 成 が パ タ ー ン 化 さ れ て お り ま し て 、 見

通 し を 立 て て 学 ぶ こ と が で き る の か な と い う ふ う に 思 っ て お り

ま す 。 ま た 、 そ の 中 で も 、 今 、 即 興 的 な や り 取 り と い う お 話 が

あ り ま し た け れ ど も 、 各 単 元 の P a r t３ に 「 S m a l l  T a l k  P l u s」 と

い う コ ー ナ ー が あ り ま す 。 そ こ で は 、 こ の 単 元 で 学 ん だ こ と を

即 興 で 話 せ る よ う に「 T i p s !」と い う ヒ ン ト コ ー ナ ー が あ る こ と

で 、 即 興 で 話 す こ と が 苦 手 な 生 徒 に と っ て 一 助 に な る の か な と

い う ふ う に 思 い ま す 。 ま た 、 先 ほ ど の お 話 に も あ り ま し た が 、

本 市 で 車 椅 子 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル の 練 習 を さ れ て い る 鳥 海 選 手 の

話 題 が あ る の も 、 子 ど も た ち の 興 味 を 引 く の で は な い か な と 思

っ て お り ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い

い た し ま す 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 ご 意 見 な い よ う で す の で 、 続 い て 、 道 徳 に 移 り た い と

思 い ま す 。 道 徳 に つ き ま し て ご 意 見 が あ る 方 は お 願 い い た し ま

す 。  

 

澤 野 委 員   道 徳 の 授 業 で は 、 生 徒 が 自 分 自 身 を 見 つ め 、 よ り よ い 生 き 方

を 考 え る こ と が 大 切 で す 。 ふ だ ん の 自 分 の 考 え や 言 動 に つ い て

振 り 返 り 、 物 事 を 広 い 視 野 か ら 多 面 的 、 多 角 的 に 考 え 、 人 間 と

し て の 生 き 方 を 考 え 、 議 論 す る 道 徳 に つ な が る よ う に 、 各 者 と

も 工 夫 さ れ て い ま す 。  
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 東 京 書 籍 は 、 教 材 に つ い て 深 く 考 え 、 グ ル ー プ で の 話 合 い を

繰 り 返 す こ と で 、 考 え 、 議 論 す る 道 徳 の 授 業 づ く り が ス ム ー ズ

に 行 わ れ る よ う な 構 成 と な っ て い ま す 。 例 え ば 、 各 教 材 に つ ぶ

や き 欄 が あ り 、 思 っ た こ と や 感 じ た こ と を 記 入 す る こ と で 自 分

の 考 え を 整 理 し 、 話 合 い を 円 滑 に 進 め や す い よ う な 構 成 に な っ

て い ま す 。 ま た 、 巻 末 の 心 情 円 は 、 葛 藤 す る 教 材 、 モ ラ ル ジ レ

ン マ 教 材 を 扱 う 授 業 の 際 に 、 可 視 化 す る こ と で 自 分 の 心 情 を よ

り 見 つ め 、 考 え を 整 理 す る こ と に つ な が り ま す 。 さ ら に 友 達 の

心 情 理 解 に も つ な が り 、 活 発 な 話 合 い を 行 う こ と が で き る よ う

に 工 夫 さ れ て い ま す 。 ま た 、 教 材 文 の 一 場 面 を 役 割 演 技 す る 学

習 も あ り 、 自 分 事 と し て 捉 え ら れ る よ う な 工 夫 も よ い と 思 い ま

す 。  

 教 育 出 版 は 、 現 代 社 会 に お け る 課 題 、 命 の 尊 さ や キ ャ リ ア 教

育 、 社 会 参 画 等 に つ い て 、 テ ー マ 別 に 分 類 さ れ 、 考 え た り 、 話

し 合 っ た り す る 活 動 を 通 し て 課 題 に 向 き 合 い 、 解 決 す る 力 を 育

む 構 成 と な っ て い ま す 。 巻 末 の 内 容 項 目 別 教 材 一 覧 表 に 、 教 材

に 関 連 す る 他 教 科 領 域 が 示 さ れ て お り 、 カ リ キ ュ ラ ム マ ネ ジ メ

ン ト に 対 応 し や す い の も よ い と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い し

ま す 。  

 

柴 山 委 員   ど の 教 科 書 も 似 た よ う な 題 材 が 多 い 中 、 光 村 図 書 が 「 差 別 の

根 底 に あ る も の は ？  コ ロ ナ と 差 別 、『 病 気 よ り 大 衆 が 怖 い 』元

ハ ン セ ン 病 患 者 が 語 る 」 と い う タ イ ト ル で 、 元 ハ ン セ ン 病 患 者

の 方 の 経 験 と 、 今 の 社 会 で 起 き て い る コ ロ ナ の 差 別 や 偏 見 に つ

い て 書 い て あ り ま す 。 こ の 内 容 な ん で す け れ ど も 、 私 た ち み ん

な 当 事 者 で あ り 、 そ れ こ そ ３ 年 間 、 み ん な 子 ど も た ち も い ろ い

ろ 考 え た り 、 感 じ た こ と も た く さ ん あ っ た の で は な い か と 思 っ

て い ま す 。そ れ を 題 材 に し て 考 え 、意 見 を 交 わ す と い う こ と は 、
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と て も い い こ と だ な と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い い

た し ま す 。  

 

越 委 員   観 点 １ か ら お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 道 徳 的 な 課 題 を 生 徒 が 自 分 と の 関 わ り の 中 で ど う 結 び つ け ら

れ る か と い う 点 で 、 光 村 図 書 と 日 本 文 教 出 版 の 教 科 書 は 、 １ 冊

の 中 の 写 真 や イ ラ ス ト の 雰 囲 気 や ペ ー ジ の 構 成 が と て も う ま

く 、 読 む 側 を 飽 き さ せ ず 、 次 の ペ ー ジ を め く り た く な る よ う な

教 科 書 に な っ て お り ま し た 。  

 ま た 、 光 村 図 書 は 、 ポ イ ン ト 、 ポ イ ン ト に 「 考 え よ う 」 と い

う コ ー ナ ー が あ り 、 主 体 的 に 考 え 、 自 分 の 考 え や 感 じ 方 を 明 確

に す る こ と が で き る よ う 、 考 え る 道 徳 に つ な が る 内 容 構 成 に な

っ て い る と 思 い ま し た 。  

 そ し て 、日 本 文 教 出 版 は 、「 道 徳 ノ ー ト 」と い う の が 附 属 し て

お り 、 ま ず は 自 分 の 考 え や 友 達 の 意 見 や 話 合 い の 内 容 を メ モ で

き る よ う に な っ て い ま す 。次 に 、「 自 分 に ＋ １ 」と し て 、み ん な

と 議 論 を 深 め る 中 で 生 ま れ た 新 た な 考 え や 、 こ れ か ら 大 切 に し

た い こ と や 自 分 の 生 き 方 に プ ラ ス し た い こ と を ま と め る こ と が

で き る よ う に な っ て い ま す 。 物 事 を 多 面 的 、 多 角 的 に 考 え る た

め に 、 多 様 な 考 え 方 や 感 じ 方 と 出 会 い 交 流 を す る 議 論 す る 道 徳

に つ な が る 内 容 構 成 に な っ て い る と 思 い 、 深 い 学 び が で き る な

と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い い

た し ま す 。  
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山 田 委 員   私 は 、 観 点 １ の 学 習 指 導 要 領 の 関 連 と い う こ と を 注 目 し て 見

ま す と 、 ど の 発 行 者 も 対 話 や 体 験 か ら 学 べ る よ う 工 夫 が あ り ま

す が 、 私 は 、 中 で も 光 村 図 書 が 生 徒 に と っ て 学 び や す い よ う 編

修 が 工 夫 さ れ て い る と 感 じ ま し た 。 柴 山 委 員 の ご 指 摘 に も ご ざ

い ま し た よ う に 、 人 権 に つ い て の ユ ニ ッ ト を 別 に 設 け て お り 、

人 権 に 焦 点 を 当 て て 、 知 識 と 考 え を 学 び な が ら 深 め ら れ 、 生 徒

が 社 会 で よ り よ く 生 き る た め に ア ン テ ナ を 高 め ら れ る よ う に し

て い る 点 や 、 ま た 、「 や っ て み よ う 」 の ペ ー ジ 、「 チ ャ レ ン ジ 」

パ ー ト の ペ ー ジ を 設 け て い て 、 友 人 と の 対 話 、 議 論 を 通 し て 、

体 験 的 に 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び が な さ れ る よ う 工 夫 さ れ て

い ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   そ の ほ か 何 か ご 意 見 あ る 方 。  

 

栫 委 員   私 か ら も 観 点 １ に つ い て 、 ２ 者 申 し 上 げ ま す 。  

 日 本 文 教 出 版 で す が 、 い じ め や 環 境 な ど 現 代 的 諸 課 題 の 内 容

教 材 が 充 実 し て お り 、 生 徒 が 考 え 、 議 論 す る 道 徳 が 実 現 し や す

い と 思 い ま し た 。 ま た 、 著 名 人 に よ る メ ッ セ ー ジ が ほ ど よ く 配

さ れ て お り 、 生 徒 が 前 向 き に 自 身 の 生 き 方 を 考 え ら れ る 内 容 で

あ る と 感 じ ま し た 。  

 そ し て 、Ｇ ａ ｋ ｋ ｅ ｎ の 教 科 書 で す が 、巻 末 の「 学 び の メ モ 」

と 「 学 び の 記 録 」 が 適 切 な 量 感 で 配 さ れ て お り 、「 学 び の メ モ 」

は 授 業 ご と 、「 学 び の 記 録 」は 学 期 末 ご と に 、生 徒 が 学 び を 振 り

返 る こ と が で き る よ う に 工 夫 さ れ て い る と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

平 林 委 員   私 か ら は 、 観 点 ２ の 構 成 、 表 記 、 表 現 の 観 点 か ら 述 べ さ せ て
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い た だ き ま す 。  

 あ か つ き 教 育 図 書 は 、 フ ォ ン ト 、 色 使 い 等 の ユ ニ バ ー サ ル デ

ザ イ ン の 観 点 か ら 配 慮 が な さ れ て い ま す 。 ま た 、 二 次 元 コ ー ド

を 利 用 し て 、 人 物 の 紹 介 、 イ ン タ ビ ュ ー 動 画 等 、 教 材 に 関 連 す

る 動 画 や 、 ウ ェ ブ リ ン ク を 参 照 す る こ と が で き る よ う に 工 夫 さ

れ て い る と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い し ま す 。  

 

栫 委 員   私 も 観 点 ２ に つ い て １ 者 申 し 上 げ ま す 。  

 東 京 書 籍 に つ い て は 、 各 教 材 が 見 開 き ２ ペ ー ジ 程 度 に ま と め

ら れ て い ま す が 、 本 の 形 が 変 型 に な っ て い ま す 。 手 で 押 さ え な

く て も 教 科 書 を 広 げ た ま ま で 学 習 す る こ と が で き る 、 話 も し や

す い と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い い

た し ま す 。  

 

山 田 委 員   私 は 、 分 量 ・ 装 丁 ・ 表 記 等 の 観 点 か ら 、 光 村 図 書 は 、 文 字 が

読 み や す く な る よ う 、 余 白 や 文 字 数 が 配 列 さ れ て い る と 思 い ま

し た 。 ま た 、 挿 絵 、 写 真 、 イ ラ ス ト が 生 徒 に も 親 し み や す く 、

配 色 も 見 や す く な っ て い る と い う ふ う に 感 じ ま し た 。 教 科 書 の

初 め に 、「 道 徳 で 学 ぶ ２ ２ の キ ー ワ ー ド 」を イ ラ ス ト つ き で 掲 載

し て い て 、１ 年 間 で 何 を 学 ぶ の か を 示 し て い て 、続 い て 、「 道 徳

道 案 内 」 で は 、 学 ん で い く 題 材 の つ な が り 、 学 習 の 見 通 し を 視

覚 的 に 持 て る よ う に な っ て い ま す 。 あ わ せ て 、 教 科 書 の 巻 末 に

は「 ま な び の 記 録 」が つ い て い て 、年 間 の 道 徳 の 授 業 を 通 し て 、

自 ら 心 に 残 っ た こ と を 振 り 返 る こ と が で き 、 考 え を 整 理 し 、 よ
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り 深 く 考 え る 機 会 が 持 て る と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 あ る 方 。  

 

澤 野 委 員   こ こ で 、 本 市 の 生 徒 の 特 性 と の 関 連 に つ い て 述 べ さ せ て い た

だ き ま す 。  

 日 本 教 科 書 は 、 自 分 の 考 え を 伝 え た り 、 相 手 の 考 え を 理 解 し

や す く す る た め に 、「 ウ ェ ル ビ ー イ ン グ カ ー ド 」を 利 用 で き る よ

う に す る な ど 、 生 徒 同 士 の 対 話 を 重 視 す る 工 夫 が 見 ら れ ま す 。

コ ロ ナ 禍 で 友 達 と の 関 わ り が な か な か 持 て ず に い た 生 徒 た ち

が 、 互 い を 理 解 し 、 尊 重 し な が ら 、 人 間 関 係 を 深 め て い く 態 度

を 育 む こ と に つ な が る の で は な い か と 思 い ま す 。  

 ま た 、 東 京 書 籍 で は 、 各 学 年 で 防 災 安 全 に つ い て の 教 材 を 取

り 扱 っ て い ま す 。 海 が 近 い 藤 沢 市 に 住 む 中 学 生 が 自 分 事 と し て

捉 え る こ と が で き る 身 近 な 教 材 で す 。 未 来 に 生 き る 子 ど も た ち

の 生 き て 働 く 道 徳 性 を 育 む こ と に も つ な が る の で は な い か と 考

え ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 が あ る 方 。  

 

山 田 委 員   藤 沢 市 で は 、 人 権 啓 発 事 業 を 推 進 し て い ま す 。 生 徒 た ち が 自

分 の 周 り に い る 友 達 の 人 権 を 守 る 意 識 を 持 つ こ と で 、 い じ め の

根 本 的 な 原 因 を 取 り 除 け る よ う 、 各 中 学 校 に お い て も 努 力 を し

て い る と こ ろ で す 。 そ の 視 点 か ら 見 る と 、 私 は 光 村 図 書 が よ い

と 思 い ま す 。  

 先 ほ ど 申 し 上 げ ま し た よ う に 、人 権 の ユ ニ ッ ト を 別 に 設 け て 、

マ イ ノ リ テ ィ ー や Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ Ｑ に つ い て も 、 中 学 生 に も 現 代 の 問

題 と し て 触 れ ら れ て い る と こ ろ が よ い と 思 い ま す 。 ま た 、 こ れ
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か ら 藤 沢 市 で 生 活 し て い く 生 徒 た ち に 、 人 権 を 大 切 に す る 社 会

を つ く る 意 識 づ け に つ な が る と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は い ら っ し

ゃ い ま す で し ょ う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

 

委 員 長   で は 、 な い よ う な の で 、 以 上 で 本 日 予 定 さ れ た 議 題 に 関 す る

審 議 は 終 了 と さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。 全 体 を 通 し て 何

か 委 員 の 方 で ご 意 見 等 あ れ ば お 願 い い た し ま す 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 特 に な し と い う こ と で ご ざ い ま す の で 、 次 回 の 審 議 委

員 会 の 日 程 等 に つ い て 確 認 し た い と 思 い ま す 。  

 次 回 の 審 議 委 員 会 に つ き ま し て は ７ 月 １ ８ 日 木 曜 日 午 後 １ 時

か ら 、 場 所 は 本 日 と 同 じ く 藤 沢 市 教 育 文 化 セ ン タ ー 大 会 議 室 で

と 考 え て お り ま す 。日 程 等 に つ い て は 、そ れ で よ ろ し い で す か 。 

 

各 委 員   は い 。  

 

委 員 長   で は 、次 回 の 議 題 に つ き ま し て は 、審 議 方 針 に 基 づ き ま し て 、

「 令 和 ７ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中 学 校 の 特

別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 の 審 議 に つ い て 」、ま た 、諮 問 に 対 し て

答 申 を す る 必 要 が あ る こ と か ら 、「 令 和 ７ 年 度 使 用 教 科 用 図 書 に

関 す る 審 議 結 果 の 答 申 に つ い て 」 の ２ 点 と い た し ま す 。 こ の こ

と に つ い て 皆 様 か ら ご 意 見 、 ご 確 認 等 は 何 か ご ざ い ま す で し ょ
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う か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 第 ３ 回 の 審 議 委 員 会 に つ き ま し て も よ ろ し く お 願 い し

ま す 。  

 事 務 局 か ら 何 か ら 連 絡 等 ご ざ い ま す か 。 大 丈 夫 で す か 。  

 で は 、 特 に な い と い う こ と で ご ざ い ま す の で 、 本 日 は 長 時 間

に わ た る 審 議 ど う も あ り が と う ご ざ い ま し た 。 こ れ を も ち ま し

て 、 第 ２ 回 令 和 ７ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 を

閉 会 と い た し ま す 。 本 日 は あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
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こ の 会 議 の 結 果 の 記 載 に 相 違 な い こ と を 、 確 認 す る 。  

 

 

署 名 委 員  
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   第 ３ 回 令 和 ７ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 会 議 録  

            令 和 ６ 年 ７ 月 １ ８ 日 （ 木 ） １ ３ 時 ０ ０ 分 ～  

 

委 員 長   皆 様 、 こ ん に ち は 。 本 日 は お 忙 し い 中 、 ま た 本 当 に お 暑 い 中

ご 出 席 い た だ き ま し て 、 あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 会 議 の 開 会 に 先 立 ち ま し て 、 傍 聴 の 皆 様 方 に お 願 い が ご ざ い

ま す 。お 手 元 の 傍 聴 要 領 を ご 覧 く だ さ い 。「 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採

択 審 議 委 員 会 の 傍 聴 要 領 」 に 従 い ま し て 傍 聴 い た だ き ま す よ う

お 願 い い た し ま す 。  

 な お 、 こ の 会 議 は 公 開 で ご ざ い ま す 。 審 議 の 内 容 に つ き ま し

て は 、 会 議 録 作 成 の 都 合 上 、 録 音 を さ せ て い た だ き ま す の で 、

ご 承 知 お き く だ さ い 。  

 で は 、 た だ い ま よ り 第 ３ 回 令 和 ７ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書

採 択 審 議 委 員 会 を 開 催 い た し ま す 。よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。 

 で は 、 本 日 の 次 第 を ご 覧 く だ さ い 。 今 回 、 ご 審 議 い た だ く 内

容 に つ き ま し て は 、 議 題 １ 「 令 和 ７ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び

小 学 校 若 し く は 中 学 校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 に つ い て 」

と 議 題 ２ 「 令 和 ７ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 に 関 す る 審 議 結 果

の 答 申 に つ い て 」 の ２ 点 で ご ざ い ま す 。  

 ま ず 初 め に 、 藤 沢 市 審 議 会 等 の 会 議 の 公 開 に 関 す る 要 綱 に 基

づ き 、会 議 録 署 名 委 員 を 指 名 い た し ま す 。委 員 長 の 私 の ほ か に 、

今 回 も 佐 々 木 委 員 に お 願 い し た い と 思 い ま す が 、 よ ろ し い で し

ょ う か 。  

 

佐 々 木 委 員  承 知 し ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 で は 、 佐 々 木 委 員 、 よ ろ し く お 願 い

し ま す 。  

 そ れ で は 、 審 議 の 前 に 第 ２ 回 令 和 ７ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図

書 採 択 審 議 委 員 会 に て 配 付 さ れ た 資 料 に つ い て 、 事 務 局 よ り 訂
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正 の 申 入 れ が あ り ま し た の で 、 説 明 を お 願 い い た し ま す 。  

 

事 務 局   前 回 の 資 料 の 訂 正 に つ い て ご 説 明 い た し ま す 。  

 お 手 元 の「 中 学 校 用（ 令 和 ７ ・ ８ ・ ９ ・ １ ０ 年 度 用 ）『 調 査 資

料 』」の 目 次 を ご 覧 く だ さ い 。目 次 の 一 番 下 の 欄 に 、注 釈 に て「 各

教 科 書 及 び 編 修 趣 意 書 に 基 づ い て 表 記 し て い ま す 」 及 び 「 Ｑ Ｒ

コ ー ド は 株 式 会 社 デ ン ソ ー ウ ェ ー ブ の 登 録 商 標 で す 」の 文 言 を 、

さ ら に 「 令 和 ７ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 書 ま と め 」 に

つ い て も 、「 Ｑ Ｒ コ ー ド は 株 式 会 社 デ ン ソ ー ウ ェ ー ブ の 登 録 商 標

で す 」 の 文 言 を 加 筆 さ せ て い た だ い て お り ま す 。 よ ろ し く お 願

い い た し ま す 。  

 

委 員 長   た だ い ま 前 回 資 料 に つ い て の 説 明 が あ り ま し た 。委 員 の 皆 様 、

い か が で し ょ う か 。 大 丈 夫 で す か 。 あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 そ れ で は 、 引 き 続 き 、 事 務 局 よ り 本 日 の 資 料 等 に つ い て の 説

明 を お 願 い い た し ま す 。  

 

事 務 局   今 回 ご 審 議 い た だ く 教 科 用 図 書 は 、 学 校 教 育 法 附 則 第 ９ 条 に

規 定 さ れ た 教 科 用 図 書 で す 。 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 教 科 書 に つ

い て は 、 児 童 生 徒 の 実 態 に 合 っ た 一 般 図 書 を 充 て て も よ い と さ

れ て い る も の で ご ざ い ま す 。  

 ５ 月 ９ 日 か ら １ ０ 日 及 び ５ 月 １ ３ 日 か ら １ ５ 日 ま で の 計 ５ 日

間 、 県 立 総 合 教 育 セ ン タ ー に て 展 示 会 が 開 催 さ れ 、 白 浜 養 護 学

校 と 市 内 小 中 学 校 、 特 別 支 援 学 級 の 教 員 が 、 展 示 さ れ て い る 図

書 を 見 な が ら 、 在 籍 す る 児 童 生 徒 の 実 態 や 次 年 度 入 学 す る 児 童

生 徒 を 想 定 し て 調 査 研 究 を 行 い 、 そ の 結 果 に つ い て 、 該 当 学 校

か ら 教 科 用 図 書 調 査 書 が 提 出 さ れ て お り ま す 。  

 そ れ で は 、 資 料 の 説 明 を い た し ま す 。  

 ま ず 、 横 に 置 い て あ る サ イ ド テ ー ブ ル 及 び 書 棚 の ほ う を ご 覧

く だ さ い 。 そ ち ら に は 、 令 和 ７ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 特 別
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支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 調 査 書 と 特 別 支 援 教 育 関 係 教 科 用 図 書 見

本 本 の 一 部 が 展 示 し て あ り ま す 。 令 和 ７ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校

及 び 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 調 査 書 は 、 特 別 支 援 学 級 設 置 学

校 長 及 び 特 別 支 援 学 校 長 が 自 校 の 教 師 に 調 査 研 究 さ せ た も の を

簿 冊 と し た も の で す 。  

 次 に 、「 令 和 ７ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中 学

校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 調 査 書 ま と め 」 で す 。 こ れ は 、

令 和 ７ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中 学 校 の 特 別

支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 調 査 書 を 基 に 事 務 局 で ま と め た も の で

す 。  

 １ ペ ー ジ を お 開 き く だ さ い 。 こ の 一 覧 表 は 、 附 則 第 ９ 条 に よ

る 図 書 を ４ つ に 分 け て 表 記 し て あ り ま す 。  

 一 覧 表 の 右 上 の と こ ろ を ご 覧 く だ さ い 。 ま ず １ つ 目 は 「 新 」

の 文 字 を 記 載 し た も の で 、 こ れ は 、 今 回 調 査 研 究 し た 結 果 、 新

た に 教 科 用 図 書 と し て ふ さ わ し い と し て 提 出 さ れ た 新 規 図 書 で

ご ざ い ま す 。  

 ２ つ 目 は 「 □ 」 の 記 号 を 記 載 し た も の で 、 こ れ は 、 昨 年 度 採

択 さ れ た 図 書 で 、 本 年 度 の 調 査 研 究 の 結 果 、 複 数 の 種 目 に お い

て 教 科 用 図 書 と し て ふ さ わ し い と さ れ た 図 書 で ご ざ い ま す 。  

 ３ つ 目 は 「 ● 」 の 記 号 を 記 載 し た も の で 、 こ れ は 、 昨 年 度 採

択 さ れ た 図 書 で 、 令 和 ７ 年 度 に 発 行 者 に よ る 供 給 が 困 難 と な っ

た 図 書 で ご ざ い ま す 。  

 最 後 、 ４ つ 目 は 無 印 の も の で 、 こ れ は 、 昨 年 度 採 択 さ れ 、 本

年 度 も 教 科 用 図 書 と し て ふ さ わ し い と 調 査 さ れ た 図 書 で ご ざ い

ま す 。  

 な お 、 資 料 １ と し て 、 ２ ４ ペ ー ジ か ら ３ ６ ペ ー ジ に 新 規 図 書

と 複 数 種 目 で 希 望 の あ っ た 図 書 等 を 一 覧 表 に し て お 示 し し て ご

ざ い ま す 。 こ の 資 料 に は 、 児 童 生 徒 一 人 ひ と り の 特 性 や 発 達 段

階 を 踏 ま え た 上 で 各 学 校 が 一 人 ひ と り に 適 し た 教 科 用 図 書 と し

て 選 定 し た 理 由 を 記 載 し て ご ざ い ま す 。  
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 続 き ま し て 、２ ２ ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。一 覧 表 の 最 後 、N o .

１ ０ 、 道 徳 の 欄 の 下 に な り ま す が 、 た だ い ま 説 明 を い た し ま し

た も の の ほ か に 、 一 般 図 書 と し て 、 点 字 教 科 書 、 拡 大 教 科 書 が

ご ざ い ま す 。 ま た 、 令 和 ７ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 、 令 和

７ 年 度 使 用 中 学 校 用 教 科 用 図 書 、 特 別 支 援 学 校 小 ・ 中 学 部 用 文

部 科 学 省 著 作 教 科 書 も 採 択 可 能 な 教 科 用 図 書 と し て 記 載 し て ご

ざ い ま す 。  

 な お 、 特 別 支 援 学 校 小 ・ 中 学 部 用 文 部 科 学 省 著 作 教 科 書 に つ

き ま し て は 、 資 料 ２ と し て 、 ３ ７ ペ ー ジ か ら ４ ０ ペ ー ジ に お 示

し し て ご ざ い ま す 。 こ れ は 、 第 １ 回 の 審 議 委 員 会 で 資 料 と し て

「 特 別 支 援 学 校 用（ 小・中 学 部 ）教 科 書 目 録（ 令 和 ７ 年 度 使 用 ）」

を お 渡 し い た し ま し た が 、 こ の 中 で 聴 覚 障 害 者 用 と し て 言 語 指

導 の 図 書 と 知 的 障 害 者 用 と し て 挙 げ ら れ て お り ま す 星 印 本 と 呼

ば れ て い る 図 書 で ご ざ い ま す 。  

 そ れ か ら 、 一 般 図 書 を 採 択 希 望 す る 場 合 の 留 意 事 項 に つ き ま

し て 、 ４ １ ペ ー ジ に 資 料 ３ と し て 記 載 さ せ て い た だ き ま し た 。  

 以 上 で 資 料 の 説 明 を 終 わ り ま す 。  

 

委 員 長   資 料 の ご 説 明 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 な お 、 令 和 ７ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 特 別 支 援 学 級 用 教 科

用 図 書 調 査 書 に つ き ま し て は 、 個 人 情 報 な ど の 問 題 が ご ざ い ま

す の で 、 非 公 開 と さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す が 、 皆 様 い か

が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   結 構 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 で は 、 そ れ 以 外 に 資 料 等 に つ い て 、 何 か ご 質 問 は ご ざ い ま す

か 。 大 丈 夫 で し ょ う か 。  
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各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   で は 、 な い よ う で す の で 審 議 に 入 り た い と 思 い ま す 。  

 新 規 の 図 書 に つ き ま し て は 、 本 審 議 委 員 会 が 初 め て 審 議 す る

場 に な っ て お り ま す の で 、 ぜ ひ 慎 重 な 審 議 を お 願 い し た い と 考

え ま す 。 ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 そ れ で は 、 こ れ か ら 審 議 し て ま い り た い と 思 い ま す が 、 審 議

の 進 行 に つ い て 何 か ご 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

澤 野 委 員   今 年 度 も 、 各 学 校 か ら 障 害 の 特 性 や 発 達 段 階 な ど 、 児 童 生 徒

の 実 態 に 応 じ て 選 定 さ れ た 一 般 図 書 が た く さ ん 出 さ れ て い ま

す 。 特 別 支 援 学 校 や 特 別 支 援 学 級 に 在 籍 す る 子 ど も た ち に と っ

て ふ さ わ し い 教 科 書 と し て 、 附 則 第 ９ 条 に よ っ て 教 科 書 と し て

使 用 で き る 一 般 図 書 を で き る 限 り 数 多 く 用 意 す る こ と が 必 要 だ

と 考 え ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご 意 見 の あ る 方 は い ら っ し ゃ

い ま す か 。  

 

藤 内 委 員   私 も 澤 野 委 員 と 同 じ 考 え で す 。 今 回 、 各 学 校 で 調 査 研 究 を し

た 結 果 、 教 科 書 に ふ さ わ し い も の と し て 、 新 規 図 書 や 複 数 の 種

目 で 使 い た い と い う 一 般 図 書 が 多 く 出 さ れ て い ま す 。 本 校 の 調

査 の 様 子 を 見 ま し て も 、 児 童 一 人 ひ と り の 実 態 を 踏 ま え て 選 定

し て お り ま し た 。 採 択 の 幅 を 広 げ る た め に も 、 今 ま で に 教 科 用

図 書 と し て 採 択 し て き た 一 般 図 書 は 引 き 続 き 採 択 し 、 今 年 度 、

新 規 の 図 書 と し て 出 さ れ た 一 般 図 書 に つ い て 審 議 す る 方 向 が よ

い と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に 何 か ご ざ い ま す か 。  
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繁 里 委 員   私 も 同 じ よ う に 考 え ま す 。 こ の 調 査 書 ま と め に 示 さ れ て い る

複 数 の 種 目 で 申 請 の あ る 「 □ 」 の 印 の 図 書 や 、 今 年 度 新 た に 希

望 が 出 て い る 「 新 」 並 び に 「 新 □ 」 の 図 書 に つ い て 審 議 し て い

く の が よ い の で は な い で し ょ う か 。  

 

委 員 長   今 、 そ う い う ご 意 見 が 出 ま し た が 、 皆 様 い か が で し ょ う か 。

よ ろ し い で す か 。  

 

各 委 員   は い 。  

 

委 員 長   で は 、 そ の よ う に 審 議 を 進 め て ま い り た い と 思 い ま す 。  

 調 査 書 ま と め の 印 で 申 し 上 げ ま す と 、 「 新 」 と 書 か れ た 新 規

図 書 、 そ し て 「 □ 」 の 印 が つ い て い る 複 数 種 目 で 希 望 が あ る 図

書 に つ い て ご 意 見 を 伺 い た い と 思 い ま す 。 新 規 図 書 や 複 数 種 目

で 希 望 が あ る 図 書 に つ き ま し て は 、 N o .１ の 国 語 ・ 書 写 か ら N o .

１ ０ 、 道 徳 ま で の 種 目 に 合 計 １ ０ ０ 冊 入 っ て お り ま す 。  

 審 議 に つ き ま し て は 、 学 校 か ら の 調 査 書 に は 、 ど ん な 特 性 の

あ る 児 童 に ど ん な 教 科 書 が ふ さ わ し い か と い う 点 が 挙 げ ら れ て

い る こ と か ら 、 子 ど も た ち の 実 態 、 特 性 と い う 視 点 か ら ご 意 見

を 伺 い た い と 思 い ま す 。  

 審 議 の 都 合 上 、 初 め に 、 N o .１ の 国 語 ・ 書 写 と N o .２ の 算 数 ・

数 学 、次 に 、 N o .３ の 生 活 ・地 図 ・社 会 か ら N o .６ の 図 工 ・ 美 術 、

最 後 に 、 N o .７ の 家 庭 ・ 職 業 家 庭 か ら N o .１ ０ の 道 徳 と い う ３ つ

に 区 切 っ て 審 議 を 進 め た い と 思 い ま す 。 図 書 に よ っ て は 複 数 の

種 目 に ま た が る も の も ご ざ い ま す が 、 そ の 際 に は 、 い ず れ の と

こ ろ か で ご 発 言 い た だ く よ う お 願 い い た し ま す 。  

 そ れ で は 、 N o .１ の 国 語 ・ 書 写 と N o .２ の 算 数 ・ 数 学 の 教 科 領

域 で 申 請 が 上 が っ て い る ３ ３ 冊 の 図 書 に つ き ま し て ご 意 見 を 伺

い た い と 思 い ま す 。な お 、発 言 す る 際 に は 、冒 頭 に 種 目 、番 号 、

図 書 名 を 述 べ た 上 で ご 意 見 を い た だ く よ う お 願 い 申 し 上 げ ま
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す 。  

 で は 、 ご 意 見 が あ る 方 は 挙 手 を お 願 い い た し ま す 。  

 

栫 委 員   私 は 、N o .１ の 国 語・書 写 の 教 科 領 域 の 中 か ら 、４ 冊 に つ い て

意 見 を 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。  

 ま ず １ 番 、「 か こ さ と し・お は な し の え ほ ん（ ７ ）か ら す の パ

ン や さ ん 」 は 、 リ ズ ミ カ ル な 言 葉 の 世 界 に カ ラ ス の パ ン 屋 に 集

ま る 多 様 で 個 性 あ ふ れ る カ ラ ス た ち が 描 か れ た 大 変 楽 し い 絵 本

で す 。 子 ど も た ち は 、 パ ン 作 り に お 店 屋 さ ん ご っ こ な ど の 空 想

遊 び を 楽 し み な が ら 、 た く さ ん の 片 仮 名 言 葉 の 定 着 を 図 る こ と

が で き ま す 。 作 者 は 多 作 で 、 本 市 在 住 で あ っ た か こ さ ん で す 。  

 次 に 、９ 番 の「 く ろ く ま く ん の こ と ば え ほ ん な ま え の こ と ば 」

は 、 子 ど も た ち に と っ て 身 近 な 生 活 素 材 が イ ラ ス ト と と も に １

６ ５ 掲 載 さ れ て お り 、 子 ど も た ち は 主 人 公 の く ろ く ま く ん に 同

化 し て 、楽 し く 絵 探 し し な が ら 、言 葉 の 意 味 や 使 い 方 に 親 し み 、

自 然 と 語 彙 を 増 や す こ と が で き ま す 。  

 ３ 冊 目 、１ ０ 番 の「 す き な こ と に が て な こ と 」は 、多 様 な 人 々

が 互 い に 認 め 合 っ て 、 よ り よ く 幸 せ に 生 き る こ と を イ メ ー ジ さ

せ る 絵 本 で す 。 自 分 の 得 意 な と こ ろ は 自 分 を 生 か し 、 苦 手 な と

こ ろ は 他 者 に 助 け て も ら う 主 人 公 の 心 の 言 葉 は 、 様 々 な 個 性 の

あ る 子 ど も た ち の 自 己 表 現 力 に も つ な が っ て い く と 思 い ま し

た 。  

 最 後 に 、２ ４ 番 、子 供 図 書 館 の「 う れ し い さ ん か な し い さ ん 」

で す 。前 か ら 、後 ろ か ら 、ど ち ら か ら 読 ん で も 、う れ し い さ ん 、

か な し い さ ん の 繰 り 返 し で 、 子 ど も た ち が 飽 き る こ と な く ラ ス

ト ま で 楽 し く 読 め る ア イ デ ア の 絵 本 で し た 。 こ の ア イ デ ア を ま

ね し て 同 じ よ う に 子 ど も た ち が お 話 を つ く る な ど す れ ば 、 豊 か

な 感 情 や 想 像 力 を 養 う 創 作 活 動 に な る と 思 い ま す 。  

 私 か ら は 以 上 で す 。  
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委 員 長   ほ か に ご 意 見 が あ る 方 は お 願 い い た し ま す 。  

 

越 委 員   私 も 、 今 、 同 じ よ う に あ り ま し た ２ ４ 番 の 子 供 図 書 館 さ ん の

「 う れ し い さ ん か な し い さ ん 」 が 目 に 留 ま り ま し た 。 前 か ら 読

ん で も 後 ろ か ら 読 ん で も 真 ん 中 で 出 会 い 、 明 る く 元 気 な う れ し

い さ ん に し て く れ る 絵 本 で し た 。 ち ょ っ と し た 気 持 ち の 変 化 や

さ さ い な こ と が き っ か け で 心 が 一 喜 一 憂 す る 子 ど も た ち 、 そ ん

な 自 分 た ち の 気 持 ち を 分 か る 、 分 か る と 客 観 的 に 感 じ ら れ る 本

だ な と い う ふ う に 思 い ま し た 。 ま た 、 か な し い さ ん だ っ た 気 持

ち が 、 ち ょ っ と し た き っ か け で う れ し い さ ん に な れ る ん だ と 気

づ か せ て く れ る と こ ろ が あ り ま す 。 そ し て 、 か な し い さ ん に な

っ た と き に 、 次 は ど ん な い い こ と が 起 き て 、 う れ し い さ ん に な

れ る ん だ ろ う と い う わ く わ く 感 が あ り 、 プ ラ ス 思 考 と な る た め

の よ い き っ か け を 与 え て く れ る 本 だ な と い う ふ う に 思 い ま し

た 。  

 も う 一 つ 、 １ ９ 番 の ナ ツ メ 社 の 「 特 別 支 援 教 育 を サ ポ ー ト す

る 読 み 書 き に つ ま ず く 子 へ の 国 語 教 材 集 」 は 、 そ の ま ま 教 材 が

本 紙 と 附 属 の Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ と 合 わ せ て ４ ０ ９ の 教 材 が 入 っ て い

ま し た 。 そ の た め 、 多 様 な 児 童 や 生 徒 に 対 応 で き る 本 だ な と い

う ふ う に 思 い ま し た 。 音 読 の 操 作 や 語 彙 、 促 音 、 文 章 読 解 、 物

事 の 説 明 や 時 間 、 漢 字 か ら 作 文 ま で 学 習 の 基 礎 と な る １ １ の 能

力 を 身 に つ け る こ と を 目 的 と し た 教 材 と な っ て お り ま し た 。 特

に 物 事 の 説 明 で は 、 段 階 を 踏 ん で 周 囲 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

を 豊 か に す る た め に 、 身 近 な 物 事 に つ い て 言 葉 で 説 明 で き る よ

う に し た り と 、 社 会 性 を 身 に つ け ら れ る と こ ろ が 大 変 よ い な と

い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。ほ か に 意 見 は ご ざ い ま す で し ょ う か 。 
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大 石 委 員   私 は 国 語 ・ 書 写 の ナ ン バ ー １ ５ 「 チ ャ イ ル ド ブ ッ ク こ ど も 百

科 に ほ ん ご だ い す き こ と ば の 図 鑑 」、そ れ か ら ナ ン バ ー １ ７「 こ

と ば じ て ん 絵 本 」 に つ い て 意 見 を 述 べ た い と 思 い ま す 。  

 ど ち ら の 本 も イ ラ ス ト と と も に た く さ ん の 言 葉 が 表 示 さ れ て

い る の で 、 文 字 だ け で な く 絵 を 頼 り に 理 解 す る 子 ど も た ち の 語

彙 力 向 上 の 助 け に な る と 思 い ま す 。  

 特 に 「 に ほ ん ご だ い す き こ と ば の 図 鑑 」 に つ い て で す け れ ど

も 、１ つ 目 の テ ー マ 、「 お も し ろ こ と ば 」で は 、状 況 を 表 す 分 か

り や す い イ ラ ス ト と と も に 、 実 生 活 で 触 れ て お き た い 言 葉 や 表

現 が た く さ ん 掲 載 さ れ て い る と こ ろ が 優 れ て い る と 思 い ま し

た 。ま た 、「 こ と ば で あ そ ぼ う 」の テ ー マ で は 、ク イ ズ 形 式 で 学

習 を 進 め る よ う に な っ て お り 、 楽 し み な が ら 学 べ る と と も に 、

ク イ ズ を 読 み 解 き な が ら 、 読 解 力 や 連 想 力 を 高 め る 工 夫 が な さ

れ て い る と 感 じ ま し た 。 さ ら に 、 子 ど も に 音 読 さ せ る の に ふ さ

わ し い お 話 や 読 み 物 の 題 材 も 多 数 掲 載 さ れ て い る 点 も 優 れ て い

る と 感 じ ま し た 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご 意 見 が あ る 方 は 。  

 

宮 﨑 委 員   国 語 ・ 書 写 の ナ ン バ ー １ ８ 「 く ら し に 役 立 つ ソ ー シ ャ ル ス キ

ル 」 に つ い て 、 ソ ー シ ャ ル ス キ ル を 学 び な が ら 国 語 の 学 習 効 果

を 上 げ る こ と が 期 待 で き る と 思 い ま す 。 例 え ば 第 １ 章 で は 、 自

己 紹 介 文 を 書 く 、 分 か り や す く 伝 え る な ど を 通 じ て 正 し い 文 章

を つ く る こ と を 、 第 ２ 章 で は 、 お 願 い の 仕 方 や 誘 い 方 、 断 り 方

な ど の 具 体 的 な 場 面 を 想 定 し て 、 活 動 し な が ら 国 語 的 な 言 い 回

し 、 表 現 、 語 彙 を 学 ぶ こ と が で き る と 思 い ま す 。  

 ま た 、 同 じ よ う に 国 語 ・ 書 写 の ナ ン バ ー １ ９ 「 特 別 支 援 教 育

を サ ポ ー ト す る 読 み 書 き に つ ま ず く 子 へ の 国 語 教 材 集 」で す が 、

先 ほ ど の 越 委 員 の 発 言 に も あ り ま し た よ う に 、 巻 頭 の 解 説 が 大

変 す ば ら し い と 思 い ま す 。読 み 書 き の 課 題 は ど の よ う な も の か 、
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そ の 背 景 、 支 援 の 進 め 方 や 身 に つ け た い 能 力 な ど に つ い て 分 か

り や す く 解 説 さ れ て い ま す 。内 容 に つ い て も 、サ イ コ ロ ゲ ー ム 、

な ぞ な ぞ 、 パ ズ ル 、 ス リ ー ヒ ン ト ク イ ズ な ど 、 ス モ ー ル ス テ ッ

プ で 工 夫 さ れ て い て 、 国 語 の 語 彙 力 や 読 解 力 、 説 明 す る 力 を 身

に つ け や す い だ け で は な く 、 集 中 し て 学 習 に 取 り 組 む こ と が 苦

手 な 子 ど も た ち に も 、 楽 し み な が ら 学 習 に 取 り 組 む こ と が で き

る と 思 い ま し た 。  

 続 き ま し て 、 国 語 ・ 書 写 の ナ ン バ ー ２ １ 「 特 別 支 援 教 育 の た

め の こ と ば の 学 習 」 は 、 絵 日 記 を 使 っ て の 学 習 を 繰 り 返 す こ と

で 、 子 ど も が 毎 日 体 験 し て い る こ と か ら 言 葉 の 力 を 育 て 、 語 彙

力 、読 み 書 き の 力 、表 現 力 を 伸 ば す こ と が で き る と 思 い ま し た 。

加 え て 、 日 常 生 活 の 場 面 に 目 を 向 け る こ と で 、 基 本 的 な 生 活 習

慣 も 確 立 さ せ る こ と に つ な が る 効 果 が 期 待 で き る と 思 い ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 ご ざ い ま す で し ょ う

か 。  

 

藤 内 委 員   私 は 、 国 語 ・ 図 書 の １ ６ 「 わ く わ く 音 あ そ び え ほ ん 新 装 版 に

ほ ん ご ★ え い ご お し ゃ べ り タ ブ レ ッ ト え ほ ん 」 に つ い て お 話 し

さ せ て く だ さ い 。  

 こ の 本 は 、 あ い う え お 順 の ボ タ ン を 押 し て 平 仮 名 の 音 が 確 か

め ら れ る だ け で は な く て 、 設 定 を 文 字 モ ー ド か ら 言 葉 モ ー ド に

す る こ と が で き る よ う に な っ て お り 、 一 つ 一 つ の 文 字 が 分 か る

よ う に な る だ け で な く 、「 あ 」の ボ タ ン を 押 す と「 あ り 」と 音 が

出 る よ う に な っ て い る な ど 、 ば ら ば ら の 文 字 と 言 葉 と の つ な が

り を 自 然 と 身 に つ け る こ と が で き る よ う に な っ て い ま す 。 ク イ

ズ な ど も 充 実 し て お り 、 バ リ エ ー シ ョ ン も 豊 富 な た め 、 何 度 も

使 っ て 楽 し み な が ら 学 習 で き る と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  
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委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 ご ざ い ま す で し ょ う

か 。  

 

岡 村 委 員   N o .１ 、国 語・書 写 の 中 か ら 、４ 冊 に つ い て お 話 を さ せ て い た

だ き ま す 。  

 ま ず 、 ２ 番 の 学 研 「 学 研 の 幼 児 ワ ー ク ３ ～ ４ 歳 か い て け せ る

ひ ら が な 新 装 版 」 で す 。 こ の 本 は 平 仮 名 全 文 字 を 書 い て 消 せ る

仕 様 に な っ て い る の で 、 ペ ン を 持 つ 練 習 や 書 く こ と を 伸 ば し て

い く 練 習 、 苦 手 な 文 字 を 練 習 す る こ と を 繰 り 返 し 何 度 も 練 習 で

き る 教 材 に な っ て い て 、 大 き く て 書 き や す く 、 書 き 順 も 書 い て

あ り 、 同 じ ペ ー ジ に は 書 い た 平 仮 名 が 日 常 の ど ん な も の に 使 用

さ れ て い る か 、 イ ラ ス ト も 表 示 さ れ て い る の で 分 か り や す く 、

そ れ ぞ れ の ペ ー ス で 取 り 組 む こ と が で き る と 感 じ ま し た 。  

 次 に 、 ９ 番 の く も ん 出 版 の 「 く ろ く ま く ん の こ と ば え ほ ん な

ま え の こ と ば 」 に つ い て で す が 、 か わ い い キ ャ ラ ク タ ー と 優 し

い 柔 ら か い イ ラ ス ト が 分 か り や す く 、 見 や す い と 思 い ま し た 。

家 の 中 の 物 、 外 の 物 の 日 常 の 身 近 な 名 詞 が 載 っ て い て 、 言 葉 の

意 味 を 絵 を 見 な が ら 視 覚 的 に 理 解 し や す い と 思 い ま し た 。 身 近

な 生 活 に あ る も の を 「 こ れ は 何 ？ 」 と 周 り の 大 人 と コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン を 取 り な が ら 学 習 で き る の も い い な と 感 じ ま し た 。  

 次 に 、１ １ 番 の こ ば と「 初 級 編 ス テ ッ プ ア ッ プ マ ッ チ ン グ Ⅰ 」

と １ ２ 番 の「 マ ッ チ ン グ Ⅱ 」に つ い て で す が 、言 葉 、文 字 、数 、

数 字 の 習 得 に つ な が る 工 夫 が さ れ て い て 、 い ろ い ろ な マ ッ チ ン

グ の 問 題 が あ る の で 、 色 や 形 や 物 の 認 識 の 向 上 や 、 鉛 筆 を 持 っ

て 書 く こ と 、 シ ー ル 貼 り で は 、 手 や 指 先 を 使 う 作 業 に も つ な が

り 、 い い な と 感 じ ま し た 。 Ⅰ か ら Ⅱ に は 順 番 に ス テ ッ プ ア ッ プ

し て い き 、 １ ペ ー ジ ず つ の 問 題 数 が 多 過 ぎ な い の で 、 自 主 的 に

取 り 組 め る 子 ど も も 、 大 人 と 一 緒 に 取 り 組 む 子 ど も も 、 無 理 な

く 集 中 し て 学 習 で き る 教 材 だ と 思 い ま し た 。  
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 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い し

ま す 。  

 

大 石 委 員   同 じ く 国 語・書 写 の ナ ン バ ー ５「 ぶ ん カ ー ド １ 集 」、そ れ か ら 、

ナ ン バ ー ６「 ゆ び な ぞ り カ ー ド ひ ら が な 」、ナ ン バ ー ７「 反 対 こ

と ば カ ー ド 」 の ３ つ に つ い て 意 見 を 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。  

 ３ 種 類 の カ ー ド と も 、 目 を 引 く 大 き な イ ラ ス ト で 子 ど も に 興

味 を 持 た せ な が ら カ ー ド を 使 っ て 分 か り や す く 学 習 で き る と 思

い ま し た 。  

 「 ぶ ん カ ー ド １ 集 」 で は 、 ２ 語 文 を 使 っ て 適 切 な 助 詞 の 学 習

が で き 、 文 章 の 組 立 て の 基 本 を 身 に つ け る こ と が で き る と 考 え

ま す 。ま た 、「 反 対 こ と ば カ ー ド 」に お い て は 、カ ー ド の 表 と 裏

に 反 対 言 葉 が 載 っ て い る こ と で 言 葉 を 関 連 づ け て 学 習 す る こ と

が で き 、 言 語 能 力 の 向 上 が 期 待 で き ま す 。 ど ち ら に つ い て も 、

表 現 す る 素 地 を 身 に つ け ら れ る こ と か ら 、 読 解 力 を 高 め る こ と

に 有 効 で あ る と 考 え ま す 。 さ ら に 、 英 語 の 表 現 も 併 記 さ れ て お

り ま し て 、 英 語 へ の 関 心 を 持 た せ る と と も に 、 も っ と 知 ろ う と

い う 知 識 欲 も 刺 激 で き る よ う な 工 夫 も さ れ て い る と 思 い ま し

た 。  

 「 ゆ び な ぞ り カ ー ド ひ ら が な 」 は 、 カ ー ド に 記 載 さ れ た 文 字

の 線 が く ぼ ん で お り ま し て 、 そ れ を 指 で な ぞ る こ と で 指 先 に 刺

激 を 与 え 、 知 覚 に 訴 え な が ら 学 習 す る こ と が で き る の で 、 学 習

効 果 が 高 い と 考 え ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

小 澤 委 員   私 は 、 三 省 堂 か ら 出 て い る 「 こ ど も ぼ う さ い ・ あ ん ぜ ん 絵 じ
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て ん 」 に つ い て お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。 こ の 本 は ３ つ の 種

目 か ら 出 て い ま す の で 、 そ れ ぞ れ ち ょ っ と お 話 を さ せ て い た だ

き ま す 。  

 国 語 ・ 書 写 の 種 目 で １ ４ 番 に な っ て い ま す が 、 生 徒 が 読 み た

い と い う 気 持 ち に 応 え ら れ る よ う に 、 本 文 を 全 て 平 仮 名 、 も し

く は 片 仮 名 で 表 記 し て い ま し た 。  

 そ れ か ら 、 社 会 の 種 目 と し て は 、 自 然 災 害 や 交 通 事 故 、 犯 罪

な ど を 取 り 上 げ て 、 身 の 回 り の 危 険 に 対 し て 自 分 の 身 を 守 る 力

を 身 に つ け ら れ る よ う に 、 平 易 な ま た 簡 単 な 文 章 で 説 明 さ れ て

い る な と 感 じ ま し た 。  

 さ ら に 、道 徳 の 種 目 に つ い て は 、「 お う だ ん ほ ど う の わ た り か

た 」 や 「 こ う え ん で た の し く あ そ ぶ に は 」 な ど 、 日 常 の 中 で 遭

遇 す る 出 来 事 、 事 柄 に つ い て 具 体 的 な 題 材 を 設 定 し て 、 周 り の

人 へ の 気 配 り や 公 共 心 が 養 わ れ る よ う に 工 夫 さ れ て い る な と 思

い ま し た 。  

 そ れ か ら 、 改 め て 国 語 ・ 書 写 、 あ と 算 数 ・ 数 学 で 、 ち ょ っ と

タ イ ト ル は 似 て い る ん で す け れ ど も 、 挙 が っ て い る ２ つ の 本 、

ワ ー ク ド リ ル に つ い て お 話 を さ せ て い た だ こ う と 思 い ま す 。  

 学 研 か ら 出 て い る 国 語 ・ 書 写 の ３ 番 「 学 研 の 頭 脳 開 発 で ん し

ゃ の ひ ら が な れ ん し ゅ う ち ょ う 改 訂 新 版 」 と 算 数 ・ 数 学 の 種 目

の ２ 番 「 学 研 の 頭 脳 開 発 で ん し ゃ の か ず ・ と け い れ ん し ゅ う ち

ょ う 」 の ２ 冊 に つ い て で す 。  

 「 学 研 の 頭 脳 開 発 で ん し ゃ の ひ ら が な れ ん し ゅ う ち ょ う 改 訂

新 版 」 に つ い て は 、 平 仮 名 、 清 音 で す ね 。 濁 音 じ ゃ な く て 清 音

４ ６ 文 字 に 対 応 し て い る こ と 、 そ れ か ら 、 実 際 の 電 車 の 名 前 や

言 葉 を 覚 え な が ら 、 楽 し く 平 仮 名 の 書 き 方 を 学 習 す る こ と が で

き る よ う に な っ て い ま す 。 な じ み の あ る 電 車 を 題 材 に 取 り 入 れ

て 、 子 ど も た ち が 意 欲 的 に 取 り 組 む こ と が で き る よ う に 工 夫 さ

れ て い ま し た 。  

 そ れ か ら 、 算 数 ・ 数 学 の 領 域 の ほ う の 「 学 研 の 頭 脳 開 発 で ん
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し ゃ の か ず・と け い れ ん し ゅ う ち ょ う 」に つ い て も 、「 電 車 を 数

え よ う 」 と か 「 １ ０ 両 は ４ 両 と 何 両 ？ 」 と い う 発 問 だ っ た り 、

「 発 車 時 刻 の 時 計 は ど れ か な ？ 」 な ど 、 電 車 を テ ー マ に し た 数

字 や 足 し 算 、 時 計 の 問 題 を 設 定 し て い て 、 電 車 の 絵 や 写 真 を 掲

載 し て 、 視 覚 的 に も 捉 え や す く な っ て い る な と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   ほ か に ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

平 林 委 員   先 ほ ど 岡 村 委 員 か ら ご 指 摘 が あ っ た 国 語 ・ 書 写 領 域 の １ １ 番

と １ ２ 番 「 初 級 編 ス テ ッ プ ア ッ プ マ ッ チ ン グ 」 に つ い て 述 べ さ

せ て い た だ き ま す 。  

 岡 村 委 員 ご 指 摘 の と お り 、弁 別 能 力 や 目 と 手 の 協 応 、集 中 力 、

指 の 機 能 の 向 上 を 促 す よ う に 構 成 さ れ て い る と 思 い ま す 。ま た 、

課 題 を 通 し て 、 数 字 、 文 字 、 形 、 天 気 や 動 物 な ど を 学 ぶ こ と が

で き ま す 。 絵 や 図 も 豊 富 に あ っ て 、 視 覚 的 に 分 か り や す く 、 シ

ー ル な ど 子 ど も に 魅 力 的 な 課 題 も あ っ て 、 集 中 が 続 か な い 児 童

生 徒 に も 取 り 組 み や す く 配 慮 さ れ て い る と 思 い ま す 。 ま た 、 １

枚 の 問 題 数 が そ れ ほ ど 多 く な い の で 、 学 習 に 意 欲 的 に 取 り 組 み

や す く な っ て い る と 思 い ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

繁 里 委 員   私 は 国 語 ・ 書 写 、 １ ３ 番 「 上 級 編 レ ベ ル ア ッ プ 対 人 関 係 ス キ

ル ア ッ プ ト レ ー ニ ン グ シ ー ト 」 に つ い て 意 見 を 述 べ た い と 思 い

ま す 。  

 先 ほ ど 岡 村 委 員 と 平 林 委 員 か ら 説 明 の あ っ た 初 級 編 か ら 上 級

編 に な っ た こ と で 、 か な り レ ベ ル は 上 が っ て い ま す が 、 主 体 が

誰 か に よ っ て 言 葉 の 使 い 方 が 変 わ る ト レ ー ニ ン グ や 、 相 手 に か
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け る 言 葉 の 選 び 方 、 想 定 し て い な い 事 態 へ の 対 応 な ど 、 対 人 関

係 で 起 き 得 る 場 面 が 多 岐 に わ た っ て 掲 載 さ れ て お り 、 内 容 が 充

実 し て い る と 感 じ ま し た 。  

 国 語 ・ 書 写 、 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 、 道 徳 と 複 数 の 教 科 で 挙 げ ら

れ て い ま す が 、 言 葉 の 正 し い 使 い 方 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 向

上 は 、 今 後 も 子 ど も た ち が 社 会 の 中 で 生 き て い く 上 で 大 切 な こ

と な の で 、 い ず れ の 教 科 で あ っ て も 、 機 会 を 捉 え て 学 ん で い く

必 要 が あ る と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   ほ か に ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

柴 山 委 員   私 は 、 N o .１ 、国 語・書 写 の １ ５「 チ ャ イ ル ド ブ ッ ク こ ど も 百

科 に ほ ん ご だ い す き こ と ば の 図 鑑 」を 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。 

 大 石 委 員 も お っ し ゃ り ま し た が 、 イ ラ ス ト が と て も 豊 富 で 、

絵 の タ ッ チ も 様 々 描 か れ て お り 、 絵 を 見 て い る だ け で も と て も

楽 し く 、「 お も し ろ こ と ば 」、「 こ と ば で あ そ ぼ う 」、「 も っ と 知 り

た い こ と ば 」、「 声 に 出 し て 読 も う 」 の ４ つ の テ ー マ 別 に 掲 載 さ

れ て お り 、 言 葉 で 遊 び な が ら 覚 え る こ と が で き 、 自 然 に 身 に つ

く こ と が で き る の で は な い か と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 そ の ほ か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

山 田 委 員   国 語 ・ 書 写 の ナ ン バ ー ２ 「 幼 児 ワ ー ク ３ ～ ４ 歳 か い て け せ る

ひ ら が な 新 装 版 」に つ い て 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。こ の 本 は 、

岡 村 委 員 か ら も ご 指 摘 ご ざ い ま し た よ う に 、 ク レ ヨ ン や ホ ワ イ

ト ボ ー ド 用 マ ー カ ー ペ ン で 何 度 で も 繰 り 返 し 平 仮 名 の 練 習 が で

き 、 静 音 、 濁 音 、 半 濁 音 を 繰 り 返 し 練 習 す る こ と で 、 平 仮 名 全

文 字 を 習 得 で き ま す 。 イ ラ ス ト の 線 を な ぞ る 指 示 も あ り 、 飽 き
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ず に 繰 り 返 し 学 習 で き る と 感 じ ま し た 。  

 次 に 、 ナ ン バ ー ４ の 「 １ 日 １ ０ 分 １ ０ 歳 ま で に 身 に つ け た い

言 葉 力 １ １ ０ ０ 」に つ い て 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。こ の 本 は 、

小 学 校 で 学 ぶ 日 常 的 に 使 う 言 葉 を ３ つ の ジ ャ ン ル に 分 類 し て 、

１ 日 １ ０ 分 程 度 、 １ 年 間 を 通 し て 学 習 す る こ と で １ ， １ ０ ０ 語

を 身 に つ け る こ と が で き ま す 。 穴 埋 め の 簡 単 問 題 や コ ラ ム の 解

説 な ど で 興 味 関 心 を 持 っ て 、 集 中 し て 学 習 で き る 作 り に な っ て

い る と 思 い ま し た 。  

 次 に 、 ナ ン バ ー ２ ２ の 「 な ぞ ら ず に う ま く な る 子 ど も の ひ ら

が な 練 習 帳 」 に つ い て 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。 こ の 本 は 、 ど

ん な 子 で も 無 理 な く 身 に つ く ３ ス テ ッ プ 方 式 で 、 一 つ 一 つ の 平

仮 名 に つ い て 、 鉛 筆 の 動 か し 方 を 楽 し さ い っ ぱ い の イ ラ ス ト で

学 べ る 工 夫 が さ れ て い ま す 。 簡 単 な 文 字 か ら 、 な ぞ ら ず 、 写 す

方 法 で 、 飽 き ず に 、 つ ま ず か ず に 、 主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 め る

と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。ほ か に ご 意 見 ご ざ い ま す で し ょ う か 。 

 

山 下 委 員   私 も 、 国 語 ・ 書 写 の と こ ろ か ら 、 ３ 冊 、 お 話 し さ せ て い た だ

き た い と 思 い ま す 。  

 ま ず 、 ８ 番 、 く も ん 出 版 の 「 小 学 ド リ ル 国 語 ６ 年 生 の 漢 字 」

な ん で す が 、 こ ち ら は 、 表 の ペ ー ジ で は 、 お 手 本 を 見 な が ら 、

ま す 目 の 空 欄 に 漢 字 を 書 き ま す 。 そ し て 裏 ペ ー ジ で は 、 同 じ 漢

字 を ま す 目 な し で 書 く と い う 学 習 を 繰 り 返 し 行 う こ と で 、 漢 字

の 正 し い 読 み 書 き 、 ま た 、 バ ラ ン ス よ く 字 を 書 く こ と に 留 意 す

る と い う こ と が 期 待 で き る か と 思 っ て い ま す 。 さ ら に 、 部 首 や

似 て い る 漢 字 を グ ル ー プ 分 け し て 練 習 す る こ と で 、似 て い る 点 、

ま た 違 い に も 気 づ き や す い と 思 わ れ ま す 。  

 次 に 、 ２ ３ 番 、 清 風 堂 書 店 の 「 国 語 習 熟 プ リ ン ト 小 学 ４ 年 生
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大 判 サ イ ズ 」 な ん で す が 、 こ ち ら は 文 章 を 大 変 短 い 段 落 で 短 く

区 切 り ま し て 、 簡 単 な 質 問 に 次 々 と 答 え て い く こ と で 、 文 章 を

正 し く 読 み 込 み 、内 容 を 理 解 で き る よ う な 工 夫 が さ れ て い ま す 。

字 の フ ォ ン ト が 読 み や す く 、 ま た 行 間 が 適 切 に 取 ら れ て い る の

で 、 識 字 に 困 難 を 抱 え て い て も 読 み や す く 、 ま た 理 解 し や す い

の で は な い か と 思 い ま し た 。  

 最 後 に 、続 い て な ん で す け れ ど も 、２ ５ 番 の ブ テ ィ ッ ク 社「 ○

△ □ の お え か き ち ょ う 」 な ん で す け れ ど も 、 こ ち ら は 図 工 の 教

科 用 図 書 と し て も 選 定 さ れ て い ま す 。「 ○ △ □ 」と い う 簡 単 な パ

ー ツ を 組 み 合 わ せ て 、 車 や チ ョ ウ チ ョ な ど 図 形 を つ く っ た り 、

表 情 を 描 く こ と で 気 持 ち を 表 す こ と も で き る 、 そ う い う 教 材 に

な っ て い ま す 。 ま た 、 そ の 図 形 を 描 く 際 に は 、 そ れ ぞ れ の 場 面

設 定 が あ り 、 ゴ ー ル が 明 確 と な っ て い ま す 。 例 え ば 、 た く さ ん

の ビ ル を 建 て て い る ん だ 、 大 き さ の 違 う ビ ル を 描 い て ほ し い な

と い う 問 い に 基 づ い て 、 子 ど も た ち は 担 任 と や り 取 り を し な が

ら 、 た く さ ん の ビ ル を 「 ○ △ □ 」 を 使 っ て 描 き 、 想 像 力 と 創 造

力 、 イ マ ジ ネ ー シ ョ ン の 想 像 力 と ク リ エ ー シ ョ ン の 創 造 力 を 働

か せ て 、 形 を つ く る こ と が で き る の で は な い か と 思 い ま し た 。

こ の 図 書 は 図 工 と し て も す ば ら し い の で す け れ ど も 、 書 写 と し

て 、「 ○ △ □ 」を お 手 本 を 参 考 に し な が ら 描 い た り 、線 を 引 く こ

と で 形 を つ く っ た り 、 ま た 、 太 さ に 注 意 を し た り 、 左 右 の バ ラ

ン ス を 取 っ て い く こ と も 、 集 中 力 、 ま た 意 欲 を 高 め る の で は な

い か と 思 い ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 そ の ほ か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

岡 村 委 員   ナ ン バ ー ２ の 算 数 ・ 数 学 の 中 か ら 、 ２ 冊 に つ い て お 話 し を さ

せ て い た だ き ま す 。  

 ま ず 、 ２ 番 の 学 研 「 学 研 の 頭 脳 開 発 で ん し ゃ の か ず ・ と け い
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れ ん し ゅ う ち ょ う 」 に つ い て で す が 、 数 、 足 し 算 、 時 計 を 電 車

を テ ー マ に し た 問 題 で つ く ら れ て い て 、 数 字 に 対 し て 分 か り や

す く 、 電 車 の イ ラ ス ト や 写 真 を 見 て 興 味 を 持 ち や す い 内 容 で 学

習 で き る の で は な い か と 思 い ま し た 。  

 次 に 、 ４ 番 の さ え ら 「 と こ と ん や さ し い 算 数 使 い か た ナ ビ ２

く ら し に 使 お う ！ 時 間 と 単 位 」 に つ い て で す が 、 身 の 回 り に あ

る 算 数 を 写 真 を 使 っ て 紹 介 さ れ て い て 、 時 間 の 読 み 方 や 広 さ 、

か さ 、重 さ に つ い て 身 近 な 事 例 を 使 っ て い る の で 分 か り や す く 、

ほ か に も 身 近 な も の に 置 き 換 え て 考 え た り で き 、 広 が っ て 学 べ

る 教 材 だ と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご 意 見 あ る 方 。  

 

繁 里 委 員   私 は 算 数 ・ 数 学 の ４ つ の ワ ー ク 、 ド リ ル に つ い て 意 見 を 述 べ

ま す 。  

 １ つ 目 は 、１ 番「 学 研 の 幼 児 ワ ー ク ３ 歳 か ず 」に つ い て で す 。

サ イ ズ が Ａ ４ の た め 、 イ ラ ス ト が 大 き く 、 ゆ と り を 持 っ て 配 置

さ れ て お り 、 大 変 見 や す い と 感 じ ま し た 。 数 と 数 字 の 対 応 、 数

の 大 小 比 較 、 数 の 数 列 な ど の 数 量 関 係 を 、 シ ー ル を 貼 っ た り 、

色 塗 り を し な が ら 感 覚 を 磨 い て い く こ と が で き る の で 、 生 徒 が

楽 し み な が ら 学 び 進 め ら れ る と 思 い ま し た 。  

 ２ つ 目 は 、 ３ 番 の 「 初 級 編 ス テ ッ プ ア ッ プ さ ん す う Ⅰ 」 に つ

い て で す 。 イ ラ ス ト と 言 葉 を 使 っ て か ら の 計 算 か ら 、 徐 々 に 数

字 に よ る 計 算 に 移 行 し て い く こ と で 、 生 徒 が 無 理 な く 加 法 、 減

法 を 学 ん で い け る と 考 え ま す 。 最 後 の ペ ー ジ に は 文 章 題 が 配 置

さ れ て お り 、計 算 が 実 生 活 に 生 か さ れ や す く な る と 思 い ま し た 。

白 い 紙 に 黒 一 色 で 書 か れ て い る の で 、 問 題 に 集 中 し て 取 り 組 め

る と 感 じ ま し た 。  

 ３ つ 目 は 、 ７ 番 「 七 田 式 ・ 知 力 ド リ ル ３ ・ ４ さ い か ず を お ぼ
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え よ う 」 に つ い て で す 。 イ ラ ス ト と 数 字 を 使 い な が ら 、 数 と 数

字 、数 の 順 列 、数 の 増 減 、数 の 分 解 な ど を 繰 り 返 し 学 ぶ こ と で 、

生 徒 に 数 の 概 念 が 身 に つ い て い く 作 り に な っ て い ま す 。 ま た 、

各 ペ ー ジ の 問 題 数 が 多 く な い の で 、 じ っ く り と 考 え な が ら 取 り

組 む こ と が で き ま す 。  

 最 後 に 、 ８ 番 「 影 山 ド リ ル 初 級 算 数 小 学 校 ５ 年 生 」 に つ い て

で す 。 各 単 元 で 学 ぶ 内 容 の 解 き 方 に つ い て 、 短 く て 分 か り や す

い 解 説 が つ い て い ま し た 。 ま た 、 な ぞ り 書 き で 計 算 の 仕 方 な ど

を 確 か め て か ら 問 題 を 解 き 進 め ら れ る よ う に 工 夫 さ れ て い る こ

と で 、 生 徒 は 安 心 し て 問 題 に 取 り 組 む こ と が で き る だ け で は な

く 、 自 分 自 身 で 解 こ う と い う 意 欲 に つ な が る と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 そ の ほ か ご ざ い ま す か 。  

 

栫 委 員   先 ほ ど 岡 村 委 員 か ら も あ り ま し た け れ ど も 、 私 も 算 数 ・ 数 学

の ４ 番 、 生 活 ・ 理 科 の ７ 番 で 挙 げ ら れ て い る 「 と こ と ん や さ し

い 算 数 使 い か た ナ ビ ２ く ら し に 使 お う ！ 時 間 と 単 位 」 に つ い て

申 し 上 げ た い と 思 い ま す 。  

 こ ち ら は 「 パ ス タ を ゆ で る に は 何 分 ？ 」 な ど の 生 活 の 身 の 回

り に あ る 算 数 が 写 真 を 使 っ て 絵 本 の よ う に 紹 介 さ れ て お り 、 子

ど も た ち が 時 間 や 単 位 に つ い て 、 自 分 の 生 活 の 中 で 身 近 に 、 具

体 的 に 感 じ る こ と が で き ま す 。生 活 や 理 科 、算 数 の 観 点 か ら も 、

日 常 生 活 に 必 要 な 時 間 や 単 位 の 基 本 的 な 知 識 を 身 に つ け る こ と

が で き 、さ ら に 、「 校 庭 の 面 積 は ダ イ ニ ン グ テ ー ブ ル 幾 つ 分 に な

る か 」 な ど 、 計 算 の 難 易 度 が 上 が る 課 題 の 吹 き 出 し も 設 定 さ れ

て お り 、 児 童 生 徒 の 発 達 段 階 に 応 じ て 、 個 別 最 適 な 課 題 に つ い

て の 設 定 の 工 夫 が あ る こ と を 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  
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委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご ざ い ま す か 。  

 

窪 島 委 員   自 分 は 、ナ ン バ ー ５「 か ず と す う じ の で ん し ゃ じ て ん 」、そ れ

か ら 、 ナ ン バ ー ６ 「 絵 で 見 て わ か る 単 位 と は か り か た 」 に つ い

て お 話 し さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 ま ず 、「 か ず と す う じ の で ん し ゃ じ て ん 」で す が 、電 車 が 好 き

な 子 に と っ て は 、 好 き な 電 車 を 使 い な が ら 勉 強 が で き る の で 、

た ま ら な い だ ろ う な と 思 い ま し た 。 ど の 電 車 が 日 本 の ど こ を 走

っ て い る の か と い う 全 国 路 線 地 図 も あ る の で 、 地 理 の 学 習 に も

つ な が る か な と い う ふ う に も 思 い ま す 。 数 字 を な ぞ っ た り 、 ク

イ ズ を し た り 、 あ る い は 見 つ け た り 、 こ れ は 楽 し み な が ら 学 習

が で き る ん だ ろ う な と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 次 に 、 ナ ン バ ー ６ の 「 絵 で 見 て わ か る 単 位 と は か り か た 」 で

す け れ ど も 、 こ れ は 様 々 な 単 位 が 載 っ て い る 本 で も あ る の で 、

使 う 子 ど も の 学 年 に 合 わ せ て 上 手 に 使 っ て ほ し い な と は 思 い ま

す け れ ど も 、 で も 全 ペ ー ジ に わ た っ て 答 え を め く る 仕 掛 け が 合

計 １ ５ ０ か 所 も あ る の で 、 子 ど も た ち に と っ て は 、 と っ て も 興

味 を 引 き や す い 作 り で あ る な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は い ら っ し

ゃ い ま す か 。 よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   は い 。  

 

委 員 長   進 め さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 続 き ま し て 、 N o .３ の 生 活・地 図・社 会 か ら 、少 し 飛 び ま す が

が 、N o .６ 、図 工・美 術 ま で の 教 科 領 域 で 申 請 が 上 が っ て い る ３

８ 冊 の 図 書 に つ い て ご 意 見 を お 伺 い し た い と 思 い ま す 。 こ の 中

に は 、ほ か の 種 目 で も 希 望 が 上 が っ て い る 図 書 が あ り ま す の で 、
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そ れ も 含 め て ご 意 見 を 伺 い た い と 思 い ま す の で 、 よ ろ し く お 願

い い た し ま す 。  

 で は 、 ご 意 見 が あ る 方 は 挙 手 を お 願 い い た し ま す 。  

 

柴 山 委 員   N o .３ 、 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 の ２ 「 社 会 科 常 識 シ リ ー ズ N e w日 本

列 島 ジ グ ソ ー 」 に つ い て 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。  

 パ ズ ル で 遊 び 感 覚 で 繰 り 返 し で き 、 自 然 に 位 置 や 形 を 覚 え る

こ と が で き る と こ ろ 、 ま た 情 報 量 の 多 さ が 、 こ ち ら は 最 新 鉄 道

路 線 や 各 地 の 特 産 物 、 世 界 遺 産 な ど 、 本 当 に 情 報 量 が 多 く 、 ま

た 、 子 ど も た ち が ど こ に 興 味 を 持 つ か と い う の は 様 々 だ と 思 う

の で 、 ど こ か ら 興 味 を 持 つ か は 本 当 に 子 ど も 次 第 だ と 思 う ん で

す が 、 そ こ の 部 分 が ど こ か ら 入 っ て く る か と い う と こ ろ の い ろ

ん な 視 点 で 子 ど も た ち は 学 べ る ん じ ゃ な い か な と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い い

た し ま す 。  

 

栫 委 員   私 は 、 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 の １ ０ 番 と 国 語 ・ 書 写 の ２ ０ 番 、 体

育 ・ 保 健 体 育 の ４ 番 に ま た が っ て 挙 げ ら れ て い る 「 チ ュ ー く ん

と い っ し ょ せ い か つ の お は な し 」 に つ い て お 話 し さ せ て い た だ

き ま す 。  

 こ の 絵 本 は 、 お は よ う か ら お や す み ま で 、 家 族 の や り 取 り が

親 し み や す い チ ュ ー く ん 家 族 の 姿 で 描 か れ て お り 、 基 本 的 な 生

活 習 慣 、 身 辺 自 立 の 具 体 が 子 ど も た ち に 大 変 分 か り や す く な っ

て い ま す 。 生 活 や 社 会 、 保 健 体 育 の 観 点 か ら は 、 身 に つ け た い

生 活 、 健 康 習 慣 や 社 会 生 活 の マ ナ ー の 習 得 な ど 、 国 語 の 観 点 か

ら は 、 平 仮 名 の 理 解 や 語 彙 の 習 得 な ど 、 各 教 科 の 観 点 か ら 読 ん

で も 、 子 ど も た ち の 生 き る 力 を 育 成 す る た め の 要 素 が 多 く 盛 り

込 ま れ て い る 絵 本 で あ る と 思 い ま し た 。  
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 以 上 で す 。  

 

委 員 長   そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い し ま す 。  

 

山 田 委 員   生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 の ナ ン バ ー ３ 「 な ぜ 僕 ら は 働 く の か 」 に つ

い て 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。  

 こ の 本 は 、 働 く 上 で 考 え る べ き 様 々 な テ ー マ を 漫 画 と 図 解 で

多 角 的 に 伝 え て い ま す 。 内 容 は や や 難 し い の で す が 、 自 分 の 将

来 や 職 業 に 不 安 を 感 じ る 小 学 校 高 学 年 や 中 学 生 が 希 望 や 意 欲 を

持 っ て 働 く こ と に つ い て 考 え る 機 会 を 与 え て く れ る よ い 図 書 だ

と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   ほ か に ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い し ま す 。  

 

山 下 委 員   た だ い ま 山 田 委 員 か ら 、 働 く こ と に つ い て お 話 が あ り ま し た

が 、 私 も 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 の １ ３ 番 「 発 達 障 害 の 子 ど も た ち の

た め の お 仕 事 図 鑑 」 に つ い て お 話 を し た い と 思 い ま す 。  

 こ ち ら は 、 個 人 の 適 性 を 踏 ま え な が ら 、 ど ん な 仕 事 が あ る の

か 、 様 々 な 仕 事 の 内 容 や １ 日 の 流 れ を 把 握 す る こ と が で き る 本

で し た 。子 ど も た ち が そ の 職 業 を で き る か ど う か と い う よ り も 、

や っ て み た い と い う 思 い が 持 て る よ う に 、 担 任 と や り 取 り し な

が ら 、 下 地 づ く り を す る こ と が で き る 絵 本 だ と 思 い ま し た 。 ま

た 、 当 事 者 イ ン タ ビ ュ ー と し て 、 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 の 診 断 を

受 け た 方 が 、 現 在 、 言 語 聴 覚 士 と し て 活 躍 さ れ て い る 姿 な ど が

あ り 、 生 徒 が 将 来 の 自 分 の 姿 を 想 像 し な が ら 読 む こ と が で き る

の で は な い か な と 思 い ま し た 。  

 ま た 、 １ ２ 番 な ん で す が 、 Ｊ Ｔ Ｂ か ら 出 て い る 「 る る ぶ 地 図

で よ く わ か る 都 道 府 県 大 百 科 」 に つ い て も お 話 し さ せ て い た だ

き ま す 。  
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 日 本 地 図 や 都 道 府 県 の 特 色 が 、 見 ど こ ろ 、 特 産 品 、 グ ル メ な

ど 豊 富 に 紹 介 さ れ て お り ま す 。 ク イ ズ が 基 本 ３ 択 で 掲 載 さ れ て

お り ま し て 、 児 童 生 徒 が 社 会 に 興 味 を 持 ち 、 担 任 や ク ラ ス メ イ

ト と ク イ ズ を 出 し 合 っ た り し な が ら 、 楽 し く 学 習 が で き る の で

は な い か な と 思 わ れ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご ざ い ま す か 。  

 

宮 﨑 委 員   私 は 国 土 社 の 「 ル ー ル と マ ナ ー を 学 ぶ 子 ど も 生 活 図 鑑 」 の シ

リ ー ズ ２ 冊 に つ い て 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。  

 ま ず 、「 子 ど も 生 活 図 鑑 」の 家 庭 生 活 編 は 、道 徳 の ほ う で 申 請

が 挙 が っ て い ま す 。 こ ち ら は 、 ト イ レ に 行 く で す と か 風 呂 に 入

る 、 お 箸 と 茶 わ ん な ど 、 大 変 具 体 的 で 生 活 に 結 び つ い て お り ま

し て 、 場 面 ご と に 身 に つ け て ほ し い 道 徳 的 な マ ナ ー や ル ー ル を

理 解 し や す い と 思 い ま し た 。 ま た 、 今 後 よ り よ い 生 活 と 将 来 的

な 自 立 の た め の ベ ー ス と な る ス キ ル を 小 学 校 の 低 学 年 の 児 童 が

楽 し ん で 学 ぶ こ と が で き る と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 一 方 、同 じ「 ル ー ル と マ ナ ー を 学 ぶ 子 ど も 生 活 図 鑑 」の 地 域・

社 会 生 活 編 は 、 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 の ほ う で 申 請 が 挙 が っ て お り

ま す 。 近 く に 出 か け る 、 電 車 に 乗 る 、 飛 行 機 に 乗 る な ど の 場 面

か ら 、 子 ど も た ち が 地 域 や 社 会 の 一 員 と し て 生 活 す る こ と を 意

識 づ け る こ と が で き る と 思 い ま す 。 ま た 、 図 書 館 、 映 画 館 、 駅

な ど を 自 分 の 住 ん で い る 地 域 に 当 て は め て 考 え る こ と が で き ま

す の で 、 地 図 を 使 っ た り 、 地 域 学 習 を し た り 、 社 会 科 見 学 等 の

社 会 科 の 学 習 に 活 用 で き る と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。そ の ほ か あ る 方 は お 願 い い た し ま す 。 
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佐 々 木 委 員  そ れ で は 、 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 の １ １ 番 「 あ た ま と 心 で 考 え よ

う Ｓ Ｓ Ｔ ワ ー ク シ ー ト 社 会 的 行 動 編 」 に つ い て で す け れ ど も 、

こ ち ら の ほ う は ワ ー ク シ ー ト 形 式 に な っ て い ま し て 、 こ ん な 場

合 に は ど う 言 っ た ら い い の か 、 ど う す れ ば よ か っ た の か 。 例 え

ば 、「 順 番 を 決 め よ う 」と い う 部 分 で は 、な ぜ 順 番 を 決 め る の か 、

順 番 が な い と ど う な る の か 、 順 番 を 決 め る と ど ん な い い こ と が

あ る の か と い う こ と を 担 任 、大 人 と や り 取 り を し な が ら 、考 え 、

学 習 を 進 め る こ と が で き る と 思 い ま す 。 友 達 と う ま く 関 わ る こ

と で す と か 、 そ れ か ら 、 み ん な と 一 緒 に 何 か を 進 め る た め に ど

う し た ら よ い か と い う こ と を 考 え る こ と が で き る と い う 観 点 か

ら 、 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 で 活 用 で き る と 考 え ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か 。  

 

窪 島 委 員   自 分 か ら は 、 先 ほ ど の 柴 山 委 員 と も ち ょ っ と か ぶ る ん で す け

れ ど も 、ナ ン バ ー ２ の「 社 会 科 常 識 シ リ ー ズ N e w日 本 列 島 ジ グ ソ

ー 」、そ れ か ら 、ナ ン バ ー ４「 生 活 図 鑑 カ ー ド の り も の カ ー ド 」、

そ れ か ら 、 ナ ン バ ー ８ の 「 く だ さ い な ！ コ ン ビ ニ あ そ び レ ジ ス

タ ー 」、そ し て 、生 活・理 科 と の 複 数 採 択 種 目 で も あ る ナ ン バ ー

９ の 「 チ ャ イ ル ド ブ ッ ク こ ど も 百 科 く ら し と ぎ ょ う じ の せ い か

つ 図 鑑 」、 こ の ４ つ に つ い て 話 を さ せ て く だ さ い 。  

 ま ず 、ナ ン バ ー ２ の「 社 会 科 常 識 シ リ ー ズ N e w日 本 列 島 ジ グ ソ

ー 」 で す け れ ど も 、 こ れ は 先 ほ ど の お 話 に も あ り ま し た け れ ど

も 、 一 言 で 言 っ て し ま え ば 、 日 本 列 島 の 都 道 府 県 の ジ グ ソ ー パ

ズ ル の 形 に な っ て い ま す 。 パ ズ ル で あ る こ と か ら 、 全 国 の 都 道

府 県 の 名 前 や 形 、 位 置 、 そ し て 県 庁 所 在 地 な ど が 遊 び な が ら 覚

え ら れ る よ う に な っ て い ま す 。 ち ょ っ と 情 報 量 が 多 過 ぎ る か な

と い う 気 も し な い で も な い ん で す け れ ど も 、 で も 、 都 道 府 県 の

形 と 位 置 を 覚 え る に は 、 目 と 手 で 確 認 し て い く こ と が で き る の
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で 非 常 に 効 果 的 で は な い か な と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 次 に 、 ナ ン バ ー ４ の 「 生 活 図 鑑 カ ー ド の り も の カ ー ド 」 で す

け れ ど も 、 こ れ は カ ー ド の 裏 に 自 動 車 と か タ ク シ ー と か 書 い て

あ る の で 、 そ れ ぞ れ の 乗 り 物 の 名 前 を 覚 え た り 、 そ し て 読 ん だ

り し て い く 中 で 、 自 然 と 文 字 に 触 れ る こ と が で き る の だ ろ う な

と い う ふ う に 思 い ま す 。 ま た 、 カ ー ド の 裏 に は 、 そ の 乗 り 物 の

仕 組 み と か 歴 史 な ど も 書 い て あ っ て 、 知 識 を 広 げ る に も と て も

い い の で は な い か な と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 続 い て 、 ナ ン バ ー ８ の 「 く だ さ い な ！ コ ン ビ ニ あ そ び レ ジ ス

タ ー 」 に つ い て で す 。 こ れ は 一 言 で 言 っ ち ゃ え ば 、 お も ち ゃ 絵

本 で 、 コ ン ビ ニ ご っ こ が 楽 し め る よ う な 作 り に な っ て い る ん で

す け れ ど も 、 授 業 で 買 物 体 験 を す る 前 に 、 校 内 で 意 識 づ け の た

め に 使 っ た り 、 ま た 品 物 を 買 う と き に 幾 ら の お 金 を 用 意 す れ ば

い い か と い う よ う な こ と が 計 算 す る た め に は 役 立 つ の だ ろ う な

と い う ふ う に 思 い ま す 。 ご っ こ 遊 び が 好 き な 児 童 に は 、 こ れ も

た ま ら な い だ ろ う な と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 最 後 に 、 生 活 ・ 理 科 と の 複 数 採 択 種 目 、 ナ ン バ ー ９ の 「 チ ャ

イ ル ド ブ ッ ク こ ど も 百 科 く ら し と ぎ ょ う じ の せ い か つ 図 鑑 」 に

つ い て で す け れ ど も 、イ ラ ス ト や 写 真 が た く さ ん 使 わ れ て い て 、

挨 拶 や 食 事 の マ ナ ー と か 、 掃 除 や ト イ レ な ど の 生 活 の 中 の 身 近

な テ ー マ が 結 構 取 り 上 げ ら れ て い ま す 。 ３ 部 構 成 に な っ て い る

の で 、 生 活 全 般 の ほ か 、 平 仮 名 や 片 仮 名 、 漢 字 の 成 り 立 ち な ど

も 載 っ て い る の で 、こ の 本 の 使 い 方 次 第 に な る の で す け れ ど も 、

国 語 や 書 写 に も 利 用 で き る の で は な い か な と い う ふ う に 思 い ま

し た 。  

 以 上 に な り ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は い ら っ し

ゃ い ま す で し ょ う か 。  
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越 委 員   私 は 、山 田 委 員 か ら も あ り ま し た N o .３ 、生 活・社 会・地 図 の

３ 番 、 学 研 の 「 な ぜ 僕 ら は 働 く の か 」 と い う 本 に つ い て お 話 し

さ せ て い た だ き ま す 。  

 「 仕 事 っ て な ん だ ？ 」 か ら 始 ま り 、「 ど う や っ て 生 き る ？ 」、

そ し て 「 好 き を 仕 事 に す る ？  仕 事 を 好 き に ？ 」 と い う ３ 章 の

構 成 か ら 成 っ て い ま す 。 こ の 各 章 の 間 に は 、 実 際 に 働 い て い る

方 々 の「 あ な た の 仕 事 は ど ん な 仕 事 で す か 。」、「 あ な た は 何 の た

め に 働 い て い ま す か 」、「 あ な た の 夢 は い つ 見 つ か り ま し た か 」

と い う 声 が 入 っ て お り ま す 。 ま た 、 な ぜ 働 く の か 、 な ぜ 勉 強 す

る の か と 子 ど も に 聞 か れ た と き に 、頭 の 中 で は 理 解 し て い て も 、

言 葉 で う ま く 答 え ら れ な い 、 子 ど も か ら の 質 問 に 対 し て も 、 一

緒 に 子 ど も と 考 え 、 自 分 な り の 答 え を 探 す た め の ヒ ン ト が た く

さ ん 詰 ま っ て い ま し た 。 こ れ ら の 内 容 を 文 字 だ け で は な く イ ラ

ス ト と 漫 画 が 多 く 使 わ れ て い て 、 大 変 読 み や す く 、 分 か り や す

い 構 成 に な っ て い ま し た 。 特 に 、 本 は 苦 手 だ け れ ど も 、 漫 画 は

好 き と い う 子 ど も に は 、 あ っ と い う 間 に 読 め て 、 し っ か り 頭 に

入 っ て く る だ ろ う な と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 我 が 家 に は 、 大 学 １ 年 生 の 娘 と 中 学 校 ３ 年 生 の 娘 が お り ま す

が 、 高 校 受 験 を 控 え て い る 中 ３ の 娘 は 、 何 で み ん な 学 校 に 行 く

ん だ ろ う と か 、 大 学 生 の 娘 は 、 ず っ と 学 生 で い た い 、 ど う し て

働 く ん だ ろ う と い う の を 最 近 口 に し ま す 。世 代 的 な も の な の か 、

も し く は 時 代 的 な も の な の か 分 か り ま せ ん が 、 自 分 が 子 ど も の

と き に は 、 何 で 働 く ん だ ろ う な ん て 疑 問 を 持 っ た こ と が な く 、

学 校 を 卒 業 し た ら 働 く こ と が 当 た り 前 と い う ふ う に 思 っ て い た

ん で す が 、 そ う 思 う と 、 時 代 的 な も の な の か 、 多 様 性 と い う も

の が 大 い に 尊 重 さ れ る 世 の 中 に な っ て い る ん だ ろ う な と い う ふ

う に 感 じ ま し た 。  

 そ し て 、不 登 校 経 験 の あ る 人 の ラ イ フ ス タ イ ル も 載 っ て お り 、

学 校 に 行 か な く て も 生 き て い く 道 は あ る と い う ふ う に な っ て い

る ん で す が 、 そ こ で は 終 わ っ て お ら ず 、 学 校 に 行 か な い 時 間 も
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大 切 な 時 間 、 そ の 大 切 な 時 間 を 有 意 義 に 過 ご す と い う 具 体 的 な

説 明 も 記 さ れ て お り ま し た 。  

 就 職 し た ら そ こ が ゴ ー ル で は な い と い う と こ ろ か ら 、 子 ど も

た ち に は も ち ろ ん で す が 、 こ の 先 、 自 分 も 何 度 も 読 み 返 せ る 本

だ な と い う ふ う に 思 い 、 早 速 、 自 宅 用 に 購 入 い た し ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い し

ま す 。  

 

平 林 委 員   私 は 、 N o .４ の 生 活 ・ 理 科 の ９ 番 「 小 学 館 の 図 鑑 N E Oの 科 学 絵

本 宇 宙 探 検 え ほ ん 」と ３ 番 の「 学 研 の 図 鑑 L I V E（ ラ イ ブ ）地 球 」、

そ れ か ら 、８ 番 の「 小 学 館 の 図 鑑 N E O野 菜 と 果 物 」に つ い て 述 べ

さ せ て い た だ き ま す 。  

 ９ 番 の「 小 学 館 の 図 鑑 N E Oの 科 学 絵 本 宇 宙 探 検 え ほ ん 」は 、と

こ ろ ど こ ろ に 、 タ ブ レ ッ ト の カ メ ラ を 向 け る と 動 画 や ３ Ｄ Ｃ Ｇ

が 見 ら れ る よ う な 仕 組 み が 掲 載 さ れ て お り 、 子 ど も た ち が 視 覚

的 に 学 べ る よ う な 配 慮 が さ れ て い ま す 。 大 学 生 が 学 ぶ よ う な 専

門 的 な 内 容 も 掲 載 さ れ て い て 、 地 球 科 学 に 興 味 の あ る 子 ど も た

ち の も っ と 学 び た い と い う 意 欲 が 高 め ら れ る と 思 い ま す 。 ま た

地 球 温 暖 化 、 大 気 汚 染 、 砂 漠 化 な ど の 地 球 規 模 の 課 題 も 掲 載 さ

れ て い て 、 子 ど も た ち な り の 意 識 を 高 め た り 、 行 動 の 変 容 の 動

機 づ け に も つ な が る と 思 い ま す 。  

 ３ 番 の 「 学 研 の 図 鑑 L I V E（ ラ イ ブ ） 地 球 」 は 、 附 属 の Ｄ Ｖ Ｄ

で オ ー ロ ラ や い ろ い ろ な 気 象 現 象 の 動 画 な ど を 見 ら れ る よ う に

な っ て い て 、 よ り 子 ど も の 興 味 関 心 を 高 め ら れ る よ う に 配 慮 さ

れ て い る と 思 い ま す 。  

 ８ 番 「 小 学 館 の 図 鑑 N E O野 菜 と 果 物 」 は 、「 や っ て み よ う コ ラ

ム 」 や 「 も の し り コ ラ ム 」 の 関 連 情 報 は 、 学 習 の 動 機 づ け に も

な る と 思 い ま す 。 ま た 、 学 校 で の 栽 培 方 法 が イ ラ ス ト 入 り で 詳
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し く 掲 載 さ れ て お り 、 す ぐ に 活 用 で き る と 思 い ま す 。 食 育 用 の

教 材 と し て も 効 果 が 期 待 で き ま す 。 ニ ン ジ ン の 花 や キ ャ ベ ツ の

花 な ど 、 植 物 と し て 見 た と き の 野 菜 の 写 真 が あ り 、 教 師 も 興 味

深 く 学 べ る と 思 い ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

藤 内 委 員   同 じ く 生 活 ・ 理 科 の ５ 番 「 め く っ て 学 べ る か ら だ の し く み 図

鑑 」 に つ い て 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。  

 こ の 本 は 、 体 の 仕 組 み に つ い て 、 大 き な 仕 掛 け イ ラ ス ト や 詳

し い 解 説 と 分 か り や す い 図 で 、子 ど も の「 な ぜ ？ 」「 ど う し て ？ 」

に 丁 寧 に 答 え て く れ る 図 鑑 と な っ て い ま す 。 大 き な 体 の イ ラ ス

ト は 、 気 に な っ た と こ ろ を 感 覚 的 に 指 で め く っ て 確 か め る こ と

が で き 、 さ ら に 知 り た い と 思 っ た と き に は 、 そ の 先 に 大 変 詳 し

い 説 明 が ３ Ｄ イ ラ ス ト 、 写 真 と と も に 書 か れ て い ま す 。 人 間 の

体 に 対 し て 関 心 を 高 め 、 疑 問 に 思 っ た こ と を 追 求 す る 力 を つ け

る の に 適 し て い る と 感 じ ま し た 。 ま た 、 こ の 本 は 保 健 体 育 の １

番 と し て も 希 望 が 上 が っ て い る 本 で す が 、 健 康 や 病 気 に つ い て

も 学 習 意 欲 を 高 め な が ら 学 ぶ の に 適 し て い る と 考 え ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご ざ い ま す か 。  

 

平 林 委 員   藤 内 委 員 が め く っ て 学 べ る と い う と こ ろ で 、 私 か ら １ ０ 番 の

「 動 く 写 真 で 見 る 野 生 動 物 の 世 界 し か け え ほ ん サ フ ァ リ 」 に つ

い て 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。  

 写 真 を 自 分 の 興 味 関 心 に よ っ て 、 速 く も 遅 く も 動 か す こ と が

で き て 、 目 と 手 の 協 応 の 発 達 に 寄 与 す る と と も に 、 動 物 の 生 態

に つ い て の 子 ど も た ち の 気 づ き を 促 す こ と が で き る と 思 い ま
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す 。 難 点 は 、 や や 価 格 が 高 価 で あ る こ と と 、 一 緒 に つ い て い る

文 章 の 文 字 が や や 小 さ い な と 感 じ ま し た 。 内 容 は 専 門 的 で 、 大

人 と と も に 学 ぶ こ と が で き る と 思 い ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   ほ か に ご 意 見 あ る 方 。  

 

藤 内 委 員   生 活 ・ 理 科 の １ 番 「 な ぞ な ぞ あ な あ き え ほ ん ６ た べ も の か く

れ ん ぼ 」 に つ い て で す が 、 こ の 本 は 子 ど も が 興 味 を 持 ち そ う な

食 べ 物 に つ い て の な ぞ な ぞ 、 そ れ の 答 え の ヒ ン ト が 穴 の 中 に 見

え る よ う な 作 り に な っ て い て 、 穴 の 向 こ う に あ る 食 べ 物 に つ い

て 考 え 、 わ く わ く し な が ら ペ ー ジ を め く る こ と で 、 食 べ 物 へ の

関 心 が 高 ま り 、 ま た 、 知 っ て い る 食 べ 物 が 増 え る こ と で 、 食 に

関 す る 安 心 感 の 高 ま り も 期 待 で き ま す 。 低 学 年 の 児 童 が 楽 し み

な が ら 学 習 す る こ と が で き る 絵 本 で あ る と 思 い ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご ざ い ま す か 。  

 

繁 里 委 員   私 は 、生 活・理 科 、④「 学 研 の 幼 児 ワ ー ク ３ ～ ４ 歳 こ う さ く 」

と ６ 番 の 「 こ う さ く ３ は じ め て の か み こ う さ く ２ 集 」 に つ い て

意 見 を 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。  

 い ず れ の ワ ー ク も 、 は さ み と の り を 使 っ て 、 切 る 、 折 る 、 貼

る と い っ た 作 業 で 紙 工 作 を 作 り ま す 。 単 純 な 作 業 の よ う に 聞 こ

え ま す が 、 細 か い 作 業 や 複 雑 な 作 業 な ど 集 中 力 や 手 先 の 器 用 さ

が よ り 求 め ら れ る も の も あ り 、 難 易 度 に 幅 が あ り ま す 。 こ の た

め 、 毎 回 新 鮮 な 気 持 ち で 自 分 に 合 っ た も の を 選 び な が ら 意 欲 的

に 授 業 に 取 り 組 め る と 思 い ま す 。  

 ２ つ と も 、 今 回 は 図 工 か ら 生 活 ・ 理 科 の 種 目 替 え の 使 用 と し

て 挙 げ ら れ て お り ま す が 、 作 り 方 の 説 明 を 読 ん だ り 、 理 科 の 教
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材 を 作 っ た り 、 組 み 立 て た り す る こ と に 通 ず る と こ ろ も 多 い の

で は な い か と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   そ の ほ か ご ざ い ま す か 。  

 

平 林 委 員   私 は 、 生 活 ・ 理 科 の １ ２ 番 の 「 で ん じ ろ う 先 生 の お も し ろ 科

学 実 験 室 ２ ふ し ぎ 実 験 」 に つ い て 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。  

 安 全 、 簡 単 、 安 価 な 材 料 で で き る 実 験 手 順 が 写 真 つ き で 子 ど

も た ち に も 分 か り や す く 解 説 さ れ て い ま す 。 理 科 的 な 解 説 も あ

っ て 、大 人 に も 勉 強 に な り ま す 。実 験 の ま と め 方 の 解 説 も あ り 、

遊 び で 終 わ ら せ な い よ う な 配 慮 も さ れ て い る と 思 い ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 ほ か に ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い し ま

す 。  

 

山 田 委 員   私 か ら は 、図 工・美 術 の ナ ン バ ー ３「 こ ど も の 図 鑑 M i o１ む し 」

に つ い て 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。  

 こ の 本 は 、 虫 の 暮 ら し や そ の 仲 間 を 写 真 と イ ラ ス ト で 詳 し く

解 説 し て い ま す 。「 カ ブ ト・ク ワ ガ タ を さ が せ 大 作 戦 」な ど 、子

ど も た ち の 興 味 と 関 心 を 引 き 出 す 内 容 が 満 載 で す 。 工 作 や 折 り

紙 、 絵 画 の 参 考 図 書 と し て 適 し て い る と 思 い ま す 。  

 次 に 、 ナ ン バ ー ４ の 「 色 え ん ぴ つ で イ ラ ス ト １ ２ 色 で は じ め

る 色 あ そ び 」 に つ い て 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。 こ の 本 は 、 色

を 楽 し む こ と に こ だ わ り 、 色 鉛 筆 で イ ラ ス ト を 楽 し く 描 け る よ

う に な り ま す 。 色 数 を 絞 っ た 簡 単 で か わ い い イ ラ ス ト か ら 始 め

て 、 色 鉛 筆 と 仲 よ く な り な が ら 、 次 第 に 気 に な る モ チ ー フ を 描

く た め の 色 選 び も 分 か り 、 ど の 発 達 段 階 に お い て も 粘 り 強 く 作

業 に 取 り 組 め る と 感 じ ま し た 。  
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 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か 。  

 

平 林 委 員   私 は 、図 工・美 術 領 域 の １ 番 と ２ 番「 小 学 館 の 図 鑑 N E Oの ク ラ

フ ト ぶ っ く 」 に つ い て 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。  

 は さ み を 使 わ ず 、 手 で 抜 け る ミ シ ン 目 入 り で 、 子 ど も た ち に

も 簡 単 に 抜 く こ と が で き ま す 。 の り も 極 力 使 わ な い 仕 組 み で あ

り な が ら も リ ア ル な 仕 上 が り な の で 、 ク ラ フ ト を 作 り な が ら 、

魚 や 商 用 車 の 知 識 も 身 に つ き ま す 。 ま た 、 出 来 上 が っ た 後 に 達

成 感 を 得 ら れ ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご ざ い ま す か 。  

 

越 委 員   N o .５ 、音 楽・器 楽 の ２ 番 の 東 京 書 店 の「 わ く わ く 音 あ そ び え

ほ ん 新 装 版 ド ン ド コ ド ン ド ン た い こ で あ そ ぼ 」 と ８ 番 の 三 起 商

行 の 「 ポ カ ポ カ フ レ ン ズ の お ん が く え ほ ん ピ ア ノ 」 に つ い て お

話 し さ せ て い た だ き ま す 。  

 指 で 触 っ て 音 が 出 て 、 一 緒 に 歌 っ た り 踊 っ た り で き る 本 は 、

子 ど も に と っ て は 大 変 魅 力 的 な も の だ と 思 っ て お り ま す 。 以 前

は 音 を 押 す と 曲 が 流 れ る 本 が 主 流 で し た が 、 最 近 は 、 音 に 合 わ

せ て ピ ア ノ を 弾 け た り 、 太 鼓 を た た く こ と が で き る 体 験 型 の 本

が た く さ ん 出 て お り ま す 。  

 朝 日 新 聞 社 の 「 光 る ★ 音 で る ♪ 知 育 絵 本 リ ズ ム に の っ て ぽ ん

ぽ ん た い こ 」 の 本 で は 、 録 音 し た 声 が 、 例 え ば 先 生 や 保 護 者 の

方 の 声 が 太 鼓 の 音 に な る と い う 点 が 大 変 い い と 思 い ま し た 。  

 三 起 商 行 の 「 ポ カ ポ カ フ レ ン ズ の お ん が く え ほ ん の ピ ア ノ 」

の ほ う で は 、 光 る 鍵 盤 で 興 味 を 引 き 、 曲 の テ ン ポ ま で が 変 え ら

れ ま す 。 そ う い っ た こ と か ら 、 童 謡 や 音 楽 を 親 し む き っ か け に
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な る 大 変 い い 絵 本 だ と い う ふ う に 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い し

ま す 。  

 

小 澤 委 員   音 楽 の 種 目 で 、 ３ 者 に つ い て お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 音 楽 の ４ 番 、 コ ス ミ ッ ク 社 の 「 い っ ぱ い う た お う ！ ど う よ う

え ほ ん 」 と ５ 番 、 新 星 出 版 社 の 「 お と の で る え ほ ん た の し い て

あ そ び う た 」、そ れ か ら 、７ 番 、ベ ネ ッ セ「 し ま じ ろ う の 歌 え ほ

ん し ま じ ろ う ど う よ う え ほ ん 」 に つ い て お 話 し を さ せ て い た だ

き ま す 。  

 ３ 者 と も 、 童 謡 と し て 知 ら れ て い る 曲 が た く さ ん 収 録 さ れ て

い ま し た 。 モ ジ ュ ー ル つ き で 、 ボ タ ン を 押 す と ス ピ ー カ ー か ら

楽 し い 歌 が 流 れ る 絵 本 に な っ て い ま す 。 歌 の お 手 本 入 り バ ー ジ

ョ ン と か カ ラ オ ケ バ ー ジ ョ ン の ２ 通 り で 収 録 さ れ て い た り 、 音

の 強 弱 ボ タ ン も つ い て い て 、 使 い 勝 手 が い い よ う に 工 夫 さ れ て

い る な と 思 い ま し た 。 歌 詞 と イ メ ー ジ イ ラ ス ト を 掲 載 し て 、 手

遊 び の 説 明 が 丁 寧 に 紹 介 さ れ て い ま す 。 そ れ か ら 、 五 感 を 刺 激

す る ま ね っ こ 遊 び の 歌 と か 、 音 感 、 リ ズ ム 感 を 育 む こ と が で き

る 内 容 だ と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 。  

 

藤 内 委 員   音 楽 ・ 器 楽 に つ い て お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 先 ほ ど ２ 番 の 「 ド ン ド コ ド ン ド ン た い こ で あ そ ぼ 」 の お 話 も

あ っ て 、 こ れ も と っ て も い ろ ん な 音 が あ っ て す て き だ な と 思 っ

た ん で す け れ ど も 、 私 の ほ う か ら は ３ 番 の 「 光 る ★ 音 で る ♪ 知

育 絵 本 リ ズ ム に の っ て ぽ ん ぽ ん た い こ 」、こ ち ら は 、ば ち を 使 わ
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な い で 、 手 で ポ ン ポ ン と た た く こ と で 音 を 鳴 ら す こ と が で き ま

す 。 音 楽 に 合 わ せ て 感 覚 的 に 手 で 太 鼓 を た た く こ と で 、 よ り リ

ズ ム を 体 感 で き る の で は な い か と 考 え ま し た 。入 っ て い る 曲 も 、

体 を 動 か し な が ら 楽 し め る よ う な 曲 に な っ て い ま す 。  

 そ れ か ら 、ピ ア ノ の 本 で 、さ っ き は ８ 番「 ポ カ ポ カ フ レ ン ズ 」

の お 話 が あ っ た ん で す け れ ど も 、 私 の ほ う か ら 、 ６ 番 の 「 た ま

ひ よ 楽 器 あ そ び 絵 本 す て き な ピ ア ノ え ほ ん Ｄ Ｘ 」、こ ち ら も ピ ア

ノ の 本 な ん で す が 、 メ ロ デ ィ ー を 流 し て 楽 譜 を 見 な が ら 弾 い て

み た り 、 い ろ ん な 遊 び 方 が で き る よ う に な っ て い て 、 特 に ピ ア

ノ や 鉄 琴 の 音 が 選 べ る だ け で は な く て 、ド レ ミ モ ー ド に す る と 、

鍵 盤 を 押 す と 、 ド レ ミ と ド と か レ と か 、 そ う い っ た 形 で 音 が 鳴

る よ う に な っ て い ま す 。 楽 譜 の ド レ ミ と 合 わ せ て 楽 し く 弾 く こ

と が で き ま す 。 た く さ ん の 曲 が 入 っ て い て 、 速 さ も 調 節 で き る

の で 、 自 分 の ペ ー ス で 学 習 を 進 め ら れ る と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご ざ い ま す か 。  

 

澤 野 委 員   越 委 員 、 藤 内 委 員 も 少 し お っ し ゃ っ て い ま し た け れ ど も 、 私

も 音 楽 の ２ 番 「 わ く わ く 音 あ そ び え ほ ん 新 装 版 ド ン ド コ ド ン ド

ン た い こ で あ そ ぼ 」 に つ い て 述 べ た い と 思 い ま す 。  

 ま ず 、 開 い た 途 端 、 や っ て み た い と い う ふ う に 思 わ せ る １ 冊

で す 。 太 鼓 な ど の 打 楽 器 は 、 例 え ば 音 色 を 奏 で る 鍵 盤 楽 器 等 に

比 べ ま す と 、 様 々 な 発 達 段 階 の 子 ど も た ち が 楽 し む こ と が で き

ま す 。 右 手 と 左 手 を 別 々 に 動 か す こ と が 難 し い と い う 子 で も 、

付 属 の ば ち を 使 っ て 楽 し み な が ら 太 鼓 を た た く 経 験 に な り ま

す 。 本 の 指 示 ど お り に た た く こ と が で き る よ う に な っ た ら 、 自

分 で 工 夫 し な が ら 、 た た い て い く と い う よ う な 発 展 的 な 学 習 に

も つ な が る と 思 い ま す 。 採 用 さ れ て い る 童 謡 で す と か ア ニ メ ソ

ン グ も 、 今 の 子 ど も た ち に 合 っ て い る な と い う ふ う に 感 じ ま し
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た 。 多 く の 子 ど も が 発 達 段 階 に 応 じ た 学 習 を 行 う こ と が で き ま

す の で 、 教 科 用 図 書 と し て ふ さ わ し い と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い し ま す 。  

 

宮 﨑 委 員   音 楽 の １ 番 「 歌 で お ぼ え る 手 話 ソ ン グ ブ ッ ク 」 に つ い て 述 べ

さ せ て い た だ き ま す 。  

 イ ラ ス ト と 解 説 が 大 変 分 か り や す く 、 指 導 に 当 た る 大 人 も と

て も 活 用 し や す い と 思 い ま し た 。 子 ど も た ち と 一 緒 に 手 話 で 歌

い な が ら 、 自 然 に 手 話 に 親 し む こ と が で き ま す 。 ま た 手 話 で あ

れ ば 、 発 語 が ち ょ っ と 難 し い お 子 さ ん に と っ て も 、 手 や 体 を 動

か し な が ら 音 楽 を 楽 し む こ と が で き ま す 。 全 部 オ リ ジ ナ ル ソ ン

グ で あ る の で 、 日 常 に よ く 使 わ れ る 手 話 表 現 が 繰 り 返 さ れ て い

て 、 歌 い な が ら 覚 え て 、 す ぐ に 使 え る よ う に 工 夫 さ れ て い る と

い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い い

た し ま す 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で し ょ う か 。  

 そ れ で は 、 こ こ で １ ０ 分 間 ほ ど 休 憩 を 取 り た い と 思 い ま す 。

事 務 局 よ り ご 連 絡 を お 願 い い た し ま す 。  

 

事 務 局   そ れ で は 、 傍 聴 者 の 皆 様 に ご 連 絡 い た し ま す 。 傍 聴 者 の 皆 様

は 、 後 ろ の 扉 を 出 た と こ ろ に あ る お 手 洗 い を ご 利 用 く だ さ い 。

１ ４ 時 ２ ７ 分 ま で が 休 憩 と な り ま す の で 、 ２ ４ 分 に は お 席 に 戻
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る よ う に よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 そ れ で は 、 休 憩 と い た し ま す 。  

 

午 後 ２ 時 １ ６ 分 休 憩  

午 後 ２ 時 ２ ６ 分 再 開  

 

委 員 長   そ れ で は 、 審 議 を 再 開 さ せ て い た だ き ま す 。  

 最 後 に 、N o .７ の 家 庭・職 業 家 庭 の と こ ろ か ら 、一 番 最 後 、N o .

１ ０ の 道 徳 の 教 科 領 域 で 申 請 が 上 が っ て お り ま す ２ ９ 冊 の 図 書

に つ い て ご 意 見 を お 伺 い し た い と 思 い ま す 。 先 ほ ど の 教 科 領 域

で 申 請 さ れ て い る 図 書 も 含 ま れ て お り ま す が 、 加 え て ご 意 見 等

が ご ざ い ま し た ら 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 で は 、 ご 意 見 の あ る 方 は 挙 手 を お 願 い い た し ま す 。  

 

窪 島 委 員   自 分 は 、N o .１ ０ の 道 徳 の 中 の ナ ン バ ー １ ４「 こ こ ろ の ふ し ぎ

な ぜ ？ ど う し て ？ 」 と ナ ン バ ー １ ５ 「 と も だ ち の つ く り か た 」

に つ い て お 話 し さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 ま ず 、 １ ４ の 「 こ こ ろ の ふ し ぎ な ぜ ？ ど う し て ？ 」 に つ い て

で す 。 心 っ て 何 だ ろ う と 考 え て み て も 、 な か な か 僕 も 答 え は 見

つ か ら な い ん で す け れ ど も 、 で も 、 誰 も が 持 っ て い る も の 、 大

切 な も の 、 人 の 気 持 ち や 願 い 、 思 い と い っ た も の を 考 え て み る

き っ か け に な る 本 な の か な と い う ふ う に 思 い ま す 。 誰 も が 自 分

を 振 り 返 っ て み る よ い き っ か け に な る ん じ ゃ な い か な と い う ふ

う に 思 い ま し た 。  

 次 に 、 ナ ン バ ー １ ５ の 「 と も だ ち の つ く り か た 」 に つ い て な

ん で す け れ ど も 、 友 だ ち っ て ど う や っ て つ く る の っ て 、 こ れ も

答 え る の は 簡 単 じ ゃ な い ん だ ろ う な と い う ふ う に 思 う ん で す

ね 。 子 ど も た ち に と っ て は 、 入 学 の と き で あ る と か 、 そ れ か ら

ク ラ ス 替 え が あ る と き に 、 人 間 関 係 で 最 初 の 試 練 、 一 大 事 と 言

え る の が こ の 友 だ ち づ く り な の か な と 思 う の で す が 、 こ の 本 の
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巻 末 に は 、 書 き 込 み が で き る ワ ー ク シ ー ト が つ い て い ま す 。 そ

し て 、 自 分 の こ と を 振 り 返 る 、 ど う や っ た ら 誰 か と 友 だ ち に な

れ る か と か 、 人 間 関 係 の 基 本 的 な ル ー ル な ど が ゲ ー ム の よ う に

楽 し み な が ら 学 べ る よ う に な っ て い ま す 。 友 だ ち は 一 生 の 財 産

で す 。 こ の 教 科 書 を き っ か け に し て 、 よ い 友 達 が た く さ ん つ く

れ る と よ い な と い う ふ う に 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い し ま す 。  

 

栫 委 員   私 も N o .１ ０ 、道 徳 の ２ 番 と ３ 番 、そ れ か ら 生 活 ・地 図・社 会

の 領 域 の １ 番 で も 上 が っ て い る 旺 文 社 の 「 学 校 で は 教 え て く れ

な い 大 切 な こ と 」シ リ ー ズ で 、「（ １ ２ ）ネ ッ ト の ル ー ル 」、「（ ９ ）

ル ー ル と マ ナ ー 」、「（ １ ６ ）考 え る 力 の 育 て 方 」の ３ 冊 に つ い て

ま と め て 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。  

 こ の ３ 冊 は 、 生 活 の 教 科 領 域 の 観 点 か ら 考 え て も 、 楽 し い 漫

画 を 継 続 し て 読 み な が ら 、 社 会 生 活 に 必 要 な ル ー ル や マ ナ ー の

知 識 を 身 に つ け る こ と が で き る と 思 い ま す 。 例 え ば ネ ガ テ ィ ブ

に 捉 え や す い 情 報 モ ラ ル や 生 活 の ル ー ル に つ い て で す が 、 漫 画

を 読 む と 、 そ の 具 体 的 な 場 面 が 想 像 し や す く 、 分 か り や す く 説

明 さ れ て お り 、 こ の 本 を 読 む こ と で 自 然 と 情 報 モ ラ ル や 社 会 生

活 の ル ー ル や マ ナ ー の 知 識 を 身 に つ け る こ と が 期 待 で き ま す 。

ま た 、「（ １ ６ ） 考 え る 力 の 育 て 方 」 で は 、 悩 み 、 葛 藤 し な が ら

も 納 得 解 を 自 分 自 身 が 生 み 出 し て い く 大 切 さ を 登 場 人 物 が 理 解

し て い く 、 そ ん な 姿 か ら 、 深 く 考 え る こ と が 不 得 意 な 子 ど も た

ち で も 、 道 徳 の 授 業 で 身 に つ け た い 考 え る 力 を 育 む こ と も 期 待

で き る の で は な い か と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い し ま す 。  
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小 澤 委 員   私 は 、 道 徳 の 種 目 と し て ３ 者 に つ い て お 話 を さ せ て い た だ き

ま す 。  

 ４ 番 の 偕 成 社 、「 日 本 の 絵 本 い ち ば ん は じ め の マ ナ ー え ほ ん 」

に つ い て は 、 １ つ の マ ナ ー の タ イ ト ル に 対 し て 複 数 の 場 面 を 提

示 し て 、 効 率 よ く そ の 場 面 で の 振 る 舞 い が 分 か る よ う に 構 成 さ

れ て い ま し た 。  

 そ れ か ら 、 １ ２ 番 の 小 学 館 の 「 マ ン ガ で わ か る よ の な か の ル

ー ル 」、こ れ は 本 の タ イ ト ル に あ る よ う に 、マ ナ ー よ り も ル ー ル

に 寄 っ た 内 容 に な っ て い る な と 感 じ ま し た が 、 タ イ ト ル ど お り

な ん で す が 、 見 開 き ２ ペ ー ジ で 、 左 の ペ ー ジ に は 分 か り や す く

場 面 の 違 っ た ４ コ マ 漫 画 を ２ つ 載 せ て 、 理 解 が 深 ま る よ う に 工

夫 さ れ て い ま し た 。  

 そ れ か ら 、 １ ６ 番 の 日 本 図 書 の 「 お や く そ く え ほ ん は じ め て

の『 よ の な か ル ー ル ブ ッ ク 』」も 、こ れ も 見 開 き ２ ペ ー ジ で 構 成

さ れ て い ま し た が 、 文 字 の 量 と か 配 置 が シ ン プ ル と い う か 見 や

す く な る よ う に 構 成 さ れ て い て 、分 か り や す い な と 感 じ ま し た 。 

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い し

ま す 。  

 

宮 﨑 委 員   道 徳 の ５ 番 「 こ ど も せ い か つ 百 科 」 で す が 、 具 体 的 な 表 現 と

イ ラ ス ト で 日 常 生 活 に 必 要 な 動 作 に つ い て 、 ど ん な 道 具 を 使 っ

て 、 ど の よ う に 指 先 を 動 か し て 、 そ し て 、 支 援 者 が ど の よ う に

働 き か け て い け ば よ い か と い う こ と を 大 変 分 か り や す く 紹 介 し

て い ま す 。「 か さ を さ そ う 」な ど の 動 作 を 実 践 し な が ら 、マ ナ ー

や ル ー ル を 身 に つ け 、 生 活 場 面 と 道 徳 的 な 学 び を 結 び つ け て 習

得 す る こ と が で き る と 思 い ま す 。 ま た 、 児 童 が こ れ な ら や っ て

み よ う と い う 意 欲 、 そ し て 、 や っ て み た ら で き た と い う 達 成 感
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を 持 つ こ と が で き て 、 将 来 的 な 自 立 に つ な が る と 思 い ま し た 。  

 も う １ 点 、 道 徳 の １ ０ 番 「 か お ノ ー ト ２ 」 で す け れ ど も 、 こ

ち ら は 自 分 や 相 手 の 気 持 ち を 考 え る の に 大 変 適 し て い ま す 。 ク

ッ キ ー の 写 真 、 ピ ー マ ン 、 湯 飲 み 、 テ ニ ス ボ ー ル な ど 、 様 々 な

土 台 に 、 目 、 鼻 、 口 、 ひ げ な ど の パ ー ツ の シ ー ル を 自 分 で 貼 っ

て い く と い う 過 程 で 、こ れ は う れ し い 顔 、笑 っ た 顔 、困 っ た 顔 、

照 れ た 顔 な ど の い ろ ん な 顔 が あ る こ と や 、 そ こ か ら 表 情 を 読 み

取 っ た り 、 相 手 の 気 持 ち な ど に 気 づ い た り 、 想 像 し た り す る 力

を 養 っ て 、 人 と の 関 わ り 方 、 あ る い は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 豊

か に す る 効 果 が あ る と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い し ま す 。  

 

佐 々 木 委 員  そ れ で は 、 道 徳 の と こ ろ で 、 私 か ら ４ 冊 に つ い て お 話 を さ せ

て い た だ き ま す 。  

 ま ず 、 １ 番 の 「 マ ナ ー と 敬 語 完 全 マ ス タ ー ！ ３ 町 の マ ナ ー と

敬 語 」 に つ い て で す け れ ど も 、 イ ラ ス ト や 吹 き 出 し か ら 、 そ の

場 面 に ふ さ わ し く な い マ ナ ー を 見 つ け る と い う 構 成 に な っ て い

ま す 。 た だ 、 ふ さ わ し く な い も の だ け で は な く て 、 よ い 部 分 、

こ こ で は「 あ っ ぱ れ マ ナ ー 」と 名 づ け ら れ て い ま し た け れ ど も 、

そ れ を 見 つ け る こ と も 課 題 と し て 取 り 組 む こ と が で き る よ う に

な っ て い ま す 。 い ろ い ろ な 場 面 を 想 定 し な が ら の や り 取 り を 通

し て 、 ど の よ う な 行 動 や 言 動 が ふ さ わ し い か を 楽 し く 学 ぶ こ と

が で き る の で は な い か な と い う ふ う に 思 い ま す 。  

 そ れ か ら 、 ７ 番 の 「 イ ラ ス ト 版 子 ど も の ソ ー シ ャ ル ス キ ル 友

だ ち 関 係 に 勇 気 と 自 信 が つ く ４ ２ の メ ソ ッ ド 」 は 、 自 分 の 思 い

を ど の よ う に 伝 え た ら よ い の か を 学 ん で い く こ と が で き ま す 。

自 分 を 見 つ め た り 、 友 だ ち と 関 わ る き っ か け を 見 つ け た り 、 友

だ ち に 自 分 の 思 い を 伝 え る 方 法 を 、 担 任 と や り 取 り を し た り 、
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ほ か の 児 童 と ロ ー ル プ レ イ を し た り し て 学 ぶ こ と が で き る と 考

え ま す 。  

 そ れ か ら 、８ 番 の「 イ ラ ス ト 版 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 図 鑑 」は 、

子 ど も に と っ て 身 近 で あ る 様 々 な 場 面 が 取 り 上 げ ら れ て い ま

す 。 そ の 場 面 で ど の よ う に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 れ ば い い の

か が イ ラ ス ト と と も に 掲 載 さ れ て い ま す 。 場 面 ご と の テ ー マ が

豊 富 な の で 、 子 ど も の 抱 え て い る 課 題 に 沿 っ て 取 り 組 む こ と が

で き る の で は な い か と 思 い ま す 。 場 面 ご と に 大 人 と や り 取 り を

し た り 、 ロ ー ル プ レ イ を し な が ら 、 多 様 な 学 習 形 態 も 考 え ら れ

ま す 。 そ の 中 で 、 話 す 力 や 聞 く 力 、 話 し 合 う 力 を 伸 ば し て い く

こ と が 期 待 で き る と 思 い ま す 。  

 最 後 に 、 １ ３ 番 の 「 あ た ま と 心 で 考 え よ う Ｓ Ｓ Ｔ ワ ー ク シ ー

ト 自 己 認 知 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル 編 」 に つ い て で す 。 先

ほ ど 生 活 ・ 地 図 ・ 社 会 の と こ ろ で 話 を し ま し た 「 あ た ま と 心 で

考 え よ う Ｓ Ｓ Ｔ ワ ー ク シ ー ト 社 会 行 動 編 」 と 同 様 に 、 ワ ー ク シ

ー ト 形 式 に な っ て い ま す 。 自 分 自 身 を 見 つ め な が ら 、 相 手 と の

関 わ り 方 に つ い て 、 担 任 と や り 取 り を し な が ら 学 習 を 進 め て い

く こ と で 、 集 団 や 学 校 生 活 の 中 で 望 ま し い 関 わ り 方 を 繰 り 返 し

学 ぶ こ と が で き る 本 だ と 考 え ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 で は 、 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お

願 い し ま す 。  

 

岡 村 委 員   私 は 、N o .１ ０ の 道 徳 の 中 か ら ２ 冊 に つ い て お 話 を さ せ て い た

だ き ま す 。  

 私 も 、 ま ず ４ 番 の 「 日 本 の 絵 本 い ち ば ん は じ め の マ ナ ー え ほ

ん 」 に つ い て で す が 、 子 ど も の 毎 日 の 生 活 習 慣 と 日 常 の 大 切 な

マ ナ ー が イ ラ ス ト で 分 か り や す く 紹 介 さ れ て い て 、 子 ど も と 周

り の 大 人 と で 一 緒 に 学 ん で い け る と 思 い ま し た 。 自 分 で 身 に つ
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け て い く 習 慣 や マ ナ ー 、 お 友 だ ち や 人 と の 関 わ り 方 も 身 に つ い

て い け る よ う な 教 材 だ と 感 じ ま し た 。  

 次 に 、 ５ 番 の 「 こ ど も せ い か つ 百 科 」 に つ い て で す が 、 生 活

の 基 本 を 身 に つ け ら れ る よ う に 、 順 を 追 っ て 丁 寧 に イ ラ ス ト で

説 明 さ れ て い る の で 視 覚 的 に も 分 か り や す く 、 本 文 は 平 仮 名 と

片 仮 名 が 大 き め に 書 か れ て い る の で 、 文 字 も 読 み や す い 工 夫 が

さ れ て い る と 思 い ま し た 。 項 目 が た く さ ん あ り 、 長 く 自 立 に 向

け て 取 り 組 め る 教 材 だ と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 そ の ほ か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

 

越 委 員   N o .９ の 英 語 、４ 番 の「 小 学 生 の 英 語 絵 ず か ん〈 し ゃ べ る ぺ ん

付 き 〉」 に つ い て お 話 し さ せ て い た だ き ま す 。  

 低 学 年 、 中 学 年 、 高 学 年 の 学 年 層 で 分 け ら れ て い て 、 子 ど も

の 成 長 に 合 わ せ た 場 面 の 設 定 と 単 語 が 選 別 さ れ て い ま す 。ま た 、

単 語 だ け で は な く 、 大 人 が 子 ど も に 話 し か け る と き の 表 現 や 答

え る と き の 表 現 も 記 載 さ れ て い て 、 幅 広 く 学 べ る 本 だ な と い う

ふ う に 感 じ ま し た 。 そ し て 、 付 属 の し ゃ べ る ぺ ん で タ ッ チ を す

る と 、 発 音 、 会 話 を 聞 く こ と が で き ま す 。 英 語 は 好 き だ け れ ど

も 、 単 語 を あ ま り 理 解 し て い な い 子 ど も で も 自 主 的 に 単 語 の 学

習 が で き 、 学 習 を す る 意 欲 が 出 て く る １ 冊 だ な と い う ふ う に 感

じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い し

ま す 。  

 

藤 内 委 員   N o .７ 、家 庭・職 業 家 庭 の ４ 番「 料 理 は す ご い ！ シ ェ フ が 先 生 ！

小 学 生 か ら 使 え る 、 子 ど も の た め の は じ め て の 料 理 本 」 に つ い
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て 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。  

 こ の 本 は 誰 が 見 て も 分 か り や す い 作 り に な っ て お り 、 説 明 の

漢 字 に は 全 て ル ビ が つ い て い ま す 。 ま た 、 調 理 の 手 順 が 見 開 き

１ ペ ー ジ に ま と ま っ て お り 、 完 成 ま で の 見 通 し が 持 ち や す い 作

り と な っ て い ま す 。 調 理 に 慣 れ て い な い 生 徒 で も 、 基 本 の 道 具

の 使 い 方 や 作 り 方 の ポ イ ン ト 、 工 程 写 真 が 示 さ れ て い て 、 教 師

と 一 緒 に 調 理 す る と し て も 、 生 徒 が 主 体 と な っ て 実 習 を 進 め ら

れ る よ う な 本 に な っ て い る と 考 え ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い い た し ま す 。  

 

佐 々 木 委 員   そ れ で は 、 同 じ く 家 庭 ・ 職 業 家 庭 の と こ ろ か ら ３ 冊 に つ い

て 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 ま ず 、 ２ 番 の 「 こ ど も り ょ う り の こ と ば 絵 じ て ん 」 は 、 食 事

の 重 要 性 、 マ ナ ー 、 準 備 や 片 づ け に 関 わ る こ と 、 道 具 の 使 い 方

や 食 材 、 料 理 に つ い て 、 多 く の イ ラ ス ト と と も に 示 さ れ て い ま

す 。 食 に 興 味 を 持 ち 、 大 人 と の や り 取 り を し な が ら 、 自 分 に で

き そ う な こ と を 考 え て み た り 、 調 理 実 習 を し た り 、 買 物 学 習 の

事 前 準 備 に 活 用 し た り す る こ と も で き る と 思 い ま す 。 学 校 で の

学 習 に は も ち ろ ん の こ と 、 家 庭 で の 生 活 、 お 手 伝 い 等 、 考 え る

場 面 等 に も 生 か さ れ る の で は な い か な と 思 い ま す 。  

 次 に 、３ 番 の「 小 学 館 の 図 鑑 N E Oま ど あ け ず か ん た べ も の 」で

す 。 食 べ 物 に つ い て 、 食 材 や 食 べ る 場 所 、 場 面 、 お 店 に は ど の

よ う な 商 品 が 置 い て あ る の か 、 メ ニ ュ ー 、 仕 組 み が 学 べ る よ う

に な っ て い ま す 。例 え ば 、「 な か み 」と い う ペ ー ジ で は 、仕 掛 け

を め く る こ と に よ っ て 、 そ の 食 べ 物 の 中 身 が ど う な っ て い る の

か を 知 る こ と が で き ま す 。 興 味 を 持 っ て 学 べ る よ う に な っ て い

る と 思 い ま す 。 ま た 、 め く る と い う 動 作 が 繰 り 返 さ れ る よ う に

な っ て い て 、 指 先 を 上 手 に 使 う 練 習 に も つ な が る と 考 え ま す 。  
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 最 後 に 、 １ 番 の 「 イ ラ ス ト 版 子 ど も の ア ン ガ ー マ ネ ジ メ ン ト

怒 り を コ ン ト ロ ー ル す る ４ ３ の ス キ ル 」 に つ い て で す 。 家 族 と

よ り よ い 関 係 を 築 く こ と や 地 域 と の 関 わ り を 深 め て い く 上 で 、

自 分 の 感 情 を ど の よ う に コ ン ト ロ ー ル し て い く の か と い う こ と

は 大 切 な こ と だ と 思 い ま す 。 こ の 本 は 、 自 分 の 怒 り に つ い て 理

解 、 具 体 的 な 場 面 で ど の よ う に 対 応 し た ら よ い の か な ど を 大 人

と の や り 取 り を し な が ら 学 習 を 進 め る こ と が で き る よ う に な っ

て い ま す 。 こ れ ま で 道 徳 で の 採 択 で も あ り ま し た け れ ど も 、 社

会 の 一 員 と し て 、 様 々 な 生 活 の 場 面 で 生 か せ る の で 、 家 庭 ・ 職

業 家 庭 で の 活 用 も で き る と 考 え ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い

い た し ま す 。  

 

澤 野 委 員   私 も 家 庭・職 業 家 庭 の ３ 番「 小 学 校 の 図 鑑 N E Oま ど あ け ず か ん

た べ も の 」 に つ い て お 話 し し た い と 思 い ま す 。  

 身 近 な 食 べ 物 を 扱 っ て い る の で 、 子 ど も の 興 味 を 引 き や す い

の が よ い と い う ふ う に 思 い ま し た 。 と に か く た く さ ん の 窓 が あ

り ま す 。 佐 々 木 委 員 も お っ し ゃ っ た よ う に 、 指 先 を 使 っ て 全 て

の 窓 を 開 け る と い う こ と も 学 び で す し 、 め く っ た ら 、 そ こ に ど

ん な こ と が 書 か れ て い る の か な と い う こ と を 想 像 す る と い う の

も 、 ま た 学 び に な る と 思 い ま す 。 場 面 や 場 所 の イ ラ ス ト は 親 し

み や す く て 、 か わ い ら し い も の な ん で す け れ ど も 、 食 べ 物 の ペ

ー ジ は 写 実 的 に 描 か れ 、 バ ッ ク の 色 は １ 色 に な っ て い ま す 。 説

明 文 も 最 小 限 に 抑 え て あ る の で 、 イ ラ ス ト に 集 中 し や す い 作 り

に な っ て い る の も よ い と 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  
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山 田 委 員   私 か ら は 、 N o .８ 、体 育・保 健 体 育 の ナ ン バ ー ３「 ち ょ う し ん

き つ き か ら だ の ず か ん 」 に つ い て 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。  

 こ の 本 は 、 聴 診 器 つ き の 子 ど も 向 け 絵 本 で す 。 ポ ッ プ ア ッ プ

式 の 仕 掛 け 絵 本 と 聴 診 器 で 体 の 様 々 な 名 前 、 仕 組 み を 楽 し く 学

習 で き ま す 。 ポ ッ プ ア ッ プ は め く る 楽 し み が あ り 、 何 が 出 て く

る の か わ く わ く し ま す 。 ご っ こ 遊 び が 好 き な 児 童 が 聴 診 器 を 使

っ て 体 の 名 前 や 仕 組 み に つ い て 楽 し く 興 味 を 持 っ て 学 べ る た

め 、 体 育 ・ 保 健 体 育 の 学 習 に 適 し て い る と 思 い ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   ほ か に ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い い た し ま す 。  

 

佐 々 木 委 員  で は 、 私 も 体 育 ・ 保 健 体 育 の ２ 番 「 自 立 生 活 ハ ン ド ブ ッ ク ４

か ら だ ！ ！ げ ん き ！ ？ 」 に つ い て 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 こ の 本 は 、体 の 仕 組 み に つ い て イ ラ ス ト で 示 さ れ て お り ま す 。

ま た 、 生 活 習 慣 病 や 心 の 不 調 、 病 気 な ど に も 触 れ ら れ て い る こ

と で 、 自 分 自 身 の 体 や 病 気 に つ い て 興 味 深 く 学 ぶ こ と が で き る

よ う に な っ て い ま す 。 指 導 者 と の や り 取 り を し な が ら 、 自 分 の

体 の 大 切 さ に つ い て 学 ん で い く こ と が で き る と 考 え ま す 。 こ れ

ま で 理 科 で 採 択 を さ れ て い た と こ ろ で す が 、 保 健 に 関 す る 内 容

も 充 実 し て お り 、体 育・保 健 体 育 で の 活 用 も で き る と 思 い ま す 。 

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い い た し ま す 。  

 

澤 野 委 員   私 も 体 育 ・ 保 健 体 育 の ２ 番 「 自 立 生 活 ハ ン ド ブ ッ ク ４ か ら

だ ！ ！ げ ん き ！ ？ 」 に つ い て 意 見 を 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。  

 子 ど も た ち が 健 康 的 な 生 活 を 送 る た め に は 、 体 づ く り や 体 力

づ く り が 大 切 で す 。 健 康 な 体 づ く り の 基 礎 と な る も の に 食 事 が
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あ り ま す 。 特 に 特 別 支 援 学 校 や 特 別 支 援 学 級 に は 、 偏 食 の あ る

子 ど も や 口 の 中 の 感 覚 が 過 敏 な た め に 食 事 に 課 題 が あ る と い う

子 が 少 な く あ り ま せ ん 。 苦 手 な も の に も チ ャ レ ン ジ し て 食 事 を

し っ か り 取 る こ と が 生 活 習 慣 病 な ど の 病 気 の 予 防 に つ な が る と

い う こ と が 学 べ る １ 冊 で す 。 少 し 難 し い 内 容 か な と も 感 じ た ん

で す が 、 イ ラ ス ト や 手 書 き の 文 字 で 親 し み や す く し て い る こ と

と 、 そ れ か ら 白 黒 の ２ 色 刷 り で 見 や す い と い う の が よ い と い う

ふ う に 思 い ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 あ る 方 は い ら っ し ゃ

い ま す か 。  

 

柴 山 委 員   N o .７ 、家 庭・職 業 家 庭 の １「 イ ラ ス ト 版 子 ど も の ア ン ガ ー マ

ネ ジ メ ン ト 怒 り を コ ン ト ロ ー ル す る ４ ３ の ス キ ル 」 に つ い て 述

べ さ せ て い た だ き ま す 。  

 自 分 の 感 情 を コ ン ト ロ ー ル す る の は 大 人 に な っ て も 難 し い な

と 感 じ ま す が 、 怒 り の コ ン ト ロ ー ル を い ろ い ろ な 事 例 を 踏 ま え

て 自 分 で ど の よ う に 対 応 し た ら よ い か 、 ま た 、 ど の よ う に 捉 え

た ら よ い か 、 考 え る こ と が で き 、 佐 々 木 委 員 も お っ し ゃ っ て い

ま し た が 、 今 後 、 社 会 に 出 る 上 で と て も 必 要 な ス キ ル だ な と 感

じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は お 願 い い

た し ま す 。  

 

大 石 委 員   そ れ で は 、 英 語 の 種 目 で ３ つ に つ い て お 話 を さ せ て い た だ き

ま す 。  

 ま ず 、 英 語 の ナ ン バ ー ２ 「 エ リ ッ ク ・ カ ー ル の え い ご が い っ
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ぱ い 」 に つ い て 意 見 を 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。  

 こ ち ら は 生 活 ・ 理 科 の ナ ン バ ー ２ で も 希 望 が 挙 が っ て い る も

の に な り ま す 。 こ の 本 は 、 エ リ ッ ク ・ カ ー ル の 鮮 や か な 色 彩 の

イ ラ ス ト と と も に 、 生 き 物 、 食 べ 物 、 乗 り 物 な ど た く さ ん の 身

近 な 英 単 語 を 扱 っ て い て 、 ま ず 、 子 ど も の 興 味 を 引 く と 思 い ま

し た 。 ま た 、 カ テ ゴ リ ー ご と に 単 語 が ま と め ら れ て い て 、 子 ど

も が 単 語 を 関 連 づ け な が ら 理 解 し や す い 作 り に な っ て い る と 感

じ ま し た 。 特 に 生 き 物 に つ い て は 、 動 物 や 鳥 だ け で な く 、 虫 や

海 の 生 き 物 な ど 、 た く さ ん の 英 単 語 を 掲 載 し て お り ま し て 、 理

科 や 生 活 科 の 学 習 に も 適 し て い る と 考 え ま す 。 ま た 、 子 ど も に

人 気 の 「 は ら ぺ こ あ お む し 」 を 出 版 し て い る エ リ ッ ク ・ カ ー ル

の 絵 を 用 い る こ と で 、 い ろ い ろ な 生 き 物 を 身 近 に 感 じ 、 関 心 を

持 つ よ う に な る の で は な い か と 思 い ま し た 。  

 次 に 、英 語 の ナ ン バ ー ３「 め く り し か け え ほ ん た の し い a b cの

え ほ ん 」 と ナ ン バ ー ５ の 「 は じ め て の さ が し て お ぼ え る え い ご

の こ と ば 」 に つ い て お 話 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 「 め く り し か け え ほ ん た の し い a b cの え ほ ん 」は 、ア ル フ ァ ベ

ッ ト の 文 字 や 子 ど も に と っ て 身 近 な 英 単 語 を 文 字 や 絵 を め く り

な が ら ク イ ズ 感 覚 で 学 習 で き る た め 、 子 ど も の 興 味 を 引 く と と

も に 、 楽 し み な が ら 取 り 組 め る と 思 い ま し た 。 ま た 、 絵 と 単 語

の 頭 文 字 の ア ル フ ァ ベ ッ ト の 音 が 関 連 づ け な が ら 提 示 さ れ て い

る た め 、 文 字 と 音 と の 関 係 に も 気 づ い て 学 習 を 深 め て い く こ と

が 期 待 で き ま す 。  

 そ し て 「 は じ め て の さ が し て お ぼ え る え い ご の こ と ば 」 で す

け れ ど も 、 身 近 な 場 所 や 物 、 シ ー ン が イ ラ ス ト と と も に カ テ ゴ

リ ー ご と に 分 か れ て 提 示 さ れ て い る た め 、 整 理 を し な が ら 学 習

を 進 め や す い と 感 じ ま し た 。 さ ら に 掲 載 さ れ て い る 単 語 の 量 が

多 く 、 二 次 元 コ ー ド を 読 み 取 る こ と で 、 実 際 に ネ イ テ ィ ブ な 発

音 も 確 認 で き る た め 、 英 語 に 興 味 関 心 が 高 い 子 ど も に と っ て は

よ り 意 欲 を 持 っ て 取 り 組 め る と 思 い ま す 。  
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委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 。  

 

澤 野 委 員   先 ほ ど 大 石 委 員 も お っ し ゃ っ て い ま し た け れ ど も 、 私 も 英 語

の ２ 「 エ リ ッ ク ・ カ ー ル の 絵 本 エ リ ッ ク ・ カ ー ル の え い ご が い

っ ぱ い 」 に つ い て お 話 し さ せ て い た だ き ま す 。  

 子 ど も た ち は エ リ ッ ク ・ カ ー ル の 絵 本 が 大 好 き で す 。 と こ ろ

ど こ ろ に 「 は ら ぺ こ あ お む し 」 が 登 場 し て い る の も 、 こ の 本 の

魅 力 の 一 つ で す 。 青 虫 は キ ャ タ ピ ラ ー っ て い う ん だ ね な ん て い

う ふ う に 、 大 人 と 一 緒 に 単 語 を 発 音 し な が ら 、 ど ん ど ん ペ ー ジ

を め く り た く な る よ う な 本 で す 。 発 達 段 階 に よ っ て は 、 ま ず 日

本 語 の 単 語 を 覚 え る こ と か ら 始 め て も よ い と 思 い ま す 。 楽 し み

な が ら 英 語 に 親 し む こ と が で き る こ の 本 は 、 教 科 用 図 書 に ふ さ

わ し い と 感 じ ま し た 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か い か が で し ょ う か 。  

 

山 下 委 員   私 も N o .９ 、英 語 の 分 野 の と こ ろ か ら 、１ 番 の「 ペ ン が お し ゃ

べ り ！ ベ ビ ー ＆ キ ッ ズ え い ご 絵 じ て ん ５ ０ ０ 新 装 三 訂 版 」 と 、

そ し て 、 ４ 番 、 東 京 書 籍 「 小 学 生 の 英 語 絵 ず か ん 〈 し ゃ べ る ぺ

ん 付 き 〉」 に つ い て お 話 し さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 １ 番 の 旺 文 社 「 ペ ン が お し ゃ べ り ！ ベ ビ ー ＆ キ ッ ズ え い ご 絵

じ て ん 」 は 、 指 定 の ペ ン で 絵 や 文 字 を タ ッ チ す る だ け で 、 そ の

音 声 が 本 か ら 流 れ て く る 仕 組 み の 本 、 さ っ き 越 委 員 も そ の よ う

な お 話 し を し て く だ さ っ た か と 思 い ま す が 、 ペ ン が 普 通 の ペ ン

で は な く 、 ち ょ っ と 太 く て 重 い の で す が 、 音 が 出 る こ と が 楽 し

い も の で す か ら 、 タ ッ チ ペ ン を 持 つ こ と 、 押 す こ と と い う 動 作

が 難 な く で き る と い う か 、 手 や 指 の 操 作 機 能 を 高 め る こ と に も

つ な が る 、 そ う い う お 子 さ ん も い ら っ し ゃ る の で は な い か な と
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思 い ま す 。ま た 、ソ ン グ ブ ッ ク も つ い て お り ま し て 、「 森 の く ま

さ ん 」 な ど の 耳 慣 れ た 音 楽 を 英 語 で 歌 う よ う に で き る 、 そ う い

う こ と も 魅 力 の 一 つ か な と い う ふ う に 思 い ま す 。  

 ま た 、 ４ 番 の 東 京 書 籍 「 小 学 生 の 英 語 絵 ず か ん 」 も 、 し ゃ べ

る ぺ ん で 絵 や 文 字 を タ ッ チ す る こ と で 音 声 が 出 て く る 本 と な っ

て お り ま す 。 日 常 の 生 活 に 即 し た 内 容 と な っ て お り ま し て 、 例

え ば 、 朝 、 学 校 に 登 校 し て 、 夕 方 、 帰 っ て 、 家 で ゆ っ く り す る

ま で の １ 日 の 流 れ で あ っ た り 、 ま た 、 校 外 学 習 や 行 事 な ど 身 の

回 り の こ と を 表 現 で き る よ う に 工 夫 さ れ て い ま す 。 こ ち ら も 音

が 出 る 楽 し さ か ら 、 自 主 的 に 楽 し く 学 ぶ こ と が で き る の で は な

い か な と 思 い ま す 。  

 ま た 、 １ 番 も ４ 番 も そ う な の で す が 、 ど ち ら も 意 図 を 持 っ て

英 語 を 片 仮 名 で 表 記 し な い と し て お り ま す 。 な の で 、 文 字 か ら

で は な く て 、 イ ラ ス ト と 音 声 か ら 英 語 を 学 ぶ こ と が で き る の で

は な い か と 考 え ま す 。 高 価 、 ち ょ っ と 高 い お 値 段 で は あ る か な

と 思 い ま す が 、 卒 業 し た 後 も 長 く 自 宅 で 主 体 的 に 学 習 で き る の

で は な い か な と 考 え ま す 。  

 以 上 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 は い ら っ し

ゃ い ま す か 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で し ょ う か 。  

 で は 、N o .１ ０ の 最 後 ま で 行 き ま し た 。あ り が と う ご ざ い ま し

た 。 こ こ ま で 一 般 図 書 に つ き ま し て 皆 様 の 意 見 を 伺 っ て ま い り

ま し た が 、 子 ど も の 実 態 や 発 達 段 階 に 応 じ て 幅 広 く 一 般 図 書 の

採 択 が 可 能 と な り ま す よ う に 、 昨 年 度 ま で 採 択 さ れ て い る 一 般

図 書 は 、「 ● 」の 発 行 者 に よ る 供 給 が 困 難 に な っ た 図 書 を 除 い て
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引 き 続 き 使 用 で き る こ と 、 今 回 審 議 を 行 っ た 教 科 用 図 書 と し て

使 用 し た い と 考 え て い る 新 規 図 書 や 複 数 種 目 で 希 望 の あ る 一 般

図 書 は 、 い ず れ も 適 切 で あ る こ と と い う こ と で よ ろ し い で し ょ

う か 。  

 

各 委 員   は い 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ れ で は 、 ほ か に ご 意 見 が な い よ う

で す の で 、 議 題 １ 「 令 和 ７ 年 度 使 用 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若

し く は 中 学 校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科 用 図 書 に つ い て 」 の 審 議 に

つ き ま し て は こ こ ま で と し た い と 思 い ま す 。  

 続 き ま し て 、 議 題 ２ 「 令 和 ７ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 に 関

す る 審 議 結 果 の 答 申 に つ い て 」 の 審 議 を 行 い た い と 思 い ま す 。  

 前 回 、 つ ま り 令 和 ２ 年 度 に 行 わ れ ま し た 中 学 校 の 採 択 替 え の

答 申 に つ い て は 、 各 議 題 の 審 議 結 果 を ま と め た 審 議 の ま と め を

作 成 し 、 会 議 録 を 添 付 資 料 と し て お り ま し た 。 今 回 の 答 申 を ど

の よ う な 形 に す る か 、 ご 意 見 が あ る 方 は お 願 い し た い と 思 い ま

す 。 ど な た か あ り ま す で し ょ う か 。  

 

大 石 委 員   前 回 の 審 議 結 果 の ま と め を 拝 見 さ せ て い た だ い た ん で す け れ

ど も 、 と て も 分 か り や す い と 思 い ま し た 。 前 回 と 同 様 、 審 議 を

ま と め た も の を 答 申 と す る 形 が よ い と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か ご 意 見 の あ る 方 。  

 

平 林 委 員   答 申 は 、 審 議 の 結 果 が 分 か り や す く 示 さ れ る こ と が 大 切 だ と

思 い ま す 。 私 も 同 様 に 、 審 議 を ま と め た も の を 答 申 と し 、 参 考

と し て 会 議 録 を 添 付 す る の が よ い と 思 い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ の ほ か よ ろ し い で し ょ う か 。  
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各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 今 お 話 し い た だ き ま し た よ う に 、 答 申 に つ き ま し

て は 、 審 議 の 内 容 を ま と め た も の を 作 成 し 、 会 議 録 に つ い て は

参 考 に 添 付 す る と い う 方 向 で よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   は い 。  

 

委 員 長   そ れ で は 、 答 申 に つ い て は 、 ２ 回 目 の 中 学 校 用 教 科 用 図 書 の

審 議 、 並 び に ３ 回 目 の 特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中 学 校

の 特 別 支 援 学 級 用 の 教 科 用 図 書 に つ い て の 審 議 を 審 議 の 結 果 と

し て ま と め 、 答 申 す る と と も に 、 ま た 資 料 と し て 会 議 録 を 添 付

す る こ と と い た し ま す 。  

 改 め て 、 議 題 ２ 「 令 和 ７ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 に 関 す る

審 議 結 果 の 答 申 に つ い て 」 確 認 い た し ま す 。  

 １ 点 目 の 第 ２ 回 審 議 委 員 会 に お け る 議 題 「 令 和 ７ 年 度 使 用 中

学 校 教 科 用 図 書 の 審 議 に つ い て 」 は 、 審 議 し て き た 結 果 を 種 目

ご と に ま と め た 資 料 を 私 の ほ う で 作 成 し ま し て 、 そ れ を も っ て

答 申 と す る こ と 、 ま た 、 審 議 の 会 議 録 を 参 考 資 料 と し て 添 付 し

て 、 答 申 と す る と い う こ と に し た い と 思 い ま す が 、 い か が で し

ょ う か 。  

 

各 委 員   結 構 で す 。  

 

委 員 長   ま た ２ 点 目 と い た し ま し て 、 本 日 の 議 題 １ 「 令 和 ７ 年 度 使 用

特 別 支 援 学 校 及 び 小 学 校 若 し く は 中 学 校 の 特 別 支 援 学 級 用 教 科

用 図 書 に つ い て 」 は 、 子 ど も の 実 態 や 発 達 段 階 に 応 じ て 幅 広 く

一 般 図 書 の 採 択 が 可 能 と な る よ う に 、 昨 年 度 ま で 採 択 さ れ て い

る 一 般 図 書 は 引 き 続 き 使 用 で き る こ と 、 今 回 審 議 を 行 っ た 教 科



- 50 - 

 

用 図 書 と し て 使 用 し た い と 考 え て い る 新 規 図 書 や 複 数 種 目 で 希

望 の あ る 一 般 図 書 は い ず れ も 適 切 で あ る こ と と 考 え る 旨 を 答 申

し た い と 考 え て お り ま す が 、 皆 様 い か が で し ょ う か 。  

 

各 委 員   結 構 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 な お 、 会 議 録 に つ き ま し て は 添 付 資 料 と し ま し て 、 私 と 署 名

委 員 の 佐 々 木 委 員 で 確 認 を し た 後 に 答 申 す る よ う に し た い と 思

い ま す が 、 そ れ も 併 せ て よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

各 委 員   結 構 で す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 で は 、 ほ か に ご 意 見 が あ る 方 が い ら っ し ゃ れ ば お 願 い い た し

ま す 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で す か 。 そ れ で は 、 議 題 ２ に つ い て の 審 議 も 終 了 い

た し ま す 。  

 以 上 で 予 定 さ れ て い た 議 題 に 関 す る 審 議 は 終 わ り ま し た が 、

全 体 を 通 し て 皆 様 か ら 何 か ご 意 見 等 あ れ ば お 願 い い た し ま す 。  

 

各 委 員   な し 。  

 

委 員 長   よ ろ し い で す か 。  

 事 務 局 か ら 何 か あ れ ば お 願 い し ま す 。  

 

事 務 局   あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ れ で は 、 今 後 の 予 定 に つ い て 説 明
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い た し ま す 。  

 事 務 局 と い た し ま し て は 、 今 後 、 本 審 議 委 員 会 の 会 議 録 を 作

成 い た し ま し て 、 審 議 委 員 長 に 確 認 を い た だ き ま す 。 審 議 委 員

長 に お か れ ま し て は 、 た だ い ま の 審 議 の 結 果 を 踏 ま え て 答 申 を

作 成 い た だ き 、 会 議 録 を 資 料 と し て 添 付 し 、 委 員 長 と 署 名 委 員

の 佐 々 木 委 員 に 確 認 を し て い た だ き ま す 。 そ の 後 、 審 議 委 員 長

か ら 教 育 長 へ の 答 申 を 後 日 行 う こ と に な り ま す の で 、 よ ろ し く

お 願 い い た し ま す 。  

 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

委 員 長   あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 そ れ で は 、こ れ を も ち ま し て 全 て の 審 議 を 終 了 し ま し た の で 、

第 ３ 回 令 和 ７ 年 度 使 用 藤 沢 市 教 科 用 図 書 採 択 審 議 委 員 会 を 閉 会

と さ せ て い た だ き ま す 。 本 日 は あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
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こ の 会 議 の 結 果 の 記 載 に 相 違 な い こ と を 、 確 認 す る 。  

 

 

署 名 委 員  



 
 

 

 

 

中学校用 

 

 （令和７・８・９・１０年度用）  

 

 

 

『 調 査 資 料 』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年（令和６年）６月 

 

 

藤沢市教科用図書採択審議委員会 

 

 

 

 

 

 

 



目       次 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・ＱＲコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 

   ・表記は、教科書及び趣意書に書かれている表記となっています。 

 

国  語（国 語） 

 

国  語（書 写） 

 

社  会（地理的分野） 

 

社  会（歴史的分野） 

 

 

 

 

社  会（公民的分野） 

 

 

社  会（地 図） 

数  学（数 学） 

 

 

 

理  科（理 科） 

 

 

音  楽（一 般） 

音  楽（器楽合奏） 

美  術（美 術） 

 

保健体育（保健体育） 

 

技術・家庭（技術分野） 

 

技術・家庭（家庭分野） 

 

外 国 語（英 語） 

 

 

特別の教科 道徳（道 徳） 

 

東京書籍・三省堂 ………………………  １ 

教育出版・光村図書 ……………………  ２ 

東京書籍・三省堂 ………………………  ３ 

教育出版・光村図書 ……………………  ４ 

東京書籍・教育出版 ……………………  ５ 

帝国書院・日本文教出版 ………………  ６ 

東京書籍・教育出版 ……………………  ７ 

帝国書院・山川出版社 …………………  ８ 

日本文教出版・自由社 …………………  ９ 

育鵬社・学び舎 ………………………… １０ 

令和書籍    ………………………… １１ 

東京書籍・教育出版 …………………… １２ 

帝国書院・日本文教出版 ……………… １３ 

自由社・育鵬社 ………………………… １４ 

東京書籍・帝国書院 …………………… １５ 

東京書籍・大日本図書 ………………… １６ 

学校図書・教育出版 …………………… １７ 

啓林館・数研出版 ……………………… １８ 

日本文教出版 …………………………… １９ 

東京書籍・大日本図書 ………………… ２０ 

学校図書・教育出版 …………………… ２１ 

啓林館 …………………………………… ２２ 

教育出版・教育芸術社 ………………… ２３ 

教育出版・教育芸術社 ………………… ２４ 

開隆堂・光村図書 ……………………… ２５ 

日本文教出版 …………………………… ２６ 

東京書籍・大日本図書 ………………… ２７ 

大修館書店・Gakken …………………… ２８ 

東京書籍・教育図書 …………………… ２９ 

開隆堂 …………………………………… ３０ 

東京書籍・教育図書 …………………… ３１ 

開隆堂 …………………………………… ３２ 

東京書籍・開隆堂 ……………………… ３３ 

三省堂・教育出版 ……………………… ３４ 

光村図書・啓林館 ……………………… ３５ 

東京書籍・教育出版 …………………… ３６ 

光村図書・日本文教出版 ……………… ３７ 

Gakken・あかつき教育図書 …………… ３８ 

日本教科書 ……………………………… ３９ 



調 査 資 料                    教科：国語    種目： 国語  ＮＯ．１  

発行者の略称 東書 三省堂 

書  名 新編 新しい国語 現代の国語 

 

編修の趣旨と工夫 

 

 

学習指導要領との関連 

 

 

内容・構成 

 

 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

・３領域とも「てびき」で学習の見通

しから振り返るまでを示すことで、

何に着目して学習を振り返れば良い

か、生徒が主体的に学べるような構

成になっている。 

・３年生のデジタルコンテンツでは、

自分の思いや考えを表現するための

語彙を１８７０語掲載している。ま

た、言語能力のポイントを「言葉の

力」として明示し、汎用的に学べる

よう工夫している。 

・「読書案内」が年間３回設定されて

おり、テーマごとに様々な種類の本

の紹介文を示すことで、読書活動の

充実を促すようになっている。 

・１年生の古典の導入で「浦島太郎」

を扱ったり、折り込みの資料を設け

たりすることで、生徒が古文の学習

への関心や意欲を高める工夫がされ

ている。 

・「未来を考えるための９つのテー

マ」を設け、学習を通して自分や社

会の課題を認識できる構成になって

いる。 

・読むこと教材の「学びの道しるべ」

で学習のプロセスを示したり、どの

ように読めば力がつくのか、読みの

方略を図解で示したりすることで主

体的な学びを促す工夫をしている。 

・各教材の「語彙を豊かに」では、文

中に出てきた言葉に関連した他の例

や似ている言葉などを学ぶことがで

き、語感を磨くための様々なテーマ

が設定されている。 

・「私が選ぶこの一文」「ビブリオバ

トル」「ブックトーク」といった読

書活動が設定されているほか、「読

書の広場」に複数の教材が配置さ

れ、生徒が興味をもって読書に親し

めるような構成になっている。 

・１年生の「竹取物語」で絵巻物を掲

載し、生徒の視覚から古典の世界へ

誘う工夫がされている。また、時代

背景を捉え、考えを深められるよう

歴史教材に年表が付いている。 

・平和や環境に関する題材を取り上

げ、学習を通して国際社会について

考えられるような構成になってい

る。 

 

分量・装丁・表記等 

 

 

 

 

 

 

・ページの右端に領域ごとにテーマカ

ラーの帯がつけられており、活動の

区切りが明確になるよう工夫されて

いる。 

・資料編で、本編に掲載している古典

に関連する教材を取り上げ、本編教

材と併せて読むことで、作品への理

解が更に深まるようになっている。 

・挿絵や写真を大きく配置している。

誰にでも見やすく学びやすい配色で

内容を視覚的に捉えることができる

工夫がされている。 

・資料編は、約１００ページで「読

書」「社会生活」「参考資料」に分

けて掲載しており、広い知識を身に

つけられるようになっている。 

 

本市の生徒の実態や 

地域等の特性との関連 

 

・具体的なテーマを示すことで、根拠

を吟味しながら説得力のある文書を

書くことができる学習活動が設定さ

れており、論理的思考を育成できる

構成になっている。 

・複数の資料や文章を元にして自分の

考えをまとめ、根拠を明確にしなが

ら文章を書くことができる内容が掲

載されており、思考力を高められる

構成になっている。 
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調 査 資 料                      教科：国語    種目：国語  ＮＯ．２  

 発行者の略称 教出 光村 

 書  名 伝え合う言葉 中学国語 国語 

 

編修の趣旨と工夫 

 

 

学習指導要領との関連 

 

 

内容・構成 

 

 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

・教材を読み深めていくための視点

「学びナビ」が教材文の前に設けら

れ、生徒が学びへの明確な視点をも

ち学習に取り組むとともに、主体的

な学びを促す工夫をしている。 

・文章の中の情報を理解したり、語彙

を豊かにしたりするための言葉や表

現を「言葉・情報」として教材末に

取り上げており、生徒の考えの形成

に生かせる着目点が示されている。 

・単元ごとに「広がる本の世界」を設

けており、約１０冊ずつ紹介してい

る。また、学校図書館を利用し、そ

の機能の活用を図ったり読書交流を

行ったりする教材により、読書活動

の充実を促している。 

・1年生では親しみのある昔話「桃太

郎」と古典とのつながりが導入とし

て扱われ、生徒が古典作品の学習を

通して言語文化を楽しむことができ

るような構成になっている。 

・ＳＤＧｓ教材を設け、社会や日常生

活の中から課題を見つけて解決のた

めにできる取組について考えを深め

られるようになっている。 

・３領域共通で、見通しから振り返り

までの学習の流れと学習のポイント

を「学びへの扉」と「学びのカギ」

として明示し、主体的な学びを促す

工夫をしている。 

・各学年の「語彙を豊かに」で系統的

に語感を高める方法を学び、さらに

巻末の「語彙ブック」で語彙を提示

し、主体的に語彙を増やすことがで

きる構成になっている。 

・年間２か所に読書案内が設定されて

おり、３ページにわたって複数の本

を外国文学、戦争・平和など多様な

ジャンルごとに紹介し、読書への関

心を広げる工夫をしている。 

・１年生で「竹取物語」を扱うほか、

解説や観音開きの図版資料を提示し

古典の世界に親しめるような工夫を

している。口語訳が本文の左に記載

されて生徒にとって分かりやすい紙

面構成となっている。 

・各学年の巻頭「学習の見通しをもと

う」で他教科やＳＤＧｓとの関連を

一覧に明示しており、教科横断的に

学びを深められるよう促している。 

 

分量・装丁・表記等 

 

 

 

 

 

・教材ごとに領域や学習の重点を示す

アイコンやマークがページ右上に配

置されており、内容の把握が容易と

なる工夫が見られる。 

・巻末の見返しに『「ふるさと」を巡

る』を設けており、各都道府県を代

表する作家と作品を写真とともに紹

介し、興味や関心を高めている。 

・図表は色に頼ることなく形や線の種

類、濃淡等で識別でき、誰にとって

も見やすいものとなっている。 

・資料編には、身につけた力を確認す

る「学びのカギ」一覧や、書いたり

読んだりするときに手がかりとなる

資料を掲載し、学習理解を深められ

るようになっている。 

 

本市の生徒の実態や 

地域等の特性との関連 

 

・・身近な題材を例に自分の考えをも

ち、根拠と反論を入れた説得力のあ

る文章を書くことができるような構

成になっている。また、思考の方法

が図式化されており、思考力を高め

る工夫がされている。 

・領域を超えて資質・能力を活用でき

るよう「読むこと」と「書くこと」

のバランスを考えて教材が配置され

ている。また「思考のレッスン」で

論理的思考の基礎を学べるよう工夫

されている。 
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調 査 資 料                     教科：国語    種目：書写   ＮＯ．１ 

 

発行者の略称 東書 三省堂 

書  名 新編 新しい書写 現代の書写 

 

編修の趣旨と工夫 

 

 

学習指導要領との関連 

 

 

内容・構成 

 

 

教科・種目別の観点 

 
      
 

・硬筆で課題を共有し、毛筆で確認後、

再度硬筆で定着を図ることで、毛筆

と硬筆の関連を意識できる構成にな

っている。 

 

・行書の特徴を理解しやすいよう、初

めにポイントが短くまとめられ４つ

の行書の動きを生かして他の文字も

書けるような工夫がされている。 

 

・日常の学習や生活に役立つよう、各

学習内容の「生活に広げよう」や巻

末の「書写活用ブック」に様々な書

式の例が掲載されている。 

 

・主体的・対話的で深い学びを実現さ 

せるために「１．見つけよう」「２． 

確かめよう」「３．生かそう」とい

う項目を通して、生徒に考えを促す

問いを投げかけ、自ら考えることが

できるような工夫がされている。 

・硬筆で形を捉えてから毛筆に入るこ

とで、毛筆で学んだことを、硬筆で

書く際にも生かせる構成となってい

る。 

 

・行書と楷書の特徴を順番にまとめて

いる。また、書く場所が豊富で硬筆

で繰り返し書くことにより、学びが

確かなものにできるよう工夫されて

いる。 

 

・「書いて身につけよう」の項目では、 

普段の文字に生かせるよう、多様な

場面を想定し、自発的に練習できる

つくりとなっている。 

 

・主体的・対話的で深い学びを実現さ

せるために「書き方を学ぼう」「書

いて身につけよう」の順で見通しを

立てて学習に臨み、硬筆で書いて確

認できるような構成になっている。

また、「振り返ろう」では学習の前

後を比較できるような工夫がされて

いる。 
 

分量・装丁・表記等 

 

 

・重要な単語やポイントを太字にして、 

必要な情報が理解しやすくなるよう

なつくりとなっている。 

 

・多くのページで教科書の向きを変え

ずに手本が見えるような構成になっ

ており、行書では注意点や筆順が色

や数字で分かりやすくなるよう示さ

れている。 

 

・生活に関わる写真が掲載されており、

実生活でどのように使われているか

生徒が理解しやすくなる工夫がされ

ている。 

・書き方のポイントや学習すべき内容

と、実際に書く文字のフォントが区

別しやすいように分けられている。 

 

・多くのページで教科書の向きを変え

ずに手本が見えるような構成になっ

ている。また、学ぶページと書き込

むページがわかりやすくなるよう色

分けされている。 

 

・資料の写真が、掲載のねらいが伝わ

りやすくなるような工夫がされてい

る。 

 

本市の生徒の実態や 

地域等の特性との関 

連 

・二次元コードから毛筆教材の運筆動

画等を確認できる。 

 

・１年で「身につける」２年で「使い

分ける」３年で「使いこなす」とい

う段階が明示されており、学年ごと

に何を学ぶのかわかりやすい構成に

なっている。 

・書き方のコツが簡潔に矢印で示され

ており、課題が明確に表現されてい

る。また、二次元コードから詳しい

説明が確認できる。 

 

・説明のページと書くページが分かれ

ており、構成が分かりやすく示され

ている。 
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調 査 資 料                     教科：国語    種目：書写   ＮＯ．2 

 

発行者の略称 教出 光村 

 書  名 中学書写 中学書写 

 

編修の趣旨と工夫 

 

 

学習指導要領との関連 

 

 

内容・構成 

 

 

教科・種目別の観点 

 

       

・「硬筆での試し書き→毛筆→硬筆」

の構成となっており、毛筆の学びを

硬筆に生かせるようになっている。 

 

・朱筆で書いた写真により、筆脈が視

覚的に分かりやすく示されており、

行書特有の筆使いの習得が図れるよ

うになっている。また、「気づき」

や「まとめ」を書く欄があり、身に

ついた能力を確認できるような構成

になっている。 

 

・日常生活に生きてはたらく書写力を

育み、主体的な文字の使い手になる

ような構成になっている。 

 

・生徒が自分の課題を解決していくた

めのヒントとして「目標→考えよう

→生かそう→振り返ろう」という段

階が設けられており、主体的・対話

的で深い学びを実現させるような工

夫がされている。また、話し合い活

動や気づいたことをメモする欄が設

けられている。 

・毛筆と同じ学習要素をもつ硬筆課題

が豊富に設定されており、毛筆での

学びを硬筆へと生かせるようなつく

りになっている。 

 

・行書の学習の初めに、行書の特徴を

４色の行書スイッチとして示し、生

徒が主体的に学ぶきっかけを作って

いる。また、行書の特徴を確認しな

がら練習できるような工夫がされて

いる。 

 

・学校生活や日常生活に紐づけた題材

が設定されており、書写の基礎基本 

を身につけられる構成となっている。 

また、別冊があることによって、繰

り返し練習することができるように

なっている。 

 

・「１．考えよう」「２．確かめよ

う」「３．生かそう」という段階を 

設けることで、生徒が見通しをもち、 

主体的・対話的で深い学びにつなが

るような工夫がされている。 

 

分量・装丁・表記等 

 

 

・行間や空間に余裕があり、文字が見

やすくなっている。 

 

・多くのページで教科書の向きを変え

ずに手本が見えるような構成になっ

ているとともに、朱筆の手本による

筆脈の動きを分かりやすく図示して

ある。また、毛筆と硬筆が見開きで

学習できるつくりになっている。 

 

・半紙形の紙面が教材文字のみになっ

ており、取り組みやすいつくりにな

っている。後半は説明やコラムの写

真資料が豊富で、わかりやすくなる

ようなつくりになっている。 

・目的に応じて色やフォントを使い分

けており、生徒が見やすくなるよう

な構成となっている。 

 

・多くのページで教科書の向きを変え

ずに手本が見えるような構成になっ

ているとともに、毛筆の手本は見開

きを使って大きく示されており、実

物大で練習しやすいよう工夫がされ

ている。 

 

・情報が伝わりやすくなるような資料

の配置になっている。後半には漫画

が挿入されていたり資料として写真

が多く掲載されていたりするなど、

視覚的な工夫がされている。 

 

 本市の生徒の実態や

地域等の特性との関

連 

 

・目次に二次元コードがあり、毛筆教

材の運筆動画やワークシートなど学

習に役立つ情報が豊富に用意されて

いる。 

・「試し書き」と「まとめ書き」の欄

があり、学習前後の比較、振り返り

ができる。 

・各ページの二次元コードを開くと動

画が斜めから撮られており、筆使い

を確認できる工夫がされている。 

 

・別冊では硬筆を主に扱い、本冊は毛

筆に重点を置くことで、学習を進め

やすい構成になっている。 
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調 査 資 料                          教科：社会    種目：地理的分野 ＮＯ．１  

発行者の略称 東書 教出 

書  名 新編 新しい社会 地理 中学社会 地理 地域にまなぶ 

 

編修の趣旨と工夫 

 

 

学習指導要領との関

連 

 

 

内容・構成 

 

 

教科・種目別の観点 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「地理を学ぶ５つのミカタ」を示

し、地理的な見方・考え方が働くよ

うに工夫され、各学習内容やまとめ

ではマークで視点を例示している。 

・「みんなでチャレンジ」で主体的・

対話的な活動を行い、多様な意見に

ふれながら多面的・多角的に考察が

できるような工夫がある。 

・持続可能な社会の実現を意識できる

よう全体を５つのテーマで貫き、

「未来にアクセス」や「もっと知り

たい」を設け、より広い視点で学習

課題に迫れるような工夫がある。 

・北方領土および竹島に関しては、不

法に占拠、尖閣諸島については、日

本が有効に支配しているため領土問

題はないと明記されている。 

・各単元の導入部に小学校の既習内容

を振り返るページが設定され、オリ

ジナルのＱＲコンテンツで既習事項

や関連事項を確認できるようになっ

ている。 

・巻頭に「地理的な見方・考え方」を

５つ示し、学習内容ごとに地理的な

見方・考え方が身につくような「学

習課題」を提示している。 

・各章や編の「学習のまとめと表現」

で多面的・多角的な考察を促す問い

や、グループでの対話的な活動がで

きるような課題がある。 

・持続可能な社会の実現を視点に学習

できるよう、特設ページ「クロスロ

ード」を設けるほか、「地理の窓」

のコラムで、人権尊重や多文化共生

の内容もあるなど、視点を変えて課

題に迫れるような工夫がある。 

・北方領土および竹島に関しては、不

法に占拠、尖閣諸島については、日

本固有の領土であり、日本が領有

し、有効に支配を続けてきたと明記

されている。 

・地理・歴史・公民の学習の連携を意

識できるよう巻頭で相互の関係を示

し、頁の下部には、学習内容と関連

する他分野の学習が示されている。 

 

 分量・装丁・表記等 
 

 

 

 

 

 

 

・難しい用語を解説する「もっと解

説」のコーナーに加え、巻末に用語

解説がまとめて掲載され、ＱＲコン

テンツ「社会科用語マスター」にお

いても詳しく解説されている。 

・小さな文字が読み取りにくい生徒

に配慮し、読み取りやすいゴチッ

ク体のふりがなを採用している。 

・側注解説により、本文の記述や言葉

を補足し、詳しく解説したものが記

されており、巻末にも用語の解説が

豊富に掲載されている。 

・文章は、中学生の発達段階を考慮し

た、平易な表現になっている。 

 

 本市の生徒の実態や

地域等の特性との関

連 

 

（・二次元コードから、単元学習を予

習・復習できるコンテンツ、ワーク

シート、映像資料にアクセスし、学

習に活用できるような工夫がある。 

・学習の流れが可視化され、単元を

貫く「探究課題」を立て、それを

解決するために必要な学習プロセ

スがわかるよう工夫されている。 

 

・二次元コードから、「役立つリンク

集」や動画、クイズにアクセスし、

学習に活用できるよう工夫されてい

る。 

・見開きごとに「学習課題」と、それ

に対応する「確認！」「表現！」

を設け、生徒が主体的に学習に取

り組めるよう工夫されている。 
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調 査 資 料                          教科：社会    種目：地理的分野 ＮＯ．２  

 

発行者の略称 帝国 日文 

書  名 
社会科 中学生の地理 

世界の姿と日本の国土 
中学社会 地理的分野 

 

編修の趣旨と工夫 

 

 

学習指導要領との関

連 

 

 

内容・構成 

 

 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・巻頭に「地理的な見方・考え方」を

５つ示し、見方・考え方を働かせな

がら章や節を貫く問いの解決に向け

て取り組めるよう１単位時間ごとに

問いを示すとともに、毎時の学習課

題が設定されている。 

・各章や節末の「学習を振り返ろう」

では、個人やグループで多面的・多

角的に考察し、表現する活動があ

る。 

・持続可能な社会に向けた行動を促す

工夫として、特設ページと本文ペー

ジに「未来に向けて」のコラムを設

け、未来の社会をつくるための具体

的な取組を確認しながら、学習課題

に取り組めるよう工夫がある。 

・北方領土および竹島に関しては、不

法に占拠、尖閣諸島については、日

本固有の領土であり、解決すべき領

有をめぐる問題はないと明記されて

いる。 

・見開き頁の下部に小学校での学習

や他分野・他教科と関連のある題

材に関連を示し、既習事項をふま

えて学習できる工夫がある。 

・巻頭に「地理的な見方・考え方」が

イラストを用いて解説され、１単位

時間ごとに見方・考え方を使った問

いが設けられている。 

・章や節の導入で問いとともに、地域

学習では、自ら問いを立てる学習が

設定され、章末や節末の「学び合

い」には、主体的・対話的な活動を

通して、多面的・多角的に考察を促

す学習課題がある。 

・持続可能な社会について考えること

ができるよう、巻頭に「持続可能な

社会と私たち」、地域学習で「持続

可能な地域をめざして」のコラムな

ど、教科書全体を通して教材が扱わ

れている。 

・北方領土および竹島に関しては、不

法に占拠、尖閣諸島については、日

本固有の領土として管理されてきて

おり、領土問題は存在していないと

明記されている。 

・頁下部に小学校や、他分野との学習

の関連を示したコーナーを設け、既

習事項や他分野に関連する事項を確

認、活用できるようにしている。 

 

分量・装丁・表記等 

 

・難しい用語について、見開きページ

内に「解説」が設けられ、学習して

いるページを開いたまま確認できる

よう工夫がある。 

・重要語句を示すゴシック体で記され

た用語にはルビがふられ、見やすさ

にも工夫が施されている。 

・難しい語句の解説が、巻末の「用語

解説」にまとめて記載されている。 

・小学校６年生以上で学習する漢字の

初出箇所と、すべての重要語句にル

ビを付けて、読み取りやすい工夫が

されている。 

 

 本市の生徒の実態や

地域等の特性との関

連 

 

・・ＱＲコードから学習内容とリンク

した動画、スライド、ワークシート

の利用ができ、学習の定着を図る工

夫がされている。 

・「学習を振り返ろう」では、問い

の解決に向けて必要な「見方・考

え方」が示され、学習の参考にで

きるよう工夫がある。 

・二次元コードから、動画や確認テス

ト、確認小テストなどのコンテンツ

の利用ができ、生徒の個別学習に対

応できる工夫がある。 

・学習の見通しをもてるよう「章・節

の問い」、毎時の「学習課題」を章

末等の「まとめとふり返り」が設定

されている。 
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調 査 資 料                 教科：社会    種目：歴史的分野  ＮＯ．１  

発行者の略称 東書  教出  

書  名 新編  新しい社会  歴史  
中学社会  歴史  

未来をひらく  

 

編修の趣旨と工夫 

 

 

学習指導要領との

関連 

 

 

内容・構成  

 

 

教科・種目別の

観点  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・歴史的な見方・考え方を働かせなが

ら、課題解決的な学習のために必要

な技能を身につけられる活動コーナ

ーが多数取り入れられている。 

 

・「みんなでチャレンジ」では、対話

的活動を促すコーナーを設け、多様

な意見に触れながら考察できるよう

になっている。 

 

・現代的な諸課題を「環境・エネルギ

ー」「人権・平和」「伝統・文化」

「防災・安全」「情報・技術」の５

つのテーマで捉え、持続可能な社会

の形成を意識しながら学習を進めら

れるようになっている。  

 

・本文に加え、特設ページなどで、同

和問題や、アイヌ民族、琉球王国の

歴史等について扱い、人権尊重・多

文化共生の意識を高められるよう工

夫されている。 

 

・各単元の導入部に、小学校社会科で

学習した内容を用語や写真で振り返

るページを設けて、小・中の学習の

つながりが円滑となるよう工夫され

ている。 

・章の最後に「学習のまとめと表現」

を設け、基礎基本の定着を図るとと

もに、歴史的な見方・考え方を働か

せられるよう考察し、表現する学習

活動が設けられている。  

 

・特設ページで、視点を変えて捉え直

すテーマを設定し、生徒にとって身

近な話題と照らし合わせることで、

多面的・多角的に考察できるように

なっている。  

 

・特設ページにＳＤＧｓの目標と関わ

りが深い学習内容についてマークを

配すほかに、「歴史学習の終わり  

に」で、これまでの学習を生かして

現代の課題についてＳＤＧｓの視点

から問いを立て調査・考察、発表・

交流する活動を取り上げている。  

 

・沖縄と北海道の歴史について調べ学

習ができる構成となっており、人権

尊重・多文化共生に向けた意識を高

められるよう工夫されている。  

 

・小学校で学習した人物にマークを配

したり、そのページの学習内容と関

わりのある他分野の学習内容を示し

たりしている。  

 

分量・装丁・表記等 

 

・ＡＢ版である。 

 

・ユニバーサルデザインフォントを使

用し、多くの生徒にとって見分けや

すいよう配色にも配慮している。 

・ＡＢ版である。 

 

・紙面でもデジタル画面でもユニバー

サルデザインフォントを使用し、カ

ラーユニバーサルデザインに基づく

配色をしている。  

 

 本市の生徒の実

態や地域等の特

性との関連  

 

・「一遍聖絵」「後醍醐天皇」の肖像画

の所蔵場所として、本市にある清浄光

寺が掲載されており、地域の歴史への

関心を高めさせるものとなっている。 

 

・ＱＲコンテンツを用いて、既習事項の

振り返り、動画視聴など、個人に合わ

せた学習ができるように工夫されて

いる。 

 

・「一遍上人絵伝」「後醍醐天皇」の

肖像画の所蔵場所として、本市にあ

る清浄光寺が掲載されており、地域

の歴史への関心を高めさせるものと

なっている。  

 

・二次元コードからコンテンツの種類

（リンク、動画、クイズ）がマーク

で表示されており、視覚的な工夫が

されている。  
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調 査 資 料                 教科：社会     種目：歴史的分野 ＮＯ．２  

発行者の略称 帝国  山川  

書  名 
社会科  中学生の歴史  

日本の歩みと世界の動き  

中学歴史  

日本と世界  改訂版  

 

編修の趣旨と工夫 

 

 

学習指導要領との

関連 

 

 

内容・構成  

 

 

教科・種目別の

観点  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

・各時代のはじめに「タイムトラベ 

ル」を設け、イラストの読み解きや

「見方・考え方」を働かせる活動を

通して、生徒が学習する時代の見通

しを立てられるような工夫がされて

いる。 

 

・「地域史」や「歴史を探ろう」など

のコーナーで、具体的なテーマを設

定し、様々な視点から考察し社会の

多様性を認める態度の育成を図るこ

とができるよう工夫されている。 

 

・「環境・エネルギー」「防災」「人

権・多文化」「平和・安全」「情報

・技術」「伝統・文化」の６つのテ

ーマで持続可能な社会の視点を養う

「未来に向けて」を設け、より良い

未来を創造するための知識と態度を

育める配慮がされている。 

 

・より良い未来を創造するために人権

などに関するコラムを設け、生命や

個人の価値を尊ぶ態度を養えるよう

工夫されている。 

 

・「小・地・公の関連アイコン」など

を示すことで、既習事項を踏まえて

物事を多面的・多角的に捉えること

ができるよう工夫されている。 

・因果関係を重視した本文の記述に加

え、写真や図絵、資料などに多くの

発問を設けることで、歴史的な見  

方・考え方が身に付けられるような

つくりになっている。  

 

・「ステップアップ」や「章のまと  

め」に、様々な立場や出来事から多

面的・多角的に考察できるような工

夫がされている。  

 

・世界と日本の歴史との関連や、現在

の国際情勢との関連を踏まえた叙述

になっており、グローバル化が急速

に進む社会を生きる生徒を育てる工

夫がされている。  

 

・男性中心に偏りがちな歴史における

女性の活躍が学び取れるよう、女性

を取り上げた人物コラムを設け、男

女の平等を重んずる配慮がなされて

いる。  

 

・第１章１節で小学校で学習する人物

を取り上げ、第５章以降で「近代  

化」など高等学校での学習でも求め

られる概念を盛り込むなど、小・  

中・高の円滑な接続ができるよう  

工夫されている。  

 

分量・装丁・表記等 

 

・ＡＢ版である。 

 

・ユニバーサルデザインフォントを使

用し、多くの生徒にとって見分けや

すいよう配色にも配慮している。 

・ＡＢ版である。 

 

・ユニバーサルデザインフォントを使

用し、カラーユニバーサルデザイン

に基づく配色をしている。  

 

 本市の生徒の実

態や地域等の特

性との関連  

 

・「一遍上人絵伝」「後醍醐天皇」の肖

像画の所蔵場所として、本市清浄光寺

を掲載するほか、参勤交代の道のりに

藤沢の記載があり、地域の歴史への関

心を高めさせるものとなっている。 

 

・学習内容の習得や調べ学習を支援す

るＱＲコンテンツが掲載され、生徒の

個別最適な学びを支援するようなつ

くりになっている。 

・「一遍上人絵伝」「一遍」「後醍醐

天皇」の肖像画の所蔵場所として、

本市にある清浄光寺が掲載され、地

域の歴史への関心を高めさせるもの

となっている。  

 

・二次元コードを用いて、画像を拡大

して見たり、動画で理解を深めるこ

とができるようになっている。  
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調 査 資 料                 教科：社会    種目：歴史的分野  ＮＯ．３  

発行者の略称 日文  自由社  

書  名 
中学社会  

歴史的分野  
新しい歴史教科書  

 

編修の趣旨と工夫 

 

 

学習指導要領との

関連 

 

 

内容・構成  

 

 

教科・種目別の

観点  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本文ページに「見方・考え方」コー

ナーが毎時間設けられており、学習

課題の解決に向けての手掛かりとな

るような工夫がされている。 

 

・「チャレンジ歴史」では、複数の資

料を用いて、考えたり、対話したり

するなど、多面的・多角的に考察で

きるような工夫がされている。 

 

・「先人に学ぶ」や「チャレンジ歴 

史」をはじめとしたコラムや特設ペ

ージ等を設けるなど、現代的な諸課

題について歴史的・国際的な視点を

踏まえて学習に取り組めるよう工夫

されている。 

 

・本文ページのほかに、「歴史を掘り

下げる」で、現代に続く課題の歴史

的背景から今日までの取組を学ぶこ

とができる教材を掲載している。 

 

・命の尊さや伝統・文化などをテーマ

に据えたコラム「先人に学ぶ」など

を設置して、道徳教育との関連を充

実させるなどの工夫がされている。 

・各章末に時代の特徴を考えるページ

を設けて、時代を比較するなど、歴

史的な見方・考え方を働かせる学習

ができるよう工夫されている。  

 

・「外の目から見た日本」など外国人

から見た日本や日本人の姿を取り上

げ、外からの客観的視点から多面  

的・多角的に考察できるように工夫

されている。  

 

・他国、他民族を尊重するなど国際友

好の大切さを感じることができるコ

ラムを掲載している。  

 

・近代日本女性の教育に生涯を支えた

人物を取り上げ、外国人の客観的視

点から、日本社会で日本の女性が高

い尊敬を受けていることを紹介する

などの工夫がされている。  

 

・各章の「登場人物の紹介コーナー」

の年表を使って小学校での既習事項

や人物の確認ができるなど、小学校

での学習事項との接続に配慮してい

る。  

 

 

分量・装丁・表記等 

・ＡＢ版である。 

 

・ユニバーサルデザインフォントを使

用し、カラーユニバーサルデザイン

に基づく配色をしている。 

・ＡＢ版である。 

 

・本文の文体を、親しみやすい「で  

す・ます」体にしている。  

 

 本市の生徒の実

態や地域等の特

性との関連  

・「一遍上人絵伝」「一遍」「後醍醐天

皇」の肖像画の所蔵場所として、藤沢

市清浄光寺の記載があり、地域の歴史

への関心を高めさせるものとなって

いる。 

 

・ＱＲコンテンツを使用することで、各

自の学習進度に合わせた教材を選択

できるようなつくりとなっている。 

 

・「一遍上人絵伝」「一遍」「後醍醐

天皇」の肖像画の所蔵場所として、

本市にある清浄光寺の記載があり、

地域の歴史への関心を高めさせるも

のとなっている。  

 

・各章末に復習問題ページを設けて、

基本事項の定着をはかるための工夫

がされている。  
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調 査 資 料                 教科：社会    種目：歴史的分野 ＮＯ．４  

発行者の略称 育鵬社  学び舎  

書  名 新しい日本の歴史  ともに学ぶ人間の歴史  

 

編修の趣旨と工夫 

 

 

学習指導要領との

関連 

 

 

内容・構成  

 

 

教科・種目別の

観点  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「年代や時代区分の表し方」、「歴

史的な見方・考え方を働かせる」で

時代や年代、推移、比較、相互の関

連、現在とのつながりといった歴史

学習に必要な「社会的事象の歴史的

な見方・考え方」の具体例を挙げて

説明している。 

 

・各章末に「学習のまとめ」を設け、

各時代の人物や生活、文化などにつ

いての資料を複数掲載することで、

多面的・多角的な視点で考察が深め

られるようになっている。 

 

・現代社会における日本や世界の諸課

題において、日本の果たすべき役割

を考える課題を設定するなどの工夫

がされている。 

 

・主体的に社会の形成に参画できるよ

う、男女の平等、自他の敬愛と協力

など、先人の取り組みの資料やコラ

ムを掲載している。 

 

・「歴史の流れと先人の活躍」で小学

校で学んだ歴史上の人物について、

いつの時代にどのような活躍をした

か確認できるようになっている。 

・各時代の章のはじめに、各地域の生

活や世界のつながりを視覚的にとら

えられるようにし、生徒の課題意識

を育成できるよう学習課題を明示し

多面的・多角的に考えられるような

工夫がされている。  

 

・章末に学習のまとめなどを設けて、

推移に着目し、歴史的な見方・考え

方を働かせる学習ができるような工

夫がされている。  

 

・世界史教材を多く設定することで、

共存や連帯の意識を生み出し、自国

や地域を主体的に認識しようとする

姿勢を育む配慮がされている。  

 

・女性の生きる姿や沖縄、アイヌの人

びとの取組を具体化するなど、主体

的に社会の形成に参画しようとする

態度を培う工夫がされている。  

 

・「歴史を楽しく学ぼう」で小学校の

学習をふりかえり、調べ学習の方法

を体得できるような構成になってい

る。  

 

分量・装丁・表記等 

・ＡＢ版である。 

 

・ユニバーサルデザインフォントを使

用し、多くの生徒にとって見分けや

すいよう配色にも配慮している。 

・Ａ４版である。 

 

・地図やグラフをカラーユニバーサル

デザインに基づく配色にしている。  

 

 本市の生徒の実

態や地域等の特

性との関連  

・「一遍上人絵伝」「後醍醐天皇」の肖

像画の所蔵場所として、本市にある

清浄光寺の記載があり、地域の歴史

への関心を高めさせるものとなって

いる。 

 

・各章の導入にある二次元コードを用

いて、学習内容に関連した動画視聴、

情報収集をして、自主学習ができる

ようになっている。 

・「一遍聖絵」の所蔵場所として、本

市にある清浄光寺の記載があり、地

域の歴史への関心を高めさせるもの

となっている。  

 

・生徒が問いや疑問をもてるよう、興

味のわくタイトル、関心を引き出す

学習課題が設定されている。  
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調 査 資 料                 教科：社会    種目：歴史的分野 ＮＯ．５  

発行者の略称 令書  
 

書  名 国史教科書  第７版  
 

 

編修の趣旨と工夫 

 

 

学習指導要領との

関連 

 

 

内容・構成  

 

 

教科・種目別の

観点  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「国史を学ぶにあたって」で、歴史

的な見方・考え方を働かせるための

視点として、年代と時系列、推移、

比較、関連、現在とのつながりにつ

いて説明されている。 

 

・歴史上の様々な事象に疑問を持ち、

自ら探究できるきっかけとなるコラ

ムを、多数配置する工夫がされてい

る。 

 

・持続可能な社会の実現のために、国

際社会における日本の役割について

の学習課題を設けるほか、他国との

助け合いの歴史を記述し、国際的な

相互理解の重要性に気付かせるよう

な工夫がされている。 

 

・アイヌ文化を紹介したり、明治・大

正期の沖縄や北海道を、年表をつけ

て紹介したりするなど、人権尊重・

多文化共生へ配慮した構成となって

いる。 

 

・「歴史カードを作ってみよう」で、

小学校で学んだ学習の振り返りとし

て、人物と文化について、調べ学習

をする構成になっている。 

 

 

分量・装丁・表記等 

・Ａ５版である。 

 

・縦書きで表記されていることで、読

書をするように読むことができる構

成になっている。 

 

 

 本市の生徒の実

態や地域等の特

性との関連  

・一遍の中心寺院や「後醍醐天皇」の肖

像画の所蔵場所として、本市にある清

浄光寺の記載があり、地域の歴史への

関心を高めさせるものとなっている。 

 

・二次元コードで、漫画『承久の乱』を

読むことができるようになっている。 
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調 査 資 料                     教科：社会   種目：公民的分野  ＮＯ．１  

発行者の略称 東書 教出 

書  名 新編 新しい社会 公民 
中学社会 公民 

ともに生きる 

 

編修の趣旨と工夫 

 

 

学習指導要領との関

連 

 

 

内容・構成 

 

 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各章の「探究のステップ」で探究課

題の解決を助ける問いが設定され、

課題解決に向けた思考力・判断力・ 

表現力を育む工夫がなされている。 

・選挙権年齢と成年年齢の満１８歳以

上への引き下げに対応して、実際の

選挙の流れや契約における注意点を  

理解できる「１８歳へのステップ」

を設け、主権者意識を高める工夫が

されている。 

・「ちがいのちがい」で身近な事例か

ら人権が守られる社会を創るため

に、どのように社会に関わるか考え

られるよう工夫されている。また、

持続可能な社会の実現に向けて「人

権・平和」などの多様な側面から考

えられるよう工夫されている。 

・領土をめぐる問題やパレスチナ問題

と中東和平、沖縄復帰５０周年など

平和に関する課題を複数掲載し、国

際平和のために解決すべき課題を考

えられるよう工夫されている。 

・各章の始まりで、小学校で学習した

語句や写真が掲載され、章末の「も

っと知りたい」で関連する教科、分

野、ページが表記されるなど、学習

内容と関連付けて考えられるよう工

夫されている。 

・単元を通して課題解決的に学習を進

められるよう、追究する問いを明示

し単元の終わりにはまとめのページ

を設け、思考力・判断力・表現力を

培いながら多面的・多角的に考察で

きるように工夫されている。 

・選挙制度や消費者の権利と責任など

について理解を深め、１８歳に向け

て社会に参画していく意識が高めら

れるよう工夫されている。 

・日本における人権をめぐる課題や解

消に向けた取組を紹介している。ま

た小学校での学習や他教科、ＳＤＧ

ｓなどを軸に学習が展開できるよう

工夫されている。 

・領土問題のほか、特設テーマを設

け、その中で異常気象、戦争や紛争

の今日的な課題などを扱い、平和的

解決に向け主体的に考えられるよう

に工夫されている。 

・章の冒頭で、給食を例に挙げたり、

欄外に小学校６年生の学習とのつな

がりを設けたりするなど、身近な事

例から主体的に考えられるような工

夫がされている。 

 

 

 

 

分量・装丁・表記等 

 

 

 

 

・１つの単元を見開き２ページでおさ 

め、学習計画が立てやすくなるよう

工夫されている。 

・ユニバーサルデザインフォントを使

用するとともに、グラフや地図など

で配色に配慮し、誰もが学習しやす

くなるような工夫がされている。 

・見開き２ページで１単位時間を原則

としており、整理・考察しやすい分

量や配分になっている。 

・ユニバーサルデザインフォントを使

用し、本文や資料をフォントやポイ

ントの違いで区分するなど、視認性

が高まるよう配慮をしている。 

 

本市の生徒の実態や

地域等の特性との関

連 

 

・全ての単元にＱＲコンテンツが掲載

され、導入・展開・まとめなど授業

内で活用できるようになっている。 

・「探究課題」、「探究のステッ

プ」、「学習課題」の３段階の問い

が学習の流れを可視化し、考えを整

理、表現できる構成となっている。 

・二次元コードから各種コンテンツに

アクセスし、学習に活用できるよう

になっている。 

・「学習課題」、「確認」、「表現」

を設け１時間ごとの追究課題を提示

し、自分の言葉で表現できるよう構

成されている。 
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調 査 資 料                   教科：社会    種目：公民的分野 ＮＯ．２  

 発行者の略称 帝国 日文 

書  名 
社会科 中学生の公民 

よりよい社会を目指して 
中学社会 公民的分野 

 

編修の趣旨と工夫 

 

 

学習指導要領との関連 

 

 

内容・構成 

 

 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「アクティブ公民」を設け、様々な

立場を踏まえて議論を進め合意形成

を目指す活動を通じ、現代社会の見

方・考え方を働かせ課題に取り組め

るよう工夫されている。 

・特設ページ「１８歳への準備」で、

１８歳に向けて身につけたいメディ

アリテラシー、契約、ライフプラ

ン、金利などの実践的な知識や技能

を習得し、主権者として社会参画を

促す工夫がされている。 

・人権に関する中学生の作文や、差別

をなくす様々な取組の事例を通じ、

「個人の尊重」の重要性が理解でき

るよう工夫されている。また、巻頭

でＳＤＧｓの目標と実現に向けた各

地の取組を紹介し、本文では持続可

能な社会に向けて主体性を養えるよ

う工夫している。 

・「領土をめぐる取り組み」のほか、

ロシアによるウクライナ侵攻を掲載

し、紛争の背景と平和構築の課題に

ついて考えられるよう工夫されてい

る。 

・部の冒頭とページ下部に小学校、他

分野、他教科との関連事項が記載さ

れ学びのつながりを図る工夫がされ

ている。 

・アクティビティを設けるなど、主体

的・対話的で深い学びを実現できる

よう見方・考え方を働かせて学ぶこ

とができる工夫がされている。 

・「明日に向かって」のコーナーで契

約やキャリア教育など１８歳成人に

関わる内容を取り上げ、主体的に社

会に参画する意識が高められるよう

な工夫がされている。 

・人権について、従来及び現代におけ

る様々な課題が掲載され、点字加工

ページを設け実物に触れられるな

ど、具体的に捉えられるよう工夫さ

れている。また、巻頭や本文ページ

で、持続可能な開発目標に関わる現

代的な課題を考えられるよう工夫さ

れている。 

・「日本の領土をめぐる問題」や、コ

ラムで「パレスチナ問題」、「ロシ

アによるウクライナ侵攻」、写真で

「アメリカ同時多発テロ」、「シリ

アの紛争」など平和について考える

学習課題や資料を取り上げている。 

・章の冒頭に「小学校で学習した内

容」が掲載され、学びのつながりを

図る工夫がされている。 

 

分量・装丁・表記等 

 

 

 

 

 

 

 

・１見開き１時間での授業を原則と

し、学習計画を立てやすくなるよう

工夫されている。 

・図版に背景色や囲み線を入れること

や、ユニバーサルデザインフォント

を採用し、重要語句を示すゴシック

体の太さやルビを工夫するなどの配

慮をしている。 

・１授業時間を見開き２ページでまと

め、授業計画が立てやすくなるよう

工夫している。 

・ユニバーサルデザインフォントを使

用し、小学６年生以上で学習する漢

字の初出箇所などにルビを付けるな

ど工夫されている。 

 

本市の生徒の実態や 

地域等の特性との関 

連 

 

・ＱＲコンテンツを活用することで、

主体的に学習内容を深めることがで

きるよう工夫されている。 

・章・節の冒頭で問いを示し、末尾に

課題を設けることで学習の見通しと

振り返りができるよう工夫されてい

る。 

・ＱＲコンテンツを活用することで、

各自の進め方に合わせて学ぶことが

できるよう工夫がされている。 

・章・節の単元を貫く問いを示し、ま

とめと振り返りで章の問いを改めて

考えられるよう工夫されている。 
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調 査 資 料                   教科：社会    種目：公民的分野 ＮＯ．３  

 

発行者の略称 自由社 育鵬社 

書  名 新しい公民教科書 新しいみんなの公民 

 

編修の趣旨と工夫 

 

 

学習指導要領との関連 

 

 

内容・構成 

 

 

教科・種目別の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「アクティブに深めよう」で、課題

について生徒同士で話し合う活動が

設定されており、主体的・対話的で

深い学びにつながるよう工夫されて

いる。 

・本文中の主権者としての学習のほ

か、「もっと知りたい」では「選挙

制度と政治参加」が設けられ、選挙

制度と政治の関係についての課題が

記載されている。 

・人間の尊重について、基本的人権を

中心に深め、「もっと知りたい」で

は「権利の平等に関する問題」な

ど、発展的に学習ができるよう工夫

がされている。また、学んだことを

いかして持続可能な日本と世界が形

成されるよう「課題の探求」などで

学習が深められるよう工夫されてい

る。 

・領土問題や拉致問題等を扱ったり、

ウクライナ紛争、パレスチナ問題な

ど世界の対立・紛争地域を紹介した

りするなど、世界平和について学ぶ

ことができるよう工夫されている。 

・働くこと及び「職業」の意味につい

て理解できるようにするなど説明が

工夫されている。 

 

・「やってみよう」で、学習した知識

をもとに複数人で意見交換しながら

課題解決について考えることができ

るよう工夫されている。 

・章末の「これから」を考えるワーク

シートで、主権者として未来の姿を

構想できるよう工夫されている。 

・「憲法の入り口」のコーナーを設

け、基本的人権に関する憲法の条文

と現代社会の事例を照らし合わせ、

人権を尊重するために憲法がどのよ

うに保障しているかを考える工夫が

されている。また、持続可能な社会

の形成について、教材を紹介するな

ど、生徒自身が考えられるよう工夫

されている。 

・「拉致問題と私たち」、「日本の領

土をめぐる問題」を大きなコラムで

特集し、日本人としてどの様に向き

合っていくかをキャラクターが発問

するなど、互いの利益が一致しない

中でどの様に共存していくかを考え

る工夫がされている。 

・章の入り口でキーワードの語群と写

真を掲載し、小学校の学習を振り返

り、これまでの学習とのつながりを

意識できるよう工夫されている。 

 

分量・装丁・表記等 
・１授業時間で見開き 2ページ程度で

まとめられている。 

・各単元の重要語句はゴシック体の太

字になっており、大事な語句を意識

できるよう工夫されている。 

 

 

 

・１つのテーマについての学習内容が

１授業時間で見開き 2ページにまと

められている。 

・ユニバーサルデザインフォントを採

用し、ふりがなにゴシック体を用

い、読みやすくなるよう工夫されて

いる。 

 

 

本市の生徒の実態や 

地域等の特性との関 

連 

・課題の探求などで、インターネット

を活用して情報を収集することなど

が記されている。 

・「やってみよう」や各章末の「学習

のまとめと発展」で学習が深められ

るよう工夫されている。 

・二次元コードで学習内容に関する動

画を閲覧でき、より理解が深まるよ

う工夫されている。 

・「課題」「確認」「探究」を設け、

学習内容の見通しとこれまでの学習

を深められるよう工夫されている。 
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